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2022年研究成果一覧

心理学教室

〈研究概要〉
①COVID-19のメンタルヘルスに及ぼす影響に関する研究

2021年度より科研費基盤（C）の研究課題「COVID-19という常在リスクのある新しい生活様式の受容と適応に関す
る研究」に，文化人類学者，リスク学研究者，疫学研究者らと共に分担研究者として継続参加している．西垣は，コロ
ナ禍における大学生のメンタルヘルスの変化の継続調査および，大規模ウェブ調査の項目立案などを担当している．（西
垣）

②医学生のレジリエンスに関する研究
2022年度より科研費基盤（C）の研究課題「大学生のための ICTを活用した総合的セルフケアプログラムの開発と実
践」を研究代表者として進めている．現在，心身の健康，マインドフルネス，レジリエンスの各ユニットに分けてプロ
グラムを構築中であるが，全体を統括する理論的枠組みとなるポジティブ心理学について「自己成長の鍵を手に入れる
ポジティブ心理学ガイド」（原題 From Surviving to Thriving）の翻訳に取り掛かっている．（西垣）

③フォーカシングに関する研究
ともに現象学を基盤のひとつとする「認知神経リハビリテーション」と「フォーカシング」について，哲学者，理学
療法士，言語聴覚士，臨床心理士・公認心理師らによる研究グループにて探究を続けている．当年はメタファーの捉え
方の視点から，認知神経リハビリテーション実践におけるフォーカシング的手法の適用可能性などについて論文として
まとめた．
近年，自身の感情の把握や他者との共感との関連といった多様な知見が明らかになってきている「内受容感覚」や，

「身心の気づき」などについて多職種の研究者とともに研究を継続している．フォーカシングの中核概念である「フェ
ルトセンス」と「内受容感覚」は内臓感覚と呼ばれることなど類似性があるが，それらの異同，さらには身体感覚に
フォーカシング的にかかわることの意義を整理することに取り組んでいる．（平野）

〈研究業績〉
原　著
平野智子（2022）認知神経リハビリテーションへの

フォーカシング適用可能性についての検討．認知神
経リハビリテーションジャーナル　21: 71–84

数学教室

〈研究概要〉
医学分野における数学の活用を目指し，生体現象を数理的にモデル化して実際の生体現象の解明につなげる，いわゆ
る数学モデリングの手法を軸とした研究を行っている．さらに，近年臨床研究における生物統計学の重要性が向上して
いることから，統計学の知識を応用した研究支援活動を展開している．

主な研究テーマ：
1）生体現象の数理モデリング
生体内のさまざまな物理現象（例：筋収縮現象や血中酵素反応など）に対し，その基礎現象となる生理特性に着目し
て構築した数理モデルを用いて，生体現象を解明
2）生物統計学
統計学的解析手法の生物統計・医療情報への応用（統計ソフトの活用も含む）
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3）生体循環器系現象の解明
生体流体工学を応用した全身循環器系の数値計算モデルや，生体から得られた血圧脈波波形の計測データを用いた循
環器系動態の解析
4）その他
自転車ペダリングなどのスポーツ運動に対する生体力学的動作解析や，経営工学的手法を利用した応用研究等

外部資金獲得状況
（1） 2019年度～ 2022年度 文部科学省 科学研究費補助金 基盤（C）自転車ペダリング動作スキルの計測デバイス開発

と評価指標の確立

〈研究業績〉
原　著
1. Taichi Omachi, Naho Atsumi, Takashi Yamazoe, Sohsaku 

Yamanouchi, Ryosuke Matsuno, Tomoki Kitawaki and 
Kazunari Kaneko (2022) Differential diagnosis of 
histiocytic necrotizing lymphadenitis and malignant 
lymphoma with simple clinical findings. Children 9(2): 290

2. Yuta Chujo, Kimihiko Mori, Tomoki Kitawaki, Masanori 
Wakida, Tomoyuki Noda and Kimitaka Hase (2022) How 
to decide the number of gait cycles in different low-pass 
filters to extract motor modules by non- negative matrix 
factorization during walking in chronic post-stroke patients. 
Front Hum Neurosci 16: 803542

3. Takayuki Okada, Naoki Minato, Nobuya Zempo, Shinya 
Kanemoto, Mitsuharu Hosono, Shintaro Kuwauchi, 
Tomohiko Uetsuki, Takayuki Kawaura and Tomoki 
Kitawaki (2022) Midterm performance of the autologous 
adventitial overlay method. Ann Thorac Surg S0003-
4975(22)01288-7

学会発表
1. M. Fukuda and T. Kitawaki (2022/12) Analysis of pedaling 

motion focusing on the relationship between lower limb 
coordinated action and pedal angle. Asia-Singapore 
Conference on Sport Science, Singapore.

物理学教室

〈研究概要〉
2022年物理学教室で実施した主な研究の概要を以下に示す．

（1）複数の時定数をもつモデルによる sequential patternsの生成機構の解明（東大金子氏との共同研究）
上のモデルに遅いニューロンをもつネットワークを加えた，複数の時定数をもつネットワークモデルを構築し，それ
を用いて神経系で見られる sequential patternsの生成機構の解明に取り組んでいる．本年度はこのモデルの発展的なモデ
ルに関してCNS2022にて口頭発表を行った．

（2） 千葉工大信川教授，東邦大学我妻講師らと行っているリザバー計算におけるシナプス分布が log-normal分布のとき
の計算能力の計算に関して研究を進めている．これらはすでにニューロコンピューティング研究会やNOLTA2022
で発表を行い，さらに発展的な研究を行っている．

（3）神経系の領域間動的通信の機序解明
海馬と内側前頭前野の通信は，タスクによりこの異なる周波数で同期が行われるなど動的な通信を行っている．この
機構を明らかにするために，局所神経回路モデルをもちいて，シナプス結合パターンなどがどのような条件で，これら
の動的通信が可能か解析を進めている．

（4） カビ臭産生シアノバクテリアの微細構造観察と同定（滋賀県琵琶湖環境科学研究センター，京都市上下水道局との
共同研究）
京阪神地区の水源である琵琶湖に生息するシアノシアノバクテリアが産生する二次代謝物による水道原水のカビ臭が
問題となっている．引き続きカビ臭産生種の同定法および解析法の開発を行った．分析法やデータ解析について専門知
識を提供した．
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（5）琵琶湖産シジミの殻皮の化学状態分析（東レテクノ，東レリサーチセンターとの共同研究）
琵琶湖水系の固有種であるセタシジミの貝殻の最表面には，細胞外代謝物からなる厚さ数ミクロンの殻皮と呼ばれる
有機膜が存在している．殻皮に含まれる微量物質から，シジミの生息時の底質環境や健康状態を非破壊で把握する方法
の開発を進めている．殻皮の色を決定する物質についての研究成果を論文にまとめ Journal of structural biologyで報告し
た．さらに，殻皮の深さ方向の分析を行い，解析を進めている．

生物学教室

〈研究概要〉
生物学教室では，基本的な生命現象について一貫して以下の 2つのテーマで研究を行っている．

1　神経系における細胞接着分子プロトカドヘリンの役割の解明
2　シアノバクテリアを用いた計時機構の解明

本年度は，プロトカドヘリン 9について，ノックアウトマウスを用いた行動解析と発現解析からこの分子が扁桃体で
の恐怖抑制に関わっていることを明らかにし，論文として発表を行った．また，時計蛋白質KaiCの翻訳後制御に関わ
る因子の候補遺伝子について変異体を作製し表現型の解析を行った．
今後は，別のプロトカドヘリンであるプロトカドヘリン 1についてノックアウトマウスを用いた細胞生物学的な解析
を進めていく予定である．また，KaiCの翻訳後制御について，さらなる因子の探索と解析を行う予定である．

英語教室

〈研究概要〉
医療系大学における英語教育は，「医療人が必要とする英語能力の習得」が大前提となる．そのため本教室では，医
師や他の医療従事者が，英語を利用してキャリアの各段階において活躍するために必要なスキルと知識，またその学習
法，教授法，評価法について，応用言語学や教育学，パブリケーションサイエンスなどの観点から研究を行っている．

1．医学英語の教授法と評価法
English for medical purposes（EMP；医学英語教育）は，応用言語学の分野である English for specific purposes（ESP；専
門英語教育）の下位専門分野である．
研究内容として，応用言語学および教育学の観点から，様々な教授法（例， ICTの活用，反転授業など）の開発およ
びその教育効果の検証，評価法の開発および信頼性・妥当性の検証などを行っている．
また，日本医学英語教育学会により策定された「医学教育のグローバルスタンダードに対応するための医学英語教育
ガイドライン」や同学会により実施されている「医学英語検定試験」などをはじめ，医学英語教育の到達目標，教授法，
評価法の標準化に向けた研究なども行っている．

2．医学英語教育のプログラム評価と質保証
上記の 1.と関連性が高いが，教育 IRの分野と接点を持つ研究である．設定された医学英語教育の卒業時到達目標が
実際に達成されたかを，様々な指標に基づいて検証する仕組みの開発，その信頼性・妥当性の検証などが研究の内容で
ある．本学のみならず，広く他大学でも応用可能な医学英語教育のプログラム評価と質保証の確立を目的としている．

3．医学英語の言語学的分析
医療現場における様々なジャンル （例，医師患者間の医療面接， 口頭での症例報告，原著論文など） の英語の言語学的
な研究を行っている．手法としては，genre analysis （ジャンル分析），discourse analysis （談話分析），conversation analysis
（会話分析），corpus analysis（コーパス分析） などの，質的・量的研究を用いている．
医学英語の本質を解明し，より効果的な医学英語教育に応用することを目的としている．

4．国際医学情報学研究
国際医学情報学（publication science， “journalology” とも呼ばれる） とは，生物医学研究の誌上発表や学会発表などの
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情報発信全般に関連した事柄を扱う分野である．研究内容としては，査読制度のあり方，出版倫理（COPEフローチャー
トなど），出版バイアス，学術誌と研究者のそれぞれの評価指標（impact factor， H-indexなど） のあり方，CONSORTな
どの報告ガイドライン，ICMJEの指針などが挙げられる．

健康科学教室

〈研究概要〉
当教室は，運動，心理，栄養，スポーツ医学（整形，循環器）と健康関連を多面的に研究している．健康関連領域と
しては循環動態，代謝，骨格筋機能，動脈硬化，抗加齢医学，脳機能など多岐にわたり，また臨床医学を実践するため
の行動医学，Information Technologyによる日常での連続生体機能評価，行動介入プログラムの研究開発も行っている．
臨床データは，附属病院健康科学センターや関連施設で横断的，縦断的に検証しており，骨格筋制御に関与するマイオ
カインの分泌動態や変化に注目している．また，漸増運動負荷中にタブレット型の認知機能評価を行うことで，早期の
認知機能低下の発見が可能か否かを検討中である．現在，WEBカメラを用いた身体機能評価とその結果に基づいた運
動プログラムの自動作成システムも開発中である．

・研究主要領域
1．循環動態，代謝性因子による運動効果
2．運動による骨格筋代謝，動脈硬化機序の解明
3．遠隔介入による行動変容効果の研究
4．認知行動療法，食行動科学による肥満研究
5．医療情報共有システムによる生活習慣病介入効果の研究

・主要研究テーマ
（1）アディポカインとマイオカインによる骨格筋機能や減量効果の研究
（2）代謝肥満手術による体組成変化に及ぼす消化管機能・ホルモン動態の研究
（3）心臓リハビリテーションの最適な運動処方，新規バイオマーカーに関する研究
（4）地域在住高齢者および二次性（肥満・心不全）サルコペニアに関する研究
（5）生活習慣病疾患患者における加圧トレーニング効果に関する研究
（6）モバイル端末による認知機能評価と運動負荷による脳機能の変化
（7）イヤホン型咀嚼計を用いた咀嚼と嚥下評価に関する研究
（8）虚血性心疾患の心理的リスクとしてのタイプDパーソナリティ評価と介入効果
（9）生体センサー連続記録による性格特性，心理特性評価と減量効果に及ぼす影響
（10）IoTを活用した長期・連続・自動生体情報記録による疾患別遠隔予防・治療システムの臨床効果の研究

〈研究業績〉
原　著
1. Matsumoto Y, Kurose S, Miyauchi T, Yoshiuchi S, Habu 

D and Kimura Y. (2022) Effect of mobility restrictions 
during the coronavirus disease epidemic on body 
composition and exercise tolerance in patients with obesity: 
single institutional retrospective cohort study. J Phys Act 
Health 19(5): 351–357

2. Hidaka N, Kurose S, Takao N, Miyauchi T, Nakajima S, 
Yoshiuchi S, Fujii A, Takahashi K, Tsutsumi H and 
Kimura Y. (2022) Masticatory behaviors and gender 
differences in people with obesity as measured via an 
earphone-style light-sensor-based mastication meter. 
Nutrients 14(14): 2990

3. Yoshimoto T, Taniguchi K, Kurose S and Kimura Y. (2022) 
Validation of earphone-type sensors for non-invasive and 

objective swallowing function assessment. Sensors 22(14): 
5176

4. Kida K, Nishitani-Yokoyama M, Kono Y, Kamiya K, Kishi 
T, Node K, Makita S, Kimura Y and Ishihara S; Japanese 
Association of Cardiac Rehabilitation (JACR) Public 
Relations Committee (2022) Second nationwide survey of 
Japanese cardiac rehabilitation training facilities during the 
coronavirus disease 2019 (COVID-19) outbreak. 
Circulation reports 4(10): 469–473

5. Makita S, Yasu T, Akashi YJ, Adachi H, Izawa H, Ishihara 
S, Iso Y, Ohuchi H, Omiya K, Ohya Y, Okita K, Kimura Y, 
Koike A, Kohzuki M, Koba S, Sata M, Shimada K, 
Shimokawa T, Shiraishi H, Sumitomo N, Takahashi T, 
Takura T, Tsutsui H, Nagayama M, Hasegawa E, 
Fukumoto Y, Furukawa Y, Miura SI, Yasuda S, Yamada S, 
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Yamada Y, Yumino D, Yoshida T, Adachi T, Ikegame T, 
Izawa KP, Ishida T, Ozasa N, Osada N, Obata H, Kakutani 
N, Kasahara Y, Kato M, Kamiya K, Kinugawa S, Kono Y, 
Kobayashi Y, Koyama T, Sase K, Sato S, Shibata T, 
Suzuki N, Tamaki D, Yamaoka-Tojo M, Nakanishi M, 
Nakane E, Nishizaki M, Higo T, Fujimi K, Honda T, 
Matsumoto Y, Matsumoto N, Miyawaki I, Murata M, Yagi 
S, Yanase M, Yamada M, Yokoyama M, Watanabe N, Ito 
H, Kimura T, Kyo S, Goto Y, Nohara R and Hirata KI; 
Japanese Circulation Society/the Japanese Association of 
Cardiac Rehabilitation Joint Working Group (2022) JCS/
JACR 2021 guideline on rehabilitation in patients with 
cardiovascular disease. Circ J 87(1): 155–235

6. 河津俊宏，黒瀬聖司，宮内拓史，高尾奈那，山下素永，
浅田翔太，小田垣福子，木村　穣（2022）肥満女性
における生体電気インピーダンス（Bioelectrical 
impedance analysis）法による Phase angleと身体機能
の関連性．日本臨床運動療法学会誌　23(2): 17–22

その他
1. 黒瀬聖司，木村　穣（2022）医療連携アプリを活用
した運動教室の実践～大学・実地医家・運動指導者
をつなぐ～．介護予防･健康づくり　9(1): 43–48

2. 黒瀬聖司（2022）【「?」が氷解！秘伝がぎっしり　患
者・家族から本当によく聞かれる　糖尿病のぎもん　
Q&A123】（第 5章）運動療法のぎもん　膝や腰が痛
くて，運動をする気にならないよ．糖尿病ケア＋　
（2022夏季増刊）: 176–178

3. 黒瀬聖司（2022）【「?」が氷解！秘伝がぎっしり　患
者・家族から本当によく聞かれる　糖尿病のぎもん　
Q&A123】（第 5章）運動療法のぎもん　いつ・どん
な運動を・どれくらいすればいいの？ 糖尿病ケア＋　
（2022夏季増刊）: 171–172

4. 黒瀬聖司（2022）【「?」が氷解！秘伝がぎっしり　患
者・家族から本当によく聞かれる　糖尿病のぎもん　
Q&A123】（第 5章）運動療法のぎもん　糖尿病の「運
動療法」ってどんな治療なの？ 糖尿病ケア＋　（2022
夏季増刊）: 166–168

5. 黒瀬聖司（2022）第 5章：運動療法のぎもん（Q67～
71）糖尿病ケア＋　（夏季増刊号）: 166–178

6. 木村　穣（2022）AI・IoTとスポーツ医学（第 8回）　
生体センサーの健康科学への応用．臨スポーツ医　
39(8): 872–877

7. 木村　穣（2022）【算定の基本から患者満足度UPの
工夫まで　ナースが押さえておきたい糖尿病のオン
ライン診療】さくっと学べる！Q&A集　オンライン
診療・服薬指導にまつわる医療スタッフのハテナ&
お悩みにアンサー！オンライン診療で有用なツール
はあるでしょうか？ 糖尿病ケア＋　19(5): 697–698

学会発表
1. Kawazu T, Kurose S, Miyauchi T, Takao N, Asada S, 

Odagaki T, Tanaka C, Iwasaka J and Kimura Y (2022/04) 
The relation between Phase Angle as muscle function by 
BIA and physical function and nutrition states in cardiac 
patients. ESC Preventive Cardiology 2022, Online

2. Tanaka C, Kurose S, Takao N, Miyauchi T, Shiojima I, 
Oike Y and Kimura Y (2022/04) Related factors and 
changes of angiopoietin-like protein 2 with chronic heart 
failure patients participating in phase III cardiac 
rehabilitation. ESC Preventive Cardiology 2022, Online

3. Takao N, Kurose S and Kimura Y (2022/10) Evaluation of 
adiponectin and myostatin for preserving skeletal muscle 
mass in weight loss program. 2nd Edition of World Obesity 
and Weight Management Congress, Orland (Hybrid)

4. 河津俊宏，黒瀬聖司，宮内拓史，高尾奈那，山下素永，
浅田翔太，小田垣福子，木村　穣（2022/02）心疾患
患者の BIA法による Phase angleと身体機能，栄養指
標の関連．日本心臓リハビリテーション学会第 7回
近畿地方会，京都（オンライン）

5. 小田垣福子，宮内拓史，高尾奈那，山下素永，浅田
翔太，河津俊宏，黒瀬聖司，佐藤義昭，木村　穣
（2022/03）新加圧デバイスを用いた在宅加圧トレー
ニングによる骨格筋量と筋力の変化．第 36回日本体
力医学会近畿地方会，神戸（オンライン）

6. 吉内佐和子，中村夏子，中嶋佐知子，北村晃子，吉
田三嘉，田村美帆，黒瀬聖司，高尾奈那，木村　穣
（2022/03）アディポネクチンおよびマイオスタチンか
らみた肥満治療方針の検討．第 42回日本肥満学会・
第 39回日本肥満症治療学会学術集会，横浜

7. 高尾奈那，黒瀬聖司，宮内拓史，吉内佐和子，藤井　
彩，高橋一久，木村　穣（2022/03）減量プログラム
による体組成の変化と血清マイオスタチン，アディ
ポネクチンとの関連性．第 42回日本肥満学会・第 39
回日本肥満症治療学会学術集会，横浜

8. 浅田翔太，宮内拓史，高尾奈那，河津俊宏，黒瀬聖司，
木村　穣（2022/03）肥満患者の減量時の運動耐容能
低下におよぼす因子の検討．第 42回日本肥満学会・
第 39回日本肥満症治療学会学術集会，横浜

9. 小田垣福子，宮内拓史，高尾奈那，山下素永，浅田
翔太，河津俊宏，木村　穣，塩島一郎（2022/06）
COVID-19蔓延による身体活動低下が心疾患に関与し
たと思われる一例．第 28回日本心臓リハビリテー
ション学会学術集会，宜野湾

10. 木村　穣（2022/06）遠隔心臓リハビリテーションか
らデジタルヘルスへの期待．第 28回日本心臓リハビ
リテーション学会学術集会，宜野湾

11. 久保田眞由美，岩坂潤二，後藤さやか，西江萌希，
木村　穣（2022/06）心リハコメディカルスタッフに
おける植込み型心臓電気デバイス（CIED）の知識調
査．第 28回日本心臓リハビリテーション学会学術集
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会，宜野湾
12. 高尾奈那，宮内拓史，藤井　彩，黒瀬聖司，木村　穣，
塩島一朗（2022/06）心疾患患者の精神・心理学的評
価とその対応の実際．第 28回日本心臓リハビリテー
ション学会学術集会，宜野湾

13. 山下　亮，佐藤真治，阪井康友，玉利光太郎，荒井
久仁子，外山洋平，高上英輝，黒瀬聖司，宮内拓史，
久保田眞由美，板矢悠佑，村上光世，岡村大介，原
田栄作（2022/06）維持期心疾患高齢患者における身
体活動量とソーシャルキャピタル・幸福度との関連
性 -多施設共同横断研究．第 28回日本心臓リハビリ
テーション学会学術集会，宜野湾

14. 浅田翔太，宮内拓史，高尾奈那，山下素永，河津俊宏，
小田垣福子，出籠　結，長谷公隆，木村　穣（2022/06）
医療機関における高齢心リハ患者の介護保険運動療
法との連携．第 28回日本心臓リハビリテーション学
会学術集会，宜野湾

15. 田中千春，黒瀬聖司，小田垣福子，河津俊宏，浅田
翔太，髙尾奈那，山下素永，宮内拓史，木村　穣
（2022/06）維持期心リハにおける地域運動施設，運動
指導者との連携．第 28回日本心臓リハビリテー
ション学会学術集会，宜野湾

16. 富田エミ，今井　優，河村孝幸，黒瀬聖司，前田加
奈子，上月正博，横井宏佳，皆川太郎，木村　穣，
伊東春樹，片桐　敬（2022/06）維持期心臓リハビリ
テーションにおける JHC認定トレーナー育成事業の
試み．第 28回日本心臓リハビリテーション学会学術
集会，宜野湾

17. 木村　穣（2022/06）オンライン心臓リハビリテー
ションガイドライン．第 28回日本心臓リハビリテー
ション学会学術集会，宜野湾

18. 吉本拓登，谷口和弘，黒瀬聖司，木村　穣（2022/09）
非侵襲的かつ客観的な嚥下評価のためのイヤホン型
センサの妥当性の検証．第 28回日本摂食嚥下リハビ
リテーション学会学術大会，千葉

19. 宮内拓史，黒瀬聖司，山中　裕，大西克子，高尾那奈，
山下素永，浅田翔太，河津俊宏，小田垣福子，木村　
穣（2022/09）ICTを用いた認知課題と運動負荷を組
み合わせた“認知運動負荷試験”の有用性の検討．
第 41回日本臨床運動療法学会学術集会，東京

20. 黒瀬聖司，大西克子，宮内拓史，高尾奈那，高橋一久，
木村　穣（2022/09）肥満者の血清フォリスタチン濃
度の特徴と規定因子の検討．第 41回日本臨床運動療
法学会学術集会，東京

21. 山下　亮，佐藤真治，阪井康友，玉利光太郎，荒井
久仁子，外山洋平，高上英輝，黒瀬聖司，宮内拓史，
久保田眞由美，板矢悠佑，村上光世，岡村大介，原
田栄作（2022/09）維持期心疾患高齢患者の身体活動
量は幸福度と運動耐容能に関連する―多施設共同横
断研究―．第 41回日本臨床運動療法学会学術集会，
東京

22. 森　喜平，栃岡璃香，黒瀬聖司，木村　穣（2022/09）
スポーツ習慣とワーク・エンゲイジメントの関係―
健康経営で従業員にスポーツ習慣を定着させるメ
リット―．第 41回日本臨床運動療法学会学術集会，
東京

23. 森原優次，黒瀬聖司，田頭悟志，藤崎淳矢，木村　
穣（2022/09）医師が運動を推奨する患者と運動指導
者を繋ぐ運動マッチングアプリの有用性の検証．第
41回日本臨床運動療法学会学術集会，東京

24. 西江萌希，久保田眞由美，後藤さやか，朴　幸男，
黒瀬聖司，木村　穣（2022/09）外来心臓リハビリテー
ション中の虚血性心疾患患者におけるセルフモニタ
リング併用が運動耐容能に及ぼす影響．第 41回日本
臨床運動療法学会学術集会，東京

25. 栃岡璃香，森　喜平，黒瀬聖司，木村　穣（2022/09）
職域で取組む健康経営 ®とスポーツマッチングサイト
による地域スポーツ資源活用がスポーツ習慣に及ぼ
す影響．第 41回日本臨床運動療法学会学術集会，東
京

26. 森井裕太，黒瀬聖司，田頭悟志，木村　穣（2022/10）
人工関節術後患者における生体電気インピーダンス
法による Phase Angleの患健側値についての検討．第
9回日本サルコペニア・フレイル学会大会，草津

27. 伊藤三千雄，坂根恭平，芳上　将，石部　豪，瀧　
彩華，黒瀬聖司，森山善文，佐藤真治（2022/11）オン
ラインを活用した運動処方の質を高める取り組みに
ついて～NU-MEP 中四国地区における活動の紹介～．
第 20回日本運動処方学会大会，オンライン

28. 河津俊宏，黒瀬聖司，宮内拓史，吉内佐和子，中村
夏子，吉田三嘉，窪田あい，藤岡友美，高橋一久，
木村　穣（2022/12）肥満者におけるオンライン栄養
指導の減量効果の検討．第 43回日本肥満学会・第 40
回日本肥満症治療学会学術集会，那覇

29. 吉内佐和子，中村夏子，吉田三嘉，窪田あい，藤岡
友美，井上健太郎，黒瀬聖司，木村　穣（2022/12）
肥満外科術後患者における随時尿からの推定蛋白質
摂取量と体組成変化との関係．第 43回日本肥満学
会・第 40回日本肥満症治療学会学術集会，那覇

30. 黒瀬聖司，大西克子，宮内拓史，高尾奈那，高橋一久，
木村　穣（2022/12）1週間に 150分以上の身体活動は
減量に伴うフォリスタチン濃度の低下を抑制する．
第 43回日本肥満学会・第 40回日本肥満症治療学会学
術集会，那覇

31. 小田垣福子，宮内拓史，髙尾奈那，浅田翔太，河津
俊宏，黒瀬聖司，木村博子，木村　穣（2022/12）肥
満減量介入時の運動目標の行動医学的分類による減
量効果の検討．第 43回日本肥満学会・第 40回日本肥
満症治療学会学術集会，那覇

32. 中村夏子，黒瀬聖司，吉内佐和子，宮内拓史，高尾
奈那，木村　穣（2022/12）たんぱく補給食品の目的
別処方の検討．第 43回日本肥満学会・第 40回日本肥
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満症治療学会学術集会，那覇
33. 木村愽子，宮内拓史，高尾奈那，河津俊宏，吉内佐
和子，木村　穣（2022/12）双極性障害をもつ肥満症

患者が肥満カウンセリングにより良好な減量を得ら
れた 1症例．第 43回日本肥満学会・第 40回日本肥満
症治療学会学術集会，那覇

解剖学講座

〈研究概要〉
当講座では，現在各教員がそれぞれの研究テーマに主体的に取り組んでいる．それらのうち代表的なテーマについて
以下に記す．

1）再生可能動物を利用した脊髄損傷研究
哺乳類の中枢神経は再生能力が限られるため損傷後の機能回復はかなり困難を極めるが，両生類や魚類では損傷後に
自発的な再生現象が生じ，これによりほぼ完全な神経機能回復が得られることが知られている．本講座では，イモリや
カエル等の高い再生能を有した“再生可能動物”の飼育環境を構築し，こうした再生可能動物の脊髄損傷における自発
的再生現象のメカニズムの解明と，哺乳類への治療応用を目指した研究を行っている．最近では，脊髄損傷後に形態学
的・機能的にほぼ完全な再生を達成すると考えられているイベリアトゲイモリより神経幹細胞様の活性を有する前駆細
胞の培養方法の開発研究を行った（Seki et al. Dev Growth Differ, 2022）．

2）Cpeb1の発現制御機構の解析
CPEB1は標的mRNAに結合しその翻訳を制御する RNA結合タンパク質である．われわれはこれまでにAUF1という

RNA安定性制御を担う RNA結合タンパク質が CPEB1の RNA発現を抑制することを明らかにしている．本研究では
CPEB1が自己翻訳抑制をおこなうこと，AUF1非存在下でmiR-145a-5pと let-7b-5pがCPEB1発現を抑制することを明ら
かにした．これらの結果は CPEB1発現が多様な発現制御を受けていることを示している（Oe et al. FEBS Open Bio, 
2022）．また，遺伝性精神疾患である脆弱X症候群（FXS）の原因遺伝子 Fmr1のmRNAに CPEB1が結合し，海馬と小
脳の神経細胞において共局在する事，CPEB1が Fmr1翻訳産物の細胞内局在制御に関与する事を明らかにした．更に，
ミトコンドリア関連タンパク質であるHSPA9が FXSモデル細胞で異常な細胞内局在を示す事，CPEB1発現抑制により
HSPA9局在が正常化する事を明らかにした．これらの結果は FXS病態に CPEB1が関与することを示しており新規治療
標的となり得る事を示唆するものと考えられた（Oe et al. Front Cell Neurosci, 2022）．

3）グリオーマ癌幹細胞における長鎖非コードRNAやmicroRNAの機能解析
癌幹細胞は癌の発生や再発に関わる重要な細胞である．この癌幹細胞に特異的に発現する遺伝子を同定しその機能を
解析することは，癌の新規治療法開発の観点から重要な研究テーマである．大江らは，WHOグレード 4の悪性腫瘍で
あるグリオブラストーマのがん幹細胞（GSC）に特異的に発現する非コードRNAの同定と，その機能解析を試みている．
これまで，遺伝子発現解析によりMES型GSC特異的高発現を示す長鎖非コード RNA（lncRNA）およびmicroRNAを複
数同定し，更に，発現抑制実験によりこれらの非コード RNAがGSC細胞表現型を制御する可能性があることを明らか
にしている（大江ら 第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，2022）．

4）質量顕微鏡を用いた脂質局在と機能解析
質量顕微鏡は分子量 1,500以下の低分子の組織内局在を把握可能な特異な装置であり，本学に配備されている

（iMScope-prototype, Shimadzu）．平原らは，質量顕微鏡を用いた腎臓における硫酸化糖脂質分子種を同定し，その局在を
明らかにしている．腎臓からのアンモニア排泄は集合管介在細胞で起こり，酸塩基平衡の調節に重要な役割を担ってい
るが，ヒトとマウスの腎臓の質量顕微鏡解析により，3個の水酸基をセラミド骨格にもつ非常に珍しいスルファチド分
子種が腎集合管介在細胞に特異的に発現していることを見出し，尿中へのアンモニアと水素イオンの排泄に寄与してい
ることを解明した．スルファチドは腎臓癌などの病態生理とも深く関係していることから，生理機能が明らかになるこ
とで腎臓病における疾患の未来医療への展開に貢献できることが期待される（Nakashima et al. J Lipid Res, 2022）．また，
平原らは，この質量顕微鏡を用い，発生過程のシュワン細胞におけるスルファチド分子発現の変遷を明らかとし，シュ
ワン細胞分化における脂質分子の機能について検討を進めている（蒲生ら 第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，
2022）．これらの研究は，本学研究医養成コースに所属する学生が主担当として遂行している．
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5）足底部層板小体の分布および神経支配とその機能との関連性の解析
皮膚機械受容器である層板小体は軸索末端およびシュワン細胞により構成される層板により構築され，パチニ小体・
マイスナー小体・単純小体の 3種に分類される．小池らは，ラット足底皮膚における層板小体の分布と 3次元的な神経
支配の解析を行い，非特異的コリンエステラーゼを示す層板小体がラットの足底，特に各足底の隆起部の最高部である
頂部に顕著な皮膚の隆起において密に分布することを見出した．本部位における層板小体は，微細形態上，単純角柱で
あることが判明した．軸索トレーシングおよびフットプリント解析により，1本の幹軸索が複数の単純体幹を支配し，
足底皮膚におけるその分布パターンが地面からの機械的刺激を効率的に感知・伝達するのに好都合であることを示唆す
る結果が得られた（小池ら 第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，2022）．

6）医学部学生の医学教育および医師の生涯教育に資する研究
本講座では主に医学部学生を対象とした肉眼解剖学，神経解剖学，組織学分野の教育を行っている．また，本学にて
行われている手術手技研修の実務を取扱っている．これら医学教育および医師の生涯教育に資する研究を取扱っている．
2022年においては，肉眼解剖学を履修する医学部生を対象としてオープンリソースの医用画像からの三次元像再構築を
目的とする特別課題を実施し，学生自身による三次元像再構築の可能性と人体の三次元構造に対する理解度の向上に効
果があるかどうかを検証した．その結果，本課題に参加した学生の 96.0%が三次元再構築像を提示し，うち 17.2%の学
生は肺区域や気管支，血管の立体構造を含む完全な三次元再構築像を提示するに至った．本研究で用いた非対面自学自
習形式教材が人体の三次元構造理解促進に有効である可能性が示唆された（中野ら 関西医大雑誌，2022）．

〈研究費助成金〉
文部科学省・学術振興会科学研究費
基盤研究（C）18K06814　ゼノパスにおける部位特異的遺伝子組換え技術に資する遺伝子座の同定（代表＝北田）
基盤研究（C）22K06822　成体型再生を可能とする成体イモリの脊髄再生における神経細胞新生の意義の検証（代表
＝北田）
基盤研究（C）19K06891　単一細胞解析による覚醒制御機構の解明（代表＝田中）
基盤研究（C）20K07601　浸潤性膀胱癌における新規治療ターゲットとしての一次繊毛（分担＝田中）
基盤研究（C）21K09529　子宮内膜免疫寛容の転写制御機構を解明する（分担＝田中）
基盤研究（C）19K07277　シュワン細胞の発生・成熟における硫酸化糖脂質の生理的意義の解明（代表＝平原）
若手研究 18K15009　虚血応答因子としての脳由来胆汁酸の生理的意義の解明（代表＝大江）
基盤研究（C）21K06763　脳由来胆汁酸の機能解明と脳梗塞新規治療デザイン確立への応用（代表＝大江）
基盤研究（C）20K06658　脊髄再生における二胚葉性幹細胞の出現と役割の解析（代表＝林）
若手研究 20K16114　新規一次感覚ニューロンの生理的・病理的役割の解明（代表＝小池）
研究活動スタート支援 21K20747　イモリ切断損傷脊髄の完全再生を担う再生細胞の分化多能性と組織再構築能の検
証（代表＝関）
基盤研究（C）22K06821　イモリ脊髄損傷後の組織再構築における免疫環境の重要性（代表＝関）
若手研究 19K16725　腫瘍関連マクロファージ /ミクログリアの分極化制御によるグリオーマの増殖抑制（代表＝中野）
若手研究 22K17316　学生自身の手による医用画像利用と 3Dプリンタ出力の解剖学教育効果の検証（代表＝中野）

〈研究業績〉
原　著
1. Oe S, Hayashi S, Tanaka S, Koike T, Hirahara Y, Seki-

Omura R, Kakizaki R, Sakamoto S, Nakano Y, Noda Y, 
Y a m a d a  H  a n d  K i t a d a  M  ( 2 0 2 2 )  C y t o p l a s m i c 
Polyadenylation Element-Binding Protein 1 Post-
transcriptionally Regulates Fragile X Mental Retardation 1 
Expression Through 3′ Untranslated Region in Central 
Nervous System Neurons. Front Cell Neurosci 16: 869398

2. Miyagawa T, Tanaka S, Shimada M, Sakai N, Tanida K, 
Kotorii N, Kotorii T, Ariyoshi Y, Hashizume Y, Ogi K, 
Hiejima H, Kanbayashi T, Imanishi A, Ikegami A, Kamei 
Y, Hida A, Wada Y, Miyamoto M, Takami M, Kondo H, 
Tamura Y, Taniyama Y, Omata N, Mizuno T, Moriya S, 

Furuya H, Kato M, Kato K, Ishigooka J, Tsuruta K, Chiba 
S, Yamada N, Okawa M, Hirata K, Kuroda K, Kume K, 
Uchimura N, Kitada M, Kodama T, Inoue Y, Nishino S, 
Mishima K, Tokunaga K and Honda M (2022) A rare 
genetic variant in the cleavage site of prepro-orexin is 
associated with idiopathic hypersomnia. NPJ Genom Med 
7(1): 29

3. Nakashima K, Hirahara Y, Koike T, Tanaka S, Gamo K, 
Oe S, Hayashi S, Seki-Omura R, Nakano Y, Ohe C, 
Yoshida T, Kataoka Y, Tsuda M, Yamashita T, Honke K 
and Kitada M (2022) Sulfatide with ceramide composed of 
phytosphingosine (t18:0) and 2-hydroxy FAs in renal 
intercalated cells. J Lipid Res 63(6): 100210
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4. Seki-Omura R, Hayashi S, Oe S, Koike T, Nakano Y, 
Hirahara Y, Tanaka S and Kitada M (2022) Establishment 
of neural stem cell culture from the central nervous system 
of the Iberian ribbed newt Pleurodeles waltl. Dev Growth 
Differ 64(9): 494–500

5. Shuji Kurebayashi, Taro Koike, Tetsuji Mori and Hisao 
Yamada (2022) Amount of energy consumption during 
physical activity is a key element in the analysis of 
neurogenesis in the adult mouse hippocampus. びわこ健
康科学 1: 41–49

6. 中野洋輔，大江総一，林　真一，小池太郎，関　亮平，
北田容章（2022）医用画像を用いた学生自身による
三次元像再構築とその教育効果の可能性．関西医大
誌　72: 35–41

学会発表
1. 林　真一，関　亮平，大江総一，小池太郎，平原幸恵，
田中　進，伊藤　健，安河内彦輝，日笠幸一郎，北
田容章（2022/03）イモリ脊髄再生におけるトランス
クリプトーム解析―イモリから学ぶ再生原理―．第
21回日本再生医療学会総会，Web開催

2. 林　真一，関　亮平，大江総一，小池太郎，中野洋輔，
平原幸恵，田中　進，伊藤健，安河内彦輝，日笠幸
一郎，北田容章（2022/03）イモリ脊髄再生における
トランスクリプトーム解析―イモリから学ぶ再生原
理―．第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，
Web開催

3. 小池太郎，榎原智美，田中　進，平原幸恵，林　真一，
大江総一，関　亮平，中野洋輔，北田容章，熊本賢
三（2022/03）ラット足底皮膚の層板小体の分布と接
地部位の相関．第 127回日本解剖学会総会・全国学
術集会，Web開催

4. 大江総一，柿崎梨緒，阪本純加，田中　進，平原幸恵，
林　真一，小池太郎，関　亮平，中野洋輔，北田容

章（2022/03）Silencing of miR-505 suppresses the 
malignant phenotype in glioma stem cells by targeting 
AUF1．第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，
Web開催

5. 中野洋輔，田中　進，林　真一，大江総一，北田容
章（2022/03）グリオーマ進展過程において，腫瘍微
小環境を形成するミクログリアのサブタイプは経日
的に変化する．第 127回日本解剖学会総会・全国学
術集会，Web開催

6. 北田容章（2022/03）関西医科大学における手術手技
研修の立ち上げの環境整備と今後の課題について．
第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，Web開
催

7. 平原幸恵，中島啓子，小池太郎，蒲生恵三，田中　進，
大江総一，林　真一，関　亮平，中野洋輔，大江知里，
吉田　崇，片岡洋祐，津田雅之，本家孝一，北田容
章（2022/03）腎集合管に局在する 2つのヒドロキシ
ル基を持つ特殊なスルファチド分子種の同定．第 127
回日本解剖学会総会・全国学術集会，Web開催

8. 蒲生恵三，平原幸恵，小池太郎，大江聡一，田中　進，
林　真一，関　亮平，中野洋輔，小野勝彦，北田容
章（2022/03）末梢神経におけるスルファチド分子種
の挙動と作用機序の検討．第 127回日本解剖学会総
会・全国学術集会，Web開催

9. 関亮平，林　真一，大江総一，小池太郎，中野洋輔，
平原幸恵，田中　進，北田容章（2022/09）イベリア
トゲイモリの神経幹細胞　～脊髄の完全再生を担う
細胞の分化多能性解明を目指して～．第 3回イベリ
アトゲイモリ研究会，岡崎

10. 林　真一，関　亮平，大江総一，小池太郎，平原幸恵，
中野洋輔，田中　進，伊藤　健，安河内彦輝，日笠
幸一郎，北田容章（2022/09）イモリ脊髄再生におけ
るトランスクリプトーム解析　―イモリから学ぶ再
生原理―．第 3回イベリアトゲイモリ研究会，岡崎

生理学講座

〈研究概要〉
生理学講座では，パッチクランプを用いた細胞生理学（旧第一生理学講座）・意思決定の神経基盤の解明を目指した，
マカクサルを使いたシステム神経生理学的研究（旧第二生理学講座）を行っている．また，臨床講座や他の基礎講座と
の連携が進んでいることも当講座の特徴である．

（1）脳腫瘍の根治を目ざす橋渡し研究
脳腫瘍の診断や治療法の開発を目的とした共同研究を脳神経外科学講座，分子遺伝学部門，解剖学講座および薬理学
講座と実施した．がんの発生かつ治療抵抗性の根源として，がん幹細胞の存在が提唱されている．我々は，がん幹細胞
に特異的な新規標的に対する新有効成分を創出し，特許を国際公開した（WO 2022/210524 A1）．さらに，有効性を向上
させた新有効成分も特許を出願した（特願 2022-160708）．

（2）海馬における代謝型グルタミン酸受容体の生理学的解析
発達・記憶・学習に重要な代謝型グルタミン酸受容体には 8つのサブタイプがあり，それぞれ機能と組織局在が異な
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る．海馬辺縁帯の細胞は神経細胞の層構造形成に寄与することが知られており，ここにサブタイプの一つmGluR1が局
在するが，その役割は不明である．ラット海馬スライスを用いた蛍光イメージングにより，このmGluR1が他受容体と
クロストークし，細胞内カルシウム濃度上昇を惹き起こしていることを示した．また細胞興奮性の調節に与える影響を，
パッチクランプ法により検討している．

（3）時間制限下での意思決定行動の変化
時間に余裕があるとより多くの選択肢を試してみるが，余裕がないと，より価値のある，さらにすぐに得られそうな
選択肢を選ぶ，という時間制限下でのストラテジーの変更は日常経験する．この時間制限によるストラテジーの選択が
適切であることは，複雑で危険な環境で生き抜いていくために必須のスキルであるが，その神経メカニズムは不明であ
る．この問題に答えるため，サルのための新たな行動課題を開発した．

5x5に並べられたボタン列があり，それらの右にあるスタートボタンを押すと，一列にひとつ合計 5つのボタンがラン
ダムに選択されて点灯する．右から左へ順序良く押すと報酬が得られる．点灯の色によって報酬量が異なる．時間制限
を設けると，報酬量の高いボタンを優先的に選び，低いものはスキップする．物理的な距離も影響する．2頭のサルが，
経験によってこれらの方策を次第に学習することを明らかにした．

2022年度はさらに，行動発現に重要な働きがあることで知られるドパミンの拮抗薬全身投与がこの行動に及ぼす影響
を明らかにした．D1受容体拮抗薬では特に時間制限が強い場合において，初めの開始に影響が強く，D2受容体拮抗薬
では時間制限がない場合でも誤った選択をした．つまり，時間制限による行動抑制とパニック行動がD1，D2それぞれ
に依存していることが明らかになった．

（4）外側腕傍核における内受容・外受容感覚の統合
外側腕傍核 (PBN)は脳幹に位置し，迷走神経を介した内臓感覚が大脳に入力する中継点である．同時に大脳辺縁系を
含めた情動・報酬回路の一部でもあるがその実態は不明である．サル PBNの神経活動記録により，PBN細胞が正・負
の情動を引き起こす感覚入力への応答に加え，心拍との関連を持つものを発見した．なお，本研究は附属生命医学研究
所神経機能部門　小早川高先生が代表を務めるAMEDCREST研究「サル感覚創薬技術のヒト臨床実用化への理論基盤」
の分担として行っている．

（5）セロトニン細胞選択的光操作法の開発
セロトニン系の光遺伝学的制御の霊長類モデルを作成するため，京都大学薬理学教室との共同研究により，セロト
ニン選択的にチャネルロドプシンを発現させるウイルスベクターを開発し，背側縫線核における局所注入を行った．こ
れまで，背側縫線核への光照射の効果とともに，背側縫線核からの投射先である黒質網様部・腹側被蓋野や拡張扁桃体
における刺激も行い，回路選択的な操作に成功した．2022年では組織学的解析を進め，注入部位の細胞およびその投射
先へのチャネルロドプシンの発現を免疫組織学的に確認した．

（6）社会的認知機能を支える神経機構の解明
期待報酬と社会的認知機能は本来異なる性質の情報であるが，密接に関係している．例えばレストランで食事をサー
ビスするのがロボットか，人間かで感じ方は異なる．扁桃体は報酬情報処理に加え，社会的認知機能への関与も指摘さ
れているが，扁桃体が報酬・社会的認知にどのように関与しているのか詳細は不明である．
そこで，社会認知の中でも顔刺激がリアルなものか漫画のようなものかに着目し，異なるリアルさ，さらに関連した
報酬量が異なる顔イメージを呈示させ，神経活動を記録した．その結果，社会認知活動を示すのは扁桃体外側核，報酬
量をしめすものは外側核と中心核であり，そのタイミングも異なることがわかった．論文化がほぼ終了した．
当講座では，リハビリテーション講座・小児科講座との共同研究も数年間にわたり推進している．2022年度は，脳卒
中患者の視覚性垂直感覚測定時の眼球運動について解析を進めた．その結果，脳卒中患者のうち半側空間無視が存在す
る場合は，視線移動の量的な減少を認め，それが垂直感覚の障害と関連していること，視線移動が増加すると垂直感覚
の改善を認めるがそれは前頭葉障害がない被検者に見られることを明らかにした．

〈研究業績〉
原　著
1. Hatta M, Kaibori M, Matsushima H, Yoshida T, Okumura 

T, Hayashi M, Yoshii K, Todo T and Sekimoto M (2022) 
Efficacy of a third-generation oncolytic herpes simplex 
virus in refractory soft tissue sarcoma xenograft models. 

Mol Ther Oncolytics 25: 225–235
2. Takanami K, Oti T, Kobayashi Y, Hasegawa K, Ito T, 

Tsutsui N, Ueda Y, Carstens E, Sakamoto T and Sakamoto 
H (2022) Characterization of the expression of gastrin-
releasing peptide and its receptor in the trigeminal and 
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spinal somatosensory systems of Japanese macaque 
monkeys: Insight into humans. J Comp Neurol. 530(16): 
2804–2819

3. Shoji T, Hayashi M, Sumi C, Kusunoki M, Uba T, Matsuo 
Y and Hirota K (2022) Sevoflurane does not promote the 
colony-forming  ab i l i ty  of  human mesenchymal 
glioblastoma stem cells in vitro. Medicina (Kaunas) 
58(11): 1614

4. Sakaguchi T, Sumiyama F, Kotsuka M, Hatta M, Yoshida T, 
Hayashi  M,  Kaibor i  M and Sekimoto M (2022) 
Levosimendan increases survival in a d-galactosamine and 
lipopolysaccharide rat model. Biomedicines 10(12): 3161

総　説
1. Kaibori M, Matsui K and Hayashi M (2022) Theranostics 

using indocyanine green lactosomes. Cancers (Basel) 
14(15): 3840

2. 中村加枝，石井宏憲，安田正治（2022）様々な視点
から意思決定を考察する 薬理学的な視点から．精神　
41(4): 500–507

その他
1. 宮内　哲（2022）生理心理学におけるパラダイム・
シフト．生理心理学と精神生理学　40(1): 39–44

学会発表
1. Kae Nakamura and Masaharu Yasuda (2022/07) The 

primate model  of  decision making under s tress . 
NEURO2022, 沖縄

2. 石井宏憲，中村加枝（2022/07）制限時間依存的な意
思決定戦略切替えメカニズムを研究するためのサル
の新規採餌課題．NEURO2022，沖縄

3. 武藤　恵（2022/03）幼若海馬における I型代謝型グ
ルタミン酸受容体の機能．第 99回日本生理学会大会，
仙台（Web開催）

4. 安田正治，中村加枝（2022/07）サル外側腕傍核にお
ける情動と認知行動の神経表現．NEURO2022，沖縄

5. 林美樹夫（2022/11）がん幹細胞に特異的なイオンチャ
ネルを標的とした抗癌剤の開発．第 13回スクリー
ニング学研究会，東京

医化学講座

〈研究概要〉
身体の中の無数の生体分子は，相互に密接に作用することで「生命」を営んでいます．これら生体分子の構造や機能
の解明は，病気の原因を明らかにし，治療を助ける「くすり」の開発に繋がります．医化学講座でおこなわれた生体分
子の研究として，1）ある 1つの「蛋白質」が神経機能におよぼす影響と，2）重要な受容体の性質と詳細な結晶構造を
解明した研究を紹介します．
片野准教授は，これまでに慢性疼痛の発症維持機構を解明するために，疼痛病態に関わる分子探索を行ってきた結果，
脊髄後角の後シナプス肥厚部から，神経障害性疼痛モデルでのみ優位に増加する分子とし，Brain enriched guanylate 
kinase associated protein （BEGAIN） や Calcium/calmodulin-dependent serine protein kinase (CASK)-interacting protein 1 
（Caskin1）など複数シナプス分子を同定しました．Caskin1は CASKに相互作用する分子として同定され，in vitroにお
いて複数の相互作用分子や機能について報告されていますが，哺乳類での in vivoにおける機能は不明のままでした．そ
こで，片野らは Caskin1の生理機能および分子局在を明らかにするために，Caskin1の抗体およびノックアウトマウスを
作製しました．さらに，Caskin1が脊髄だけでなく，広く脳領域にも発現していることから，網羅的行動テストバッテ
リーを行い複数の表現型について明らかにすることに成功しました．慢性疼痛と抑うつには相関があることが知られて
いますが，Caskin1を欠損したマウスでは，野生型に比べ強い不安様行動と侵害刺激に対する感受性の増大を示すこと
がわかりました（Mol Brain 11: 63, 2018）．
また，「くすり」の開発に直結する薬剤ターゲットであるGタンパク質共役受容体（GPCR）の研究も推進しています．

GPCRは様々なリガンド（神経伝達物質やホルモンなど）と結合し，細胞内にシグナルを伝達しています．GPCRの構
造を決定すると，リガンドの結合様式やGPCRのシグナル伝達機構を理解することができ，より高親和性，高選択性の
リガンド開発に重要な情報を提供することができます．医化学講座ではX線結晶構造解析とクライオ電子顕微鏡単粒子
解析を駆使して，GPCRおよびGPCR複合体の構造解析に取り組んでいます．これらの構造情報により，GPCRを不活
性化するリガンド（拮抗薬）や，GPCRを活性化するリガンド（作動薬），さらには副作用のないバイアスドリガンドな
どの薬剤開発に大きく貢献できます．これまでに，我々はプロスタグランジン（PG）受容体の活性化及びシグナル伝達
機構の分子メカニズムを理解することを目的として PG受容体のX線結晶構造解析を行ってきました．その結果，機能
性抗体（EP4の細胞外領域を認識し，PGE2による cAMPの産生を抑制する）が結合したEP4受容体を結晶化することで，
アンタゴニストの結合した EP4受容体の構造を分解能 3.4 Åで決定しました（Nat Chem Biol 15(1): 18, 2019）．また，ナ
チュラルアゴニストである PGE2の結合した EP3受容体の構造解析に成功しました（Nat Chem Biol 15(1): 8, 2019）．しか
し，X線結晶構造解析ではGタンパク質の結合した PG受容体の立体構造を高分解能で決定することが難しかったので
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すが，クライオ電子顕微鏡による単粒子解析を試みることにより，EP4受容体 /Gsタンパク質複合体だけでなく，EP3
受容体 /Giタンパク質複合体の構造解析に成功することができました（Structure 29(3): 252, 2021, Cell Rep 40(11): 111323, 
2022）．

〈研究業績〉
原　著
1. Yoshida T, Kaibori M, Fujisawa N, Ishizuka M, Sumiyama 

F, Hatta M, Kosaka H, Matsui K, Suzuki K, Akama TO, 
Katano T, Yoshii K, Ebara M and Sekimoto M (2022) 
Efficacy of nanofiber sheets incorporating lenvatinib in a 
hepatocellular carcinoma xenograft model. Nanomaterials 
(Basel) 12(8): 1364

2. Hideo Ogiso, Ryoji Suno, Takuya Kobayashi, Masashi 
Kawami, Mikihisa Takano and Masaru Ogasawara (2022) 
A liquid chromatography-mass spectrometry method to 
study the interaction between membrane proteins and low-
molecular-weight compound mixtures. Molecules 27(15): 
4889

3. Ryoji Suno, Yukihiko Sugita, Kazushi Morimoto, Hiroko 
Takazaki, Hirokazu Tsujimoto, Mika Hirose, Chiyo Suno-
Ikeda, Norimichi Nomura, Tomoya Hino, Asuka Inoue, 
Kenji Iwasaki, Takayuki Kato, So Iwata and Takuya 
Kobayashi (2022) Structural insights into the G protein 
selectivity revealed by the human EP3-Gi signaling 
complex. Cell Rep 40(11): 111323

4. Nishida K, Matsumura S and Kobayashi T (2022) 
Involvement of Brn3a-positive spinal dorsal horn neurons 
in the transmission of visceral pain in inflammatory bowel 
disease model mice. Front Pain Res (Lausanne) 3: 979038

5. Asada H, Im D, Hotta Y, Yasuda S, Murata T, Suno R and 

Iwata S (2022) Molecular basis for anti-insomnia drug 
design from structure of lemborexant-bound orexin 2 
receptor. Structure 30(12): 1582–1589.e4

学会発表
1. Miho Kakui, Akihiro Maeno, Kazuyuki Akasaka and Kenji 

Kanaori (2022/07) High pressure processing on Japanese 
lunch products containing multiple ingredients. 11th 
International Conference on High Pressure Bioscience and 
Biotechnology (HPBB2022), Copenhagen, Denmark

2. Tayo Katano, Kotaro Konno, Keizo Takao, Manabu Abe, 
Kenji Sakimura, Tsuyoshi Miyakawa, Masahiko Watanabe, 
Seiji Ito, and Takuya Kobayashi（2022/07）海馬シナプ
ス後肥厚部タンパク質 BEGAINの海馬依存的な記憶
形 成 へ の 関 与．Involvement of BEGAIN in memory 
formation as an excitatory postsynaptic protein in the 
hippocampus. NEURO2022/第 45回日本神経科学大会，
沖縄県

3. 中川　学，前野覚大，廣瀬直人（2022/08）多良間島
産ササゲをもちいたテンペ（第 2報）日本テンペ研
究会 2022年度大会，岡山県岡山市

4. 太田美穂，新宅賀洋，中川　学，東城博雅，伊藤壽
記（2022/12）発酵大豆テンペ（Tempe）摂取による
腸内菌叢の変化．第 20回日本機能性食品医用学会総
会，京都市

薬理学講座

〈研究概要〉
1）弾性線維形成の分子機構の研究
弾性線維は，伸び縮みする組織（皮膚・動脈・肺など）に多くあって，その伸縮性を担う細胞外マトリックスである．
皮膚のたるみだけでなく，心疾患予後悪化因子である動脈中膜硬化，高齢者の主要疾患である肺気腫も弾性線維の劣
化・断裂が直接原因と考えられているため，弾性線維の劣化予防と再生は高齢化社会における極めて重要な課題である．
しかし弾性線維のターンオーバーは極めて遅く，弾性線維の再生は困難と考えられてきた．我々は，弾性線維形成の分
子メカニズムを明らかにし，老化組織で弾性線維が再生されない理由をつきとめ，弾性線維再生法を開発することを目
指して研究を進めている．
弾性線維形成には（1）ミクロフィブリルという線維の束が形成され，（2）エラスチンタンパク質がミクロフィブリ
ルに沈着し，（3）エラスチンどうしが架橋される，というプロセスがある．我々は弾性線維形成に必須の分泌タンパク
質 Fibulin-5を同定したことを手がかりに，それぞれのプロセスに必須のタンパク質があることを明らかにしてきた．こ
れまでプロセス（1）において LTBP-2,4が安定なミクロフィブリル線維束形成に必要であること，プロセス（2）におい
て Fibulin-5と LTBP-4が必須であること，プロセス（3）を行う酵素であるリシルオキシダーゼの活性化に Fibulin-4が必
須であることを報告した．リシルオキシダーゼはエラスチンのみならずコラーゲンの架橋酵素でもあるため，コラー
ゲン線維が過剰になる病態である線維化にも研究の範囲を広げている．
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2）角膜組織における糖鎖の役割の研究
眼球組織の最前面に位置する角膜は，その大半が細胞外マトリックスと呼ばれる三次元構造体により構築されており，
異物の侵入を防ぐのに充分な強度を持つと同時に非常に高い透明度を有する特殊な組織である．我々は角膜細胞外マト
リックスの主要な構成成分の一つであるケラタン硫酸という糖鎖の生合成経路解明とその角膜組織構築における機能を
明らかにするべく遺伝子変異マウスを用いて研究を進めている．また，分泌タンパク質上の糖鎖構造の変化から疾病の
早期発見が行えるような技術開発も行っている．

3）心臓の形づくり・メカニクスの研究
心臓は全身の血液を送り出すポンプとして機能し，ヒトの生命を担っている．胎生期においても心臓はもっとも早期
に発生し，最初の球状の構造物から，4部屋からなる心臓の原型が出来上がる．この形づくりのプロセスを動的に理解
するために，心筋細胞の細胞内小器官や物理的な張力を蛍光で可視化できるよう，さまざまな遺伝子改変マウスを作製
した．独自のイメージングシステムを開発することにより，これらのマウスの生体内の心臓のダイナミックな動きを，
直接ライブで細胞内小器官レベルで観察することに成功し，解析をすすめている．分子生物学・細胞生物学的アプロー
チはもちろん，物理工学・コンピュータプログラミング・3DCGを活用し，これまでにない独創的な手法を駆使して，
未解決の問題を見つけだし，生命の基本原理を理解することを目指している．

4）がんと概日リズムの関連性の研究
がんの新しい分子標的薬を開発するために，がんと概日リズムという新たな関連を題材とすることにより，これまで
に無いがん制御機構の同定を目指している．概日リズムに着目した理由として，（1）近年の大規模疫学研究でシフトワー
ク従事者（看護師，パイロット等）は，がん罹患率が有意に上昇することが報告されたこと（2）正常な概日リズムが
保てない Period2欠損マウスは癌になりやすいことから，がんと概日リズムの密接な関連は示唆されている．しかしそ
の分子機構は不明な点が多く，未同定のがん制御機構が存在する可能性が高い．現在までにがん抑制遺伝子 PML及び
p53と概日リズムの密接なクロストークを報告しており，今後もがん抑制遺伝子と概日リズムのさらなる関連を解明し
ていく計画である．

〈研究業績〉
原　著
1. Yoshida T, Kaibori M, Fujisawa N, Ishizuka M, Sumiyama 

F, Hatta M, Kosaka H, Matsui K, Suzuki K, Akama TO, 
Katano T, Yoshii K, Ebara M and Sekimoto M (2022) 
Efficacy of nanofiber sheets incorporating lenvatinib in a 
hepatocellular carcinoma xenograft model. Nanomaterials 
(Basel) 12(8): 1364

2. Murahashi M, Kogami A, Muramoto A, Hoshino H, 
Akama TO, Mitoma J, Goi T, Hirayama A, Okamura T, 
Nagaya T and Kobayashi M (2022) Vascular e-selectin 
expression detected in formalin-fixed, paraffin-embedded 
sections with an e-selectin monoclonal antibody correlates 
with ulcerative colitis activity. J Histochem Cytochem 
70(4): 299–310

3. Takeda-Uchimura Y, Ikezaki M, Akama TO, Nishioka K, 
Ihara Y, Allain F, Nishitsuji K and Uchimura K (2022) 
Complementary role of GlcNAc6ST2 and GlcNAc6ST3 in 
synthesis of CL40-reactive sialylated and sulfated glycans 
in the mouse pleural mesothelium. Molecules 27(14): 4543

4. Terajima M, Taga Y, Nakamura T, Guo HF, Kayashima Y, 
Maeda-Smithies N, Parag-Sharma K, Kim JS, Amelio AL, 
Mizuno K, Kurie JM and Yamauchi M (2022) Lysyl 
hydroxylase 2 mediated collagen post-translational 
modifications and functional outcomes. Sci Rep 12(1): 
14256

5. Ariga Y, Low S, Hoshino H, Nakada T, Akama TO, 
Muramoto A, Fukushima M, Yamauchi T, Ohshima Y and 
Kobayashi M (2022) Expression and clinical significance 
of Spi-B in B-cell acute lymphoblastic leukemia. J 
Histochem Cytochem 70(10): 683–694

症例報告
1. Miyawaki N, Toyota T, Higasa K, Nakamura and T, 

Furukawa Y (2022) Successful pregnancy and delivery in a 
young-onset hypertrophic cardiomyopathy patient with a 
novel doublet-base substitution in the MYH7 gene. J 
Cardiol Cases 27(1): 8–11

学会発表
1. 平井希俊，藤原敬太，中邨智之（2021/06）新規張力
インディケーター分子およびマウスモデルの開発．
第 73回日本細胞生物学会，京都市

2. 中邨智之（2022/06）皮膚老化に伴う弾性線維再生能
喪失のしくみ．第 22回日本抗加齢医学会総会，大阪
市
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病理学講座

〈研究概要〉
病理医が日常診療で行っている病理診断は，根拠に基づいた医療の基盤となっているが，個別化医療の発展とともに
適切な治療選択につながる病理所見を見出すことも求められている．
当講座では，病理診断後の残余検体であるホルマリン固定後のパラフィン包埋組織から組織マイクロアレイの作製や
核酸抽出を行うことにより，免疫組織化学や分子病理学的異常を網羅的に検索できる体制を整えてきた．形態異常，蛋
白異常，遺伝子異常を包括して病因や病態を把握することにより，研究成果を日々の病理診断に還元している．臨床各
科と連携し，呼吸器・腎泌尿器・乳腺・口腔領域の癌腫を中心に，予後や治療選択に関わるバイオマーカーを探索し，
得られた知見の論文報告を行ってきた．
また，nCounterシステムによるmRNAデジタルカウントや次世代シークエンサーなどの技術を用いて，癌のメカニズ

ムの解析やドライバー融合遺伝子の探索，癌微小環境に関連する遺伝子の解析など，分子病理学的な研究も盛んに行っ
ている．遺伝子解析で得られた知見は，in situ hybridization法や免疫組織学的手法により可視化し，組織形態との相関を
明らかにすることを試みている．さらに，癌の悪性化に関与する因子を探索するために空間トランスクリプトーム解析
を実施し，様々な組織形態に対応する遺伝子発現情報から得られた候補因子の機能解析を進めている．
他の基礎講座との共同研究も推進しており，分子遺伝学講座とは，組織透明化の手法を用いた立体構築による病理形
態観察により，通常の 2次元では捉えにくい癌の増殖や進展，癌微小環境などに関する検討にも取り組んでいる．ゲノ
ム解析部門とは，基礎研究で構築された人工知能（深層学習）技術を病理診断に応用し，診断や予後予測システムの構
築も行っている．
臨床病理学講座と実験病理学講座が統合し，基礎的な実験手法により臨床病理学的解析から得られた仮説の立証を行
う研究環境が整った．特に，関西医科大学（KMU） コンソーシアムの研究課題として，患者由来のオルガノイドの作製
に取り組んだ．樹立した多様な病態のオルガノイドは，KMUバイオバンクセンターにて凍結保存し，基礎および臨床
研究者に有効に利用されるシステムも整備している．オルガノイドによる病態モデルが，正常および腫瘍組織の生物学
的特性や治療法の開発に繋がるよう，今後 in vivo実験系において深化させていく予定である．

〈研究業績〉
原　著
1. Sakaguchi T, Satoi S, Hashimoto D, Yamamoto T, Yamaki 

S, Hirooka S, Ishida M, Ikeura T, o Inoue K, Naganuma M, 
Ishikawa H and Sekimoto M (2022) High tumor budding 
predic ts  a  poor  prognosis  in  resected  duodenal 
adenocarcinoma. Surg Today 52(6): 931–940

2. Ikeda J, Ohe C, Yoshida T, Saito R, Tsuta K and Kinoshita 
H (2022) CD155 immunohistochemical expression in 
upper tract urothelial carcinoma predicts poor prognosis. 
Oncol Lett 24(5): 414

3. Okabe A, Ishida M, Noda Y, Okano K, Sandoh K, Fukuda 
H, Kita M, Okada H and Tsuta K (2022) Small-cell 
neuroendocrine carcinoma of the cervix accompanied by 
adenocarcinoma and high-grade squamous intraepithelial 
lesion. Diagn Cytopathol 50(10): E285–E288

4. Lami K, Bychkov A, Matsumoto K, Attanoos R, 
Berezowska S, Brcic L, Cavazza A, English JC, Fabro AT, 
Ishida K, Kashima Y, Larsen BT, Marchevsky AM, 
Miyazaki T, Morimoto S, Roden AC, Schneider F, Soshi 
M, Smith ML, Tabata K, Takano AM, Tanaka K, Tanaka T, 
Tsuchiya  T,  Nagayasu T and Fukuoka J  (2022) 
Overcoming the interobserver variability in lung 
adenocarcinoma subtyping. Arch Pathol Lab Med Online 
ahead of print

5. Andrew E Rosselot, Miri Park, Mari Kim, Toru Matsu-Ura, 

Gang Wu, Danilo E Flores, Krithika R Subramanian, 
Suengwon Lee, Nambirajan Sundaram, Taylor R Broda, 
Heather A McCauley, Jennifer A Hawkins, Kashish Chetal, 
Nathan Salomonis, Noah F Shroyer, Michael A Helmrath, 
James M Wells, John B Hogenesch, Sean R Moore and 
Christian I Hong (2022) Ontogeny and function of the 
circadian clock in intestinal organoids. EMBO J 41(2): 
e106973

6. 三宅広彦，酒井康裕，田原智満，並河　健，足立　靖，
植村芳子，長沼　誠，蔦　幸治（2022）顆粒型側方
発育型大腸腫瘍（LST-G）を病変内に認めた腸間膜静
脈硬化症の 1症例．診断病理　39(4): 306–312

7. 石井侑佳，石浦嘉久，澤井裕介，小川　咲，今井　開，
玉置岳史，清水俊樹，中野隆仁，金田浩由紀，酒井
康裕，植村芳子，野村昌作，伊藤量基（2022）肺癌
との鑑別を要した肺クリプトコッカス症の一例．生
体防御の臨床　10(1): 25–27

症例報告
1. Utsumi T, Taniguchi Y, Noda Y, Fukai M, Kibata K and 

Murakawa T (2022) SMARCA4-deficient undifferentiated 
tumor that responded to chemotherapy in combination with 
immune checkpoint inhibitors: A case report. Thorac 
Cancer 13(15): 2264–2266

2. Kono Y, Utsunomiya K, Ohe C, Takizawa N and Tanigawa 
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N (2022) Carcinoma of unknown original identified as 
renal cell carcinoma by 18F-fluorodeoxyglucose positron 
emission tomography/computed tomography scan: a report 
of two cases. Cureus 14(10): e29827

3. Uehara H, Hamada M, Hatta M, Sekimoto M, Noda Y, 
Minami K, Kono Y and Kurokawa H (2022) Two cases of 
18F-FDG-PET/CT positive Schloffer tumor following 
curative surgery of colon cancer. Clin Case Rep 10(12): 
e6741

その他
1. 酒井康裕（2022）WHO分類第 5版より，新たな組織
型（肺癌，胸腺腫瘍，中皮腫）．肺癌　62(Suppl.): 
959–964

学会発表
1. Tomohito Saito, Mitsuaki Ishida, Takahiro Utsumi, 

Natsumi Maru, Hiroshi Matsui, Yohei Taniguchi, Haruaki 
Hino, Koji Tsuta and Tomohiro Murakawa (2022/05) 
Immunohistochemical profiling of premetastatic niche in 
pathological stage IA invasive adenocarcinoma of the lung. 
第 102回米国胸部外科学会，アメリカ・ボストン

2. Yamamoto T, Satoi S, Ishida M, Yamaki S, Hashimoto D, 
Hirooka S and Sekimoto M (2022/07) Shinkage patterns in 
pancreatic ductal adenocarcinoma performed conversion 
surgery. 第 53回日本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，
京都

3. Taiki Fukuda, Ryoko Egashira, Hiromitsu Sumikawa, 
Tomonori Tanaka, Mikiko Hashisako, Kaori Ishida, Junya 
Tominaga, Midori Ueno, Daisuke Yamada, Yasuhiko 
Yamano, Mai Matsumura, Shigeki Misumi and Takeshi 
Johkoh (2022/11) CT Findings of Systemic Sclerosis: 
Precise Radiologic-Pathologic Correlation in 29 Patients. 
RSNA2022（第 108回北米放射線学会），アメリカ

4. 谷口洋平，齊藤朋人，木畑佳代子，森勢　諭，石田
光明，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，日野春秋，
倉田宝保，村川知弘（2022/02）拡大胸腺摘出術後に
心膜播種を伴う胸腺腫再発の一例．第 42回日本胸腺
研究会，Web

5. 齊藤朋人，石田光明，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，
谷口洋平，日野春秋，蔦　幸治，村川知弘（2022/02）
抗アセチルコリン受容体抗体陽性 胸腺扁平上皮癌の
1例．第 41回日本胸腺研究会，Web開催

6. 内海貴博，岡部麻子，丸　夏未，松井浩史，谷口洋平，
齊藤朋人，日野春秋，蔦　幸治，村川知弘（2022/03）
右肺上葉原発 Ciliated muconodular papillary tumorの 1
切除例．第 115回日本肺癌学会関西支部学術集会，
Web開催

7. 内海貴博，野田百合，深井真璃，木畑佳代子，丸　
夏未，松井浩史，谷口洋平，齊藤朋人，日野春秋，
蔦　幸治，村川知弘（2022/03）右胸腔に発生した胸

部 SMARCA4欠損未分化腫瘍の 1例．第 115回日本
肺癌学会関西支部学術集会，Web開催

8. 平原幸恵，中島啓子，小池太郎，蒲生恵三，田中　進，
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微生物学講座

〈研究概要〉
HTLV-1感染に対するCCR4リガンドを用いたCAR-T細胞療法の開発
成人 T細胞白血病（ATL）はヒト T細胞白血病ウイルス 1型（HTLV-1）の感染が原因で発症する難治性の血液疾患で

ある．ATL細胞はケモカインレセプターである CCR4を発現しており，抗 CCR4抗体であるモガムリズマブがATL治療
薬として承認されている．我々は新規ATL療法の開発を目的に，CCR4を標的としたキメラ抗原受容体（chimeric 
antigen receptor: CAR）-T細胞を作製した．一般的な CARは CCR4に結合する抗体の抗原認識部位を細胞外ドメインに
持つが，我々のCARはCCR4のリガンドであるMacrophage-derived chemokine（MDC: CCL22）を細胞外ドメインに持ち
独創性がある．この作製したCAR（MDC-CAR）が細胞表面に発現するか抗MDC抗体で染色後，フローサイトメーター
で解析し，その発現を確認した．またMDC-CARに CCR4が結合し細胞内にシグナルを伝達するか，MDC-CAR発現
Jurkat細胞と CCR4発現HEK293T細胞の共培養で検討し，MDC-CARを介したシグナルが伝達されることを確認した．
今後はMDC-CARをヒト末梢血単核球細胞（PBMC）に発現させ，CCR4発現HTLV-1感染細胞株に対する細胞傷害活性
を測定する予定である．

HTLV-1感染に対するATL治療薬Valemetostatの効果の検討
ATL細胞はH3K27me3ヒストンメチル化に関わる EZH2遺伝子を過剰発現しており，EZH1/2二重阻害剤Valemetostat
はATLの治療薬として承認され，臨床で使用されている．本研究では，このATL治療薬であるValemetostatがHTLV-1
感染に対しても薬剤効果があるか検討した．ヒト化マウスにHTLV-1感染細胞株を腹腔内接種すると同時に，
Valemetostatを混餌投与した．HTLV-1感染後，定期的に採血し，末梢血中のプロウイルス量（PVL）と感染細胞数を測
定した．薬剤投与群のマウスは非投与群マウスと比較して，末梢血中の PVLと感染細胞数の増加が抑制傾向にあった．
このことから，ValemetostatはATL細胞だけでなくHTLV-1感染細胞に対しても増殖抑制効果があることが示唆された．
今回の実験では薬剤接種群のマウスに体重の減少が観察されたため，薬剤混餌による拒食と考えられ，今後は薬剤濃度
の最適化を実施する予定である．

安定的なHTLV-1産生能を有するHTLV-1感染樹状細胞の作製
HTLV-1のより詳細な感染機構の解明や治療法の開発を目的に，HTLV-1を産生するHTLV-1感染抗原提示細胞の作製

を試みた．そのために，まずHTLV-1感染者より分離したヒト末梢血単球をサイトカインにて刺激し，HTLV-1感染抗原
提示細胞を作製した．HTLV-1感染樹状細胞とHTLV-1感染マクロファージを各々樹立出来たことから，その作製の安定
性や効率，HTLV-1感染率を比較したところ，両者の間で有意な差はなかった．そのため，各々の細胞の役割を鑑み，
以降はHTLV-1感染樹状細胞を作製する方針とした．そこで今後は，HTLV-1感染樹状細胞から非感染細胞へのHTLV-1
の感染実験を行う予定である．
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しかしながら，最終段階であるHTLV-1感染阻止実験を行うためには，HTLV-1感染樹状細胞から非感染細胞への安定
的なHTLV-1の感染伝播が必須である．感染効率が不安定だと，感染阻止の評価そのものが困難となることから，安定
したHTLV-1感染樹状細胞から非感染細胞へのHTLV-1の感染系の樹立が重要である．そのため，引き続き，安定的な
HTLV-1感染伝播能を持った，より性能の高いHTLV-1感染樹状細胞の作製を継続する．

臨床分離株を用いたSARS-CoV-2の性状解析と薬剤評価系の構築
KMUコンソーシアムに参画し，関西医科大学総合医療センターで診察した SARS-CoV-2感染者の臨床検体を用いて in 

vitroでウイルス分離を行い，10株の分離に成功した．そのうち 1株について分離後にさらにプラーク法によるウイルス
の単離を行った．これらのウイルス液からウイルスRNAを回収し，次世代シークエンサーを用いてウイルスゲノムの
解析を行った．分離したウイルスはOmicron株（BA.1.1.2）であることが確認され，ウイルス単離の前後でのゲノム配
列の違いはなく，ウイルス分離後に単離をおこなう必要性は低いと考えられた．Omicron株は初期に流行した武漢株に
比べて形成するプラークが非常に小さく，計数が困難であったが，使用するメチルセルロースの種類を変更することで
プラークが大きくなり，計数（ウイルス力価の評価）が可能になった．
現在，分離したウイルスからスパイク遺伝子のクローニングを行っており，それにより SARS-CoV-2スパイクタンパ

クを発現する組換え水疱性口内炎ウイルス（VSV）を作成する．この組換えVSVを用いて，様々な変異株のスパイクタン
パクの性状解析や中和抗体・新規COVID-19治療薬候補の評価系を構築する予定である．
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〈研究概要〉
当講座が現在取り組んでいる研究テーマは，基礎医学から臨床まで多方面に渡っているが，予防医学に重点をおいた
研究が主である．異なった研究分野の教員が様々な領域の研究を並行して行なうことにより，広範囲にわたる衛生・公
衆衛生学の教育分野に対応できるよう日々研究を行っている．

1．国際保健・感染症予防・渡航医学
感染症の疫学と予防に関する研究として国際保健医療として開発途上国における健康被害や健康管理に関する研究を
行っている．特に熱帯感染症の診断と予防に関する研究では，ラオス人民民主共和国の僻地住民に対する健康実相調査
を行い様々な感染症に対する介入調査に取り組んでいる．その一つとしてデング熱の疫学調査を継続的に行っている．
2013年にラオスで起こったデング熱及びチクングニア熱の流行において患者から取得したウイルスを血清から抽出し，
その遺伝子を解析することで系統樹的解析を行っている．これによりワクチンの開発の手がかりを見つけることが期待
でき，今後発生するラオスにおけるデング熱及びチクングニア熱のアウトブレイクに対して公衆衛生学的対策を講じら
れるものと期待している．
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2．日本各地の地域住民を対象とした生活習慣病に関する疫学研究
日本各地の地域住民を対象とした生活習慣病予防に関する疫学研究として，①小児を対象とした研究，②日本人女性
を代表とするサンプルを対象とした研究，③高齢男性を対象とした研究の 3課題について，体組成・動脈硬化・糖脂質
代謝・骨代謝の視点から追跡研究を継続している．①の「妊娠，出生からの生活習慣病予防に関する疫学研究（Japan 
Kids Body Composition study）」 では，各市町村の教育委員会や保健センターと協力しながら，肥満や痩せ・血清脂質・
血圧・DXAによる体組成・骨密度等について，25年以上にわたり検討を続けている （喜多方市・三島市・袋井市・磐田
市・浜松市・淡路市・姫路市）．②の「日本人成人女性母集団を代表とする疫学研究（Japanese Population-based Osteo-
porosis study）」では，無作為抽出した成人女性を20年以上追跡し，循環器疾患や骨粗鬆症に関する研究を行っている （北
海道芽室市・西会津市・上越市・さぬき市・沖縄県宮古島市）．③の「奈良県在住男性高齢者の疫学研究（Fujiwara-kyo 
osteoporosis risk in men (FORMEN) study）」では，男性高齢者を 10年以上追跡し，循環器疾患や骨粗鬆症の視点から元気
高齢者の元気の秘訣を探っている（奈良市・橿原市・香芝市・大和郡山市）．

3．食品成分・栄養素や天然由来の生薬漢方製剤が生体に及ぼす影響について
食品成分が認知機能や脂質代謝に及ぼす影響を検討した．またDOHad仮説に基づき，妊娠期の母体の栄養状態が脳
の発達形成に及ぼす影響を検討した．さらに天然由来の生薬成分を含んだ漢方製剤が骨代謝に及ぼす影響を検討した．
公衆衛生学上，問題となっている認知症，生活習慣病，骨粗鬆症など多岐に渡る病態モデルを用いて，予防や治療の解
決策を探索している．

4．高齢者の健康増進について
高齢者の心身の健康に食事提供がおよぼす影響についての研究として，運動と食事の介入研究を行い生化学データや
体組成の変化，心理学的指標を用いて評価を行っている．また，ICTを用いたフレイルとMCI予防プログラムの開発を
して高齢者の ICT支援を目標に計画を進めている．さらに，認知症ケアについて事例検討を行いまとめている．

〈研究業績〉
原　著
1. Fang K, Murakami Y, Kanda S, Shimono T, Dang AT, 

Ono M and Nishiyama T (2022) Unkeito suppresses 
RANKL-mediated osteoclastogenesis via the Blimp1-Bcl6 
and NF-κB signaling pathways and enhancing osteoclast 
apoptosis. Int J Mol Sci 23(14): 7814

2. Murakami Y, Hosomi R, Nishimoto A, Nishiyama T, 
Yoshida M and Fukunaga K (2022) Protective effects of 
fish (Alaska Pollock) protein intake against short-term 
memory decline in senescence-accelerated mice. Nutrients 
14(21): 4618

3. 三宅眞理，村上由希，小原久未子，甲田勝康，西山
利正（2022）福祉・医療の現場から ICTを用いた介
護職員（介護老人福祉施設）のストレス評価．地域
ケア　24(9): 71–75

4. 村上由希，今村行雄，三谷智子（2022）女子大生を
対象とした日本語版 The Depression Anxiety Stress 
Scales-21 （DASS-21）の信頼性と妥当性の検討．日健
医誌　31(3): 380–389

総　説
1. Ishida T, Matsui H, Matsuda Y, Hosomi R, Shimono T, 

Kanda S, Nishiyama T, Fukunaga K, and Yoshida M 
(2022) Oyster (crassostrea gigas) extract attenuates dextran 
sulfate sodium-induced acute experimental colitis by 
improving gut microbiota and short-chain fatty acids 
compositions in mice. Foods 11: 373–373

学会発表
1. Murakami Y, Imamura Y, Kasahara Y, Yoshida C, 

Momono Y, Fang K, Nishiyama T, Sakai D and Konish Y 
(2022/03) Maternal inflammation with altered kynurenine 
metabolites is relevant to the risk of neurodevelopmental 
disorders. 2022 ISTRY Online Webinar, Online (Sweden)

2. 方　　軻，村上由希，神田靖士，下埜敬紀，Dang 
Tuan Anh，大野充昭，西山利正 (2022/12) 温経湯は
Blimp1-Bcl6およびNF-κBシグナル伝達経路を介して
RANKL刺激による破骨細胞形成を抑制し，破骨細胞
のアポトーシスを促進させる．第 45回日本分子生物
学会年会，千葉県

3. 丸本恭子，服部敬子，三宅眞理（2022/01）家族がつ
ながることで得るもの．日本認知症ケア学会　関西
ブロック大会（WEB配信），大阪

4. 村上由希，今村行雄，笠原好之，吉田千尋，桃野友太，
方　　軻，西山利正，酒井大輔，小西行郎（2022/02）
母体炎症とトリプトファン代謝産物の変動によって
引き起こされる神経発達症．第 40回日本トリプト
ファン研究会，金沢（オンライン）

5. 今村行雄，松本寿健，松本直也，今村　純，山川一馬，
吉川　直，精山明敏，村上由希，他 5名（2022/03）
敗血症性脳症の積極的治療介入の探索．第 49回日本
集中治療医学会学術集会，仙台市

6. 中間千香子，甲田勝康，藤田裕規，森川将行，小原
久未子，立木隆広，玉置淳子，由良晶子，文　鐘聲，
梶田悦子，伊木雅之（2022/03）地域在住高齢男性に
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おける骨格筋量と認知機能との関連：FORMEN Study
の横断的検討．第 92回日本衛生学会学術総会，オン
ライン開催

7. 西本彩乃，村上由希，細見亮太，吉田宗弘，福永健
治（2022/03）スケトウダラ筋肉由来タンパク質の摂
取による老化促進モデルマウス SAMP10の短期記憶
維持効果と脳腸相関への関与．令和 4年度日本水産
学会春季大会，オンライン開催

8. 保坂直樹，神田靖士，下埜敬紀，西山利正（2022/04）
骨髄細胞からの γδ T細胞の産生　― iPS細胞由来胸
腺上皮細胞を用いて―．第 111回日本病理学会総会，
神戸コンベンションセンター（神戸市）

9. 中村晴信，小原久未子，桃井克将，甲田勝康，藤田
裕規，菱田一哉，吉岡拓真，間瀬知紀（2022/06）大
学生における減量に関する意思決定バランスと社会
的圧力および性格特性との関係．第 81回日本公衆衛
生学会総会，山梨県甲府市

10. 甲田勝康（2022/09）成長期の骨量獲得における体重
および体組成．第 24回日本骨粗鬆症学会，大阪

11. 村上由希，方　　軻，木村貴洋，下埜敬紀，神田靖士，
西山利正（2022/09）卵巣摘出マウスにおける漢方薬
の骨減少抑制効果．第 41回産婦人科漢方研究会学術
集会，京都市

12. 田中元稀，西本彩乃，村上由希，細見亮太，吉田宗弘，
福永健治（2022/09）スケトウダラタンパク質摂取に
よる短期記憶維持効果に関わる遺伝子の探索．令和 4
年度日本水産学会秋季大会，宮崎市

13. 小原久未子，中村晴信，甲田勝康，藤田裕規，西山
利正（2022/10）コロナ禍における小学生の身体活動
量や運動への意欲の変化について．第 81回日本公衆
衛生学総会，山梨県甲府市

14. 桃井克将，小原久未子，菱田一哉，間瀬知紀，中村
晴信（2022/10）小学生における首尾一貫感覚とやせ

願望，およびその関連要因の検討．第 81回日本公衆
衛生学会総会，甲府市

15. 中村晴信，小原久未子，桃井克将，甲田勝康，藤田
裕規，菱田一哉，吉岡拓真，間瀬知紀（2022/10）大
学生における減量に関する意思決定バランスと社会
的圧力および性格特性との関係．第 81回日本公衆衛
生学総会，甲府市

16. 三島伸介，西山利正（2022/10）新興・再興感染症が
パンデミックを起こしたときのトラベルクリニック
が担うべき役割．第 26回日本渡航医学会学術集会，
大分県別府市

17. 三島伸介（2022/10）新興・再興感染症がパンデミッ
クを起こしたときのトラベルクリニックが担うべき
役割．第 26回日本渡航医学会学術集会，別府市

18. Lamaningao Pheophet，下埜敬紀，神田靖士，黒田真
里子，Inthavongsack Somchit，Xaypangna thonelanh，西
山 利 正（2022/10）Reduction in anti-dengue virus IgG 
antibody leves in a rural area of the lao people’s democratic 
republic due to the use of a larvicide for vector control. 第
63回日本熱帯医学会大会，別府市

19. 細見亮太，三宅眞理，村上由希，梅村享司，工藤和幸，
西山利正（2022/11）たんぱく質含有食品の提供およ
び運動の複合的介入による筋肉量増加効果―介護保
険サービス利用者を対象として―．第 31回日本健康
医学会総会，東京都

20. 村上由希，細見亮太，田中元稀，西本彩乃，西山利正，
福永健治（2022/11）スケソウダラ由来タンパク質の
摂取は老化促進モデルマウス SAMP10の短期記録低
下を阻害する．日本アミノ酸学会第 16回学術大会
（JSAAS2022），相模原市

21. 村上由希（2022/12）アミノ酸・タンパク質を基点に
心と脳の健康を考える．第 65回日本食生活学会，岡
山市

法医学講座

〈研究概要〉
法医学講座では司法解剖等の法医解剖を担当し，遺伝子や薬物の解析を行って犯罪死体や変死体の死因等の究明を
行っている．DNA型解析による個人識別も行っている．それらの目的に関連する種々の基礎・応用研究を展開している．

（1）74マイクロハプロタイプマーカーを用いた日本人における多型解析
マイクロハプロタイプマーカー（MH）とは，約300塩基程度の領域内に複数のSNPが存在するマーカーのことであり，
複数のヒトDNAが混在している試料の解析に適していると近年報告されている．法医実務に応用するため，まず日本
人試料 120名のDNAを用いて，74個のMHを解析し多型情報を収集した．加えて検出限界，および再現性の確認実験
を行った．更なる検証実験の情報が必要ではあるが，法医実務に有効であることが確認された．

（2）大規模災害時のDNA鑑定における血縁者スクリーニングソフトウェアの開発
大規模災害時にはDNA鑑定による身元特定が求められるが，多数の遺体・遺族から血縁者を探索するには多大な時

間を要する．また，遺体の試料の経年劣化により，DNA型が十分に検出されないこともある．これらの問題を解決する
ため，DNA鑑定で使用される short tandem repeatおよびミトコンドリアDNAの型を基に血縁者の探索を行う専用ソフト
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ウェアを開発した．

（3）DNA鑑定実務に資する人工知能によるアーチファクト自動判定ツールの開発
DNA鑑定で扱う試料は，複数人のDNAが混合した試料や量的に極めて少ない試料が多い．このような試料では，検
出されたシグナルが真のDNA型に由来するか，アーチファクトに由来するかを人の手で鑑別するのは困難となる．そ
こで，シグナルの由来を機械学習の手法の 1つであるランダムフォレスト法で判定できるか検討したところ，過学習の
ないモデルを構築でき，判定精度は約 98.9%となった．

（4）IVeX-screen交差反応性データベースの構築
薬毒物鑑定において，イムノアッセイは欠くことのできない迅速検査法の 1つであるが，原理上，目的物以外の薬物

に対しても交差反応を示すことは避けられない．一般に交差反応は妨害反応として扱われるが，交差反応性情報を蓄積
することにより，幅広い薬物を検知することが可能となり，むしろスクリーニング検査としての有用性を高めることに
つながることから，交差反応性データベースを構築している．

（5）エタノールの体内動態に関する研究
エタノールの薬物速度論的解析は，飲酒運転に起因する交通事故の解明に重要な役割を果たしている．事故後に測定
した被疑者の血中濃度から事故当時の血中濃度を推定する際には，少なからず個体差や遺伝子多型等の影響を受ける．
そこで皮膚培養線維芽細胞を用いて個人のエタノール代謝能を推定する試みとして，関連遺伝子の多型分類，遺伝子発
現量の測定，酵素活性測定法の検討を行っている．

〈研究業績〉
原　著
1. Fujishiro S, Tsuji S, Akagawa S, Akagawa Y, Yamanouchi 

S, Ishizaki Y, Hashiyada M, Akane A and Kaneko K 
(2022) Dysbiosis in gut microbiota in children born 
preterm who developed autism spectrum disorder: a pilot 
study. J Autism Dev Disord Online ahead of print

2. Ohuchi T, Guan X, Hirai E, Hashiyada M, Manabe S, 
Akane A, Adachi N, Tamaki K and Funayama M (2022) 
Allele frequencies of 31 autosomal short tandem repeat 
(auSTR) loci obtained using the Precision ID GlobalFilerTM 
NGS STR Panel v2 in 322 individuals from the Japanese 
population. Leg Med 59: 102151

3. 竹森杏梨，眞鍋　翔，橋谷田真樹，赤根　敦，大内　
司，関　雪婷，舟山眞人（2022）74マイクロハプロ
タイプマーカーを用いた日本人における多型解析．
DNA多型　30(1): 96–99

学会発表
1. Guan Xueting，大内　司，橋谷田真樹，舟山眞人 

(2022/06) Report on age estimation based on mitochondrial 
DNA methylation level using unidentified human ribs. 第
106次日本法医学会学術全国集会，名古屋

2. 橋谷田真樹，眞鍋　翔，大林将弘，榎本祐子，松本
智寛，赤根　敦（2022/06）74マイクロハプロタイプ
マーカーによる混合試料解析の検討．第 106次日本
法医学会学術全国集会，名古屋

3. 真鍋　翔（2022/06）DNA型検査結果の解釈について．
第 106次日本法医学会学術全国集会，名古屋

4. 玉木敬二，曲　敏潔，櫻井健祥，川合千裕，宮尾　晶，
眞鍋　翔（2022/06）incest caseにおける尤度比利用の

留意点について．第 106次日本法医学会学術全国集
会，名古屋

5. 眞鍋　翔，森本千恵，橋谷田真樹，大林将弘，榎本
祐子，松本智寛，赤根　敦（2022/06）多数の遺体・
遺族の常染色体 STR型データベースにおける血縁者
探索ツールの開発と評価．第 106次日本法医学会学
術全国集会，名古屋

6. 眞 鍋　翔， 橋 谷 田 真 樹， 赤 根　敦（2022/11）
GlobalFiler検査における analytical thresholdと stochastic 
thresholdについての internal validation．日本法科学技
術学会第 28回学術集会，WEB開催

7. 眞鍋　翔，橋谷田真樹，赤根　敦（2022/11）ランダ
ムフォレスト法を用いたDNA鑑定における検出ピー
クの判別．日本DNA多型学会第 31回学術集会，金
沢

著　書
（部分執筆）
1. 赤根　敦（2022）DNA型検査（池田典昭，木下博之
編）．標準法医学　8, 231–244，医学書院，東京

2. 赤根　敦（2022）物体検査（池田典昭，木下博之編）．
標準法医学　8, 244–251，医学書院，東京
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iPS・幹細胞応用医学講座

〈研究概要〉
人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cells: iPSCs）は，体細胞の初期化（リプログラミング）の結果，受精卵を
由来とする胚性幹細胞（embryonic stem cells: ESCs）様の多能性と自己複製能を獲得した細胞であり，再生医療や創薬研
究に活用されている．当講座は，神経細胞への分化誘導技術に加え，脳や網膜オルガノイド（器官類似組織体）の作製
技術，ゲノム編集や画像解析技術など最先端技術との融合により iPSCsを活用した難病研究と治療法開発を進めている．
またヒト ESCsを多能性幹細胞の authentic細胞として使用することで，iPSCs研究の質的向上に努めている．
当講座の研究テーマは以下の通りである．
（1）疾患特異的 iPSCsを利用した病態モデル化による疾患研究，創薬・治療法開発
（2）機能的立体脳組織（脳オルガノイド）を用いたヒト脳の発生原理の解明
（3）4D計測・解析技術の開発による組織形成・破綻・修復過程の定量的・自動的評価技術の開発
難治性疾患は，患者数が少なく，病態研究に必要な生体試料の収集が限られる．なかでも中枢神経疾患や小児疾患な
どでは患者存命中の試料収集は困難であり，これが研究の推進を阻む大きな原因であった．iPSCsはごく少量の血液か
ら作製することが可能であり，これまで入手困難であった患者由来試料となりうる．当講座では幹細胞生物学や発生学
で蓄積された知見を下に，患者由来 iPSCsから疾患の標的細胞を分化誘導し，疾患研究に利用することで，新規的な治
療法の開発に結びつけている．また，発生過程でみられる細胞の自己組織化を忠実に再現することで，最も複雑な臓器
である脳を理解するとともに，その作成技術を医療応用に展開する．さらに，iPSCsから作製した立体組織を定量的か
つ自動的に評価するための画像計測技術を開発し，オルガノイドを用いたスループット解析の確立を目指している．

2022年は，アカデミア機関との共同研究として，患者由来 iPSCsを活用した内分泌内科疾患のモデル化を進めた（文
献〇〇）．企業との共同研究成果として，知的財産権を PCT国際出願した．企業 1社へは iPSC研究に関する技術指導を
実施した．大学等アカデミアとの共同研究は 6件で，成果として 4報の論文が査読中である．公的研究費の獲得は 5件，
学内助成は計 3件である．研究医養成コースの学生には個別の研究テーマを与え，学内助成の獲得，学術祭やリトリー
トなどでの研究発表を通じて，研究のモチベーション向上を図った．異分野共同研究として，iPSCsと工学デバイスと
の融合研究を推進し，国際学会での発表，国際共同研究としてMRC/AMEDへの公募，理化学研究所オルガノイドプロ
ジェクトの参加による研究加速を図った．また，再生医療を念頭にした疾患モデル動物への細胞移植，オルガノイド技
術とゲノム編集技術を用いたヒト発生原理の解明と疾患研究，脳オルガノイド形成技術の高度化，を進めた．これらの
成果は，学会発表，論文発表，アウトリーチ活動を通じて社会に還元した．

公的研究資金獲得状況
1） 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究（A）21H04818　筋萎縮性側索硬化症の新規原因遺伝子の同定と解析（分担　
六車恵子）

2） 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究（B）21H03812　多能性幹細胞の自己組織化能の促進とアセンブルによる小脳
オルガノイドモデルの創出（代表　六車恵子）

3） 日本学術振興会 科学研究費 挑戦的研究（萌芽）　21K19932 ヒトの脳機能解明を目指した人工脳組織の作製・解析技
術の開発（代表　玉田篤史，分担　六車恵子）

4） 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究（B）22H02961　大脳皮質基底核変性症の疾患モデル構築と病態解明（代表　
玉田篤史，分担　六車恵子）

5） 日本学術振興会 科学研究費 基盤研究（C）22K07360　患者 iPS細胞を用いたオプティニューリン変異による神経変
性機構の解明（代表　木村俊哉，分担　六車恵子）

学内助成金獲得状況
1）関西医科大学研究助成D2　ヒト iPS細胞由来小脳プルキンエ細胞による細胞治療の検討（代表　亀井孝昌）
2）関西医科大学研究助成 E　小脳顆粒細胞の分化誘導法の開発（代表　立山優斗）
3）関西医科大学研究助成 E　ヒト iPS細胞を用いた神経疾患研究のための新規基盤技術開発（代表　原田信人）

〈研究業績〉
原　著
1. Xiaorei Sai, Yayoi Ikawa, Hiromi Nishimura, Katsutoshi 

Mizuno, Eriko Kajikawa, Takanobu A Katoh, Toshiya 
Kimura, Hidetaka Shiratori, Katsuyoshi Takaoka, Hiroshi 

Hamada and Katsura Minegishi (2022) Planar cell polarity–
dependent asymmetric organization of microtubules for 
polarized positioning of the basal body in node cells. 
Development 149(9): dev200315
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2. Ozaki H, Suga H, Sakakibara M, Soen M, Miyake N, 
Miwata T, Taga S, Nagai T, Kano M, Mitsumoto K, Miyata 
T, Kobayashi T, Sugiyama M, Onoue T, Takagi H, 
Hagiwara D, Iwama S, Banno R, Iguchi G, Takahashi Y, 
Muguruma K, Inoue H and Arima H (2022) Differentiation 
of human induced pluripotent stem cells into hypothalamic 
vasopressin neurons with minimal exogenous signals and 
partial conversion to the naive state. Sci Rep 12(1): 17381

総　説
1. 玉田篤史，木村俊哉，次山ルシラ絵美子，六車恵子
（2022）【形態形成の統合的理解】再構成系による理
解　脳オルガノイドを用いたヒト脳の発生・疾患の
理解．生体の科学　73(4): 343–347

学会発表
1. Maneesha Shaji, Atsushi Tamada, Keiko Muguruma, 

Kazuya Fujimoto, Stanislav L. Karsten and Ryuji 
Yokokawa (2022/07) Identification of pro-angiogenic 
factors for in vitro vascularization of hiPSC-derived brain 

organoids. The Federation of European Neuroscience 
Societies (FENS) Forum 2022, パリ，フランス

2. Maneesha Shaji, Atsushi Tamada, Kazuya Fujimoto, Keiko 
Muguruma, Stanislav L. Karsten and Ryuji Yokokawa 
(2022/11) Identification of early angiogenic factors of 
hiPSC-derived brain organoids co-cultured with 
microvasculature on-chip. 第 39回「センサ・マイクロ
マシンと応用システム」シンポジウム，徳島市，日
本

3. Maneesha Shaji, Atsushi Tamada, Kazuya Fujimoto, Keiko 
Muguruma, Stanislav L. Karsten and Ryuji Yokokawa 
(2022/12) Deciphering the early angiogenic factors for in 
vitro vascularization of hiPSC-derived brain organoids. 第
45回日本分子生物学会年会，千葉市，日本

4. 六車恵子（2022/03）リプログラミング技術を用いた
脳発生・神経疾患研究．第 95回日本薬理学会年会，
福岡市，日本

5. 六車恵子（2022/10）多能性幹細胞を用いた脳発生・
神経疾患研究．第 72回日本薬学会関西支部総会・大
会，枚方市，日本

iPS・幹細胞再生医学講座

〈研究概要〉
ヒト iPS細胞を用い，腎臓および内分泌領域における再生医療を目指した基礎・臨床研究，心臓再生医療の高度化を
目指した基礎研究，造血・免疫系細胞の再生医療研究に取り組んでいる．

1）iPS細胞による腎臓および内分泌領域再生医療の実現
腎性貧血および骨ミネラル代謝異常（MBD）に対する新規細胞療法の開発
当講座ではヒト iPS細胞を用いて，エリスロポエチン産生細胞を分化誘導することに成功している．そこでヒト iPS
細胞由来エリスロポエチン産生細胞を生体に導入することにより，エリスロポエチンを生理的に補充する研究を行って
いる．さらにエリスロポエチン産生機構を解明することにより，新規腎性貧血治療を開発している．また，当講座は
iPS細胞から独自の方法で誘導した副甲状腺ホルモン産生細胞を用い，MBDの病態解明と新規治療法の開発を行ってい
る．
内分泌細胞分化誘導法の開発と臨床応用に向けた取り組み
エリスロポエチン産生細胞や副甲状腺ホルモン産生細胞以外に，ヒト iPS細胞から様々な内分泌細胞を分化誘導する
方法の開発を行っている．内分泌ホルモンの検出には ELISAや PCR，免疫染色が用いられ，これにより治療効果を判定
している．しかしながら，ホルモン測定には時間がかかり，生きた細胞での評価も困難である．そこで，目的とするホ
ルモンの代わりに蛍光物質を発現する iPS細胞を作製することに成功した．iPS細胞を用いた内分泌細胞の分化誘導法
開発に注力して研究を行い，さらに臨床応用するために移植デバイスの開発や実験動物モデルの作製を行っている．
疾患特異的 iPS細胞を用いた病態解明と新規治療法の開発
臨床講座と協力し，本学附属病院および関連病院に通院する結節性硬化症やシトリン欠損症などの患者から，疾患特
異的 iPS細胞を樹立した．これまで十分検討されていない疾患に対して，病態解明と新規治療法の開発を行っている．

2）iPS細胞による心臓再生医療の高度化
ヒト iPS細胞を用いた心臓再生医療の基盤技術開発と，臨床応用で必要とされる技術革新の研究を行っている．心臓

領域における臨床応用として，iPS細胞由来心筋細胞を用いた重度心不全治療法や，再生医療技術を用いた心房細動治
療法を開発している．基盤技術の開発研究として，再生医療全般に応用できる安全性向上方法の開発やナノメディスン
の研究をしており，さらに基礎研究の充実として，心臓の創傷治癒反応の網羅的解析を行っている．これらの研究プロ
ジェクトを列記する．
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1．iPS細胞由来心筋細胞を用いた重度心不全治療方法の開発
2．心房細動の再生医療技術を用いた治療方法の開発
3．iPS細胞を用いた再生医療全般に応用できる安全性向上方法の開発
4．心臓の創傷治癒反応の網羅的解析と再生医療への応用
5．iPS細胞を用いたナノメディスンの開発
6．iPS細胞の多種組織分化，創薬・健康促進分野への Translation
7．AIを搭載した次世代多能性幹細胞自動培養装置の開発
8．モノクローナル抗体を用いる心房梗塞の臨床検査法の開発
9．ヒト iPS細胞由来心筋細胞を用いた，新型コロナウイルス感染に関する研究

3）iPS細胞による造血系・免疫系の再構築および疾患病態解明と新規治療法開発
ヒト iPS細胞由来造血幹細胞の分化誘導法を開発している．さらに制御性 T細胞の再生を目指し研究を行っている．
これらの研究成果を用いた病態モデル作製や，疾患特異的 iPS細胞を用いた病態の再現により，免疫疾患や白血病の病
態解明と新規治療法の開発をしている．制御性 T細胞に関する研究成果を列記する．

1．iPS細胞の樹立：末梢血中のポリクローナルな T細胞を材料として iPS細胞を安定して樹立する手技を取得した．
2． T細胞誘導に用いる feeder細胞の作製：ヒト iPS細胞から T細胞系への誘導には feeder細胞としてOP9細胞，及び

OP9細胞にDLL-1あるいはDLL-4を強制発現させた細胞株が用いられる．DLL-4高発現OP9細胞株が入手困難で
あるため，当講座ではDLL-4高発現OP9細胞株を作製した．

3． Tet-Onシステムによる制御性 T細胞作成遺伝子発現ベクターの作製：ヒト iPS細胞から制御性 T細胞を誘導する過
程で必要なベクターを作製した．

〈研究業績〉
原　著
1. Bando K, Yamashita H, Tsumori M, Minoura H, Okumura 

K and Hattori F (2022) Compact automated culture 
machine for human induced pluripotent stem cell 
maintenance and differentiation. Front Bioeng Biotechnol 
10: 1074990

2. Ishigaki M, Hitomi H, Ozaki Y and Nishiyama A (2022) 
Exposing intracellular molecular changes during the 
differentiation of human-induced pluripotent stem cells into 
erythropoietin-producing cells using Raman spectroscopy 
and imaging. Sci Rep. 12(1): 20454

3. Araki-Sasaki K, Kanagawa T and Matsuoka Y (2022) 
HCE-T cells express cornea-specific differentiation marker, 
PAX6 protein. Graefes Arch Clin Exp Ophthalmol 
260(12): 4015–4017

症例報告
1. Ito A, Okada T, Minato N and Hattori F (2022) Possible 

internal viral shedding and interferon production after 
clinical recovery from COVID-19: Case report. Front Med 
9: 959196

学会発表
1. 人見浩史 (2022/10) ヒト iPS細胞由来内分泌細胞を用
いた新規治療法開発．第 26回日本心血管内分泌代謝
学会学術集会，京都府京都市

2. 澤田俊輔，山下裕美，松岡由和，白水泰昌，藤岡龍哉，
人見浩史，伊泊眞央，切東真子，安井大樹，後藤倫子，
兒島由佳，Linh Manh Nguyen，Dan Van Bui，鈴木健

介，尹　泰貴，濱田聡子，小林良樹，八木正夫，神
田晃，岩井　大，服部文幸（2022/03）放射線治療よ
る唾液腺機能不全に対するヒト iPS細胞を用いた細胞
移植療法．第 22回日本再生医療学会学術集会，京都

3. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，藤岡龍哉，辻　章志，
人見浩史，金子一成（2022/04）特発性ネフローゼ症
候群におけるmTORの役割の解明：ヒト iPS細胞由
来ポドサイトを用いた検討．第 125回日本小児科学
会学術集会，福島

4. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，藤岡龍哉，辻　章志，
人見浩史，金子一成（2022/05）mTOR阻害薬を用い
た iPS細胞から腎糸球体上皮細胞への効率的な平面培
養誘導法の開発．第 57回日本小児腎臓病学会学術集
会，沖縄県宜野湾市

5. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，藤岡龍哉，辻　章志，
人見浩史，金子一成（2022/06）mTOR阻害薬を用い
た iPS細胞から腎糸球体上皮細胞への効率的な平面培
養誘導法の開発．第 65回日本腎臓学会学術総会，神
戸

6. 人見浩史（2022/11）iPS細胞の臨床応用「これまで」
と「これから」．第 30回日本慢性期医療学会，京都
府京都市
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分子遺伝学部門

〈研究概要〉
T細胞の極性形成におけるRap1/Talinの役割の検討：植田祥啓
リンパ球の極性形成（前後形成）は組織内，組織間移動における運動性や方向性に重要な役割を果たす．低分子Gタン
パク Rap1はリンパ球のインテグリンを活性化して接着を誘導する分子であるが，極性形成における役割は明らかでな
い．我々はRap1欠損T細胞を単離してケモカインで刺激し，極性形成をイメージストリームと人工知能により定量した．
正常型に比べ，Rap1欠損 T細胞においては，極性形成の効率が低下し，一方，Rap1の不活性化を誘導する RapGAPの
欠損 T細胞では自発的に極性形成をすることがわかった．よって Rap1はケモカインによる T細胞の極性形成過程に重
要な役割を果たしていると考えられる．細胞の後端の伸長には低分子Gタンパク RhoAによるミオシンの活性化とそれ
による張力が必要である．Rap1欠損 T細胞では RhoAの活性化およびミオシンの軽鎖のリン酸化・後方への局在が低下
した．逆にRapGAP欠損 T細胞では basalのRhoAの活性化，ミオシン軽鎖のリン酸化が亢進していた．よってRhoAの
制御およびミオシンの活性化・局在の破綻がRap1の欠損 T細胞の極性形成異常に関与する可能性がある．Talin1は
Rap1の下流でインテグリンに結合し活性化する因子である．我々は Talin1がインテグリンの非依存的に極性形成を促進
することを見出した．Talin1欠損マウスでは矯正形成が阻害されるがRhoAの活性化を変えずにミオシンのリン酸化に
必要であることが明らかとなった．また，Talin1の極性制御にはRap1による直接結合が重要な可能性を見出した．今後
Rap1や Talin1によるRhoAとミオシンの活性化のメカニズムを検討する予定である．

T細胞特異的Rap1シグナル遺伝子欠損マウスを用いたリンパ球接着シグナルの解析：上岡裕治
低分子Gタンパク質 Rap1とその下流因子Kindlin-3， Talin-1に制御される接着シグナルはインテグリン活性調節を通
じて，リンパ球動態を制御する．Rap1，Talin1，Kindlin-3各遺伝子を欠損させたマウスを用いて，リンパ節へのホーミン
グおよび in vitroでの接着を解析した．その結果，Rap1と Talin1はホーミングに必須であるのに対して，Kindlin-3の欠
損効果は 50%程度であった．Kindlin-3欠損 T細胞は細い内径の高内皮細静脈（HEV）への接着が阻害されていたが，比
較的内径が大きいHEVに接着しており，高濃度の ICAM1に結合できることから，Kindlin-3は高親和性 LFA1の生成に
必要であることが示唆された．
血管内皮との接着過程を正確に測定するために血流環境下での接着評価系を樹立した．血流のある生体環境を再現し
解析したところ，LFA1とそのリガンド ICAM1の組み合わせでは「outside-inシグナル」と「inside-outシグナル」が同
時に起こることで接着制御因子 Rap1が活性し，インテグリン結合分子 Talin1がリクルートされローリングから停止接
着を誘導し，停止する段階でKindlin-3がさらに必要であることがわかった．インテグリン α4β7とリガンドMAdCAM1
での組み合わせでは，ローリングにはRap1や Talin1，Kindlin-3は必要なく，「outside-inシグナル」から「inside-outシグ
ナル」が連続して起こることが停止接着に重要であることが分かり，第 51回日本免疫学会学術集会で報告し，2023年 6
月国際学術誌Cell Reportsで発表した．

リンパ球の細胞接着における新規制御因子Rab8の同定：近藤直幸
白血球特異的インテグリンである LFA1は免疫応答の起点となる細胞間接着に重要な役割を担う．LFA1は細胞内から
細胞外のシグナル（inside-outシグナル）と，リガンド ICAM1結合に伴う細胞外からのシグナル（outside-inシグナル）
の二種類の双方向性シグナルによって活性化が制御されている．以前の研究から LFA1は outside-inシグナル依存的に細
胞接着面に輸送されて強く蓄積することを解明していたが，どのような因子がその過程を制御しているかは不明であっ
た．LFA1の輸送を制御する因子を同定するために，光安定性と輝度の高い蛍光物質で標識可能な SNAPtagを融合させ
た LFA1をリンパ球に発現させ，超解像顕微鏡を用いて LFA1-SNAPと様々な細胞内因子との免疫蛍光染色解析を行った
ところ，LFA1が形成するクラスター様構造体に小胞輸送に関わる低分子量Gタンパク質 Rab8が共局在することが明ら
かになった．Rab8a/Rab8bを欠損させたリンパ球（Rab8-DKO）を作製し細胞接着能を調べたところ，Rab8-DKOでは
ICAM1に対する接着能が低下していた．また，Rab8-DKOでは outside-in依存的な細胞接着面での LFA1の蓄積が低下し
ていたことから，Rab8は LFA1の蓄積を制御する新規因子であることが示唆された．さらに，Rab8の活性型であるGTP
結合型と不活性型であるGDP結合型を模した変異体を発現する細胞を用いた同様の解析により Rab8の活性化が LFA1
依存的細胞接着に重要であることが明らかになった．今後 outside-inシグナルによる Rab8活性化制御機構について精査
する予定である．

〈研究業績〉
原　著
1. Ikeda Y, Hirayama A, Kofuji S, Hirota Y, Kamata R, 

Osaka N, Fujii Y, Sasaki M, Ikeda S, Smith EP, Bachoo R, 
Soga T and Sasaki AT (2022) SI-MOIRAI: A new method 
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to identify and quantify the metabolic fate of nucleotides. J 
Biochem 170(6): 699–711

総　説
1. Kondo N, Ueda Y and Kinashi T (2022) LFA1 activation: 

insights from a single-molecule approach. Cells 11(11): 
1751

2. 近藤直幸，木梨達雄（2022）Kindlin-3はインテグリン
LFA-1のサブユニット間の会合を阻害してRap1およ
び talin1による正のフィードバックを活性化させる
Japanese Scientists in Science Signaling 2021 Science 
Signalingに載った日本人研究者．2022: 8–9

3. 近藤直幸，富山　尚，片野泰代（2022）最先端医療
の今　細胞外小胞の一生における接着分子の関与．
Med Sci Digest 48(3): 152–153

学会発表
1. Y.  Ikeda ,  H.  Takeda  and  T .  Kinash i  (2022/12) 

ADesignofintegrin-miniaturefornoveltherapeuticsagainstvir
usinfections [2P-674]. The 45th Annual Meeting of the 
Molecular Biology Society of Japan, 幕張

2. T. Kinashi (2022/12) Recent progress of integrin research 
and integrin-targeted therapeutics for immune diseases. 
The 51st Annual Meeting of the Japanese Society for 
Immunology, Kumamoto

3. N. Kondo, Y. Kamioka, Y. Ikeda, Y. Ueda and T. Kinashi 
(2022/12) Distinct binding properties of integrin adaptors 
talin1 and kindlin-3 to LFA1 and α4 integrins modulate 

adhesive responses in static and shear-flow conditions. 
(WS22-09-O/P). The 51st Annual Meeting of the Japanese 
Society for Immunology, Kumamoto

4. Y. Kamioka, Y. Ueda, N. Kondo, Y. Ikeda and T. Kinashi, 
(2022/12) Subsecond Rap1 activation by outside-in 
signaling of LFA1/ICAM1 interactions strengthens 
L-selectin mediated rolling of T cells (WS22-17-P). The 
51st Annual Meeting of the Japanese Society for 
Immunology, Kumamoto

5. Y. Ueda, K. Higasa, Y. Kamioka, N. Kondo, S. Horitani, Y. 
Ikeda, T. Fukuhara, Y. Fukui and T. Kinashi, (2022/12) 
Rap1 facilitates cell polarization via RhoA signaling in T 
cells, The 51st Annual Meeting of the Japanese Society for 
Immunology (WS17-09-O/P). The 51st Annual Meeting of 
the Japanese Society for Immunology, Kumamoto

6. S. Horitani, Y. Ueda, Y. Kamioka, N. Kondo, Y. Ikeda T. 
Fukuhara, M. Naganuma and T. Kinashi（2022/12）The 
critical role of Rap1GAPs in T cell recirculation and egress 
from lymph node (WS01-18-P). The 51st Annual Meeting 
of the Japanese Society for Immunology, Kumamoto

7. 那須厚則，松浦　徹，朝倉　力，池田幸樹，奥山哲矢，
中竹利知，吉田真子，厚海奈穂，蔦　幸治（2022/11）
関西医科大学（KMU）オルガノイドバンクの取り組
み．第 13回スクリーニング学研究会，東京

8. 松浦　徹，池田幸樹，吉田真子（2022/11）胚の着床
率向上に寄与する薬剤の選別．第 13回スクリーニン
グ学研究会，東京都

生体情報部門

〈研究概要〉
本部門では，個体の持つ免疫応答のシステムを，個々の免疫担当細胞のシグナル伝達の視点から理解することを目指
している．具体的には，獲得免疫系の司令塔である T細胞や液性免疫を司るB細胞，ならびに即時型アレルギー反応の
メディエーターとして花粉症やアトピー性皮膚炎のエフェクター細胞として機能するマスト細胞等を対象に，これら免
疫担当細胞の機能制御の分子メカニズム解明に取組んでいる．特に近年は，代謝のマスター制御因子であるmTORC1経
路と，小胞輸送制御を司るArf経路に焦点を当てて解析を進めている．

Arfファミリーは小胞輸送制御に関わる低分子量Gタンパク質であり，培養細胞を用いた研究から，細胞のホメオス
タシス維持に重要な役割を果たすと考えられてきた．その一方で，免疫系に代表される高次生体機能にどのように関
わっているかについては不明な点が多く残されている．私達は，奈良女子大学ならびに筑波大学と共同で，Arf経路を
免疫系で欠失させることでどのような表現型が認められるか個体レベルの解析に取組んでおり，今年度は昨年度に引き
続き T細胞とマスト細胞に焦点を当てて解析を進めた．

Arf経路の阻害剤として知られる brefeldin Aは活性化 T細胞からのサイトカイン産生を阻害することが知られており，
当初，T細胞におけるArf欠損はサイトカインの分泌障害を引き起こすものと想定された．しかし，T細胞系列特異的
Arf1/6二重欠損マウスを樹立したところ，驚いたことに末梢のヘルパー T細胞は野生型と同程度のサイトカイン産性能
を保持していることが明らかとなった．そこで，T細胞特異的なArf欠損が実際の免疫応答にどのような影響を及ぼす
のか，Th1型の免疫応答を誘導するリーシュマニア（L. major）感染症，Th2型の免疫応答を誘導する腸管寄生線虫（H.p.）
感染症，ならびに Th17型の免疫応答によって引き起こされる実験的自己免疫性脳脊髄炎（EAE）モデルを用いた解析
を行ったところ，Th1応答や Th2応答が野生型マウスと比肩しうるレベルで誘導されたのに対し，Th17応答のみが著し
く減弱していることが明らかとなった．Th17応答においては，特にmTORC1-HIF経路を介した代謝調節が重要である
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ことが知られている．そこで，Arf欠損が T細胞活性化に伴う代謝変動に影響を及ぼしているか否か，細胞外フラック
スアナライザーを用いて評価したところ，予想に反してArf欠損 T細胞においてむしろmTORC1-HIF経路の活性が亢進
していることが明らかとなった．そこで，mTORC1-HIF経路の亢進が細胞応答に及ぼす影響を調べるべく，mTORC1シ
グナルの負の調節因子である Tsc1を T細胞特異的に欠損させてmTORC1シグナルを人為的に上昇させたところ，T細
胞特異的Arf欠損マウスと同様に Th17応答の著しい低下が観察されることが明らかとなった．現在，Arf欠損により
mTORC1-HIF経路のシグナルが亢進する分子機序解明に取り組んでいる．
昨年度の解析から，Arf1欠損によりマスト細胞の分化が大きく障害されることが明らかとなっている．詳細な解析の

結果，in vitroにおけるマスト細胞分化に必須の IL-3シグナルに伴うmTORC1シグナルが低下する一方，ERK経路の活
性化はコントロール細胞と同程度に維持されていることが明らかとなった．さらに，マスト細胞を種々の刺激で刺激し
たところ，マスト細胞の分化に関わる Stem-Cell Factor (SCF) 刺激，ならびにマスト細胞のエフェクター機能発現に重要
な高親和性 IgE受容体刺激の何れにおいても，IL-3刺激と同様なmTORC1シグナルの減弱が確認された．以上の結果は，
Arf欠損マスト細胞では受容体の種類とは無関係にmTORC1シグナルが低下することを示しており，Arf経路が直接
mTORC1の活性化調節に関わる可能性を強く示唆している．現在，Arf1とmTORC1シグナルを繋ぐ分子機構の解析を
進めている．

〈研究業績〉
原　著
1. Tran Nguyen Truc L, Matsuda S, Takenouchi A, Tran Thuy 

Huong Q, Kotani Y, Miyazaki T, Kanda H, Yoshizawa K 

and Tsukaguchi H (2023) Mechanism of cystogenesis by 
Cd79a-driven, conditional mTOR activation in developing 
mouse nephrons. Sci Rep 13(1): 508

モデル動物部門

〈研究概要〉
物理的刺激反応型人工プロモーターの開発：准教授 李成一
遺伝子治療は，次世代の医療として注目されているが，課題も少なくない．遺伝子の標的細胞への導入およびベクター
の安全性，治療遺伝子の適切性，遺伝子発現の調節などが重要である．遺伝子の導入においては，治療用の遺伝子情報
を組み込んだレトロウイルスなどを細胞内に浸入させる手法がとられているが，成功例は少なく，より画期的なDNA
導入法の開発が研究されている．また，治療遺伝子についても多様な遺伝子（細菌毒素など）が研究されている．標的
細胞に適切な治療用遺伝子が導入されても，その遺伝子を効率よく場所及び時間での制御調節することで効果が倍増す
ると考えている．
本研究者たちは，放射線，抗癌剤または超音波の刺激により活性化する複数の転写因子の結合配列をランダムに（繰
り返し，変転など）組み合わせたDNA断片が，その刺激に敏感に反応して下流の遺伝子発現を亢進するプロモーター
を構築できることを見いだした．予想可能な配列ではないため，目的の活性が発揮できるかのスクリーニングは必要で
はあるが，自然界では存在しないユニークなプロモーターの構築が可能である．さらに，変異導入型 PCR法（error-prone 
PCR）により転写因子の結合部位にランダムに変異を入れることにより，反応性が大きく変化されることが in vitro実験
において確認できた（J. Gene Med., 10: 316–324 (2008)）．変異導入を繰り返すことにより，さらに反応性の高いプロモー
ターが構築できる．現在，超音波の刺激による酸化ストレスに対するプロモーター活性についても，活性が増強される
ことを，様々な腫瘍細胞ににおいて検討を重ねている（Ultrasonics Sonochemistry, 16: 379–386 (2009)）．人工的な刺激に
応答するプロモーターを利用した場合，治療用遺伝子を標的領域に一旦導入すれば，刺激を与えた時のみ，刺激を与え
た部位でのみ遺伝子の発現が亢進し，従来のものよりも効率的な癌治療に結びつくことを期待している．

ニコチン性アセチルコリン受容体の活性化と免疫疾患：講師 村山正承
神経伝達物質アセチルコリンはニコチン性またはムスカリン性アセチルコリン受容体を介して生理機能を発揮する．
ニコチン性アセチルコリン受容体（nAChRs）は神経組織に限らず，多様な免疫細胞にて発現することが知られており
免疫疾患への関与が示唆されている．
村山及び聖マリアンナ医科大学の研究グループは乳がん細胞にて発現する nAChRsに着目し，免疫チェックポイント
分子 PD-L1および PD-L2の発現調整における nAChRsの活性化の影響について検討した．乳がんは発現する分子により
大きく 3つに分類されるが，重篤度の高い乳がんにおいて PD-L1および PD-L2の発現が高いことを見出した．これらの
中で SK-BR-3細胞株は nAChRsの活性化によってAktシグナルが抑制され免疫チェックポイント分子の発現が制御され
ることを明らかにした（Murayama MA, et al., PLOS ONE. 2022）．これらの理解によりがん免疫療法の更なる開発が進む
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ことが期待される．
一方で，乾癬のような慢性皮膚炎においてはアセチルコリン代謝が異常であることを見出した．そこで乾癬モデルマウ
スへ nAChRsリガンドを投与した結果，アセチルコリン代謝の改善が認められ乾癬の重症度が減弱化した（Murayama MA., 
Translat Regulat Sci. 2022）．しかし，特に寄与の大きい nAChRsについては未だ明らかでなく継続した解析が必要である．

〈研究業績〉
原　著
1. Murayama MA, Takada E, Takai K, Arimitsu N, Shimizu J, 

Suzuki T and Suzuki N (2022) Nicotine treatment regulates 
PD-L1 and PD-L2 expression via inhibition of Akt pathway 
in HER2-type breast cancer cells. PLoS ONE 17(1): 
e0260838

2. Murayama MA (2022) Nicotine treatment shows the 
therapeutic effect for imiquimod-induced psoriasiform 
dermatitis in alpha 7-nicotinic acetylcholine receptor-
independent manner. Translat Regulat Sci 4(1): 5–11

総　説
1. Shimizu J, Murayama MA, Miyabe Y and Suzuki N (2022) 

Immunopathology of Behcet’s disease: an overview of the 
metagenomic approaches. Rheumato 2(3): 74–86

2. 清水　潤，村山正承，鈴木　登（2022）ヒト末梢血 T
細胞分化異常と腸内細菌叢変化の病理的関連検討（転
載）．アレルギーの臨床 2022年 7月号 アレルゲン免
疫療法の最新情報と将来展望　42(7): 56–60

3. 清水　潤，村山正承，鈴木　登（2022）ヒト末梢血 T
細胞分化異常と腸内細菌叢変化の病理的関連検討．
アレルギーの臨床 2022年 11月号．アレルギー研究の
展望　42(11): 44–48

その他
1. 村山正承，上野宏樹（2022）神経麻痺性角膜炎にお
ける神経炎症の役割．アレルギーの臨床 2022年 5月
号 医療従事者におけるアレルギー　42(5): 371–373

2. 村山正承（2022）CTRP3-AdipoR2による Th17細胞分
化の制御による多発性硬化症の抑制．アレルギーの臨
床 2022年 6月 リウマチ・膠原病の最新情報　42(6): 
465–467

学会発表
1. Chi HH, Murayama MA and Iwakura Y (2022/06) 

Elucidation of the mechanism of action of CTRP6 in 
chronic kidney disease. JSICR/MMCB 2022 Joint 
Symposium, Tokyo (Japan)

2. Murayama MA, Chi HH and Iwakura Y (2022/06) The 
CTRP3-AdipoR2 axis regulates the development of 
multiple sclerosis model mice by suppressing Th17 cell 
differentiation. JSICR/MMCB 2022 Joint Symposium, 
Tokyo (Japan)

3. Yabe R, Chung SH, Murayama MA, Saijo S and Iwakura 
Y (2022/06) TARM1 plays an important role for the 
development of arthritis. JSICR/MMCB 2022 Joint 
Symposium, Tokyo (Japan)

4. Murayama MA (2022/09) The ctrp3-adipor2 axis regulates 
t he  deve lopmen t  o f  expe r imen ta l  au to immune 
encephalomyelitis by suppressing th17 cell differentiation. 
Cytokines 2022 & ILC4 2022, Hawaii (USA)

5. Murayama MA (2022/10) The development of Behcet’s 
disease model mice by antigen peptides. Tri-lab Joint 
Symposium 2022. “In Vivo Research for Innovation and 
Biomedical Science Using Genetically Modified Mice”, 
Tochigi (Japan)

6. Shimizu J, Murayama MA, Miyabe Y and Suzuki N 
(2022/11) Gut microbe metabolite short-chain fatty acids 
may associate with development of respiratory involvement 
in  pat ients  wi th  re laps ing polychondr i t i s .  ACR 
Convergence 2022, Philadelphia (USA)

7. 村山正承（2022/05）疾患モデルマウスを用いた神経
変性・免疫疾患の発症機構の解明および治療薬・治
療法開発．第 69回日本実験動物学会総会，宮城県

8. 村山正承，紀　熙華，岩倉洋一郎（2022/05）CTRP3-
AdipoR2は Th17細胞分化を制御して多発性硬化症モ
デルを抑制する．第 69回日本実験動物学会総会，宮
城県

神経機能部門

〈研究概要〉
生物は生命の危機的状況において，潜在的な生体防御能力を用いて自らを守る．ヒトでも危機に関連した刺激，例え
ば，溺死寸前の低温浸漬による三叉神経活性化で誘導される潜水反射や，恐怖知覚による迷走神経反射などによって，
恒常性を維持する状態から大きく逸脱した生理状態が誘導される．これらの反射は，生命を守る能力として進化してき
たと考えられているが，これらの効果を利用した臨床応用はまだ確立されていない．
先天的な恐怖情動は，危機を感知した脳により誘導されるのだから，危機状態での生命維持と密接に関係すると考え
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られる．しかし，モデル動物に対して恐怖情動を効率的に誘導できる刺激法が未開発であることが大きな障害の一つと
なり，恐怖情動に関連する潜在的な保護能力の解明を進めることができていなかった．このような背景で私たちは，げっ
歯類などの天敵であるキツネの排泄物に由来する化合物で，先天的な恐怖情動を誘導する物質である 2,4,5-Trimethyl- 
3-thiazoline （TMT） の化学構造を最適化し，2-methyl-2-thiazoline （2MT） などの，人工物に由来する匂い分子群である
Thiazoline-related fear odor: TFO （チアゾリン類恐怖臭） を開発し，マウスに強力な先天的恐怖行動を誘導する技術を確立
した．
本技術を利用することで，TFO刺激が恐怖行動のみではなく，低体温，嫌気性代謝，および抗低酸素反応を強力に誘

導し，致死的な低酸素状態での生存期間を延長したり，虚血 /再灌流モデルの重症度を減少させることを発見した．こ
の発見は，先天的恐怖情動を誘導する匂い分子と危機状態での生命保護作用の結びつきを示す証拠となる．私たちは，
ここで明らかになった，先天的な恐怖情動システムに感覚刺激を利用して介入することで潜在的な保護作用を誘導する
技術体系を「感覚創薬」と名づけた．TFO刺激が誘導する多様な生理的反応を担う受容体遺伝子を同定することは，感
覚創薬技術をヒトの医療に応用できるかどうかを評価する上でも重要である．
これまでの私たちの研究により，TFOの知覚におけるいくつかの候補となる受容体遺伝子や神経経路が同定されてい

る．背側嗅覚経路とその匂い受容体は，TMTや警報フェロモンである 2-sec-butyl-2-thiazoline （SBT） によって引き起こ
される回避行動や恐怖関連行動を制御する．一方，私たちはフォワードジェネティックスクリーニングにより，2MTや
TMTなどの TFOによってマウスに誘導されるすくみ行動や回避行動が，三叉神経細胞の transient receptor potential 
ankyrin 1 （Trpa1）遺伝子によって制御されていることも解明した．さらに，Trpa1ノックアウトマウスでは，チアゾリン
類匂い分子を含まない天然物，例えばヘビ由来の化合物に対する恐怖関連行動も抑制されることが明らかになっている．
このように，TFOに対する恐怖関連行動は，少なくとも 2つの異なるシステム （1） 三叉神経系に存在する Trpa1， （2） 嗅
覚系に存在する嗅覚受容体（Odorant receptor: OR），によって制御されていると考えられる．しかし，TFOが誘導する生
理応答や保護作用の原因となる遺伝子や神経経路は不明であった．私たちは，これらの作用の制御における Trpa1遺伝
子の寄与を明らかにすることを目的とした研究を行なった．

TRPA1は，当初，低温活性化イオンチャンネルとして同定された．TRPA1は，からし油やわさびの辛味成分であるア
リルイソチオシアネート （AITC） や侵害刺激であるホルマリンなどの外因性刺激や，炎症によって発生する 4-hydroxy-2-
nonenalやH2O2などの内因性刺激などでも活性化される．さらに，Trpa1遺伝子は，炎症性疼痛や炎症後の知覚過敏，異
常な酸素濃度の知覚，軽度低酸素に対する呼吸応答の調節に関与していることが知られる．これらの結果などから，
Trpa1遺伝子は複数のシグナルを感知して痛みや危険の情報を脳に伝えるアラームセンサーと考えられている．これら
の知見を発展させ，私たちは Trpa1遺伝子が危機状態を感知する警戒センサーとして機能するのみではなく，危機状態
での生存確率を上昇させる保護作用の誘導も担う，即ち，TFOを介した潜在的な保護作用の誘導にも重要な役割を果た
し，致死的な状況下での生存率を高めていると仮定した．
この仮説に基づいた様々な実験を実施した結果，三叉神経と迷走神経に存在する TRPA1が TFOを感知し，この情報
は脊髄三叉神経路 （Sp5） と孤束路核（NTS） に伝達され，低体温，低酸素代謝，致死的低酸素状態での生存率を調節し
ていることを解明した．さらに，TRPA1と Sp5/NTS の活性化をモニターすることで，低酸素状態での生存期間を既知の
TFOのさらに 10倍に延長できる新たな匂い分子も同定した．これらの結果から，Trpa1遺伝子が危険センサーとして機
能するだけでなく，自然恐怖に関連した生理的反応の誘導を指令し，さらには致死的な低酸素状態での生存能力の獲得
に関与していることが明らかになった．

〈研究業績〉
原　著
1. Nishi M, Ogata T, Kobayakawa K, Kobayakawa R, Matsuo 

T, Cannistraci CV, Tomita S, Taminishi S, Suga T, Kitani 
T, Higuchi Y, Sakamoto A, Tsuji Y, Soga T, Matoba S 
(2022) Energy-sparing by 2-methyl-2-thiazoline protects 
heart from ischaemia/reperfusion injury. ESC Heart Fail 
9(1): 428–441

2. Asaba A, Nomoto K, Osakada T, Matsuo T, Kobayakawa K, 
Kobayakawa R, Touhara K, Mogi K, Kikusui T (2022) 
Prelimbic cortex responds to male ultrasonic vocalizations 
in the presence of a male pheromone in female mice. Front 
Neural Circuits 16: 956201

3. Onoe A, Muroya T, Nakamura F, Ikegawa H, Kuwagata Y, 

Kobayakawa R, Kobayakawa K (2022) Effects of 
2-methyl-2-thiazoline on circulatory dynamics and 
intestinal vascular system in rabbits with endotoxic shock. 
Shock 58(4): 341–347

総　説
1. 小早川高（2022）感覚刺激により潜在的保護能力を誘
導する感覚創薬技術．Clinical Neuroscience　40(5): 
680–681

学会発表
1. 松 尾 朋 彦（2022/08）Artificial innate fear-evoking 

odorant actibates a TRIPA1-Sp5/NST-PBN pathway and 
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induces systemic hypothermia, hypometabolism,and 
hypoxic resistance. 日本味と匂学会第 56回大会，仙台

2. 林勇一郎（2022/07）海馬 CAI細胞の活性レベルの時
間・文脈依存性．第 45回日本神経科学大会，沖縄

3. 小早川高（2022/07）嗅覚刺激による恐怖情動の制御．
第 8回がんと代謝研究会，新潟　佐渡

4. 小早川高（2022/11）先天的恐怖臭刺激で潜在的な保
護作用を誘導する感覚創薬技術．日本免疫学会第 18
回学術大会（JAFI2022），東京

5. 小早川高（2022/12）人工冬眠・生命保護状態を誘導
する感覚創薬技術．キャノン財団リユニオン 2022，
東京

侵襲反応制御部門

〈研究概要〉
生命科学における侵襲あるいはストレスという概念を「生体に変化をもたらす外界からの刺激または内的要因，およ
びそれらのシグナルに対して生体が示す応答全般」として捉え，特に酸素代謝の観点から細胞内シグナルの調節やスト
レス応答の分子メカニズムの解明を目指す．炎症や代謝性疾患の病態生理を理解し，治療標的の創出や診断法開発に繋
がる理論的基盤の構築，さらに生物的ストレスの代表である微生物を標的として，感染症診断やヒトマイクロバイオー
ム解析のための技術開発を行う．

酸素生物学
ヒトをはじめとする多くの生物にとって酸素は生命維持に欠かせない分子である．エネルギー産生における役割に加
えて，酸素は様々な経路で代謝・消費され有用な物質の生合成や様々な生体反応に用いられる．生体には細胞レベルで
酸素濃度の変化を感知し適応するための機構が存在しており，生存のための恒常性が保たれている．酸素は生命活動に
必須の役割を果たすが，酸素を利用する過程で発生する活性酸素は酸化還元バランスの乱れ（酸化ストレス）の原因と
なり有害な作用をもたらたすことが知られている．こうした酸素の毒性に対する防御機構として，細胞内には活性酸素
を消去する抗酸化システムが備わっている．一方で活性酸素は感染微生物の殺菌に用いられるほか，細胞の機能を調節
するシグナルとしての役割を担うなど生体にとって有益な側面も有する．我々はこれらの多彩な酸素の機能に着目し，
チオレドキシンシステムによる酸化ストレス応答，細胞内シグナルのレドックス制御などの研究を通じて，様々な生命
現象をコントロールする細胞内の仕組みを明らかにしたいと考えている．

クリニカルシークエンシング
従来の培養法に基づく感染症診断は病原菌の同定に長時間を要し，培養困難な微生物には対応できないなどの問題点
を有する．また腸内細菌などの常在微生物が宿主の生理機能や疾患の発症と深く関わることが明らかとなり，生体内の
微生物群の全体像を理解するため，より精度の高い解析技術の必要性が高まってる．我々はナノポアシークエンシング
という新しい核酸配列解析技術を用いた分子系統解析により，臨床検体に含まれる細菌および真菌類を数時間以内に同
定する方法を確立した．またヒトゲノムを対象とした遺伝子多型の判別などゲノム医療への応用を視野に入れ，クリニ
カルシークエンシングに基づく精密医療の実践に向けた技術開発を行っている．

〈研究業績〉
原　著
1. Hashimoto D, Satoi S, Ishikawa H, Kodera Y, Kamei K, 

Hirano S, Fujii T, Uemura K, Tsuchida A, Yamada S, 
Yamamoto T, Hirota K and Sekimoto M (2022) Efficacy of 
active hexose correlated compound on survival of patients 
with resectable/borderline resectable pancreatic cancer: a 
study protocol for a double-blind randomized phase II 
study. Trials 23(1): 135

2. Komiya S, Matsuo Y, Nakagawa S, Morimoto Y, Kryukov 
K, Okada H and Hirota K (2022) MinION, a portable long-
read sequencer, enables rapid vaginal microbiota analysis 
in a clinical setting.. BMC Med Genomics 15(1): 68

3. Hisanori Taniguchi, Yoshiyuki Matsuo, Kayo Shimoi, 
Masahiro Yoshimura, Kiichi Hirota and Hidefumi 

Kinoshita (2022) Establishment of a novel assessment of 
the quality of human spermatozoa measuring mitochondrial 
oxygen metabolism. BMC Res Notes 15(1): 123–123

4. Tabata Y, Matsuo Y, Fujii Y, Ohta A and Hirota K (2022) 
Rapid detection of single nucleotide polymorphisms using 
the MinION nanopore sequencer: a feasibility study for 
perioperative precision medicine. JA Clin Rep 8(1): 17

5. Omi M, Matsuo Y, Araki-Sasaki K, Oba S, Yamada H, 
Hirota K and Takahashi K (2022) 16S rRNA nanopore 
sequencing for the diagnosis of ocular infection: a 
feasibility study. BMJ Open Ophth 7(1): e000910

6. Watanabe M, Boku S, Kobayashi K, Kurumida Y, Sukeno 
M, Masuda M, Mizushima K, Kato C, Iizumi Y, Hirota K, 
Naito Y, Mutoh M, Kameda T and Sakai T (2022) A 
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chemoproteoinformatics approach demonstrates that aspirin 
increases sensitivity to MEK inhibition by directly binding 
to RPS5. PNAS Nexus 1(2): pgac059

7. Tetsuya Kadonosono, Kotaro Miyamoto, Shiori Sakai, 
Yoshiyuki Matsuo, Shojiro Kitajima, Qiannan Wang, 
Minori Endo, Mizuho Niibori, Takahiro Kuchimaru, 
Tomoyoshi Soga, Kiichi Hirota and Shinae Kizaka-Kondoh 
(2022) AGE/RAGE axis regulates reversible transition to 
quiescent states of ALK-rearranged NSCLC and pancreatic 
cancer cells in monolayer cultures. Sci Rep 12(1): 9886

8. Yoshida T, Okumura T, Matsuo Y, Okuyama T, Michiura T, 
Kaibori M, Umezaki N, Bono H, Hirota K and Sekimoto M 
(2022) Activation of transcription factor HIF inhibits 
IL-1β-induced NO production in primary cultured rat 
hepatocytes. Nitric Oxide 124: 1–14

9. Fujii Y, Hirota K, Muranishi K, Mori Y, Kambara K, 
Nishikawa Y and Hashiguchi M (2022) Clinical impact of 
physician staffing transition in intensive care units: a 
retrospective observational study. BMC Anesthesiol 22(1): 
362

10. Shoji T, Hayashi M, Sumi C, Kusunoki M, Uba T, Matsuo 
Y and Hirota K (2022) Sevoflurane does not promote the 
colony-forming  ab i l i ty  of  human mesenchymal 
glioblastoma stem cells in vitro. Medicina (Kaunas) 
58(11): 1614

総　説
1. Hirota K, Mayahara T, Fujii Y and Nishi K (2022) 

Asymptomatic hypoxemia as a characteristic symptom of 

co ronav i rus  d i sease :  a  na r r a t ive  r ev i ew o f  i t s 
pathophysiology. COVID 2(1): 47–59

2. Matsuo Y (2022) Introducing Thioredoxin-related 
transmembrane proteins: emerging roles of human TMX 
and clinical implications. Antioxid Redox Signal 36(13-
15): 984–1000

症例報告
1. Ishino M, Omi M, Araki-Sasaki K, Oba S, Yamada H, 

Matsuo Y, Hirota K and Takahashi K (2022) Successful 
identification of Granulicatella adiacens in postoperative 
acute infectious endophthalmitis using a bacterial 16S 
ribosomal RNA gene-sequencing platform with MinIONTM: 
A case report. Am J Ophthalmol Case Rep 26: 101524

その他
1. 松尾禎之（2022）【バイオDBとウェブツール　ラボ
で使える最新 70選　知る・学ぶ・使う，バイオDX
時代の羅針盤】（第 1章）研究を効率化する汎用ツー
ル　プロトコール共有　protocols.io　研究手法のオー
プン化を加速するオンラインプラットフォーム．実
験医　40(17): 2717–2719

学会発表
1. 橋本大輔，高折綾香，松尾禎之，松井雄基，山木　壮，
廣岡　智，山本智久，廣田喜一，池浦　司，里井壯平，
長沼　誠，関本貢嗣（2022/10）切除可能・境界膵癌
に対する術前化学療法が腸内細菌叢に与える影響．
第 60回日本癌治療学会，兵庫

細胞機能部門

〈研究業績〉
学会発表
1. Hayashi M and Hoque KM (2022/03) Accessory cholera 

enterotoxin activates KCNQ channels in intestinal 

epithelial cells. 第 99回日本生理学会大会，仙台（オン
デマンド配信）

がん生物学部門

〈研究概要〉
がん組織はがん細胞だけでなくマクロファージや線維芽細胞など様々な間質細胞から構成され，互いに相互作用する
動的な組織である．またがん組織では血管新生が起こるが脆弱な構造のため，血管周辺の比較的酸素分圧の高い領域か
ら激しい低酸素領域まで幅広い酸素分圧にがん細胞，間質細胞がさらされる．このようながん細胞を取り囲む「がん微
小環境」ががんの進展・転移や治療抵抗性に大きく関わる．がん生物学部門では，がん微小環境に対するがん細胞，間
質細胞の応答メカニズムを明らかにし，がん微小環境制御分子を標的とした新たな治療法の開発を目指して，主に以下
のテーマについて研究を行っている．

・Mint3によるがん悪性化機構の解明
がんを取り囲む特徴的な環境として低酸素が挙げられる．我々は低酸素適応に重要な役割を果たす転写因子HIF-1を
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活性化する分子としてMint3を同定し，Mint3がマクロファージによるがん転移ニッチ形成，腫瘍関連線維芽細胞によ
る乳がん増殖の促進，膵がんの増殖，化学療法抵抗性などの促進に働いていることなどを明らかにしてきた （Hara T et al., 
PNAS, 2017; Nakaoka HJ et al., Oncogenesis, 2017; Kanamori A et al., Oncogene, 2020など）．さらに，Mint3に対する阻害化
合物の探索も行い，naphthofluoresceinという化合物が，Mint3を阻害することでがんの増殖，転移を抑制することも明
らかにした（Sakamoto T et al., Commun Biol, 2021）．現在，Mint3によるがん悪性化機構ががん種によりどのように異な
るかについて臨床検体を用いた解析を行うとともに，がん間質でのMint3の役割について遺伝子改変マウスを用いた研
究を行っている．

・KRAS阻害剤耐性機構の解明
KRASは，がんの発症および悪性化に関わる重要な遺伝子である．KRAS遺伝子変異に対する分子標的薬は，長い間

開発不可能と思われてきたが，近年その開発に成功し盛んに研究が行われている．当研究室の田中はアメリカ留学中に，
KRAS G12C変異選択的阻害剤の臨床試験においてそれまで未知だった新たなKRAS Y96D変異が誘導されKRAS阻害剤
に対する薬剤耐性を獲得することを明らかにし，さらにこの治療抵抗性を克服するための次世代のKRAS阻害剤の同定
にも成功した（Tanaka N et al., Cancer Discov, 2021）．これらの研究成果を発展させ，KRAS阻害剤への耐性化が低酸素な
どのがん微小環境への適応にどのように関わるか，またKRAS阻害剤への耐性化したがんががん微小環境に与える影響
について現在研究を行っている．

〈研究業績〉
原　著
1. Liu X, Sato N, Shimosato Y, Wang TW, Denda T, Chang 

YH, Yabushita T, Fujino T, Asada S, Tanaka Y, Fukuyama 
T, Enomoto Y, Ota Y, Sakamoto T, Kitamura T and 
Goyama S (2022) CHIP-associated mutant ASXL1 in 
blood cells promotes solid tumor progression. Cancer Sci 
113(4): 1182–1194

2. Kasai Y, Gan SP, Funaki T, Ohashi-Kumagai Y, Tominaga 
M, Shiu SJ, Suzuki D, Matsubara D, Sakamoto T, Sakurai-
Yageta M, Ito T and Murakami Y (2022) Trans-homophilic 
interaction of CADM1 promotes organ infiltration of T-cell 
lymphoma by adhesion to vascular endothelium. Cancer 
Sci 113(5): 1669–1678

3. Yamada T, Saitoh Y, Kametani K, Kamijo A, Sakamoto T 
and Terada N (2022) Involvement  of  membrane 
palmitoylated protein 2 (MPP2) in the synaptic molecular 
complex at the mouse cerebellar glomerulus. Histochem 
Cell Biol 158(5): 497–511

学会発表
1. Noritaka Tanaka and Takeharu Sakamoto (2022/12) The 

col la tera l  ef fec ts  of  KRAS inhibi tors  on tumor 
microenvironment. The 26th JFCR–ISCC, Koto-ku, Tokyo

2. 植松崇之，土屋晃介，小林憲忠，坂本毅治（2022/03）
Listeria monocytogenes感染におけるHIF-1活性化因子
Mint3を介した宿主応答機構の解析．第 95回日本細
菌学会総会，オンライン

3. 坂本毅治，植松崇之（2022/05）酸素センシング機構
によるマクロファージ機能制御のがん，炎症性疾患
における役割．第 32回日本サイトメトリー学会学術
集会，オンライン

4. 田中伯享，坂本毅治（2022/06）KRAS阻害剤ががん
微小環境に与える影響に関する検討．第 26回日本

がん分子標的治療学会学術集会，金沢市
5. 坂本毅治，田中伯享（2022/07）化学療法誘導性肺転
移の新規メカニズム．第 31回日本がん転移学会学術
集会・総会，京都市

6. 田中伯享，坂本毅治（2022/07）KRAS阻害剤に対す
る耐性と転移能に関する解析．第 31回日本がん転移
学会学術集会・総会，京都市

7. 岡田　光，山下太郎，坂本毅治，金子周一（2022/09）
Mint3は高分化型AFP陰性肝細胞癌に対する新規治
療標的因子になり得る．第 81回日本癌学会学術総会，
横浜市

8. 坂本毅治，田中伯享，山口貴世志，松原大祐，古川
洋一（2022/09）Mint3阻害は in vivoでトリプルネガ
ティブ乳がんを化学療法感受性にする．第 81回日本
癌学会学術総会，横浜市

9. 笠井　優，坂本毅治，伊東　剛，村上善則（2022/09）
T細胞リンパ腫と血管内皮細胞間における細胞接着分
子 CADM1のトランス・ホモ結合は臓器浸潤を促進
する．第 81回日本癌学会学術総会，横浜市

10. 田中伯享，坂本毅治（2022/09）KRAS阻害剤ががん
微小環境のリプログラミングにおよぼす影響に関す
る解析．第 81回日本癌学会学術総会，横浜市

11. 金森　茜，村上善則，井上純一郎，坂本毅治（2022/10）
Mint3は膵癌でHIF-1を介して SKP2を制御する．第
81回日本癌学会学術総会，横浜市

12. 池田純一，田中伯享，齊藤亮一，小林　恭，木下秀文，
坂本毅治（2022/10）Mint3は尿路上皮癌における予
後不良因子である．第 81回日本癌学会学術総会，横
浜市

13. 田中伯享，坂本毅治（2022/12）がんにおける低酸素
応答関連因子に対するKRAS阻害剤の影響．第 45回
日本分子生物学会年会，千葉市

14. 坂本毅治，田中伯享，山口貴世志，松原大祐，古川
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洋一（2022/12）Mint3の抑制は in vivoでトリプルネ
ガティブ乳がんを化学療法感受性にする．第 45回日

本分子生物学会年会，千葉市

ゲノム編集部門

〈研究概要〉
遺伝子改変マウスを用いた哺乳類の受精現象の解明

FERLINタンパク質ファミリーは複数のC2ドメインとC末端に膜貫通ドメインをもつタンパク質である．最初に同定
された FERLINタンパク質は線虫で発見された Fer-1タンパク質であり，精子成熟過程において頭部にあるmembraneous 
organellesと呼ばれる構造体と細胞膜の融合が起きずに不妊になるということが明らかになっていた．哺乳類の FERLIN
ファミリーは 6種類のタンパク質が同定されていて，筋肉の形成に重要なDYSFERLINやMYOFERLIN，聴覚に重要な
役割を果たすOTOFERLINなどに関しては機能解析が進んでいるが，FER1L4，FER1L5，FER1L6に関しては解析が進ん
でいなかった．
まず，3遺伝子の組織における発現を解析すると，いずれも精巣で強く発現する遺伝子であることが明らかになった．

そこで，それぞれの遺伝子欠損マウスを作製および表現型解析をすすめると，FER1L5欠損マウスのみが雄性不妊を示
した．FER1L5は受精に必須の因子であり，精子の頭部に存在する先体と呼ばれる袋状の構造体と細胞膜との膜融合反
応である先体反応が起こらないことによって，透明帯通過及び卵子との膜融合に異常が起きることが明らかとなった．
FER1L5は SNARE複合体の細胞膜のタンパク質である Syntaxinと相互作用することが免疫沈降実験によって明らかと
なっており，同じ FERLINタンパク質ファミリーであるOTOFERLINと同様のメカニズムで機能していると推測され，
さらなる詳細なメカニズムの解明が期待できる．また，ショウジョウバエでも，Misfireと呼ばれる FERLINタンパク質
の欠損により不妊が引き起こされることが分かっており，種を超えて保存されている重要な分子機構であることが明ら
かとなった．
本研究は，線虫で発見された Fer-1という遺伝子に注目して，マウスにおけるオーソログ遺伝子の機能解析を進める

ことによって，受精現象における種を超えた重要な分子機構を明らかにした．これまで ES細胞を用いた遺伝子欠損マ
ウスの作製では，作製期間や費用の面で難しい点が大きかった．ゲノム編集技術を駆使することによって，非常に簡単
に生体内での遺伝子機能を明らかにすることが可能となっており，生命現象の分子メカニズムの解明は飛躍的に進むと
考えられる．今後は，明らかになった分子がどのように機能するのか，あるいは，ヒトの疾患との関連性を明らかにし
ていきたい．

〈研究業績〉
原　著
1. Nakayama H, Ohnuki H, Nakahara M, Nishida-Fukuda H, 

Sakaue T, Fukuda S, Higashiyama S, Doi Y, Mitsuyoshi M, 
Okimoto T, Tosato G and Kusumoto C (2022) Inactivation 
of axon guidance molecule netrin-1 in human colorectal 
cancer by an epigenetic mechanism. Biochem Biophys Res 
Commun 611: 146–150

2. Tanaka H, Nishida-Fukuda H, Wada M, Tokuhiro K, 
Matsushita H and Ando Y (2022) Inhibitory effect of the 
Haspin Inhibitor CHR-6494 on BxPC-3-Luc, a luciferase-
expressing pancreatic cancer cell line. Cell J 24(4): 212–
214

3. Oyama Y, Miyata H, Shimada K, Fujihara Y, Tokuhiro K, 
Garcia TX, Matzuk MM and Ikawa M (2022) CRISPR/

Cas9-mediated genome editing reveals 12 testis-enriched 
genes dispensable for male fertility in mice. Asian J Androl 
24(3): 266–272

4. Tanaka H and Tokuhiro K (2022) A Haspin promoter 
element induces t issue-specific methylation of a 
transcription region and the regulation of gene expression 
in mouse ova. Cell J 24(9): 552–554

学会発表
1. 小笠原正人，福田尚代，石河太知，徳弘圭造，加茂
政晴，山田浩之，石崎　明（2022/11）苦味受容体 14
はヒスタミン受容体，E-カドヘリン，N-カドヘリン
の発現を制御する．第 96回日本薬理学会年会，横浜

ゲノム解析部門

〈研究概要〉
本部門では，ゲノム情報に基づく個別化医療「Precision Medicine」の推進とゲノム医学の発展を目指し，様々な疾患
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の発症や予後に関連する遺伝的な因子の探索研究を推進している．研究対象は膨大な情報量をもつヒトゲノム全体であ
り，高度バイオインフォマティクスと統計遺伝学を駆使した包括的な解析アプローチによる疾患の原因解明に取り組ん
でいる．

I．メンデル型遺伝病の原因変異解析
家族集積性の強い希少難治性疾患を対象に次世代シークエンサーを用いたゲノムシークエンス解析を実施し，遺伝的
な原因の解明と遺伝子変異に応じた個別化医療への発展を目指した研究を進めている．

II．抗うつ薬の治療反応予測
マイクロ RNA（miRNA）は，小さな RNAの一種で遺伝子発現を制御し，神経保護やストレス関連反応など，中枢神
経系に関連する様々な生物学的プロセスに関与している．本研究では世界で初めて治療前のmiRNAの量を厳格な統計
手段であるランダム化比較試験を用いて網羅的に解析し，抗うつ薬の治療反応性に関わるmiRNAを複数同定した．ま
た，同定したmiRNAが作用し得る遺伝子群を推定し，関連する代謝経路を見出した．その経路にはこれまでにうつ病
との関連が示唆されている TGF-β pathway，glutamatergic synapse pathway，long-term Depression pathway，the mitogen-
activated protein kinase (MAPK) signaling pathway等が含まれており，うつ病治療の病態生理の理解に役立つものである．
うつ病患者のmiRNA情報から抗うつ薬に対する治療反応性が予測可能であることが示されたことから，今後，精神疾
患領域において個に適した治療を選択する個別化医療の進展に繋がることが期待される．
〈プレスリリース〉

2022.5.18　【関西医科大学】世界で初めて網羅的にmiRNAを解析し抗うつ薬の予測に有用であることを示す
https://www.kmu.ac.jp/news/laaes7000000kr5t-att/20220518Press_Release.pdf

III．マラリア原虫の薬剤耐性メカニズムに関する研究
2022年 12月から日本医療研究開発機構（AMED）の「新興・再興感染症研究基盤創生事業（多分野融合研究領域）」

として，マラリア原虫の薬剤耐性メカニズムに関する研究プロジェクトに参加している．マラリア原虫の世代時間は比
較的長く，実験室での耐性マラリア株の作製が極めて困難であるため，従来のマラリア薬剤耐性の研究では，未知の耐
性原虫の出現を見据えた創薬開発を行なった例はない．本課題では，DNA変異率を上げることに成功したミューテータ
マラリアを用い，進化遺伝学とバイオインフォマティクス的手法を駆使した統合的解析によって，原虫が薬剤耐性を獲
得するまでの進化過程など，その耐性メカニズムの解明を目指している．

〈研究業績〉
原　著
1. Ohe C, Yoshida T, Ikeda J, Tsuzuki T, Ohashi R, Ohsugi H, 

Atsumi N, Yamaka R, Saito R, Yasukochi Y, Higasa K, 
Kinoshita H and Tsuta K (2022) Histologic-based tumor-
associated immune cells status in clear cell renal cell 
carcinoma correlates with gene signatures related to cancer 
immunity and clinical outcomes. 10(2): 323

2. Saiga K, Ohe C, Yoshida T, Ohsugi H, Ikeda J, Atsumi N, 
Noda Y, Yasukochi Y, Higasa K, Taniguchi H, Kinoshita 
H and Tsuta K (2022) PBRM1 immunohistochemical 
expression profile correlates with histomorphological 
features and endothelial expression of tumor vasculature 
for clear cell renal cell carcinoma. Cancers (Basel) 14(4): 
1062

3. Ohe C, Yoshida T, Amin MB, Atsumi N, Ikeda J, Saiga K, 
Noda Y, Yasukochi Y, Ohashi R, Ohsugi H, Higasa K, 
Kinoshita H and Tsuta K (2022) Development and 
validation of a vascularity-based architectural classification 
for clear cell renal cell carcinoma: correlation with 
conventional pathological prognostic factors, gene 
expression patterns, and clinical outcomes. Mod Pathol 

35(6): 816–824
4. Fukui M, Matsuoka Y, Taketani S, Higasa K, Hihara M, 

Kuro A and Kakudo N (2022) Accelerated angiogenesis of 
human umbilical vein endothelial cells under negative 
pressure was associated with the regulation of gene 
expression involved in the proliferation and migration. Ann 
Plast Surg 89(6): e51–e59

5. Yoshioka W, Iida A, Sonehara K, Yamamoto K, Oya Y, 
Mori-Yoshimura M, Kurashige T, Okubo M, Ogawa M, 
Matsuda F, Higasa K, Hayashi S, Nakamura H, Sekijima 
M,  Okada  Y,  Noguch i  S  and  Nish ino  I  (2022) 
Multidimensional analyses of the pathomechanism caused 
by the non-catalytic GNE variant, c.620A>T, in patients 
with GNE myopathy. Sci Rep 12(1): 21806

6. 西田　伸，川原一之，安河内彦輝，江田真毅，小池
裕子，岩本俊孝（2022）宮崎県高千穂町における「熊
の手」の由来とその分子系統解析―九州・祖母山系
産ツキノワグマのDNA解析―．哺乳類科学　62(1): 
3–10
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症例報告
1. Miyawaki N, Toyota T, Higasa K, Nakamura T and 

Furukawa Y (2022) Successful pregnancy and delivery in a 
young-onset hypertrophic cardiomyopathy patient with a 
novel doublet-base substitution in the MYH7 gene. J 
Cardiol Cases 27(1): 8–11

その他
1. 日笠幸一郎（2022）【ゲノム医療におけるデータベー
ス―使い方とコツ】一般集団・多因子疾患関連バリ
アントのデータベース　Human Genetic Variation 
Database (HGVD)．遺伝子医　12(1): 25–30

学会発表
1. Y. Ueda, K. Higasa, Y. Kamioka, N. Kondo, S. Horitani, Y. 

Ikeda, T. Fukuhara, Y. Fukui and T. Kinashi（2022/12）
Rap1 facilitates cell polarization via RhoA signaling in T 
cells, The 51st Annual Meeting of the Japanese Society for 
Immunology (WS17-09-O/P). The 51st Annual Meeting of 
the Japanese Society for Immunology, Kumamoto.

2. 林　真一，関亮平，大江総一，小池太郎，平原幸恵，
田中　進，伊藤　健，安河内彦輝，日笠幸一郎，北
田容章（2022/03）イモリ脊髄再生におけるトランス
クリプトーム解析―イモリから学ぶ再生原理―．第
21回日本再生医療学会総会，Web開催

3. 林　真一，関　亮平，大江総一，小池太郎，中野洋輔，
平原幸恵，田中　進，伊藤　健，安河内彦輝，日笠

幸一郎，北田容章（2022/03）イモリ脊髄再生におけ
るトランスクリプトーム解析―イモリから学ぶ再生
原理―．第 127回日本解剖学会総会・全国学術集会，
Web開催

4. 安河内彦輝，西村貴孝，大西真由美，西原三佳，Juan 
Ugarte， 福 田 英 輝， 青 柳　潔（2022/06）Effect of 
EGLN1 gene t ic  po lymorphisms  on  hemoglobin 
concentration in Andean highlanders．第 42回日本登山
医学会学術集会，富山

5. 島本優太郎，安河内彦輝，村瀬雄士，越川陽介，舩
槻紀也，緒方治彦，木下利彦，日笠幸一郎，加藤正
樹（2022/07）本邦のうつ病患者と健常者サンプルを
用いたゲノムワイド関連解析（GWAS）．第 19回日本
うつ病学会総会／第 5回日本うつ病リワーク協会年
次大会【合同開催】，大分（現地＋WEBのハイブリッ
ド開催）

6. 林　真一，関　亮平，大江総一，小池太郎，平原幸恵，
中野洋輔，田中　進，伊藤　健，安河内彦輝，日笠
幸一郎，北田容章（2022/09）イモリ脊髄再生におけ
るトランスクリプトーム解析―イモリから学ぶ再生
原理―．第 3回イベリアトゲイモリ研究会，岡崎

著　書
（部分執筆）
1. 安河内彦輝（2022）遺伝の基礎．新編 生理人類士入
門　26–30頁，国際文献社，東京都新宿区

内科学第一講座

〈研究概要〉
樹状細胞に関わる研究
樹状細胞は，エフェクター細胞を起動・教育する細胞であり，言うなれば免疫システムにおける司令官の役割を果た
す細胞であるため，本来であれば免疫学の研究において，研究対象として外すことが出来ない細胞である．しかしなが
ら，樹状細胞は生体に広く分布する一方，その細胞密度は低く，特にヒトにおいては単離抽出が極めて難しい．当教室
では，ヒト末梢血中の 2つの樹状細胞サブセットを高純度に単離する手法を確立し，それを用いてヒト樹状細胞の機能
解析を専門として研究を行っている．このようなヒト樹状細胞を対象とした研究は日本国内でも限られたわずかの施設
でしか行なわれていない．21世紀の難治性疾患の治療戦略は，生体防御の内なる免疫機構を解明し，その機構を活用す
る免疫療法に注目が集まっている．すなわち，生体防御の要に位置する樹状細胞を戦略のターゲットに位置づけること
である．この樹状細胞を対象とすることで，様々な疾患の免疫病態解明，薬剤の作用機序を免疫カスケードの基点にお
いて解明し，その作動メカニズムをより実臨床に近いレベルで研究している．
造血器腫瘍や，関節リウマチ治療，アトピー性皮膚炎の一つとして JAK（Janus kinase（ヤヌスキナーゼ））阻害薬が
有効であり注目されている．一方で，JAK阻害の副作用として，感染症，特に，帯状疱疹の割合が多いことが報告され
ている．JAK阻害効果による免疫抑制と概念的には考えられるが，その詳細な易感染性へのメカニズムは不明である．
感染制御システムとして，免疫システムの中枢にある樹状細胞（dendritic cell: DC）は様々な疾患に対して重要な役割
を果たしている．ヒトDCのうち，plasmacytoid DC（pDC）は，血液細胞の主な I型 IFN産生の供給源と考えられ，自
然免疫，特にウィルス感染に対する中心的な役割を有する．JAK阻害薬の免疫における影響を調べるために pDCの I型
IFN産生能に対する作用を検討している．また，この pDCは I型 IFN産生を介して自己免疫疾患である全身性エリテマ
トーデス（SLE）の発症・増悪の病態に関与していることが判明している．我々は，この pDCをターゲットとして SLE
の治療創薬も検討している．ADP-ribosylation factor（Arf）ファミリーは小胞輸送を制御する低分子量Gタンパク質であ
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る．このArfをターゲットとした樹状細胞の機能変化を研究し，難治性疾患における新たな治療戦略を構築する．Src
ファミリー分子である Lynを欠失させたマウスは，I型インターフェロン高値や抗 dsDNA抗体産生を伴う SLE様病変を
自然発症する．この SLEモデルマウスを用いて pDC，ならびに自己抗体産生に関わる B細胞においてそれぞれArfを欠
損させることで，SLE様病変が抑制されるか検証する方針である．

移植片対宿主病に関わる研究：GVHDと制御性 T細胞
同種造血幹細胞移植は，造血器悪性疾患に対する根治を目的とした治療である．移植片対宿主病（GVHD）は，ドナー
の免疫細胞によってホストの組織が攻撃を受けることで生じる移植後の重大合併症の 1つである．制御性 T細胞（Treg）
は同種造血幹細胞移植後でも免疫抑制効果を発揮するため，過剰な免疫反応を抑制してGVHD制御に深く関わってい
る．我々はこれらの Treg維持・増幅に関わるメカニズムを応用し，Tregの選択的増幅を介してGVHD制御を行う方法
について，マウスモデルを用いて研究を行ってきた（Eur J Immunol. 2019）．更に，同種移植後にTregを増幅させるには，
TCRを介した刺激と IL-2以外に重要な因子があることがこれまでの研究結果から示唆され，Tregの増殖に関わる因子や
薬剤の影響についても研究を行なっている．
近年，造血器悪性腫瘍に対して分子標的薬を始めとした新規治療薬が開発されている．これらの治療薬は移植の前後
にも使用する機会が多くなっているが，免疫系に作用する薬剤も多い．サリドマイドの誘導体であるレナリドミド
（LEN）は，多発性骨髄腫や成人 T細胞白血病などの造血器悪性腫瘍に対して治療効果を有し，これらの疾患の治療に
多く使用されている．移植後再発に対しても LENが用いられることがあるが，LENはNK細胞活性を増強したり，制御
性 T細胞（Treg）を減らしたりするなどの免疫調節作用を有することが報告されており，移植後に投与することで
GVHDや移植片対白血病（GVL）効果などの免疫反応へ影響を及ぼすと予想されてきたものの，これまで LENが移植
後免疫反応へ及ぼす影響は十分に解明されていなかった．我々はマウスGVHDモデルを用いて，LENがGVHDに対し
て及ぼす効果を検討したところ，移植後早期の LEN投与はGVHDを軽減させる効果があることを解明した（Immun 
Inflamm Dis 2022）．LENの用量依存性にGVHDは軽減し，移植後早期に Tregに対して明らかな影響を及ぼさなかった
ものの，ドナー T細胞の消化管への遊走が抑制されてGVHDが軽減することが判明した．
上記のように，当研究室ではマウス移植モデルを基盤として，移植免疫に関わる研究を行なっており，GVHDを制御
する新たな方法を見出す事を目的として今後も研究を行なっていく方針である．

外部資金獲得状況
樹状細胞をターゲットにした，JAK阻害の有効性と副次反応の一元的機序解明
23K06897
基盤研究（C）　2023–2025
セマフォリン 4Aから迫る移植後大量エンドキサン療法最適化のための基礎的研究
23K07822
基盤研究（C）　2023–2025
レナリドミドの移植片対宿主病に及ぼす影響の解明―制御性 T細胞を中心として―
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用いた治療とその位置づけ．Otsuka hematology web 
seminar，大阪web

27. 石浦嘉久，藤村政樹，大倉徳幸，原　丈介，澤井裕介，
玉置岳史，清水俊樹，野村昌作（2022/04）ICS/LABA
治療中の喘息 COPDオーバラップ病態における
tiotropium追加投与の検討．第 119回日本内科学会総
会，東京

28. 尾形　誠（2022/04）びまん性肺疾患の診療～診断，
治療ならびに地域連携について～．呼吸器疾患　Web 
Seminar，大阪

29. 宮下修行（2022/04）高齢者 /基礎疾患を有する呼吸
器感染症患者における抗菌薬の使い方・考え方．第
96回日本感染症学会学術講演会，埼玉

30. 宮下修行（2022/04）誤嚥性肺炎．第 62回日本呼吸器
学会学術講演会，京都

31. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，尾形　誠，石浦嘉久，
野村昌作（2022/04）COVID-19による咳嗽の特徴．
第 62回日本呼吸器学会学術講演会，京都

32. 福田直樹，宮下修行，矢村明久，尾形　誠，石浦嘉久，
野村昌作（2022/04）肺炎の迅速診断 2．第 62回日本
呼吸器学会学術講演会，京都

33. 矢村明久，宮下修行，福田直樹，尾形　誠，石浦嘉久，
野村昌作（2022/04）COVID-19肺炎の迅速診断 1．第
62回日本呼吸器学会学術講演会，京都

34. 矢村明久，尾形　誠，福田直樹，宮下修行（2022/04）
当院における乾癬に併発した肺疾患の臨床的特徴の
検討．第 62回日本呼吸器学会学術講演会，全国

35. 重坂　実，辻本早希，石井睦康，田中晶大，嶋元佳子，
西澤　徹，安室秀樹，孫　瑛洙，尾﨑吉郎（2022/04）
COVID19ワクチン接種後に発症した成人スチル病の
3例．第 66回日本リウマチ学会総会・学術集会，
Web

36. 松田　渉，吉田直史，石井睦康，田中晶大，西澤　徹，
安室秀樹，孫　瑛洙，尾﨑吉郎，伊藤量基（2022/04）
胆嚢炎を合併した好酸球性血管炎性肉芽腫症の二例．
第 66回日本リウマチ学会総会・学術集会，Web

37. 孫　瑛洙，吉田直史，二村麻理子，槇野秀彦，辻本
早希，重坂　実，田中晶大，嶋元佳子，尾﨑吉郎
（2022/04）著名な好酸球増多を認め，消化器症状が主
体であった IgG4関連疾患の一例．第 66回日本リウマ
チ学会総会・学術集会，Web

38. 田中晶大，二村麻理子，槇野秀彦，重坂　実，辻本
早希，嶋元佳子，孫　瑛洙，尾﨑吉郎（2022/04）当
科におけるベリムマブの使用状況．第 66回日本リウ
マチ学会総会・学術集会，Web

39. 二村麻理子，尾﨑吉郎，槙野秀彦，嶋元佳子，重坂　
実，田中晶大，孫　瑛洙，和田孝彦，市川宜弘，伊
藤量基（2022/04）関節リウマチにおける発症年齢と
症状・検査データの特徴．第 66回日本リウマチ学会
総会・学術集会，Web

40. 岡野匡志，橋本　求，真本建司，山田祐太郎，安野
翔平，山田真介，渡部　龍，福本一夫，山本　渉，
藤井貴之，大西輝，小谷卓矢，吉川紋佳，前田悠一，
沖田康孝，孫　瑛洙，安室秀樹，山田啓貴，山本　譲，
原　良太，片山昌紀，中村博亮（2022/04）医原性免
疫不全関連リンパ増殖性疾患（OIIA-LPD）発症はそ
の後の疾患活動性に影響を及ぼすか ～ANSWERコ
ホートデータから～．第 66回日本リウマチ学会総会，
横浜　ハイブリッド

41. 岡野隆一，上田　洋，山田啓貴，白杉　郁，山本　譲，
神野定男，西村啓佑，山本　渉，沖田康孝，蛯名耕介，
藤井貴之，村上孝作，安室秀樹，孫　瑛洙，斯波秀行，
武内　徹，原　良太，片山昌紀，山田真介，橋本　求，
三枝　淳（2022/04）MTXの継続率と生活習慣病の関
連―関西多施設ANSWERコホートを用いた検討．第
66回日本リウマチ学会総会，横浜　ハイブリッド

42. 沖田康孝，前田悠一，平野　亨，蛯名耕介，山本　渉，
大西　輝，鬼澤秀夫，武内　徹，槇野秀彦，孫　瑛洙，
安室秀樹，山本　譲，山田啓貴，林　申也，前田俊恒，
原　良太，片山昌紀，渡部　龍，橋本　求，熊ノ郷
淳（2022/04）関節リウマチに対する四季の移り変わ
りの影響：ANSWERコホートデータより．第 66回日
本リウマチ学会総会，横浜　ハイブリッド

43. 原良太，山本　渉，村田浩一，藤井貴之，秦健一郎，
槇野秀彦，蛯名耕介，沖田康孝，孫　瑛洙，安室秀樹，
岡野隆一，上田　洋，片山昌紀，橋本　求，岡野匡志，
尾﨑裕亮，岡村建祐，川島浩正，松岡秀俊，巽恵美子，
大野史郎，鮫島謙一，新名直樹，藤本　隆，城戸　顕，
赤井靖宏，西尾健治，田中康仁（2022/04）関節リウ
マチに対する分子標的治療薬のステロイド減量効果
について―関西多施設ANSWER cohortでの検討―．
第 66回日本リウマチ学会総会，横浜　ハイブリッド

44. 山田真介，福本一夫，渡部　龍，岡野匡志，山本　渉，
大西　輝，鬼澤秀夫，蛯名耕介，前田悠一，山本　譲，
山田啓貴，孫　瑛洙，安室秀樹，片山昌紀，原　良太，
武内　徹，槇野秀彦，橋本　求（2022/04）CKD合併
RA患者における RA治療の実態―ANSWERコホー
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トを用いた後ろ向き調査―．第 66回日本リウマチ学
会総会，横浜　ハイブリッド

45. 斯波秀行，秦健一郎，山本　渉，小谷卓矢，永井孝治，
平松ゆり，吉川紋佳，槇野秀彦，大西輝，鬼澤秀夫，
孫　瑛洙，安室秀樹，原　良太，前田悠一，沖田康孝，
神野定男，白杉郁，片山昌紀，山田真介，橋本　求，
武内　徹（2022/04）関節リウマチに対する生物学的
製剤および JAK阻害薬の治療効果に喫煙が及ぼす影
響―関西多施設 ANSWER コホートを用いた検討―．
第 66回日本リウマチ学会総会，神戸　ハイブリッド

46. 孫　瑛洙，吉田直史，二村麻里子，槇野秀彦，辻本
早希，重坂　実，田中晶大，嶋元佳子，尾崎吉郎
（2022/04）著明な好酸球増多を認め，消化器症状が主
体であった IgG4関連疾患の一例．第 66回日本リウマ
チ学会総会，神戸　ハイブリッド

47. 村上孝作，鬼澤秀夫，藤井貴之，大西　輝，村田浩一，
田中真生，原　良太，平野　亨，蛯名耕介，明石健吾，
岡野隆一，永井孝治，武内　徹，孫　瑛洙，安室秀樹，
片山昌紀，山本　渉，橋本　求，森信暁雄（2022/04）
肥満度が関節リウマチにおける抗 TNF製剤の治療効
果に及ぼす影響―関西多施設ANSWERコホートを用
いた検討．第 66回日本リウマチ学会総会，神戸　ハ
イブリッド

48. 藤井貴之，村田浩一，鬼澤秀夫，大西　輝，村上孝作，
中山洋一，稲葉竜太，西村望美，山本　渉，前田悠一，
沖田康孝，岡野隆一，上田　洋，武内　徹，斯波秀行，
原　良太，孫　瑛洙，安室秀樹，片山昌紀，橋本　求，
渡部　龍，田中真生，森信暁夫，松田秀一（2022/04）
アバタセプト継続率と血球分画の関連 ―ANSWERコ
ホートを用いた研究―．第 66回日本リウマチ学会総
会，横浜　ハイブリッド

49. 蛯名耕介，前田悠一，沖田康孝，惠谷悠紀，平尾　眞，
山本　渉，橋本　求，村田浩一，原良太，片山昌紀，
永井孝治，平松ゆり，孫　瑛洙，安室秀樹，藤井貴之，
岡野隆一，上田洋，岡野匡志，熊ノ郷淳，岡田誠司
（2022/04）関節リウマチ患者における生物学的製剤と
JAK阻害剤 6666 例の継続率と中止理由についての検
討 ―関西多施設ANSWER cohortによる解析―．第 66
回日本リウマチ学会総会，横浜　ハイブリッド

50. 佐竹敦志（2022/04）再発・難治DLBCLの治療戦略 
―ポラツズマブ ベドチンという新たな選択肢―．
DLBCL expert meeting in Fukuoka，福岡Web

51. 佐竹敦志（2022/04）多発性骨髄腫における低ガンマ
グロブリン血症とその対策．阪奈和血液免疫セミ
ナー，大阪web

52. 小西晶子，佐竹敦志，吉村英晃，堀田雅章，中西孝尚，
藤田真也，伊藤量基，野村昌作（2022/05）当院にお
ける代替ドナーからの同種造血幹細胞移植成績につ
いての検討．第 44回日本造血・免疫細胞療法学会総
会，横浜　ハイブリッド

53. 宮下修行（2022/05）“今だから知っておきたい”肺炎

予防．読売新聞市民公開講座，Web
54. 石井一慶（2022/05）再生不良性貧血．～いかに低形
成MDSを鑑別するか～．再生不良性貧血Webセミ
ナー，Web

55. 石井侑佳，石井一慶（2022/05）Dar sc-CyBorDにて重
度心不全の改善を認めたALアミロイドーシス症例．
第 117回近畿血液学地方会，Web

56. 三島伸介（2022/05）新興（再興）感染症流行初期に
おける感染制御．第 36回キャンサーボード，大阪市

57. 石井侑佳，石井一慶（2022/06）CAR-T療法後に再発
したDLBCLに対する Pola-BR使用経験．第 116回近
畿血液学地方会，Web

58. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
尾形　誠（2022/06）肺炎診療ガイドラインとCOVID-
19：抗体カクテル療法の使用成績．第 70回日本化学
療法学会総会，岐阜

59. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
尾形　誠（2022/06）肺炎診療ガイドラインとCOVID-
19：胸部 CTによる補助診断．第 70回日本化学療法
学会総会，岐阜

60. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
尾形　誠（2022/06）肺炎診療ガイドラインとCOVID-
19：臨床的鑑別法．第 70回日本化学療法学会総会，
岐阜

61. 坂本　凌，西山徳人，宮下修行（2022/06）ESBL産
生菌による菌血症に対するカルバペネム系抗菌薬か
ら de-escalationによる治療効果の検討．第 70回日本
化学療法学会総会，岐阜

62. 西山徳人，橋本みさき，坂本　凌，田中雅幸，宮下
修行（2022/06）腎機能に応じたテイコプラニン初期
負荷投与の検討．第 70回日本化学療法学会総会，岐
阜

63. 五代寛人，新崎孝夫，石田篤世，三箇山宏樹，三島
伸介，關　壽人，中森　靖（2022/06）COVID-19患
者にG-CSF製剤を投与し，呼吸状態悪化を認めた症
例．第 70回日本化学療法学会学術集会，神奈川県横
浜市

64. 藤田真也（2022/06）慢性期CMLにおけるアイクルシ
グ使用経験からの考察～ TFRを目指した治療戦略～．
Otsuka Hematology Web Seminar ～ in Nagaoka～， 新
潟web

65. 佐竹敦志（2022/06）ポラツズマブ ベドチンを用いた
再発・難治DLBCLの治療戦略― Pola+BR療法実施の
コツ．山口県東部DLBCL講演会，山口web

66. 宮下修行（2022/06）COVID-19の最新情報と感染対
策．第 5回北河内整形外科セミナー，枚方

67. 尾﨑吉郎（2022/06）関節リウマチの診断と治療―専
門医への紹介のタイミング―．北河内学術講演会（寝
屋川医師会），Web

68. 佐竹敦志（2022/06）ポラツズマブ ベドチンを用いた
再発・難治DLBCLの治療戦略 ― Pola+BR療法実施
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のコツ―．r/rDLBCLを語る会，北海Web
69. 宮下修行（2022/06）型コロナウイルス感染症とうま
く付き合っていくために―今，私達が出来る備えと
は？．健康医療都市ひらかたコンソーシアム 10周年
記念講演会，枚方

70. 伊藤量基，上村智彦，木口　亨，加藤光次，伊豆津
宏二，竹中理紗，伊藤亜友美，小川洋平，向井陽美
（2022/06）Safety and efficacy of venetoclax in patients 
with relapsed or refractory chronic lymphocytic leukemia/
small lymphocytic lymphoma (rrCLL/SLL): an interim 
analysis of a post-marketing surveillance study in Japan. 第
62回日本リンパ網内系学会総会，埼玉県

71. 佐竹敦志（2022/06）ポラツズマブ ベドチンを用いた
再発・難治DLBCLの治療戦略 ― Pola+BR療法実施
のコツ―．DLBCL Seminar in Shizuoka，静岡Web

72. 佐竹敦志（2022/07）cGVHDによる筋・関節痛に対し
てイブルチニブ投与を行った 1症例．cGVHD Small 
Meeting of Ibrutinib，大阪Web

73. 尾﨑吉郎（2022/07）教育講演 6「SLEにおける T2T
の実践：長期的な臓器障害抑制を目指した治療戦略」
大阪公立大学大学院医学研究科 膠原病内科学 講師 渡
部龍 先生，座長＋Keynote speech．第43回 日本炎症・
再生医学会，淡路市Web

74. 佐竹敦志（2022/07）ポラツズマブ ベドチンを用いた
再発・難治DLBCLの治療戦略 ― Pola+BR療法実施
のコツ―．東北信血液腫瘍セミナー，長野Web

75. 石浦嘉久（2022/07）慢性咳嗽の病態と最新の治療ア
トピー咳嗽．第 3回日本喘息学会総会学術大会，名
古屋

76. 中西健太郎，尾形　誠，福田直樹，宮下修行（2022/07）
診断に苦慮したABPMの症例の検討．第 111回日本
呼吸器内視鏡学会　近畿地方会，近畿

77. 小川　咲，澤井裕介，玉置岳史，清水俊樹，石浦嘉久，
中野隆仁，金田浩由紀，酒井康裕，植村芳子，野村
昌作，伊藤量基（2022/07）肺癌との鑑別を要した肺
クリプトコッカス症の 1例．第 129回日本結核・非結
核性抗酸菌症学会近畿支部会 第 99回日本呼吸器学会
近畿地方会合同学会，大阪

78. 福田直樹，尾形　誠，矢村明久，宮下修行（2022/07）
特発性肺内血腫の一例．第 129回日本結核・非結核
性抗酸菌症学会近畿支部学会 第 99回日本呼吸器学会
近畿地方会，近畿

79. 藤田真也（2022/07）慢性期 CML治療～ TFRを目指
した治療戦略と安全性～．第 14回北摂・北河内血液
セミナー，大阪web

80. 小林さくら，澤井裕介，石浦嘉久，玉置岳史，清水
俊樹，石井侑佳，石井一慶，酒井康裕，野村昌作，
伊藤量基（2022/07）呼吸器内視鏡検査にて診断し得
た成人 T細胞性白血病肺浸潤の 1例．第 111回日本呼
吸器内視鏡学会近畿支部会，大阪市

81. 藤田真也（2022/08）慢性期CMLにおけるアイクルシ

グ使用経験からの考察．Osaka Hematology Conference，
大阪web

82. 佐竹敦志（2022/08）cGVHDに対するイブルチニブに
よる 2次治療の経験．Clinical conference for cGVHD，
大阪web

83. 佐竹敦志（2022/09）BCL-2阻害薬を用いたAML治療
戦略 ―治療継続と外来移行へのコツ―．AML Online 
Seminar，大阪web

84. 宮島崇人，尾﨑吉郎，松田　渉，今井　開，槇野秀彦，
辻本早希，重坂　実，石井睦康，田中晶大，嶋元佳子，
西澤　徹，安室秀樹，孫　瑛洙，伊藤量基（2022/09）
メトトレキサート中止により寛解を得たMTX関連
リンパ増殖性疾患が他の免疫抑制治療により再燃し
た一例．第 31回日本リウマチ学会近畿支部学術集会，
神戸市

85. 多田満里奈，孫　瑛洙，槇野秀彦，辻本早希，重坂　
実，田中晶大，嶋元佳子，尾﨑吉郎，伊藤量基
（2022/09）MMF使用中に Epstein-Barrウイルス陽性粘
膜皮膚潰瘍（EBVMCU）を発症した SLEの一例．第
31回日本リウマチ学会近畿支部学術集会，神戸市

86. 尾﨑吉郎（2022/09）ランチョンセミナー「EGPA診
療のポイントとメポリズマブの有用性を考える」市
立伊丹病院 アレルギー疾患リウマチ科 主任部長 寺田
信 先生長＋Keynote speech．第 31回日本リウマチ学
会近畿支部学術集会，神戸市

87. 藤田真也（2022/09）高齢者骨髄腫に対するカイプロ
リス投与の実際と副作用管理．Kyprolis Web Seminar 
～ Elderly Patients with MM～，全国Web

88. 佐竹敦志（2022/09）ポラツズマブ ベドチンを用いた
再発・難治DLBCLの治療戦略 ― Pola+BR療法実施
のコツ―．Chugai Lymphoma web seminar，大阪web

89. 藤田真也（2022/09）多発性骨髄腫の適切な治療と
は？～カルフィルゾミブ使用経験からの考察～．大
阪血液疾患カンファレンス，大阪web

90. 佐竹敦志（2022/09）再発・難治ALLに対する免疫療
法を活かした治療戦略．ALL Web Conference，東京
web

91. 佐竹敦志（2022/09）スムーズな外来移行のための
Venetoclax治療の管理は？．AbbVie Kinki Hematoogy 
Seminar，大阪web

92. 三島伸介（2022/09）新興・再興感染症に目を向けよ
う　～ SARSの経験も踏まえて～．塩野義製薬株式
会社　社内研修会，大阪市

93. 石浦嘉久，藤村政樹，雨宮德直，新谷博元，原丈介，
大倉徳幸，塩谷隆信，熱田　了，保澤総一郎，村木
正人，小川晴彦，井上英樹，新実彰男（2022/10）日
本での遷延性および慢性咳嗽患者における診療実態
に関する多施設共同前向き観察研究の進行状況と現
時点での結果報告．第 24回日本咳嗽学会学術大会，
旭川市

94. 石浦嘉久（2022/10）成人慢性咳嗽の実態．第 71回日
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本アレルギー学会学術大会，東京
95. 中野翔平，吉田侑矢，村中達也，尾﨑吉郎，辻　琢
己（2022/10）関節リウマチ治療での生物学的製剤の
早期効果判定に有用な因子に関する研究．第 72回日
本薬学会関西支部総会・大会，八幡市

96. 三島伸介（2022/10）移民と感染症　人の移動に関連
した感染症対策　地球を俯瞰することの重要性．第
26回日本渡航医学会学術集会，大分県別府市

97. 三島伸介，西山利正（2022/10）新興・再興感染症が
パンデミックを起こしたときのトラベルクリニック
が担うべき役割．第 26回日本渡航医学会学術集会，
大分県別府市

98. 中西孝尚，小西晶子，吉村英晃，堀田雅章，藤田真也，
佐竹敦志，野村昌作，伊藤量基（2022/10）Summary 
of 13 cases of acquired hemophilia A, 4 cases of rituximab 
administration in our hospital. 第 84回日本血液学会学術
集会，福岡Hybrid

99. 石井侑佳，石井一慶（2022/10）再発難治びまん性大
細胞型 B細胞性リンパ腫における当科での Pola-BR
使用経験．第 84回日本血液学会学術集会，福岡

100. 堀田雅章，小西晶子，吉村英晃，中西孝尚，藤田真
也，佐竹敦志，石井一慶，伊藤量基（2022/10）Real-
life experience with polatuzumab vedotin in relapsed/
refractory difuse large B-cell lymphoma. 第 84回日本血
液学会学術集会，福岡Hybrid

101. 藤田真也（2022/10）骨髄増殖性腫瘍に対するルキ
ソリチニブの使い道．MPN Case Study Web Seminar，
全国Web

102. 佐竹敦志（2022/10）第二世代 TKIに抵抗性，ポナ
チニブでDMRに至らずアシミニブに切り替えた症
例．CML治療の新たな時代へ，大阪web

103. 尾形　誠，矢村明久，福田直樹，宮下修行（2022/11）
肺癌術後切離後断端部の非結核性抗酸菌感染症の一
例．第 65回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第
92回日本感染症学会西日本地方会学術集会 第 71回日
本化学療法学会西日本支部総会，長崎

104. 宮下修行（2022/11）呼吸器感染症の診療と研究の
歩み．第 65回日本感染症学会中日本地方会学術集会
／第 92回日本感染症学会西日本地方会学術集会／第
70回日本化学療法学会西日本支部総会，長崎

105. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　
凌，石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）レジオネラ・ス
コアモデルの評価 2：3つのコホート研究のまとめ．
第 65回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第 92
回日本感染症学会西日本地方会学術集会／第 70回日
本化学療法学会西日本支部総会，長崎

106. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　
凌，石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）レジオネラ・ス
コアモデルの評価 1：COVID-19肺炎での検証．第 65
回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回日
本感染症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本化

学療法学会西日本支部総会，長崎
107. 橋本みさき，平岩美穂，田中雅幸，西山徳人，打谷
和記，宮下修行（2022/11）ニューモシスチス肺炎予
防目的に投与されたスルファメトキサゾール・トリ
メトプリム配合錠の投与中断に至る有害事象の検討．
第 65回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第 92
回日本感染症学会西日本地方会学術集会／第 70回日
本化学療法学会西日本支部総会，長崎

108. 坂本　凌，西山徳人，阿部瑛紀子，宮下修行
（2022/11）当院の ESBL産生菌による尿路感染症に対
する抗菌薬治療に関する後方視的検討．第 65回日本
感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回日本感染
症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本化学療法
学会西日本支部総会，長崎

109. 山下真明，木畑佳代子，尾形　誠，矢村明久，福田
直樹，宮下修行（2022/11）診断に苦慮したABPMの
症例検討．第 65回日本感染症学会中日本地方会学術
集会／第 92回日本感染症学会西日本地方会学術集会
／第 70回日本化学療法学会西日本支部総会，長崎

110. 小坪浩之，宮下修行，西山徳人，坂本　凌，阿部瑛
紀子（2022/11）当院 5年間にわたるAST活動の成果
と今後の課題．第 65回日本感染症学会中日本地方会
学術集会／第 92回日本感染症学会西日本地方会学術
集会／第 70回日本化学療法学会西日本支部総会，長
崎

111. 西山徳人，橋本みさき，坂本　凌，阿部瑛紀子，小
坪浩之，田中雅幸，宮下修行（2022/11）腎機能低下
症におけるテイコプラニン初期負荷投与ストラテ
ジーの考察．第 65回日本感染症学会中日本地方会学
術集会／第 92回日本感染症学会西日本地方会学術集
会／第 70回日本化学療法学会西日本支部総会，長崎

112. 福田直樹，宮下修行，矢村明久，西山徳人，坂本　
凌，石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎
診療とガイドライン 2：マイコプラズマとの鑑別．第
65回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回
日本感染症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本
化学療法学会西日本支部総会，長崎

113. 福田直樹，宮下修行，矢村明久，西山徳人，坂本　
凌，石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎
診療とガイドライン 4：NHCAPの特徴．第 65回日本
感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回日本感染
症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本化学療法
学会西日本支部総会，長崎

114. 木畑佳代子，尾形　誠，矢村明久，福田直樹，宮下
修行（2022/11）免疫チェックポイント阻害薬による
薬剤性肺炎と COVID19肺炎について．第 65回日本
感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回日本感染
症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本化学療法
学会西日本支部総会，長崎

115. 矢村明久，宮下修行，福田直樹，西山徳人，坂本　
凌，石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎
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診療とガイドライン 1：鑑別表は有用か？．第 65回
日本感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回日本
感染症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本化学
療法学会西日本支部総会，長崎

116. 矢村明久，宮下修行，福田直樹，西山徳人，坂本　
凌，石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎
診療とガイドライン 3：抗体療法の使用成績．第 65
回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第 92回日
本感染症学会西日本地方会学術集会／第 70回日本化
学療法学会西日本支部総会，長崎

117. 佐竹敦志（2022/11）第二世代 TKIに抵抗性，ポナ
チニブでDMRに至らずアシミニブに切り替えた症
例．CML Expert Lounge，東京web

118. 藤田真也（2022/11）セムブリックス ®の使用経験．
Novartis CML Expert Lounge in 2022，東京

119. 尾形　誠（2022/11）びまん性肺疾患と COVID-19
肺炎．第 65回日本感染症学会中日本地方会学術集会 
第 92回日本感染症学会西日本地方会学術集会 第 73
回日本化学療法学会西日本支部総会，長崎

120. 尾﨑吉郎（2022/11）フィルゴチニブの有効性と安
全性～その位置付け～．JAK阻害薬を考える会 in北
河内，枚方市

121. 佐竹敦志（2022/11）ポラツズマブ ベドチンを用い
た再発・難治DLBCLの治療戦略 ― Pola+BR療法実
施のコツ―．横浜 Lymphoma Expert Meeting 2022，横
浜Web

122. 佐竹敦志（2022/11）造血幹細胞移植後のCMV感染
予防戦略Up To Date．血液感染症エキスパートフォー
ラム 2022，東京web

123. 佐竹敦志（2022/11）cGVHDに対してイブルチニブ
による治療を行った 2症例．Thinking of cGVHD ~in 
West Japan~，大阪web

124. 石井一慶（2022/11）再生不良性貧血．～いかに低
形成MDSを鑑別するか～．Hematopoietic Cytokines 
Seminar，Web

125. 尾﨑吉郎（2022/11）EGPA診療の課題．GSK EGPA 
Seminar，守口市

126. 佐竹敦志（2022/12）AML治療におけるVEN+AZA
療法継続のための Tips．Time to talk about AML，大阪
web

127. 佐竹敦志（2022/12）初発DLBCLの治療戦略 ―ポ
ラツズマブ ベドチンへの期待と役割―．DLBCL 
seminar in Shizuoka，静岡Web

著　書
（部分執筆）
1. 倉田宝保（2022）序文．EXPERT’S CHOICE 肺癌薬
物療法レジメン　1, 1, 3–3頁，メディカルビュー社，
東京

2. 深井真璃，倉田宝保（2022）免疫チェックポイント
阻害剤②（抗 PD-L1抗体）．がん免疫ペディア　腫瘍
免疫・がん免疫療法の全てをまるごと理解！　1, 1, 
27–28頁，羊土社，東京

3. 宮下修行（2022）マクロライド系・リンコマイシン
系抗菌薬．Pocket Drugs 2022　734–739頁，医学書院，
東京

4. 宮下修行，尾形　誠（2022）百日咳．感染症最新の
治療 2022–2024　119–121頁，南江堂，東京

5. 宮下修行（2022）クラミジア・ニューモニエ感染症．
今日の治療指針 2022　217–218頁，医学書院，東京

6. 石浦義久，監修 相良博典，東田有智（2022）慢性咳
嗽の鑑別診断．喘息診療実践ガイドライン 2022　1, 
4–10頁，協和企画，東京

7. 伊藤量基（2022）プロテアソーム阻害薬．臨床雑誌
内科　130, 4, 737–742頁，南江堂，東京

（編集・監修）
1. 倉田宝保，吉岡弘鎮（2022）Lung Cancer Systemic 

Therapy:  Why do exper ts  choose th is  regimen?　
EXPERT’S CHOICE 肺癌薬物療法レジメン　1, 1, 
1–183頁，メディカルビュー社，東京

内科学第二講座

〈研究概要〉
①循環器部門
循環器部門では，心不全に関する基礎研究とともに，虚血性心疾患・不整脈・弁膜症の患者を対象とした臨床研究を
行っている．
心不全に関する基礎研究として，心機能調節における non-canonical Wntシグナルの意義や SGLT2阻害薬の心筋保護作

用の分子機序について，遺伝子改変マウスや培養心筋細胞を用いて検討している．
臨床研究としては，心房細動患者の予後予測因子や近年増加傾向にある大動脈弁狭窄症の予後予測因子に関する検討
をおこなうとともに，冠動脈疾患の画像診断・病理に関する研究もおこなっている．運動療法の二次予防効果や心機能
におよぼす影響についても，健康科学センターと共同で解析中である．

②腎臓部門
腎臓部門では家族性腎疾患に関する基礎的な研究とともに，慢性腎臓病や透析患者を対象とした臨床研究を行ってい
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る．
基礎研究としては家族性腎疾患に着目し，原因遺伝子の検索や変異蛋白の機能解析を進めている．
臨床研究としては，腹膜透析患者における栄養管理に関する検討をおこなっている．

③内分泌代謝部門
内分泌代謝部門では甲状腺ホルモン代謝や血管内皮前駆細胞に関する基礎研究とともに，糖尿病・高度肥満症例を対
象とした臨床研究を行っている．
基礎研究としては，（i）iPS細胞から分化誘導した膵 β細胞における甲状腺ホルモン脱ヨード化酵素の役割について，

（ii）膵 β細胞における non-canonical Wntシグナルの意義について，それぞれ解析を進めている．
臨床研究としては，健康科学センターと共同で高度肥満症におけるエネルギー代謝機能評価や高度肥満に対する外科
治療の有効性に関する検討をおこなっている．

〈研究業績〉
原　著
1. Nakata T, Nakajima K, Naya M, Yoshida S, Momose M, 

Taniguchi Y, Fukushima Y, Moroi M, Okizaki A, 
Hashimoto A, Kiko T, Hida S and Takehana K (2022) 
Multicenter Registry in the Japanese Cardiac Sarcoidosis 
Prognostic (J-CASP) study: baseline characteristics and 
validation of the non-invasive approach using (18)F-FDG 
PET. Ann Nucl Cardiol 8(1): 42–50

2. Sugita H, Motohiro M, Morishita S, Tanaka M, Tsujimoto 
S and Shiojima I (2022) Factors associated with coronary 
in-stent restenosis after drug-eluting stent implantation in 
patients on chronic hemodialysis. Blood Purif 51(4): 383–
389

3. Suzuki S, Okamura A, Nagai H, Iwakura K, Shiojima I and 
Fujii K (2022) Usefulness of tip detection method for side 
branches where guidewires are difficult to pass in coronary 
intervention. Cardiovasc Intervent Ther 37(2): 383–384

4. Hashimoto K, Fujii K, Shibutani H, Tsujimoto S, Otagaki 
M, Morishita S, Hirose T and Shiojima I (2022) Prediction 
of medial damage by rotational atherectomy using 
intravascular ultrasound. Coron Artery Dis 33(4): 295–301

5. Miyamoto K, Kanaoka K, Yoh M, Takahashi H, Kishihara 
J, Ishikura M, Sasaki Y, Fukunaga H, Nagase T, Asano S, 
Mizuno S, Yamagami S, Yazaki Y, Kusume T, Takada Y, 
Yodogawa K, Shimizu W, Shigeta T, Sagawa Y, Inoue Y, 
Nagase S, Aiba T, Takagi M, Fukaya H, Kobori A, Nitta J, 
Murakami M, Nishiuchi S, Satomi K, Kataoka N, Iwasaki 
YK, Ashikaga K, Yamauchi Y and Kusano K (2022) 
Cryoballoon ablation versus radiofrequency ablation in 
patients with persistent atrial fibrillation (CRRF-PEAF): 
protocol for a prospective, multicenter, randomized, 
controlled study. Int J Cardiol Heart Vasc 41: 101074

6. Takehana K (2022) Takotsubo Cardiomyopathy: What 
should myocardial perfusion imaging reveal. 29(3): 1047–
1050

7. Tsuji H and Shiojima I (2022) Increased incidence of ECG 
abnormalities in the general population during the COVID-
19 pandemic. Int Heart J 63(4): 678–682

8. Hidaka N, Kurose S, Takao N, Miyauchi T, Nakajima S, 
Yoshiuchi S, Fujii A, Takahashi K, Tsutsumi H and 
Kimura Y (2022) Masticatory behaviors and gender 
differences in people with obesity as measured via an 
earphone-style light-sensor-based mastication meter. 
Nutrients 14(14): 2990

9. Bando K, Yamashita H, Tsumori M, Minoura H, Okumura 
K and Hattori F (2022) Compact automated culture 
machine for human induced pluripotent stem cell 
maintenance and differentiation. Front Bioeng Biotechnol 
10: 1074990

10. Yokouchi G, Horio T,  Matsumoto N, Fukuda K, 
Yoshimura R, Fujiwara R, Matsuoka Y, Sakamoto Y, 
Iwashima Y, Oshiro Y, Fujimoto K and Kasayuki N (2022) 
Renoprotective effect of chronic treatment with sodium-
glucose cotransporter 2 inhibitors and its associated factors 
in Japanese patients with chronic heart failure and diabetes. 
Int J Cardiol Heart Vasc 43: 101152

11. Sengupta SP, Prendergast B, Laroche C, Furnaz S, 
Ronderos R, Almaghraby A, Asch FM, Blechova K, Zaky 
H, Strahilevitz J, Dworakowski R, Miyasaka Y, Sebag I, 
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夏子，吉田三嘉，窪田あい，藤岡友美，高橋一久，
木村　穣（2022/12）肥満者におけるオンライン栄養
指導の減量効果の検討．第 43回日本肥満学会・第 40
回日本肥満症治療学会学術集会，那覇

52. 黒瀬聖司，大西克子，宮内拓史，高尾奈那，高橋一久，
木村　穣（2022/12）1週間に 150分以上の身体活動は
減量に伴うフォリスタチン濃度の低下を抑制する．
第 43回日本肥満学会・第 40回日本肥満症治療学会学
術集会，那覇

53. 高木雅彦（2022/12）Brugada症候群のマネージメント．
第 121回日本循環器学会四国地方会，高知

54. 浦田晴可，諏訪恵信，仲井えり，宮坂陽子，竹花一哉，
塩島一朗（2022/12）発熱を契機に診断に至った巨大
左房粘液腫の一例．第 134回日本循環器学会近畿地
方会，大阪

著　書
（部分執筆）
1. 諏訪惠信，塩島一朗（2022）心不全のエビデンス．
循環器疾患最新の治療 2022–2023　408–411頁，南江
堂，東京

2. 谷口直樹，宮坂陽子（2022）大動脈弁閉鎖不全症の
成因（弁性と基部拡大），診断，治療ストラテジー．
循環器診療コンプリートシリーズ「弁膜症」　2–14
頁，学研メディカル秀潤社，東京

3. 谷口直樹，宮坂陽子（2022）心房細動や房室ブロッ
クなど不整脈の際の左室拡張能評価はどのようにす
ればよいですか？．新 今さら聞けない心エコー図　
111–113頁，MEDICAL VIEW，東京

4. 宮坂陽子（2022）心室瘤はどのように評価できます
か？．新 今さら聞けない心エコー図　122–124頁，
MEDICAL VIEW，東京

5. 諏訪恵信，宮坂陽子（2022）肥大型心筋症の検査時
に施行するバルサルバ手技の目的を教えてください．
新 今さら聞けない心エコー図　247–249頁，MEDICAL 
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VIEW，東京
6. 豊田長興，丸岡あずさ，野村惠巳子（2022）3 循環器
官用剤 a 抗不整脈薬：アミオダロン（アンカロン）．

薬剤性内分泌障害診療マニュアル　27–29頁，診断と
治療社，日本

内科学第三講座

〈研究概要〉
内科学第三講座は上部消化管・下部消化管・肝臓・胆膵の 4分野を中心に，遺伝子，免疫，腸内細菌叢などの基礎研
究，臨床検体や診療情報を用いた臨床研究や多施設共同研究による治療法の有用性に関する介入研究など，幅広く研究
をおこなっている．

上部消化管
良性疾患では胃食道逆流症（GERD）に対する粘膜切除術（anti-reflux mucosectomy），食道・胃静脈瘤に対する内視鏡
的硬化療法・内視鏡的静脈瘤結紮術， 早期癌に対する内視鏡的粘膜切除術・内視鏡的粘膜下層剥離術，進行癌に対する
ステント挿入等，多岐にわたる内視鏡治療を行っており，それらの症例データーベースを用いた様々なコホート研究を
行っている．新規画像強調内視鏡である Texture and Color Enhancement Imaging（TXI）観察を用いた腫瘍病変の質的診
断・病変範囲診断能における有用性を様々なデザインの臨床研究により検証している．基礎研究では，炎症～発癌にお
ける genetics/epigeneticsの相互作用をテーマに，内視鏡により切除した腫瘍・前癌病変における遺伝子変異，DNAメチ
ル化異常，マイクロRNAの発現状況についての検討を行っている．近年様々な疾患への関与が報告されている細菌叢
について，腫瘍内細菌叢と宿主の体細胞性遺伝子変化の関連をテーマに解析を進めている．

下部消化管
本学難病センターに潰瘍性大腸炎・クローン病部門を設立し，長沼誠教授を中心に病態解明と新規治療法の解明を目
指して研究を行っている．日本医療研究開発機構の診療に直結するエビデンス創出研究において主任研究者として多施
設にまたがる全国規模の臨床研究を進めており，厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政策研究事業「難治性炎症性腸
管障害に関する調査研究」班における診断基準・治療指針改訂のプロジェクトリーダーとして改訂作業に取り組んでい
る．さらに厚生労働科学研究費補助金　難治性疾患政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調査研究」班（久松
班），「ベーチェット班」（岳野班）の2つの研究班の分担研究者として，潰瘍性大腸炎診断基準・治療指針改訂のプロジェ
クトリーダーとして改訂作業や腸管ベーチェット病の重症度作成にも着手し，重症度と治療法選択や予後との関連につ
いても精力的におこなっている．2023年度以降に複数の成果が論文化されると考えている．
消化管がん幹細胞の研究について，食道癌・胃癌・大腸癌の内視鏡切除後臨床検体や腸炎関連大腸癌モデルマウスを
用いた研究を行い，発癌・進展メカニズムの解析や病変進展度のバイオマーカとしての役割を研究している．また細胞
外小胞を用いた大腸癌転移における調節性 T細胞の関与につき研究を継続しており，炎症性腸疾患難治化や治療効果予
測における活性化血小板に関する研究も同時に進めている．さらにクローン病における腸管狭窄をテーマに狭窄と腸管
線維化のメカニズム解析についても研究を行っている．
臨床研究では潰瘍性大腸炎における FITと LRGを用いた長期予後の研究を行い，予後予測に有用であることを学会発
表・論文公表をおこなった．またクローン病におけるカプセル内視鏡所見と長期予後について，内視鏡評価が長期予後
予測により有効であることを学会報告している．

肝臓の研究
肝線維化・肝発癌のメカニズムについて TGF-βシグナル伝達に注目し基礎研究から臨床応用を目指した研究を展開し

てきた．特に，TGF-βシグナル伝達物質の Smad2/3に着目し，部位特異的なリン酸化抗体を合計 15種類自らの研究室で
作成した．そして，癌化・線維化シグナルの分子調節機構について基礎研究をもとに臨床検体を用いて検討を行なって
きた．ウィルス性肝炎のみならず非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）・原発性胆汁性胆管炎（PBC）による肝線維化・
癌化のメカニズムについての検討を行なっている．2022年度から新たにタイからの留学生を迎えアルコール性肝炎の発
癌メカニズムについての研究を新たにスタートしている．
肝細胞癌に関する研究についても従来本学が中心となって取り組んできた局所療法の有用性に関する研究を継続する
とともに，近年治療成績の向上が著しい化学療法の有用性・治療効果予測因子検討に関する研究も進めている．
また診療のデジタル化が求められる今日，アルコール性肝疾患（ALD）や非アルコール性脂肪肝炎（NAFLD）を対
象としたAI技術に基づくアプリ開発を手掛けている．また現在開発中の「禁酒日記アプリ」では，本学精神神経科と
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も連携した依存症評価や，奈良先端科学技術大学院大学との共同研究による言語処理解析を通じ，患者のみならず内科
医・精神科医の診療支援に繋げることを目指した研究を行っている．

胆膵の研究
膵疾患・胆道疾患について多角的に研究を行っている．本学が中心となって取り組んでいる自己免疫性膵炎の診断基
準や診療ガイドラインの改訂作業に参画し，その改訂が如何に臨床診療に変化をもたらしたかを明らかにした．本疾患
の多施設研究では，内視鏡的組織回収に関する国際研究を代表に数多くの研究に参加し，その成果を報告した．難治性
疾患政策研究事業「IgG4関連疾患の診断基準並びに治療指針の確立を目指した研究班」では，本講座が中心施設となっ
て構築した IgG4関連疾患レジストリ研究が進行中であり，オールジャパンで収集した膨大な患者データにより実臨床
に大きなインパクトを与える研究結果が導き出されることが期待できる．
胆道疾患ではダブルバルーン内視鏡下 ERCPが活発に行われ，日本有数の実施件数を誇っており，これを用いた臨床
研究を多く報告している．膵癌については，膵癌リスクのある症例を前向きにサーベイランスすることの有用性や，最
近では膵癌術前治療の前後における腸内細菌叢の多様性の変化についても報告し新しい観点からの膵癌の診断法・予防
法・治療法の開発に取り組んでいる．
また国際共同研究としてアジア炎症性腸疾患学会の疫学研究責任者として，炎症性腸疾患に合併する腸管外合併症に
関する研究として原発性硬化性胆管炎や自己免疫性膵炎の発生頻度や臨床的特徴について研究を開始している．
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原　著
1. Kubota K, Kamisawa T, Nakazawa T, Tanaka A, Naitoh I, 

Takikawa H, Unno M, Kawa S, Masamune A, Nakamura S 
and Okazaki K; Collaborators (2022) Steroid therapy still 
plays a crucial role and could serve as a bridge to the next 
promising treatments in patients with IgG4-related 
sclerosing cholangitis: Results of a Japanese Nationwide 
Study. J Hepatobiliary Pancreat Sci Online ahead of print

2. Ikebata A, Okabayashi K, Tsuruta M, Shigeta K, Seishima 
R, Shimoda M, Naganuma M and Kitagawa Y (2022) 
Colectomy risk score predicts pouchitis in patients with 
ulcerative colitis. Updates Surg 74(2): 649–655

3. Takeshi Yamashina, Takeshi Setoyama, Azusa Sakamoto, 
Noboru Hanaoka, Takehiko Tsumura, Takanori Maruo and 
Hiroyuki Marusawa (2022) Prospective comparison of 
diagnostic performance of magnifying endoscopy and 
biopsy for sessile serrated adenoma/polyp. Ann Gastroentol 
Hepatol 35(4): 414–419

4. Yamamoto T, Satoi S, Yamaki S, Hashimoto D, Ishida M, 
Ikeura T, Hirooka S, Matsui Y, Boku S, Nakayama S, 
Nakamaru K, Shibata N, Katsushima U and Sekimoto M 
(2022) Intraperitoneal paclitaxel treatment for patients with 
pancreatic ductal adenocarcinoma with peritoneal 
dissemination provides a survival benefit. Cancers (Basel) 
14(5): 1354–1354

5. Yasushi Yamasaki, Noriya Uedo, Takuji Akamatsu, Tomo 
Kagawa, Reiji Higashi, Osamu Dohi, Masanori Furukawa, 
Yu Takahashi, Takuya Inoue, Shouichi Tanaka, Ryuta 
Takenaka, Miki takaIguchi, Takuji Kawamura, Takao 
Tsuzuki, Tomoaki Yamasaki, Takeshi Yamashina, 
Junichiro Nasu, Tomohiko Mannami, Atsushi Yamauchi, 
Kazuhiro Matsueda, Shigeyuki Aizawa, Toshiharu 
Mitsuhashi and Hiroyuki Okada, for theD-UEMR Study 

Group (2022) Nonrecurrence rate of underwater emr for ≤
20-mm nonampullary duodenal adenomas: a multicenter 
prospective study (D-UEMR Study). Clin Gastroenterol 
Hepatol 20(5): 1010–1018

6. Kitano M, Yoshida M, Ashida R, Kita E, Katanuma A, Itoi 
T, Mikata R, Nishikawa K, Matsubayashi H, Takayama Y, 
Kato H, Takenaka M, Ueki T, Kawashima Y, Nakai Y, 
Hashimoto S, Shigekawa M, Nebiki H, Tsumura H, Okabe 
Y, Ryozawa S, Harada Y, Mitoro A, Sasaki T, Yasuda H, 
Miura N, Ikemoto T, Ozawa E, Shioji K, Yamaguchi A, 
Okuzono T, Moriyama I, Hisai H, Fujita K, Goto T, 
Shirahata N, Iwata Y, Okabe Y, Hara K, Hashimoto Y, 
Kuwatani M, Isayama H, Fujimori N, Masamune A, 
Hatamaru K, Shimokawa T, Okazaki K, Takeyama Y and 
Yamaue H; Committee of Clinical Research, Japan 
Pancreas Society (2022) Needle tract seeding after 
endoscopic ultrasound-guided tissue acquisition of 
pancreatic tumors: A nationwide survey in Japan. Dig 
Endosc Online ahead of print

7. Yamashina T, Shimatani M, Takahashi Y, Takeo M, Saito 
N, Matsumoto H, Kasai T, Kano M, Sumimoto K, 
Mitsuyama T, Marusawa H, Nishio A, Yuba T, Seki T and 
Naganuma M (2022) Gel immersion endoscopic mucosal 
resection (EMR) for superficial nonampullary duodenal 
epithelial tumors may reduce procedure time compared 
with underwater EMR (with Video). Gastroenterol Res 
Pract 2022: 2040792

8. Sumimoto K, Uchida K, Ikeura T, Hirano K, Yamamoto M, 
Takahashi H, Nishino T, Mizushima I, Kawano M, 
Kamisawa T, Saeki T, Maguchi H, Ushijima T, Shiokawa 
M, Seno H, Goto H, Nakamura S and Okazaki K; Research 
Committee for an Intractable Disease of IgG4-related 
disease (2022) Nationwide epidemiological survey of 



— 51 —

関西医科大学 2022年研究成果一覧

immunoglobulin G4-related disease with malignancy in 
Japan. J Gastroenterol Hepatol 37(6): 1022–1033

9. Sakaguchi T, Satoi S, Hashimoto D, Yamamoto T, Yamaki 
S, Hirooka S, Ishida M, Ikeura T, o Inoue K, Naganuma M, 
Ishikawa H and Sekimoto M (2022) High tumor budding 
predic ts  a  poor  prognosis  in  resected  duodenal 
adenocarcinoma. Surg Today 52(6): 931–940

10. Ito T, Shimatani M, Masuda M, Nakamaru K, Mitsuyama T, 
Fukata N, Ikeura T, Takaoka M, Okazaki K and Naganuma 
M (2022) Efficacy and safety of endoscopic stent placement 
for afferent loop obstruction using a short double-balloon 
endoscopy. DEN open. 3(1): e154

11. Itonaga M, Yasukawa S, Fukutake N, Ogura T, Asada M, 
Shimokawa T, Inatomi O, Nakai Y, Shiomi H, Nebiki H, 
Suzuki A, Kitagawa K, Asai S, Shimatani M, Sanuki T, 
Kurita A, Takenaka M, Yoshida M, Hoki N, Yasuda H, 
Maruyama H, Matsumoto H, Yanagisawa A and Kitano M 
(2022) Comparison of 22-gauge standard and Franseen 
needles in EUS-guided tissue acquisition for diagnosing 
solid pancreatic lesions: a multicenter randomized 
controlled trial. Gastrointest Endosc 96(1): 57–66.e2

12. Funasaka K, Yamada H, Horiguchi N, Osaki H, Yoshida D, 
Terada T, Koyama K, Okubo M, Tahara T, Nagasaka M, 
Nakagawa Y, Shibata T and Ohmiya N (2022) Complete 
omission of second-look endoscopy after gastric 
endoscopic submucosal dissection in real-world practice. 
Medicine 101(28): e29386

13. Matsui Y, Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, 
Ishida M, Hirooka S, Ikeura T and Sekimoto M (2022) 
Reevaluation of regional lymph nodes in patients with 
pancreatic ductal adenocarcinoma in the pancreatic body 
and tail. Ann Gastroenterol Surg 7(1): 147–156

14. Masahiro Takeo, Akiyoshi Nishio, Masataka Masuda, 
Kazunori Aoi, Takashi Okazaki, Toshiro Fukui, Kazushige 
Uchida, Makoto Naganuma and Kazuichi Okazaki (2022) 
Repeated stimulation of toll-like receptor 2 and dectin-1 
induces chronic pancreatit is in mice through the 
participation of acquired immunity. Dig Dis Sci 67(8): 
3783–3796

15. Liu B, Yang GX, Sun Y, Tomiyama T, Zhang W, Leung 
PSC, He XS, Dhaliwal S, Invernizzi P, Gershwin ME and 
Bowlus CL (2022) Decreased CD57 expression of natural 
killer cells enhanced cytotoxicity in patients with primary 
sclerosing cholangitis. Front Immunol 13: 912961

16. Nemoto D, Guo Z, Peng B, Zhang R, Nakajima Y, Hayashi 
Y, Yamashina T, Aizawa M, Utano K, Lefor AK, Zhu X 
and Togashi K (2022) Computer-aided diagnosis of 
serrated colorectal lesions using non-magnified white-light 
endoscopic images. Int J Colorectal Dis 37(8): 1875–1884

17. Masuda M, Fukata N, Sano Y, Nishimon S, Aoi M, 
Tomiyama T, Fukui T, Omiya M, Okazaki K and 

Naganuma M (2022) Analysis of the initial dose and 
reduction rate of corticosteroid for ulcerative colitis in 
clinical practice. JGH Open 6(9): 612–620

18. Iwatate M, Hirata D, Francisco CPD, Co JT, Byeon JS, 
Joshi N, Banerjee R, Quach DT, Aye TT, Chiu HM, Lau 
LHS, Ng SC, Ang TL, Khomvilai S, Li XB, Ho SH, Sano 
W, Hattori S, Fujita M, Murakami Y, Shimatani M, 
Kodama Y and Sano Y; CATCH project team (2022) 
Efficacy of international  web-based educational 
intervention in the detection of high-risk flat and depressed 
colorectal lesions higher (CATCH project) with a video: 
Randomized trial. Dig Endosc 34(6): 1166–1175

19. Kaibori M, Yoshii K, Matsui K, Matsushima H, Kosaka H, 
Yamamoto H, Aoi K, Yamaguchi T, Yoshida K, Hatanaka 
T, Hiraoka A, Tada T, Kumada T and Sekimoto M (2022) 
Modified albumin-bilirubin grade and alpha-fetoprotein 
score (malf score) for predicting the prognosis of 
hepatocellular carcinoma after hepatectomy. Cancers 
(Basel) 14(21): 5292

20. Nakamura F, Yui R, Onoe A, Kishimoto M, Sakuramoto K, 
Muroya T, Kajino K, Ikegawa H and Kuwagata Y (2022) 
Study of damage control strategy for non-traumatic 
diseases: a single-center observational study. Eur J Med 
Res 27(1): 192

21. Horitani S, Saito N, Yamashina T and Shimatani M (2022) 
Esophageal squamous cell carcinoma with white globe 
appearance. Intern Med Online ahead of print

22. Kubota K, Kamisawa T, Nakazawa T, Tanaka A, Naitoh I, 
Kurita Y, Takikawa H, Unno M, Kawa S, Masamune A, 
Nakamura S and Okazaki K; Collaborators (2022) 
Reducing relapse through maintenance steroid treatment 
can decrease the cancer risk in patients with IgG4-
sclerosing cholangitis: based on a Japanese nationwide 
study. J Gastroenterol Hepatol 38(4): 556–564

23. Yamaki S, Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Hirooka S, 
Sakaguchi T, Masuda M, Shimatani M, Ikeura T and 
Sekimoto M (2022) Risk factors and treatment strategy for 
clinical hepatico-jejunostomy stenosis defined with 
i n t r a h e p a t i c  b i l e  d u c t  d i l a t a t i o n  a f t e r 
pancreaticoduodenectomy: A retrospective study. J 
Hepatobiliary Pancreat Sci 29(11): 1204–1213

24. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Ishida M, 
Hirooka S, Shibata N, Boku S, Ikeura T and Sekimoto M 
(2022) Long-term outcomes of patients with multifocal 
intraductal papillary mucinous neoplasm following 
pancreatectomy. Pancreatology 22(7): 1046–1053

25. Kasai T, Shimatani M, Mitsuyama T, Yamashina T, Kano 
M, Yuba T and Naganuma M (2022) Endoscopic approach 
for a pinhole-like benign stenosis in a pancreaticojejunal 
anastomosis using a double-balloon endoscope with a clear 
long cap attachment. Endoscopy 54(S02): E977–E978



関西医科大学 2022年研究成果一覧

— 52 —

26. Yuki Yamashita, Takeji Umemura, Takefumi Kimura, 
Satoru Joshita, Junko Hirohara, Toshiaki Nakano, 
Atsumasa Komori and Atsushi Tanaka (2022) Prognostic 
utility of albumin-bilirubin grade in Japanese patients with 
primary biliary cholangitis. JHEP Rep 5(4): 100662

27. 島谷昌明，光山俊行，住本貴美，弓場孝郁，笠井健史，
松本浩尚，加納真孝，折野匡洋，佐々木浩太郎（2022）
【エキスパートが教える最新胆膵内視鏡診断・治療】
ERCP関連手技　バルーン式内視鏡を用いた ERCPの
基本的手技と困難例対策【動画付】．胆と膵　43(4): 
319–326

28. 島谷昌明，光山俊行，徳原満雄，桝田昌隆，宮本早知，
伊藤嵩志，中丸　洸，池浦　司，高岡　亮，長沼　誠，
岡崎和一（2022）術後再建腸管を有する胆膵疾患に
対するバルーン式内視鏡を用いた内視鏡的逆行性胆
管膵管造影の最近の進歩：治療戦略と困難症例の対
処方法．Gastroenterol Endosc 64(6): 1273–1286

29. 島谷昌明，光山俊行，笠井健史，松本浩尚，加納真孝，
弓場孝郁，折野匡洋，佐々木浩太郎，小杉　隆（2022）
【肝門部領域胆管ドレナージを極める】BAE-ERCPに
よる肝門部胆管ドレナージ．消化器内視鏡　34(6): 
1117–1125

30. 三宅広彦，酒井康裕，田原智満，並河　健，足立　靖，
植村芳子，長沼　誠，蔦　幸治（2022）顆粒型側方
発育型大腸腫瘍（LST-G）を病変内に認めた腸間膜静
脈硬化症の 1症例．診断病理　39(4): 306–312

総　説
1. Kishi M, Hirai F, Takatsu N, Hisabe T, Takada Y, Beppu T, 

Takeuchi K, Naganuma M, Ohtsuka K, Watanabe K, 
Matsumoto T, Esaki M, Koganei K, Sugita A, Hata K, 
Futami, Ajioka Y, Tanabe H, Iwashita A, Shimizu H, Arai 
K, Suzuki Y and Hisamatsu T (2022) A review on the 
current status and definitions of activity indices in 
inflammatory bowel disease: how to use indices for precise 
evaluation. J Gastroenterol 57(4): 246–266

2. Okazaki K, Kawa S, Kamisawa T, Ikeura T, Itoi T, Ito T, 
Inui K, Irisawa A, Uchida K, Ohara H, Kubota K, Kodama 
Y, Shimizu K, Tonozuka R, Nakazawa T, Nishino T, 
Notohara K, Fujinaga Y, Masamune A, Yamamoto H, 
Watanabe T, Nishiyama T, Kawano M, Shiratori K, 
Shimosegawa T and Takeyama Y; Members of the 
Research Committee for IgG4-related Disease supported 
by the Ministry of Health, Labour, Welfare of Japan, Japan 
Pancreas Society (2022) Amendment of the Japanese 
consensus guidelines for autoimmune pancreatitis, 2020. J 
Gastroenterol 57(4): 225–245

3. Yamaguchi T, Yoshida K, Murata M, Suwa K, Tsuneyama 
K, Matsuzaki K, Naganuma M (2022) Smad3 phospho-
isoform signaling in nonalcoholic steatohepatitis. Int J Mol 
Sci 23(11): 6270

4. Yamashina T, Shimatani M, Takeo M, Sasaki K, Orino M, 
Saito N, Matsumoto H, Kasai T, Kano M, Horitani S, 
Sumimoto K, Mitsuyama T, Yuba T, Seki T and Naganuma 
M (2022) Viral infection in esophageal, gastric, and 
colorectal cancer. Healthcare (Basel, Switzerland) 10(9): 
1626

5. Uchida K and Okazaki K (2022) Current status of type 1 
(IgG4-related) autoimmune pancreatitis. J Gastroenterol 
57(10): 695–708

6. 島谷昌明，光山俊行，笠井健史，松本浩尚，加納真
孝（2022）【内視鏡データリファレンスブック 2022】
臓器別　胆道・膵臓　再建腸管における ERCP―使
用スコープ別．消内視鏡　34(4): 787–792

7. 長沼　誠（2022）青黛．消病サイエンス　6(3): 183
8. 中村尚広，長沼　誠（2022）IBD難治例への対応．
薬事　64(12): 2459–2463

9. 福井寿朗，本澤有介，深田憲将，長沼　誠 .（2022）
【IBDの既存治療を最新の知見から見直す !】IBDのチ
オプリン製剤による治療を見直す．IBD Res 16(4): 
237–242

症例報告
1. Ito Takashi, Shimatani Masaaki, Masuda Masataka, 

Nakamaru Koh, Mitsuyama Toshiyuki, Takaoka Makoto 
and Naganuma Makoto (2022) Endoscopic retrieval of a 
migrated surgical clip in a choledochojejunal anastomosis 
using the rendezvous technique. Endoscopy 54(5): E182–
E183

2. Nakamura N, Suzuki R, Takahashi Y, Okabayashi K, 
Kariya S and Naganuma M (2022) Percutaneous 
transhepatic obliteration for rupture of varices in the small 
intestine: a case report. Clin J Gastroenterol 15(5): 890–
894

3. 花本眞未，北嶋友紀，四十万谷貴子，寺井沙也加，
中丸　聖，槇村　馨，金田浩由紀，笠井健史，清原
隆宏（2022）食道癌術後胃管癌からの左上口唇転移
性印環細胞癌の 1例．皮の科　21(2): 138–143

その他
1. Yoshida T, Hamada M, Sumiyama F, Kobayashi T and 

Fukui T (2022) The advantages of transanal total 
mesorectal excision for residual cancer of the rectal stump 
after subtotal colectomy for ulcerative colitis̶ A Video 
Vignette. Colorectal Dis 24(9): 1092

2. 長沼　誠（2022）疾患　下部消化管　潰瘍性大腸炎．
胃と腸　57(5): 640–641

3. 里井壯平，山本智久，橋本大輔，山木　壮，廣岡　智，
朴　将源，柴田伸弘，石田光明，池浦　司，関本貢
嗣（2022）【肝胆膵癌における conversion therapy】膵
癌における conversion therapy　膵 01研究から得られ
た課題と conversion surgeryの現状．肝胆膵　84(5): 
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4. 岡崎和一（2022）【術後胆膵運動生理機能リバイバル】
十二指腸乳頭括約筋機能異常と膵疾患．胆と膵　
43(5): 445–448

5. 佐野泰樹，長沼　誠（2022）【実践！最新の IBD病勢
モニタリング】便マーカー（カルプロテクチン，
FIT）の活用法．IBD Res 16(2): 66–71

6. 長沼　誠（2022）【潰瘍性大腸炎　内科診療の即戦力
を身につける！―急増する患者の日常診療に求めら
れる必須アップデート―】潰瘍性大腸炎　治療指針
とガイドライン　最新版の改訂ポイントを押さえる．
消化器内科　4(6): 26–33

7. 深田憲将，長沼　誠（2022）抗体製剤の特徴とその
使い分け．医と薬学　79(11): 1485–1491

8. 池浦　司，中丸　洸，伊藤嵩志，桝田昌隆，高折綾香，
住本貴美，中山新士，島谷昌明，内田一茂，高岡　亮，
岡崎和一，長沼　誠（2022）【IgG4関連疾患大全―自
己免疫性膵炎と IgG4関連硬化性胆管炎を中心に―】
自己免疫性膵炎　自己免疫性膵炎と膵癌との関係性．
胆と膵　43（臨増特大）: 1169–1172

9. 岡崎和一，池浦　司，内田一茂（2022）【IgG4関連疾
患大全―自己免疫性膵炎と IgG4関連硬化性胆管炎を
中心に―】自己免疫性膵炎　自己免疫性膵炎の診断
基準の変遷．胆と膵　43（臨増特大）: 1113–1122

10. 住本貴美，池浦　司，内田一茂，岡崎和一（2022）
【IgG4関連疾患大全―自己免疫性膵炎と IgG4関連硬
化性胆管炎を中心に―】IgG4関連疾患の概要　IgG4
関連疾患と悪性腫瘍との関連性．胆と膵　43（臨増
特大）: 1095–1100

11. 池浦　司，高折綾香，伊藤嵩志，中丸　洸，桝田昌隆，
中山新士，長沼　誠（2022）【急性膵炎をめぐる諸問
題】厚生労働省重症度判定基準の課題（国際比較も
含めて）消化器･肝臓内科　12(5): 451–457

12. 島谷昌明，光山俊行，堀谷俊介，笠井健史，松本浩尚，
加納真孝，弓場孝郁，折野匡洋，佐々木浩太郎，小
杉　隆（2022）【カプセル内視鏡とバルーン内視鏡が
もたらした新しい消化器診療】術後腸管症の胆膵治
療におけるバルーン内視鏡の役割．消化器･肝臓内
科　12(6): 602–609

学会発表
1. 四十万谷卓也，田原智満 (2022/05) Magnifying narrow-

band imaging features of Barrett’s esophagus in relation 
to their epigenetic anomaly. 第 103回日本消化器内視鏡
学会総会，京都

2. Masaaki Shimatani (2022/05) Recent advances of ERCP 
using balloon assisted endoscopy for pancreatobiliary 
diseases in patients with altered gastrointestinal anatomy. 
KMU-VU International surgery lecture series, WEB開催

3. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Ishida M, 
Hirooka S, Matsui Y, Ikeura T and Sekimoto M (2022/06) 

Strategy of neoadjuvant therapy for resectable/borderline 
resectable pancreatic ductal adenocarcinoma. 54th 
European Pancreatic Club Meetimg, web

4. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y, Ikeura T and Sekimoto M (2022/07) Strategy of 
neoadjuvant therapy for resectable / borderline resectable 
pacreatic cancer. 第 53回日本膵臓学会，第 26回国際膵
臓学会，京都

5. 佐々木浩太郎，池浦　司，桝田昌隆，髙折綾香，伊
藤嵩志，中丸　洸，中山新士，島谷昌明，高岡　亮，
石田光明，里井壯平，長沼　誠 (2022/07) A case of 
intrapapillary mucinous adenoma with obstructive 
jaundice. 第 53回日本膵臓学会大会，京都

6. Tsukasa Ikeura, Ayaka Takaori, Takashi Ito, Koh 
Nakamaru, Masataka Masuda, Kimi Sumimoto, Toshiyuki 
Mitsuyama, Shinji Nakayama, Masaaki Shimatani, 
Kazushige Uchida, Makoto Takaoka, Kazuichi Okazaki 
and Makoto Naganuma (2022/07) Comparing diagnostic 
sensitivity of the Japanese, International, and ACR/EULAR 
criteria for type 1 AIP. 第 53回日本膵臓学会大会　第
26回国際膵臓学会，京都

7. Takashi Ito, Tsukasa Ikeura, Ayaka Takaori, Koh 
Nakamaru, Masataka Masuda, Kimi Sumimoto, Toshiyuki 
Mitsuyama, Shinji Nakayama, Masaaki Shimatani, Makoto 
Takaoka, Kazuichi Okazaki and Makoto Naganuma 
(2022/07) Examination of self-expandable metal stents 
diameter for pancreatic cancer with distal biliary 
obstruction. 第 53回日本膵臓学会大会　第 26回国際膵
臓学会，京都

8. Koh Nakamaru, Tsukasa Ikeura, Ayaka Takaori, Takashi 
Ito, Masataka Masuda, Toshiyuki Mitsuyama, Shinji 
Nakayama, Masaaki Shimatani, Makoto Takaoka and 
Makoto Naganuma (2022/07) Clinical features of solid 
pseudopapillary neoplasm of the pancreas. 第 26回国際膵
臓学会／第 53回日本膵臓学会大会（IAP&JPS2022），
京都

9. Takayama S, Ikeura T, Takaori A, Ito T, Nakamaru K, 
Masuda M, Nakayama S, Takaoka M, Ishida M, Yamak Si, 
Hirooka S, Hashimoto D, Yamamoto T, Satoi S and 
Naganuma M（2022/07）Hepatoid carcinoma of the 
pancreas: A rare case report. 第 53回日本膵臓学会大会
第 26回国際膵臓学会，京都

10. Shinji Nakayama, Tsukasa Ikeura, Ayaka Takaori, Takashi 
Ito, Koh Nakamaru, Masataka Masuda, Kimi Sumimoto, 
Toshiyuki Mitsuyama, Masaaki Shimatani, Kazushige 
Uchida, Makoto Takaoka, Kazuichi Okazaki and Makoto 
Naganuma（2022/07）Long-term outcomes and prognosis 
after steroid pulse therapy in patients with type 1 
autoimmune pancreatitis. 第 53回日本膵臓学会大会第
26回国際膵臓学会（IAP&JPS2022），京都

11. 四 十 万 谷 卓 也， 田 原 智 満， 長 沼　誠 (2022/10) 
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Evolution of DNA methylome from Barrett’s esophagus 
to adenocarcinoma and their magnifying narrow-band 
imaging features. JDDW2022 (International Session 
(Symposium) 1（消化器病学会・消化器内視鏡学会・
消化器外科学会・消化器がん検診学会），福岡国際会
議場，福岡

12. Tatsuya Sato, Takuji Iwashita and Masaaki Shimatani 
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cholangiopancreatography using balloon-assisted 
endoscope versus endoscopic ultrasonography-guided 
antegrade treatment for common bile duct stones in patients 
with Roux-en-Y gastrectomy: a multicenter retrospective 
comparative study. JDDW 2022, 福岡

13. Y. Ueda, K. Higasa, Y. Kamioka, N. Kondo, S. Horitani, Y. 
Ikeda, T. Fukuhara, Y. Fukui and T. Kinashi (2022/12) 
Rap1 facilitates cell polarization via RhoA signaling in T 
cells, The 51st Annual Meeting of the Japanese Society for 
Immunology (WS17-09-O/P). The 51st Annual Meeting of 
the Japanese Society for Immunology, Kumamoto

14. S. Horitani, Y. Ueda, Y. Kamioka, N. Kondo, Y. Ikeda T. 
Fukuhara, M. Naganuma and T. Kinashi（2022/12）The 
critical role of Rap1GAPs in T cell recirculation and egress 
from lymph node. (WS01-18-P)．The 51st Annual 
Meeting of the Japanese Society for Immunology, 
Kumamoto

15. 島谷昌明（2022/12）小腸疾患の内視鏡診療―内視鏡
診療における鎮静も含めて―．第 43回日本消化器内
視鏡学会近畿セミナー，京都

16. 廣原淳子（2022/01）NAFLD/NASHと糖尿病．大正製
薬アドバイザリー会議，大阪

17. 仲野俊成，廣原淳子（2022/01）（3）原発性胆汁性胆
管炎分科会第 17回 PBC全国調査（JPBCSG）の実施
について．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政
策研究事業「難治性の肝・胆道疾患に関する調査研
究」令和 3年度第二回総会，Web開催

18. 島谷昌明（2022/01）術後再建腸管を有する胆膵疾患
ERCPを極める．Cook Virtual VISTA，WEB開催

19. 長沼誠，中村志郎，宮嵜孝子，松岡克善，吉岡慎一郎，
光山慶一，阿部貴行，小林　拓，斎藤大祐，猿田雅之，
国崎玲子，志賀永嗣，横山　薫，石原俊治，南條宗八，
佐々木誠人，中澤　敦，中里圭宏，守屋　圭，高橋
憲一郎，藤谷幹浩，櫻庭裕丈，高木智久，林　亮平，
田中信治，長堀正和，南木康作，金井隆典，仲瀬裕志，
我妻康平，穂苅量大，坂田資尚，江崎幹宏，大宮直木，
村杉　瞬，大森鉄平，竹内　健，吉村直樹，渡辺憲治，
田原利行，北村和哉，加藤　順，安富絵里子，平岡
佐規子，梁井俊一，松本主之，山本章二朗，橋本真一，
都築義和，大井　充，日浅陽一，細見周平，久松理
一（2022/01）治療指針に反映させるためのエビデン
スに基づいた難治性炎症性腸疾患に対する治療ポジ
ショニングの構築（日本医療研究開発機構難治性疾

患実用化研究事業との共同研究）．厚生労働科学研究
費補助金難治性疾患政策研究事業「難治性炎症性腸
管障害に関する調査研究」班令和 3年度第 2回総会，
WEB開催

20. 長沼　誠，中村志郎，松岡克善，小林　拓，松浦　稔，
猿田雅之，加藤真吾，加藤　順，横山　薫，石原俊治，
小金井一隆，内野　基，水落建輝，虻川大樹，渡辺
憲治，仲瀬裕志，久松理一（2022/01）潰瘍性大腸炎
治療指針潰瘍性大腸炎治療指針改訂．厚生労働科学
研究費補助金難治性疾患政策研究事業「難治性炎症
性腸管障害に関する調査研究」班令和 3年度第 2回総
会，WEB開催

21. 長沼　誠，長堀正和，井上　詠，桐野洋平，田中良哉，
久松理一（2022/01）腸管ベーチェット病（岳野班・
AMED水木班連携プロジェクト）腸管ベーチェット
病における重症度基準作成（厚生労働省ベーチェッ
ト病に関する研究（岳野班との連携））．厚生労働科
学研究費補助金難治性疾患政策研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」班令和 3年度第 2回
総会，WEB開催

22. 中村志郎，渡辺憲治，江崎幹宏，柿本一城，竹内　健，
長堀正和，馬場重樹，平井郁仁，平岡佐規子，穂苅
量太，三上洋平，内野　基，小金井一隆，東大二郎，
新井勝大，清水泰岳，長沼　誠，仲瀬裕志，久松理
一（2022/01）クローン病治療指針　治療の標準化を
目指したクローン病治療指針の改訂．厚生労働科学
研究費補助金難治性疾患政策研究事業「難治性炎症
性腸管障害に関する調査研究」班令和 3年度第 2回総
会，WEB開催

23. 松井芙美，大宮美香，中橋佳嗣，畑田憲吾，永田登
志子，浅井佐江，高橋彰子，浜辺友也，浦上昌也，
長沼　誠（2022/01）人間ドックの上部消化管造影検
査を契機に発見された食道胃接合部神経内分泌癌の 1
例．日本総合健診医学会第 50回大会，仙台

24. 髙岡　亮（2022/02）胆膵疾患の内視鏡診療　当院で
の取り組み．関西医科大学香里病院地域連携WEBセ
ミナー，WEB

25. 阿部眞也，桝田昌隆，伊藤嵩志，中丸　洸，中山新士，
池浦　司，橋本大輔，里井壯平，岡部麻子，長沼　
誠（2022/02）膵頭部 IPMAで閉塞性黄疸を来した一
例．日本消化器病学会近畿支部第 116回例会，大阪

26. 松本泰司，高橋　悠，田原智満，長沼　誠（2022/02）
内視鏡治療を必要とした胃潰瘍症例の臨床的特徴．
日本消化器病学会近畿支部第 116回例会，大阪

27. 西紋周平，福井寿朗，深田憲将，長沼　誠（2022/02）
当院におけるクローン病に合併した大腸癌症例につ
いての報告．日本消化器病学会近畿支部第 116回例
会，大阪

28. 山階　武，齊藤夏子，武尾真宏，島谷昌明，長沼　
誠（2022/02）内視鏡用視野確保ゲルを用いた表在性
非乳頭部十二指腸腫瘍（SNADET）に対するUnder-
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gel EMR．第 18回日本消化管学会総会学術集会，東
京

29. 齊藤夏子，島谷昌明，若松隆宏，佐野泰樹，高折綾香，
鈴木　亮，深田憲将，長沼　誠（2022/02）PCI後に
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会，東京

30. 齊藤夏子，島谷昌明，若松隆宏，鈴木　亮，深田憲将，
長沼　誠（2022/02）PCI後に発症した虚血性小腸炎
に対し小腸カプセル内視鏡で診断し得た 1例．第 15
回日本カプセル内視鏡学会学術集会，東京

31. 島谷昌明（2022/03）術後再建腸管を有する胆膵疾患
に対するバルーン式内視鏡を用いた ERCPの最近の
進歩：治療戦略と困難症例の対処法．第 13回富山
ERCPセミナー，富山

32. 島谷昌明（2022/03）ERCP～私の基本形．第 2回
Gadelius Regional Workshop胆膵内視鏡フロンティア
セミナー in長野，WEB開催

33. 山本英里子，光山俊行，佐々木浩太郎，山添剛志，
松本浩尚，笠井健史，島谷昌明，西尾彰功，關　寿人，
長沼　誠（2022/03）肺塞栓症に対する抗凝固療法中
に胆嚢出血による急性胆嚢炎をきたした 1例．第 235
回日本内科学会近畿地方会，ウェブ

34. 島谷昌明（2022/03）術後再建腸管例の胆管結石治療
に挑む　｢バ ルーン内視鏡｣． 第 68回 TV Takeda 
Alimentary Conference，東京

35. 島谷昌明（2022/03）術後再建腸管例の胆管結石治療
に挑む　｢バ ルーン内視鏡｣． 第 68回 TV Takeda 
Alimentary Conference，WEB開催

36. 弓場孝郁，熊野公束，喜馬通博，島谷昌明（2022/03）
直腸癌術後早期に発生した非閉塞性腸間膜虚血の一
例．第 58回日本腹部救急医学会総会，東京

37. 島谷昌明，弓場孝郁（2022/03）PD-5：術後症例にお
けるダブルバルーン内視鏡を用いた内視鏡的胆道ド
レナージ術の有用性．第 58回日本腹部救急医学会総
会，東京

38. 島谷昌明（2022/03）内視鏡技師に知ってほしい検査
介助のコツ～ ERCPを中心に～．第 78回近畿消化器
内視鏡技師学会，大阪

39. 齊藤夏子，山階　武，島谷昌明（2022/04）WS6-3：
内視鏡用視野確保ゲルを用いた表在性非乳頭部十指
腸腫瘍（SNADET）に対するUnder-gel EMRの有用性．
第 108回日本消化器病学会総会，東京

40. 岡崎敬，富山　尚，長沼　誠（2022/04）高齢者に対
する，切除不能進行・再発胃癌の化学療法時の栄養
状態改善の有用性についての検討．第 108回日本消
化器病学会総会，東京

41. 斉藤夏子，山階　武，島谷昌明（2022/04）内視鏡用
視野確保ゲルを用いた表在性非乳頭部十二指腸腫瘍
（SNADET）に対するUnder-gel EMRの有用性．第

108回日本消化器病学会総会，東京

42. 中丸　洸，池浦　司，長沼　誠（2022/04）1型自己
免疫性膵炎は慢性膵炎と同程度の膵癌のリスク因子
か？．第 108回日本消化器病学会総会，東京

43. 福 井 寿 朗， 堀 谷 俊 介， 長 沼　誠（2022/04）
pSmad2/3L-Thr発現に着目した食道腫瘍の発癌・進展
機構解析と臨床応用．第 108回日本消化器病学会総
会，東京

44. 高橋　悠，山口隆志，長沼　誠（2022/04）長期成績
から見た孤立性胃静脈瘤に対する BRTOの有用性．
第 108回日本消化器病学会総会，東京

45. 山口隆志，吉田勝紀，長沼　誠，青井一憲，山敷宣代，
村田美樹，山科雅央，諏訪兼彦，関　壽人（2022/04）
核酸アナログ治療によるウイルス制御下における慢
性 B型肝疾患の長期的な発癌リスクの検討．第 108
回日本消化器病学会総会，東京

46. 田原智満，高橋　悠，長沼　誠（2022/04）消化管病
変における Texture and Color Enhancement Imaging内
視鏡（TXI）の有用性～上部消化管を中心に～．第
108回日本消化器病学会総会，東京

47. 田原智満，四十万谷卓也，長沼　誠（2022/04）血管
像と壁変形にもとづく食道表在癌の深達度診断．第
108回日本消化器病学会総会，東京

48. 小林三四郎，富山　尚，長沼　誠（2022/04）癌細胞
由来細胞外小胞の多量反復投与は制御性 T細胞の
フェノタイプと腫瘍増殖を抑制する．第 108回日本
消化器病学会総会，東京

49. 高折綾香，池浦　司，枡田昌隆，中丸　洸，伊藤嵩志，
光山俊行，中山新士，島谷昌明，高岡　亮，長沼　
誠（2022/04）EUS-FNAが潜在性腹膜播種のない切除
可能および切除可能境界膵癌の予後に及ぼす影響．
第 108回日本消化器病学会総会，東京

50. 池浦　司，高折綾香，桝田昌隆，中丸　洸，伊藤嵩志，
光山俊行，中山新士，島谷昌明，高岡　亮，長沼　
誠（2022/04）肥満は急性膵炎の重症化に関連するか？
ERCP後膵炎を対象とした検討．第 108回日本消化器
病学会総会，東京

51. 諏訪兼彦，関　寿人，佐々木浩太郎，上森淳史，大
津拓也，山科雅央，村田美樹，山敷宣代，西尾彰功，
島谷昌明，長沼　誠（2022/05）High risk location肝癌
に対するマイクロ波凝固療法後の局所再発率と胆管
損傷リスクの検討．第 58回日本肝癌研究会，東京

52. 伊藤嵩志，池浦　司，中丸　洸，桝田昌隆，中山新士，
島谷昌明，内田一茂，高岡　亮，岡崎和一，長沼　
誠（2022/05）IgG4関連疾患の診断・治療における胆
膵内視鏡の現状と問題点」黄疸を伴う 1型自己免疫
性膵炎に対する内視鏡的経鼻胆管ドレナージチュー
ブ留置下のステロイド投与の有用性．第 103回日本
消化器内視鏡学会総会，京都

53. 弓場孝郁，光山俊行，島谷昌明（2022/05）術後再建
腸管を有する胆管結石に対するダブルバルーン内視
鏡を用いた内視鏡的治療の検討．第 103回日本消化
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器内視鏡学会総会，京都
54. 高橋　悠，（2022/05）十二指腸病変における TXI
（Texture and Color Enhancement）観察の有用性．第
103回日本消化器内視鏡学会総会，京都

55. 佐々木浩太郎，島谷昌明，光山俊行，高山昇之，岡
林　功，高折綾香，笠井健史，住本貴美，小薮雅紀，
伊藤嵩志，中丸　洸，桝田昌隆，池浦　司，高岡　亮，
關　壽人，長沼　誠（2022/05）胆道拡張術後に再狭
窄（完全閉塞）を来した肝内胆管狭窄症例に対して
極細径内視鏡を併用した Combination法が有用であっ
た一例．第 103回日本消化器内視鏡学会総会，京都

56. 佐野泰樹，深田憲将，長沼　誠（2022/05）潰瘍性大
腸炎内視鏡活動度の相違による各種治療法の有効性
の比較．第 103回日本消化器内視鏡学会総会，京都

57. 笠井健史，光山俊行，島谷昌明（2022/05）消化管術
後再建症例に対するダブルバルーン内視鏡を用いた
経乳頭的胆道ドレナージの有用性の検討．第 103回
日本消化器内視鏡総会，京都

58. 松本浩尚，山階　武，島谷昌明（2022/05）食道・胃
ESDにおけるミダゾラム単独投与群とデクスメデト
ミジン併用群の有用性及び安全性の後ろ向き検討．
第 103回日本消化器内視鏡総会，京都

59. 深田憲将，鈴木　亮，長沼　誠（2022/05）カプセル
内視鏡検査で診断した小腸外病変の検討．第 103回
日本消化器内視鏡学会総会，京都

60. 島谷昌明，良沢昭銘，加藤博也，谷坂優樹（2022/05）
術後再建腸管を有する胆道疾患に対する小腸内視鏡
を用いた胆道ドレナージ術．第 103回日本消化器内
視鏡総会（第 2回内視鏡的胆道ドレナージの評価基
準作成に関する研究会），京都

61. 加納真孝，光山俊行，島谷昌明（2022/05）膵切除後
の良性膵管狭窄に対するロングキャップ併用ダブル
バルーン内視鏡を用いた ERP（DB-ERP― LC）の有
用性についての検討．第 103回日本消化器内視鏡学
会総会，京都

62. 山本英里子，村田美樹，山敷宣代，山科雅央，諏訪
兼彦，露無景子，吉矢和久，中森　靖，島谷昌明，
西尾彰功，関　寿人，長沼　誠（2022/06）EVB再活
性化の関与が疑われた若年者の急性肝不全昏睡型の
一例．第 48回日本急性肝不全研究会，横浜

63. 山敷宣代，村田美樹，山科雅央，諏訪兼彦，青井一憲，
山口隆志，吉田勝紀，島谷昌明，西尾彰功，関　寿人，
長沼　誠（2022/06）NAFLDおよびアルコール性肝細
胞癌初発診断時のサーベイランスの現状とその効果．
第 58回日本肝臓学会総会，横浜

64. 村田美樹，山敷宣代，山階雅央，諏訪兼彦，山口隆志，
青井一憲，吉田勝紀，島谷昌明，西尾彰功，關　寿人，
長沼　誠（2022/06）核酸アナログ投与下 B型慢性肝
疾患の肝発癌，予後についての検討．第 58回日本肝
臓学会総会，横浜

65. 諏訪兼彦，關　寿人，山科雅央，村田美樹，山敷宣代，

西尾彰功，島谷昌明，長沼　誠（2022/06）high risk 
location肝癌に対するマイクロ波凝固療法後の局所再
発率と胆管損傷リスクの検討．第 58回日本肝臓学会
総会，横浜

66. 笠井健史，光山俊行，島谷昌明，高岡　亮，長沼　
誠（2022/06）悪性胆道狭窄の病理診断における trefle
の有用性の検討．第 108回日本消化器内視鏡学会近
畿支部例会，京都

67. 関谷幸佑，高橋　悠，宋　樹亨，大津拓也，上森淳史，
四十万谷卓也，西紋周平，松本泰司，中村尚広，鈴
木　亮，田原智満，長沼　誠（2022/06）内視鏡通貨
が可能にもかかわらず食事停滞をきたしたい胃管癌
ESD後狭窄の一例．第 108回日本消化器内視鏡学会
近畿支部例会，京都

68. 高橋　悠，西紋周平，松本泰司，田原智満，長沼　
誠（2022/06）TXI（Texture and Color Enhancement）
を用いた十二指腸観察．第 108回日本消化器内視鏡
学会近畿支部例会，京都

69. 佐々木浩太郎，光山俊行，笠井健史，島谷昌明，長
沼　誠（2022/06）術後再建腸管を有する胆膵疾患の
内視鏡的アプローチ．第 108回日本消化器内視鏡学
会近畿支部例会，京都

70. 小林三四郎，深田憲将，鈴木　亮，佐野泰樹，長沼　
誠（2022/06）原因不明消化管出血に対するカプセル
内視鏡の検討．第 108回日本消化器内視鏡学会近畿
支部例会，京都

71. 松本浩尚，武尾真宏，島谷昌明，山階　武，長沼　
誠（2022/06）大腸憩室出血に対する腹部造影 CT検
査を併用した下部内視鏡検査の有用性の検討．第 108
回日本消化器内視鏡学会近畿支部例会，京都

72. 上森淳史，高橋悠，大津拓也，佐々木浩太郎，関谷
幸佑，四十万谷卓也，西紋周平，松本泰司，中村尚広，
鈴木　亮，田原智満，長沼　誠，石田光明，蔦　幸治，
宮川　文（2022/06）診断までに長期経過を要した全
身性アミロイドーシスの一例．第 108回日本消化器
内視鏡学会近畿支部例会，京都

73. 中山新士，池浦　司，長沼　誠（2022/06）膵癌の
EUS-FNBにおける SonoTip TopGain針の使用経験―
Fork-tip針との比較検討．第 108回日本消化器内視鏡
学会近畿支部例会，京都

74. 池宗真美，内田一茂，津久田諭，池浦　司，伊藤嵩志，
光山俊行，福井寿朗，長沼　誠，岡崎和一（2022/06）
膵臓の慢性炎症における自然リンパ球の関与につい
て．第 39回日本胆膵病態・生理研究会，福岡市

75. 高折綾香，池浦　司，中丸　洸，伊藤嵩志，桝田昌隆，
中山新士，島谷昌明，高岡　亮，長沼　誠（2022/06）
膵癌リスク因子を有する患者に対する定期的サーベ
イランスの前向き観察研究．第 39回日本胆膵病態・
生理研究会，福岡市

76. 大津拓也，福井寿朗，上森淳史，西紋周平，中村尚広，
鈴木　亮，富山　尚，深田憲将，田原智満，長沼　
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誠（2022/06）壊疽性膿皮症を合併した潰瘍性大腸炎
の 1例．第 236回日本内科学会近畿地方会，神戸

77. 長沼　誠（2022/07）炎症性腸疾患治療指針・ガイド
ライン改訂のポイント．第 128回日本消化器内視鏡
学会中国支部例会，広島

78. 長沼　誠，中村志郎，松岡克善，小林　拓，松浦　稔，
猿田雅之，加藤真吾，加藤　順，横山　薫，石原俊治，
小金井一隆，内野　基，水落建輝，虻川大樹，渡辺
憲治，仲瀬裕志，久松理一（2022/07）潰瘍性大腸炎
治療指針改訂．厚生労働科学研究費補助金難治性疾
患政策研究事業「難治性炎症性腸管障害に関する調
査研究」班令和 4年度第 1回総会，WEB開催

79. 長沼　誠，福井寿朗，長堀正和，井上　詠，桐野洋平，
田中良哉，馬場重樹，三上洋平，平井郁仁，内野　基，
松岡克善，渡辺憲治，松本主之，松浦　稔，久松理
一（2022/07）腸管ベーチェット病（岳野班・AMED
水木班連携プロジェクト）腸管ベーチェット病にお
ける重症度基準作成（厚生労働省ベーチェット病に
関する研究（岳野班との連携））．厚生労働科学研究
費補助金難治性疾患政策研究事業「難治性炎症性腸
管障害に関する調査研究」班令和 4年度第 1回総会，
WEB開催

80. 浦上富生，長沼　誠（2022/07）平坦な浸潤性腫瘍を
形成する大腸炎関連癌の新規マウスモデルの確立．
第 59回日本消化器免疫学会総会，大阪

81. 島谷昌明（2022/08）再燃を繰りかえす潰瘍性大腸炎
の一例．守口・門真・寝屋川　IBD WEB Forum，
WEB開催

82. 上森淳史，高橋　悠，松本泰司，細田晃暉，大津拓也，
中村尚広，田原智満，長沼　誠，宮川　文（2022/09）
診断に長期経過を要したアミロイドーシスの一例．
日本内科学会第 237回近畿地方会，大阪　千里ライ
フサイエンスセンター・ウェブ

83. 山敷宣代，村田美樹，池田俊一郎，吉井ひろ子，山
田妃沙子，諏訪兼彦，関　寿人，長沼　誠（2022/09）
大学病院・地域中核病院消化器内科においてアル
コール肝疾患診療は可能か．2022年度アルコール・
薬物依存関連学会合同学術総会，仙台

84. 島谷昌明（2022/09）ダブルバルーン内視鏡を用いた
胆膵内視鏡治療の最前線．東日本消化器疾患学術セ
ミナー，WEB開催

85. 高折綾香，池浦　司，中丸　洸，枡田昌隆，伊藤嵩志，
中山新士，橋本大輔，里井壯平，長沼　誠（2022/10）
膵癌に対する術前化学療法と腸内細菌叢の関連．第
30回日本消化器関連学会週間（JDDW2022）・第 64回
日本消化器病学会大会，福岡

86. 橋本大輔，高折綾香，松尾禎之，松井雄基，山木　壮，
廣岡　智，山本智久，廣田喜一，池浦　司，里井壯平，
長沼　誠，関本貢嗣（2022/10）切除可能・境界膵癌
に対する術前化学療法が腸内細菌叢に与える影響．
第 60回日本癌治療学会，兵庫

87. 小坂　久，池浦　司，関本貢嗣，海堀昌樹（2022/10）
切除不能胆道癌に対する conversion surgeryが長期生
存に及ぼす効果．日本消化器病学会近畿支部第 117
回例会，大阪

88. 細田晃暉，中村尚広，宋　樹亨，德冨佑太郎，関谷
幸佑，大津拓也，上森淳史，西紋周平，小林三四郎，
松本泰司，鈴木　亮，高橋　悠，田原智満，長沼　
誠（2022/10）健康成人に発症した単純ヘルペス食道
炎の一例．日本消化器病学会近畿支部第 117回例会，
大阪　大阪国際交流センター

89. 松本泰司，高橋　悠，田原智満，長沼　誠（2022/10）
表在型非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍（SNADET）に
対するD-LECSの現状．日本消化器病学会近畿支部
第 117回例会，大阪　大阪国際交流センター

90. 上森淳史，中山新士，高折綾香，桝田昌隆，伊藤嵩志，
中丸　洸，池浦　司，長沼　誠（2022/10）急性膵炎
を来した転移性 solitary fibrous tumorの一例．日本消
化器病学会近畿支部第 117回例会，大阪　大阪国際
交流センター

91. 大津拓也，伊藤嵩志，池浦　司，長沼　誠（2022/10）
I型自己免疫性膵炎における FDGー PET検査の意義．
日本消化器病学会近畿支部第 117回例会，大阪　大
阪国際交流センター

92. 矢野也実，堀谷俊介，中田英俊，佐々木浩太郎，折
野匡洋，松本浩尚，笠井健史，斎藤夏子，山階　武，
光山俊行，武尾真宏，住本貴美，島谷昌明，長沼　
誠（2022/10）White globe appearanceを認めた食道扁
平上皮癌の一例．日本消化器病学会近畿支部第 117
回例会，大阪　大阪国際交流センター

93. 加納真孝，高岡　亮，島谷昌明（2022/10）術後再建
腸管を有する良性胆道狭窄症例に対するダブルバ
ルーン内視鏡を用いた内視鏡的アプローチ法の有用
性に関する検討．第 58回日本胆道学会学術集会，横
浜

94. 島谷昌明，加納真孝，光山俊行（2022/10）WS-1: 術
後再建腸管を有する胆道結石症例における胆膵内視
鏡専用機として開発されたダブルバルーン内視鏡を
用いた内視鏡的治療の検討．第 58回日本胆道学会学
術集会，横浜

95. 桝田昌隆，島谷昌明（2022/10）ERCPによる胆管狭
窄の良悪性診断 -検体採取法の工夫と新規スコアリン
グシステムの構築．第 58回日本胆道学会学術集会，
横浜

96. 島谷昌明（2022/10）DB-ERCP　Up to Date．第二回
長崎胆膵内視鏡セミナー，長崎

97. 加納真孝，光山俊行，島谷昌明（2022/10）術後再建
腸管例における胆管結石症に対するダブルバルーン
内視鏡を用いた内視鏡治療の検討．JDDW2022（消化
器内視鏡学会・消化器病学会・肝臓学会・消化器外
科学会），福岡　福岡国際センター

98. 長沼　誠，［共同演者］国崎玲子，久松理一（2022/10）
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多施設コホート研究による潰瘍性大腸炎入院例に対
する各種治療法の評価．JDDW2022（JDDW・消化器
外科学会・消化器病学会・消化器内視鏡学会），福岡

99. 青井一憲，山口隆志，吉田勝紀，長沼　誠，山敷宣代，
村田美樹，山科雅央，諏訪兼彦，関　寿人，海堀昌樹，
松井康輔，山本栄和，小坂　久，松島英之（2022/10）
当院における Intermediate stage肝細胞癌に対するアテ
ゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法の治療効果およ
び，リスク因子の検討．JDDW2022（肝臓学会），福
岡

100. 中山新士，池浦　司，高折綾香，桝田昌隆，伊
藤嵩志，中丸　洸，高岡　亮，長沼　誠（2022/10）
膵癌に対して先端形状が異なる穿刺で口径別に比較
検討した EUS-FNB診断の検討．JDDW2022（消化器
内視鏡学会），福岡

101. 伊藤嵩志，池浦　司，中丸　洸，桝田昌隆，中山新
士，島谷昌明，高岡　亮，長沼　誠，岡崎和一
（2022/10）3年以上ステロイド投与で再燃がなかった
1型自己免疫性膵炎の検討．JDDW2022（消化器病学
会），福岡

102. 佐野泰樹，西紋周平，深田憲将，福井寿朗，長沼　
誠（2022/10）潰瘍性大腸炎各種治療の寛解率を高め
るための工夫．JDDW2022（消化器病学会），福岡

103. 池浦　司，高折綾香，長沼　誠（2022/10）主膵管
内膵石を伴う無症状慢性膵炎の自然史．JDDW2022
（消化器病学会・消化器内視鏡学会・消化器外科学
会・消化器がん検診学会），福岡

104. 四十万谷卓也，田原智満，高橋　悠，西紋周平，松
本泰司，中村尚広，鈴木　亮，長沼　誠（2022/10）
早期胃癌の範囲診断における色素併用 Texture and 
Color Enhancement Imaging（TXI）拡大観察の推奨選
択．JDDW2022（消化器病学会），福岡

105. 高折綾香，池浦　司，中丸　洸，枡田昌隆，伊藤嵩
志，中山新士，橋本大輔，里井壮平，長沼　誠
（2022/10）膵癌に対する術前化学療法と腸内細菌叢の
関連．JDDW2022（消化器病学会），福岡

106. 西紋周平，中村尚広，本澤有介，深田憲将，長沼　
誠（2022/11）FITと LRGを用いた寛解期潰瘍性大腸
炎における再燃予測の検討．第 109回日本消化器病
学会近畿支部例会，京都　京都リサーチパーク

107. 高折綾香，池浦　司，中山新士，長沼　誠，高岡　
亮（2022/11）主膵管内水石を有する慢性膵炎に対す
る内視鏡治療の役割．第 109回日本消化器内視鏡学

会近畿支部例会，京都　京都リサーチパーク
108. 大津拓也，高橋　悠，田原智満，長沼　誠，蔦　幸
治（2022/11）胃内反性過誤腫性ポリープ（Gastroc 
hamartomatous inverted polyp）の内視鏡像と臨床病理
学的特徴．第 109回日本消化器内視鏡学会近畿支部
例会，京都　京都リサーチパーク

109. 福井寿朗（2022/11）腸管ベーチェット病における
重症度基準作成．令和 4年度第 2回べーチェット病に
関する調査研究班会議，横浜　パシフィコ横浜

110. 山敷宣代，津田梨那子，諏訪兼彦，山科雅央，村田
美樹，島谷昌明，関　寿人，長沼　誠（2022/11）診
断 4年後にMCTオイル併用食を導入し 5薬剤中止し
得た成人発症Ⅱ型シトルリン血症の 1例．第 44回日
本肝臓学会東部会，仙台

111. 本澤有介，佐野泰樹，西紋周平，中村尚広，深田憲
将，福井寿朗，長沼　誠（2022/11）FITと LRGを用
いた寛解期潰瘍性大腸炎の長期予後の検討について．
第 13回日本炎症性腸疾患学会学術集会，大阪　梅田
サウスホール

112. 福田知広，青木康浩，清原裕貴，横山　歩，中澤　
敦，吉松裕介，杉本真也，南木康作，三上洋平，福
原佳代子，水野慎太，筋野智久，牟田口真，高林　馨，
諸星雄一，細田泰雄，緒方晴彦，岩男　泰，長沼　誠，
金井隆典（2022/11）内視鏡Mayoスコア 1の潰瘍性
大腸炎患者に対する経口 5-ASA製剤の増量は臨床的
再燃を抑制する．第 13回日本炎症性腸疾患学会学術
集会，大阪　梅田サウスホール

113. 島谷昌明（2022/12）術後再建腸管を有する胆膵疾
患に対するバルーン内視鏡を用いた ERCP．第 11回
関西消化器内視鏡ライブセミナー，大阪

著　書
（部分執筆）
1. 島谷昌明（2022）原発性硬化性胆管炎　8. 肝・胆・
膵疾患．今日の治療指針 2022版　556–557頁，医学
書院，東京

2. 長沼　誠（2022）炎症性腸疾患に対する免疫調整薬・
免疫抑制薬．外来診療必携 消化管治療薬使いこなし
術　効き目を知る・使いどころを知る・処方の前後
を考える　1, 184–191頁，日本医事新報社，東京

3. 長沼　誠 他（2022）C. 腸　8. 虚血性腸炎．消化器疾
患最新の治療 2023–2024　194–196頁，株式会社南江
堂，東京

呼吸器腫瘍内科学講座

〈研究概要〉
呼吸器腫瘍内科学講座は 2022年 4月に内科学第一講座より分離独立し，胸部悪性腫瘍の診断（気管支鏡検査による生
検検査など）および薬物療法を担当している．研究面では胸部悪性腫瘍の中でも原発性肺がんや胸腺上皮性腫瘍に関す
る研究を中心に行っている．
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近年，がんに対する治療薬の進歩はめざましいものがあり，そのため，新薬の効果や安全性を評価するための治験を
中心とする臨床試験の重要性が増している．特に分子標的薬剤や免疫チェックポイント阻害剤の開発・臨床応用は肺
がんの治療成績を飛躍的に向上させた．本講座においては以前より多数の新規抗腫瘍薬の企業治験，グローバル治験に
積極的に参画し，その多くの治験において我が国でもトップレベルの症例数を登録し新薬の開発に貢献してきた．その
ことはNew England Journal of Medicineをはじめ多くのmajor journalの著者になっていることをみても明らかである．現
在は新しく注目されている抗体薬物複合体や二重抗体などの新しい機序を有する薬剤の治験などを多数実施中である
が，引き続き企業治験・グローバル治験を積極的にすすめていきたい．また，医師が自ら行う医師主導治験を我が国で
推進する方向性となっているが，当講座でも局所進行非小細胞肺がんに対し，化学放射線治療に免疫チェックポイント
阻害剤を併用する治療の安全性を評価する医師主導治験を実施した．この経験を活かして今後も新規の治療法開発を目
指して医師主導治験を実施していく予定である．
日本国内の肺がん専門施設と共同で行う，標準的治療確立のための医師主導多施設共同臨床研究にも積極的に参加し
ている．本講座も自らが立案・実施する臨床研究を立ち上げ，上皮成長因子受容体遺伝子（EGFR）変異陽性例に対す
る第 2世代 EGFR阻害剤と第 3世代 EGFR阻害剤の逐次的な投与の有効性を第 3世代阻害剤単剤との比較において検討
する比較第 2相試験（YAMATO試験）や化学療法や免疫チェックポイント阻害剤の治療歴のある肺扁平上皮がんに対す
る 2nd line治療としての EGFR抗体と化学療法の併用療法の第 2相試験（NESSIE試験）を研究事務局として主導してい
る．さらには EGFR阻害剤で治療歴のある EGFR変異陽性非小細胞肺癌に対する免疫チェックポイント阻害剤と血管新
生阻害と化学療法の併用療法の有用性を検討する前向き観察研究も中心施設として実施中である．これからも多施設共
同臨床研究グループの中心施設（研究事務局）として臨床研究の推進に貢献していく所存である．
基礎研究としてはがんの臨床に直結するトランスレーショナル研究を主として実施してきた．がんに対する治療薬の
効果は以前と比較すると格段に上昇しているが，依然として副作用や耐性を経験する．特に現在の肺がん治療の中心で
ある免疫チェックポイント阻害剤の効果を予測するバイオマーカーや耐性機序は十分にわかっていない．これらのバイ
オマーカー研究は極めて重要であり，当講座としても力を入れている．現在，末梢血の好中球とリンパ球の比（NLR）
と免疫チェックポイント阻害剤や分子標的薬の効果とNLRの相関の検討をすすめている．Tリンパ球のレパトア解析も
共同研究として実施している．現在は免疫チェックポイントの臨床効果と腸内細菌叢の関係が着目されているが，当科
では下気道内の細菌叢に着目し，免疫チェックポイント阻害剤の効果・副作用の予測が可能かを検討する研究を実施し
ている．また，血清中の免疫に関連する各種抗体と免疫療法の治療効果の相関についての解析を実施中である．さらに
近畿大学のゲノム生物学教室や腫瘍内科と連携し，血液検体を利用し網羅的遺伝子解析や分子マーカーの解析を行い，
分子標的薬の耐性機序や効果予測因子の検討を実施中である．
がんに対する治療薬の効果や副作用の個人差を解明するため薬物動態研究も実施している．免疫チェックポイント阻
害剤は全身状態や腫瘍量で体内動態が同じ個体でも変化し，効果や副作用が異なることが知られている．高齢者や悪液
質となった症例に対する免疫チェックポイント阻害剤の効果は乏しいとされており，薬物動態からその原因精査と免疫
チェックポイント阻害剤の特徴を検討している．
当科では，リハビリ科や多職種と連携し外来化学療法を受けるがん患者さんに特化したリハビリテーション外来であ
るフレイル外来を全国に先駆けて設立し，がんリハビリテーションに力を入れるとともに，がん悪液質の早期発見・介
入のための多職種介入プログラムを研究している．近年ニーズの高くなった遠隔診療も利用しながら，がん悪液質の早
期発見や早期介入ががん患者の予後や治療効果に及ぼす影響を調べる研究を並行して進めており，多施設共同研究への
拡大を計画している．
今後の研究の方向性については，これまで実施してきた臨床研究および企業治験・グローバル治験・医師主導治験と，
それに不随するトランスレーショナル研究，薬物動態研究を引き続き推進していく．また，本講座はこれまで主に臨床
の診療科で基礎研究の土台がなく，研究室の設立を計画している．関西医科大学の基礎講座でがんに関する研究を実施
している研究室とも共同でデータを出していきたいとも考えている．

〈研究業績〉
原　著
1. Akio Nakasya, Yuya Hagiwara, Tatsuki Ikoma, Yusuke 

Kurioka, Toshihiko Matsumoto, Yoshiyuki Yamamoto, 
Takao Tsuduki, Takeshi Kajiwara, Toshikazu Moriwaki, 
Tomohiro Nishina, Natsumi Yamashita and Ichinosuke 
Hyodo (2022) Nanoparticle albumin̶ bound paclitaxel 
and ramucirumab versus paclitaxel and ramucirumab as 
second‐ line chemotherapy for unresectable advanced or 

recurrent gastric cancer: a multicenter, propensity score̶
matched analysis (CROSS SELL study). International 
Journal of Clinical Oncology 27(4): 684–694

2. Spigel DR, Faivre-Finn C, Gray JE, Vicente D, Planchard 
D, Paz-Ares L, Vansteenkiste JF, Garassino MC, Hui R, 
Quantin X, Rimner A, Wu YL, Özgüroğlu M, Lee KH, 
Kato T, de Wit M, Kurata T, Reck M, Cho BC, Senan S, 
Naidoo J, Mann H, Newton M, Thiyagarajah P and Antonia 
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SJ (2022) Five-year survival outcomes from the PACIFIC 
trial: durvalumab after chemoradiotherapy in stage III non-
small-cell lung cancer. J Clin Oncol 40(12): 1301–1311

3. Haratake N, Hayashi H, Shimokawa M, Nakano Y, Azuma 
K, Oki M, Ota K, Yoshioka H, Sakamoto T, Yamamoto N, 
Nakagawa K and Seto T (2022) Phase III clinical trial for 
the combination of erlotinib plus ramucirumab compared 
with osimertinib in previously untreated advanced or 
recurrent non-small cell lung cancer positive for the L858R 
mutation of EGFR: REVOL858R (WJOG14420L). Clin 
Lung Cancer 23(3): e257–e263

4. Asami K, Ando M, Nishimura T, Yokoi T, Tamura A, 
Minato K, Mori M, Ogushi F, Yamamoto A, Yoshioka H, 
Kawahara M and Atagi S (2022) A randomized phase II 
study of docetaxel or pemetrexed with or without the 
continuation of gefitinib after disease progression in elderly 
patients with non-small cell lung cancer harboring EGFR 
mutations (JMTO LC12-01). Thorac Cancer 13(12): 1827–
1836

5. Hotta K, Hida T, Nokihara H, Morise M, Kim YH, Azuma 
K, Seto T, Takiguchi Y, Nishio M, Yoshioka H, Kumagai 
T, Watanabe S, Goto K, Satouchi M, Kozuki T, Shukuya T, 
Nakagawa K, Mitsudomi T, Yamamoto N, Asakawa T, 
Yoshimoto T, Takata S and Tamura T (2022) Final overall 
survival analysis from the phase III J-ALEX study of 
alectinib versus crizotinib in ALK inhibitor-naïve Japanese 
patients with ALK-positive non-small-cell lung cancer. 
ESMO open 7(4): 100527

6. Shiotsu S, Yoshimura A, Yamada T, Morimoto K, 
Tsuchiya M, Yoshioka H, Hiranuma O, Chihara Y, 
Yamada T, Hasegawa I, Ohta T, Takeda T, Hiraoka N and 
Takayama K (2022) Pembrolizumab monotherapy for 
untreated PD-L1-Positive non-small cell lung cancer in the 
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45–47頁，メディカルビュー社，東京
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18–22頁，科学評論社，東京
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1. 倉田宝保，吉岡弘鎮（2022）Lung Cancer Systemic 

Therapy:  Why do exper ts  choose th is  regimen?　
EXPERT’S CHOICE 肺癌薬物療法レジメン　1, 1, 
1–183頁，メディカルビュー社，東京

心療内科学講座

〈研究概要〉
1．早期からの緩和医療における行動学的アプローチの開発
がん患者，その家族介護者に対する痛み，不眠，QOL低下の改善を目指した非薬物的治療の開発をシステマティック
に行っている．心拍変動バイオフィードバック，共鳴呼吸法，家族ケアを用いた行動学的アプローチに関する研究報告
を複数報告している．

2．がん領域における心身症特性や身体化に関する検討
健常者，がん患者，家族介護者のアレキシサイミア，アレキシソミアの疫学研究から始まり，潜在的な疾患との関連
や治療反応との関連をそれぞれ報告している．現在はその内的生理反応や外部表出反応を活用した治療開発を目指して
いる．

3．日常臨床で活用できるプラセボ効果，相互作用効果の体系化
超音波画像を用いた視覚的フィードバック及び，リラクセーションや神経ブロックを用いた体験的フィードバックに
よる期待度を活用した治療を開発し，それぞれ報告している．また，消化管超音波，心拍変動等のツールを用いて，共
鳴現象といった相互作用の評価やそのフィードバックとの関連をそれぞれ報告しており，現在，共食やコミュニケー
ションといったケア領域での応用を目指している．

4．機能性身体症候群における精神生理学的評価と心理的評価を用いた病態の検討
機能性身体症候群の病態を，自律神経機能を中心とした複数の生理指標と心理テストによる心理指標で評価し，QOL
やADL，病悩期間といった臨床指標を含めた包括的関連の検討を進めている自律神経機能では，安静時指標のみではな
くストレス負荷時やストレス負荷消失後の動的反応性が重要であり，これらの特徴を検討している．

5．生体指標としての疼痛閾値（外受容感覚）と内受容感覚の検討
経皮的な電気・圧刺激に対する疼痛閾値や，呼吸や心拍など生体内の状態に対する内受容感覚が，末梢組織での異常
による各種身体症状や中枢性感作が関与して症状が増強した状態のバイオマーカーとして注目されている．各種心理指
標との関連についての横断的検討や，心理療法による介入を行う縦断的検討を通じて，機能性身体疾患や慢性疼痛にお
けるこれらの意義を明らかにしていく．

6．身体活動による心理・認知機能改善効果と，その活動量への感受性の関連
長期的な有酸素運動などの身体活動は，情動や生理・認知機能に大きな影響をもたらす．その機序や生体感覚，主観
的な運動の感覚との関係について，運動介入による縦断的検討を進めている．

7．会話分析を用いた，診療場面での医療者と患者の相互行為の研究
実臨床場面での医療者・患者の具体的な実践を録画データから質的に検討し，コミュニケーションの質の改善に向け
た知見を集積している．診察開始時での開放型・閉鎖型質問の使い方，共感的態度の解明，診察中の検査導入における
Shared decision makingなどの検証を進めている．

8．機能性ディスペプシアにおける胃粘膜・中枢での知覚過敏と，生理・心理機能の検討
機能性ディスペプシアの病態には，消化管運動異常と知覚過敏がある．前者は消化管造影検査を用いて可視化し，後
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者の評価には上述の疼痛閾値や内受容感覚，飲水試験を用いることで，これらの関連を検討している．

9．光環境サイクルの心身症治療への応用
精神疾患や非特異的腰痛への高照度光療法の有用性が報告されており，心身症治療への応用を目的に光環境の生体に
与える影響を検討している．

〈研究業績〉
学会発表
1. 阿部哲也（2022/02）よく分かるシリーズ　医療者・
患者間のコミュニケーション．第 65回日本心身医学
会近畿地方会，web

2. 後藤あかり，宮原淳一，水野泰行，竹島多賀夫
（2022/02）小児慢性片頭痛患者の母親との心理面接過
程．第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

3. 荒木久澄（2022/02）よく分かるシリーズ　マインド
フルネス．第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

4. 坂崎友哉，水野泰行，福永幹彦（2022/02）アロディ
ニア様症状に対し，表面麻酔薬を介し心身医学的ア
プローチを行った 1例．第 65回日本心身医学会近畿
地方会，web

5. 山根　朗（2022/02）総合診療医×心療内科医　クロ
スぶっちゃけトーク（特別企画 I）．第 65回日本心身
医学会近畿地方会，web

6. 山根　朗（2022/02）よく分かるシリーズ　摂食障害．
第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

7. 上田健斗，坂崎友哉，水野泰行，福永幹彦（2022/02）
カウンセリングに消極的だった患者に対して解決思
考アプローチ（SFA）のアセスメントが有用だった 1
症例．第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

8. 水野泰行（2022/02）よく分かるシリーズ　慢性疼痛．
第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

9. 西山順滋（2022/02）よく分かるシリーズ　機能的身
体症候群（FSS）/MUS．第 65回日本心身医学会近畿
地方会，web

10. 島津真理子（2022/02）よく分かるシリーズ　慢性疲
労症候群．第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

11. 豊田雪乃，山内　健，福永幹彦（2022/02）腹部症状
の回避行動に介入することで症状が軽快した過敏性
腸症候群の一例．第 65回日本心身医学会近畿地方会，
web

12. 友田俊介，山根　朗，水野泰行，福永幹彦（2022/02）
デュロキセチンによる薬剤性抗利尿ホルモン不適合
分泌症候群（SIADH）の報告．第 65回日本心身医学
会近畿地方会，web

13. 蓮尾英明（2022/02）よく分かるシリーズ　サイコオン
コロジー．第 65回日本心身医学会近畿地方会，web

14. 和田秀之，山根　朗，阿部哲也，福永幹彦（2022/02）
自律神経機能への身体アプローチが奏功した頚肩腕
症候群の一例．第 65回日本心身医学会近畿地方会，
web

15. 山根　朗，山本修平（2022/06）《総合診療医×心療内

科医》 心身症診療のリアル（教育講演 B）．第 13回日
本プライマリ・ケア連合学会学術大会，web

16. 西山順滋（企画責任者），兵　純子（2022/06）「プラ
イマリ・ケアの現場で臨床心理士（師）と協働して
みませんか？」（学会ジョイントプログラム 8〈日本
心身医学会／日本心療内科学会〉）．第 13回日本プラ
イマリ・ケア連合学会学術大会，web

17. 坂崎友哉（2022/06）心療内科外来と病棟におけるバ
イオフィードバックの臨床応用（講習会【医学系】）．
第 49回日本バイオフィードバック学会　学術総会，
東京

18. 福永幹彦（2022/06）心身症の概念に関するリレー講
演会　リレー 1　心身医学の原点とこれからの使命．
第 63回日本心身医学会総会，千葉

19. 福永幹彦，阿部哲也（2022/06）変換症／機能性神経
症状症に対する心身医学的アプローチ．第 63回日本
心身医学会総会，千葉

20. 蓮尾英明，石木寛人，松田能宣，松岡弘道，平本秀二，
金川潤也，野島正寛（2022/06）心身症傾向のあるがん
患者の筋筋膜性疼痛の診断における armchair signの有
効性：他施設前向き観察研究．第 63回日本心身医学
会総会，千葉

21. 阿部哲也，西山順滋，福永幹彦（2022/06）問診票を
利用した外来初診場面における医師の開始時質問の
工夫．第 63回日本心身医学会総会，千葉

22. 坂崎友哉，水野泰行，神原憲治，福永幹彦（2022/06）
精神生理学的ストレスプロファイルを用いた機能性
消化管障害の身体的評価の検討．第 63回日本心身医
学会総会，千葉

23. 山根　朗，市橋恵美子，阿部哲也（2022/06）心身症
患者に対する社会的アプローチの実際と今後の可能
性．第 63回日本心身医学会総会，千葉

24. 森田幸弘，橋本忠行，神原憲治（2022/06）心理面接
での主観的な体験と客観的指標の関連（その 3）：心
身相関のダイナミクス分析．第 63回日本心身医学会
総会，千葉

25. 水野泰行（2022/06）〈慢性頭痛の心身医学的治療 次
世代に向けて〉慢性疼痛として診る慢性頭痛．第 63
回日本心身医学会総会，千葉

26. 松田能宣，蓮尾英明，成田慶一，松岡弘道，所　昭宏，
福永幹彦　他（2022/07）がん患者の呼吸困難に関連
する因子の相互作用および因果関係に関する横断研
究．第 27回日本緩和医療学会学術大会，神戸

27. 田上恵太，蓮尾英明，石木寛人，他（2022/07）腫瘍
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に因る中枢神経障害および末梢神経障害が原因の痛
みにたいする，コルチコステロイド全身投与の有効
性・安全性に関する他施設共同前向き観察研究．第
27回日本緩和医療学会学術大会，神戸

28. 蓮尾英明（2022/07）どう考える？説明のつかない身
体症状～心療内科医の視点から～．第 27回日本緩和
医療学会学術大会，神戸

29. 蓮尾英明，大森英哉（2022/07）がん患者の筋筋膜性
疼痛に対する超音波ガイド下筋膜間注入法中の視覚
的フィードバック．第 27回日本緩和医療学会学術大
会，神戸

30. 佐久間博子，蓮尾英明，神原憲治（2022/08）オンラ
イン下での共食体験が相互の内的生理反応に与える
影響．LIFE2022，web

31. 蓮尾英明（2022/08）緩和ケア領域のアドバンス小ネ
タ集～身体と心に触れるケア，期待度を高めるケ
ア～．日本緩和医療学会第 4回中国・四国支部学術
大会，web

32. 佐久間博子，坂崎友哉，吉田幸平，神原憲治，蓮尾
英明（2022/10）食事を伴う相互作用の体験における
心拍変動評価の安定性の検討．Health Communication 
Week 2022，web（名古屋）

33. 阪本　亮，蓮尾英明（2022/10）がん等の身体疾患で
死別した遺族の精神心理的苦痛に対する向神経薬の
有効性について．第 35回日本サイコオンコロジー学
会，東京

34. 吉田幸平（2022/10）IC場面での家族・治療システム
に対する家族療法的介入事例．第 35回日本サイコ
オンコロジー学会，東京

35. 蓮尾英明（2022/10）不眠障害における在宅セルフコー
ピングの実際．第 35回日本サイコオンコロジー学会，
東京

36. 水野泰行（2022/11）心療内科からみた運動器慢性疼
痛．第 15回日本運動器疼痛学会，栃木

37. 岡本敬司，西山順滋，蓮尾英明（2022/11）慢性疲労
症候群と診断されていた双極性感情障害Ⅱ型の一例．
第 26回日本心療内科学会，博多

38. 荒木久澄（2022/11）心理療法セミナーを用いて～マ
インドフルネス食観トレーニングWebinar．第 26回
日本心療内科学会，博多

39. 坂崎友哉，池戸孝次，森口瑞生，吉田絵海，阿部哲也，
蓮尾英明（2022/11）慢性咳嗽に対してバイオフィー
ドバック両方を導入した 1例．第 26回日本心療内科
学会，博多

40. 上田健斗，友田俊介，水野泰行，蓮尾英明（2022/11）
システム論に基づく医師 -心理師連携により母子関係
の変化をもたらした IBSの 1例．第 26回日本心療内
科学会，博多

41. 西山順滋（2022/11）総合診療領域で心療内科医がで
きることは何か？　第 26回日本心療内科学会，博多

42. 福永幹彦（2022/11）心療内科の視点から観る Somatic 

symptoms and related disorders（DSM5）．第 26回日本
心療内科学会第 4回登録医・専門医研修会，博多

43. 蓮尾英明（2022/11）緩和医療から学ぶ心身医学的ケ
アの提案．第 26回日本心療内科学会第 52回心療内科
学会学術講習会，博多

44. 岡本敬司，西山順滋，蓮尾英明（2022/11）重症
COVID19感染後，拘束性肺機能障害が遷延した一例．
日本プラマリ・ケア連合学会第 35回近畿地方会，
web

45. 蓮尾英明（2022/12）行動療法の在宅への展開とその
工夫．第 29回日本行動医学会学術総会，大阪

著　書
（部分執筆）
1. 大武陽一，蓮尾英明，阪本　亮，宮本せら紀，松岡
弘道（2022）III章 3身体症状を呈する遺族．遺族ケ
アガイドライン　2022, 64–65頁，金原出版株式会社，
東京

2. 阪本　亮，蓮尾英明（2022）III章 臨床疑問 2　がん
等の身体疾患によって重要他者を失った（病因死）
18歳以上の成人遺族が経験する精神心理的苦痛に対
して，向精神薬を投与することは推奨されるか？　
遺族ケアガイドライン　2022, 86–90頁，金原出版株
式会社，東京

3. 松岡弘道，久保田陽介，竹内恵美，浅井真理子，蓮
尾英明，阪本　亮，奥山　徹（2022）IV章 1ガイド
ライン作成過程．遺族ケアガイドライン　2022, 
94–98頁，金原出版株式会社，東京

4. 松岡弘道，竹内恵美，久保田陽介，浅井真理子，蓮
尾英明，阪本　亮（2022）IV章 文献検索式．遺族ケ
アガイドライン　2022, 99–111頁，金原出版株式会
社，東京

5. 阿部哲也，黒田　綾，山根　朗，福永幹彦（2022）
VI 4.気づきを促す面接療法．心療内科―診断から治
療まで―　1, 355–357頁，朝倉書店，東京

6. 橋爪　誠（2022）I 3.欧米の心療内科の実際と連携．
心療内科学―診断から治療まで―　1, 10–12頁，朝倉
書店，東京

7. 福永幹彦（2022）III 3.心療内科の診断の仕方と手順．
心療内科学―診断から治療まで―　1, 111–115頁，朝
倉書店，東京

8. 神原憲治（2022）II 10.アレキシサイミア．心療内科
学―診断から治療まで―　1, 68–70頁，朝倉書店，東
京
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神経内科学講座

〈研究概要〉
I．脳小血管病研究
脳小血管病（cerebral small vessel disease: SVD）は 900 µm未満の小血管障害による血液・脳関門破綻に寄与する．

SVDによるMRIの特徴を組み合わせた Total SVD scoreは，個々の特徴よりも正確にリスクを層別化できる可能性があ
る．抗血栓療法に伴う出血合併症に関して SVDを考慮したリスクモデルの提供を目的とした国内の多施設共同前向き
観察研究（BAT2試験）において，Total SVD scoreの増加がアルブミン尿と推定糸球体濾過量の低下と独立して関連し
ていることを明らかにした（Kanta T, ... Yakushiji Y（5番目 /18人中）, et al. J Am Heart Assoc, 2022）．

II．脳卒中研究
1． 脳梗塞を発症した心房細動患者に対する直接経口抗凝固薬（DOAC）の開始時期に関する明確な指針はない．本研究
は，DOACの早期投与と後期投与の 2群間のイベントを検証した非盲検国際ランダム化比較試験である．結果は，
早期投与群にやや良い傾向が示され，また著しいリスクの増加はないことが明らかとなった（Fischer U, ... Yakushiji 
Y（33番目 /65人中）, et al. N Engl J Med, 2023）．

2． DOAC服用患者における tPA静注療法は出血リスクが高まるため慎重に考慮するよう勧められている．本研究は，48
時間以内にDOACを服用した患者が tPA静注療法により脳出血リスクが高まるかを検証した多施設国際共同コホー
ト研究である．結果は，DOACを服用していても tPA静注療法後の脳出血リスクは高まらないことが示された（Meinel 
TR, ... Yakushiji Y（29番目 /82人中）, ... Kunieda T（59番目 /82人中）, et al. JAMA Neurol, 2023）．

3． 本研究は，本邦で実施されたDWI-FLAIR mismatch所見を有する発症時間不明脳梗塞患者に対する tPA静注療法の有
効性を検討した RCTである THAWS試験のサブ解析である．本研究において，発症前に抗血栓薬を服用している患
者群においては，tPA静注療法群の方が通常治療群と比較して予後が良好との結果が得られた（Koga M, Yakushiji Y, 
et al. J Atheroscler Thromb, 2023）．

III．神経病理研究
今回，発症早期に四大陰性徴候の一つである膀胱直腸障害を認めた筋萎縮性側索硬化症の剖検例から，排尿神経機構
の中で，中脳水道灰白質や線条体の変性が症状に関与した可能性を報告した（Nakamura M, et al. eNeurologicalSci, 2022）．
しかし，自律神経障害を病理学的に明確に説明できるエビデンスはまだ乏しく，今後の研究が必要である．

IV．神経変性疾患研究
本研究において，CT上での乳腺組織の直径と特徴を比較したところ，乳腺組織径，女性化乳房のパターンにおいて

SBMA群で有意であり，平均，最大乳腺直径の両方で SBMAとコントロール群を効果的に区別できることが示された
（Iida S, et al. Acad Radiol, 2022）．

V．パーキンソン病の病態解明に向けた研究
1）レボドパ誘発性ジスキネジア（LID）モデルラットを作製し，線条体での非ドパミン系神経伝達物質の受容体やトン
ランスポーターのmRNA発現量を健側と術側で比較することにより LID発現における各種神経伝達物質の役割を明らか
にした（Tohge R et al. Neuropharmacology 2021）．この成果にもとづいて新たなジスキネジア治療薬の検討を行っている．

2）22q11.2欠失症候群（指定難病 203）は心疾患や咽頭弓などの形成障害のみならず多動症や統合失調症，若年発症
のパーキンソン病などを高率に合併する．我々が国内で初めて報告したパーキンソン病を発症した本症候群患者に由来
する iPS細胞をドパミン神経細胞に分化させ，ドパミン神経細胞の初期発生異常やストレス負荷に対する脆弱性を評価
することにより病態の解明や治療法の開発を目指す．

VI．頸動脈ステント留置術後の過灌流に関する研究
頸動脈ステント留置術（CAS）後の過灌流（CHP）は重篤な周術期合併症を引き起こし得るため，その発生の予測と

予防治療の確立が期待されている．CHPの予測に関しては，近年 SPECTで算出された脳循環予備能（CVR）低下が
CHPと関連しているとの報告が散見されている．そこで，われわれは SPECTで算出された CVRと脳血管造影検査の所
見を比較し，leptomeningeal collaterals（LM）の存在が CVR低下と強く関連していることを報告した（Kunieda T et al. 
Intern Med, 2017）．この結果は，LMの存在が CHPと関連している可能性を示唆しており，CASの周術期管理に有用と
考えられた．また，CHPの発生予防に関しては，現在まで確立した治療は存在しないため，われわれは，フリーラジカ
ルスカベンジャーである edaravoneをCAS術前に投与し，CAS後のCHP発生予防に効果があるか否かのランダム化比較
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試験を行った．結果，edaravone術前投与の CHP発症抑制効果を示すことはできなかった（Kunieda T et al. Interdiscip 
Neurosurg, 2021）．しかし，われわれの検討では全体の症例数も CVR低下例数も少数の検討となってしまったため，今
後さらなる検証が求められている．そこで，現在はCAS前後での酸化ストレスの変化を酸化ストレスマーカーである尿
中 8-hydroxy-2′-deoxyguanosine（8-OHdG）を用いて測定し，CAS前後で酸化ストレスがどのように変化しているのか，
CHP発症と関連があるのか，などを明らかにする臨床研究の患者登録が進んでいる．

VII．DNA損傷修復からみた神経変性機序の解明に向けた研究
BRCA1はDNA損傷修復に関わる蛋白質で，多くはBARD1とともに RING二量体型のユビキチンリガーゼを形成し
ている．又DNA損傷に伴いリン酸化を受ける．アルツハイマー病（AD）は，脳内の神経細胞外でアミロイド β（Aβ）
が凝集する老人斑が引き金となって，微小管結合タンパク質であるタウがリン酸化され，細胞質内に神経原線維変化
（NFT）が形成され，神経細胞死に至る．近年，ADでは，AβがDNA損傷を誘導し，それに対してBRCA1の発現が増
加しているものの，NFT内に蓄積していくことで，核内でのDNA修復ができず細胞傷害をきたしていることが報告さ
れた．DNA損傷は，加齢によっても起こることから，今回Aβ蓄積を認めないAD以外のタウオパチーやシヌクレイノ
パチーでも同様に BRCA1によるDNA修復障害が起こっている可能性を考え，ADのみならず，ピック病，進行性核上
性麻痺，大脳皮質基底核変性症，タウ遺伝子変異をもつ FTDP-17，パーキンソン病，多系統萎縮症とコントロールの剖
検脳を用いて，タウオパチー及びシヌクレイのパチーの病態を解明することを目指している．

VIII．免疫性神経疾患に対する臨床および基礎研究
1．中枢神経炎症性疾患を合併する重症筋無力症の臨床的特徴を解析し，報告した（J Neurol 2019）．
2．自己免疫疾患における IL-6阻害薬の敗血症リスクについて解析し，報告した（Int Med 2023）．
3． ミエリン糖脂質スルファチドは T細胞の増殖抑制をさまざまな機序で抑制するが，進行期のMSではスルファチドの

T細胞増殖抑制効果が減弱していることを報告した（Mol Neurobiol 2022）．スルファチドの免疫系関与とその機序を
解析中である．また，B 細胞の活性化，凝集をもたらすことを観察した．機序について解析中である．

4． 重症筋無力症（MG）末梢血において，ICOSを強発現する濾胞性 T細胞（CXCR5陽性）増加しており，その頻度は
重症度に相関していた．MGにおける濾胞性 T細胞の機能的偏倚と病態への関与について報告した（Neurol 
Neroimmunol Neuroinflamm 2021）．

5． 視神経脊髄炎スペクラム障害（NMOSD）では免疫細胞の C5a受容体発現が増加しており，再発期によりより増加す
ることを確認した．また，C5aによるB細胞刺激が，抗体産生にどのように関与するかを検討中である．

6． Hereditary diffuse leukoencephalopathy with spheroids（HDLS）は，Colony stimulating factor 1 receptor（CSF1-R）を原因
遺伝子とする白質脳症である．CSR1-Rは単球系細胞に発現している．末梢血単球の機能的解析を行い，炎症性サイ
トカイン分泌能の亢進や貪食能の低下していることを明らかにした（Nerubiol Dis 2020）．
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精神神経科学講座

〈研究概要〉
関西医科大学精神神経科は，ニューロフィジオロジー，臨床薬理・ゲノム薬理，ニューロイメージング研究を中心に，
臨床での疑問や必要性に答えられることを重要視した研究を行っております．以下にその概要を示します．このような
研究に関わりたい方（医師，研究者，大学院生）も随時募集しております．

・ニューロフィジオロジーグループ
ニューロフィジオロジー（neurophysiology：神経生理学）は機能や病態を生理学的手法で調べる学問で，当教室では
特に脳波を用いた研究（定量脳波研究）が行われております．定量脳波研究とは，普段私たちが紙の上に描かれた波形
として見ている脳波をデジタル信号に変換し，数量化された指標（脳波の特徴をよく表現する指標；周波数解析，コヒー
レンス解析，LORETA解析，microstate解析など）に集約してそれらの変化を統計学的に検討する研究手法です．この
手法を用いて，種々の精神疾患の脳機能の特徴や治療（薬物，ニューロモジュレーション）による変化，新たな治療法
の開発を行っております．
最近では，当グループ内だけで完結するのではなく，コンピューターサイエンス，臨床薬理・ゲノム薬理およびニュー
ロイメージング研究から導かれた知見との関連も探っています．そのため，共同研究を通して，国内外の大学や研究施
設と連携し，また海外から常任研究者（Pascual-Marqui博士）を招聘するなど統合的な研究活動を積極的に行っています．
当教室教授の木下は，「Neuropsychobiology」誌のAssociate Editorで，「日本薬物脳波学会」の理事長を務めるなど本

学におけるこの分野の臨床研究の中心的役割を担っており，精神疾患の病態解明および治療の発展といった，精神疾患
を抱える方へ直接還元できる研究を追及していきたいと考えております．

・臨床薬理・ゲノム薬理グループ
うつ病の社会的損失は年間 3兆円，統合失調症は 2.7兆円であり，年間約 3万人の自殺者の多くは精神疾患と関連し

ています．しかしながら初期治療に対し 30–50%が治療抵抗性であり，不適切な薬物治療がその一因となっているため，
精神疾患においても，プレシジョンメディシンの確立が急務とされています．これまでに，薬物反応性と有意に関連の
ある遺伝子多型やバイオマーカーが報告されていますが，実臨床で有用なレベルのマーカーはまだ見つかっていません．
その理由として，これまでの試験では，治療法が統一されてない試験や 1遺伝子・1バイオマーカー単独での報告が乱
立しており，それら試験は治療反応と相関のあるマーカーを公表することをゴールとしており，そのエフェクトサイズ
や治療への寄与率が考慮されておらず，また，それらを総合的に臨床活用する試みがされていないことが，問題点であ
ると考えます．
我々は，これらの問題点に打ち勝つべく，ゲノミクス－エピゲノミクス－インフォマティクスを一貫しトランスレー
ショナルに一望することで，実臨床で活用できる有用なマーカーを発見し，患者さんに還元できる，プレシジョン・メ
ディシンを目指しております．探索する因子としては，ゲノム （DNA, miRNA）や，そのメチル化，治療に影響する血
中蛋白などのバイオマーカー，性格，生活環境などの患者背景や中間表現型（定量脳波やMRI） を対象としています．
これらのたくさんの因子が，どのように薬剤の治療反応に影響しているかを詳細に解析することで，各患者に最適な治
療を導くアルゴリズムを構築していきます．これまでに，すでに多くの成果を世界に発信していますが，進化する解析
技術を使用し，さらなる質と精度の向上を目指し，知識とデータを蓄積し続けています．イタリアのボローニャ大学生
物医学・神経運動科学教室（グループリーダー；Alessandro Serretti） と研究交流があり，主要な留学先の一つとなって
おります．他にも主に，産業医科大学精神医学教室，理化学研究所脳科学総合研究センター，国立精神･神経医療研究
センター，順天堂大学医学部精神医学口座，広島大学細胞分子生物学教室，兵庫医療大学薬学部医療薬学科，藤田保健
衛生大学精神科 The International SSRI Pharmacogenomics Consortium （ISPC） 等の施設と共同研究を進めています．
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・ニューロイメージンググループ
ニューロイメージングにおける画像技術の進歩はめざましく，非侵襲的にさまざまな脳内の情報を画像化することが
可能になっています．ニューロイメージンググループではKarolinska研究所やOslo大学，Harvard大学神経画像研究所，
関西医科大学放射線科学講座，関西医科大学小児科学講座，横浜市立大学医学部精神医学教室，横浜市立大学附属市民
総合医療センター，München大学などのスタッフと共同で，精神疾患の診断や治療に役立つ新たな知見を目指した脳画
像研究（MRI拡散テンソル画像）を進めています．
ミラーニューロンは研究対象の一領域であり，他個体の意図を理解する能力と関連があるニューロンです．フロイト
が提唱してきた投影性同一視や転移，逆転移の考えが，ミラーニューロンの発見によって裏付けられたという報告もあ
り，この領域に注目することで，自然科学と人文科学をつなぐ研究に発展させることを目指しております．
精神療法や薬物治療が，ミラーニューロンというソーシャルコミュニケーションに関連する脳のネットワークをどの
ように変化させるのか，治療前後のミラーニューロンの形態変化を観察することで確認する，世界でも初めての研究に
取り組んでいます．

（外部資金獲得状況）
1．加藤正樹，文部科学省科学研究費助成　基盤研究C（令和 4年度～令和 7年度）
2．齊藤幸子，文部科学省科学研究費助成　基盤研究C（令和 4年度～令和 8年度）
3．池田俊一郎，文部科学省科学研究費助成　若手研究（令和 3年度～令和 6年度）
4．青木宣篤，文部科学省科学研究費助成　若手研究（令和 4年度～令和 7年度）
5．許　全利，文部科学省科学研究費助成　基盤研究C（令和 4年度～令和 6年度）
6．越川陽介，文部科学省科学研究費助成　若手研究（令和 4年度～令和 8年度）
7．池田俊一郎，公益財団法人喫煙科学研究財団（令和 4年度）
8．舩槻紀也，文部科学省科学研究費助成　基盤研究C（令和 5年度～令和 8年度）
9．嶽北佳輝，文部科学省科学研究費助成　基盤研究C（令和 5年度～令和 9年度）

〈研究業績〉
学会発表
1. Nishida K, Morishima Y, Minami S, Shimizu T and 

Kinoshita T (2022/09) The change of EEG after treadmill 
walking for focused mindfulness. 50 Years of Microstates 
Present State and Future Directions, Bern, Swiss

2. Nishida K, Yoshimura M, Katsura K, Ikeda S, Tsukuda B 
and Kinoshita T (2022/09) The change of EEG microstate 
after single session transcranial direct current stimulation 
in depression patients. 50 Years of Microstates Present 
State and Future Directions, Bern, Swiss

3. Kato M, Ogata H, Tahara H, Shimamoto A, Takekita Y, 
Koshikawa Y, Nishida K, Nonen S, Higasa K and 
Kinoshita T (2022/09) Multiple pre-treatment mirnas levels 
in untreated major depressive disorder patients predict 
early response to antidepressants and interact with key 
pathways. World Congress of Psychiatric Genetics (WCPG 
2022), Firenze, Italy

4. 鈴木美佐，樋之本有那，佐藤幸代，木下利彦（2022/01）
A病院精神科病棟の新型コロナウイルス感染症対策
下での入退院支援について．日本認知症ケア学会
2021年度関西ブロック大会，WEB開催

5. 佃　万里，青木宣篤，池田俊一郎，南　翔太，嶽北
佳輝，木下利彦（2022/01）急性期 ECT施行中に認知
機能障害と脳波異常を呈した症例．第 50回大阪てん
かん研究会，WEB開催

6. 西田圭一郎，池田尊司，佃万里，木下利彦（2022/02）

経頭蓋直流刺激の気分・感情への影響―臨床応用の
た め の 未 来 像 を 含 め て ―．JSBET/JPEG JOINT 
MEETING 2021 in Kanazawa第 24回日本薬物脳波学会　
第 38回日本脳電磁図トポグラフィ研究会合同開催，
WEB開催

7. 桂　功士，西田圭一郎，池田俊一郎，森島陽介，吉
村匡史，北浦祐一，上田紗津貴，南　翔太，木下利
彦（2022/02）経頭蓋直流刺激による脳内活動及びネッ
ト ワ ー ク．JSBET/JPEG JOINT MEETING 2021 in 
Kanazawa第 24回日本薬物脳波学会　第 38回日本脳
電磁図トポグラフィ研究会合同開催，WEB開催

8. 清水敏幸，池田俊一郎，吉村匡史，西田圭一郎，桂　
功士，南　翔太，佃　万里，木下利彦（2022/02）脳
波定量解析を用いた反復経頭蓋磁気刺激（rTMS）に
よるうつ病の治療効果予測．JSBET/JPEG JOINT 
MEETING 2021 in Kanazawa第 24回日本薬物脳波学会　
第 38回日本脳電磁図トポグラフィ研究会合同開催，
WEB開催

9. 佃　万里，池田俊一郎，上田紗津貴，南　翔太，桂　
功士，清水敏幸，西田圭一郎，吉村匡史，木下利彦
（2022/02）神経性やせ症の定量脳波解析における健常
人との比較．JSBET/JPEG JOINT MEETING 2021 in 
Kanazawa第 24回日本薬物脳波学会　第 38回日本脳
電磁図トポグラフィ研究会合同開催，WEB開催

10. 南　翔太，加藤正樹，池田俊一郎，吉村匡史，上田
紗津貴，越川陽介，嶽北佳輝，木下利彦，西田圭一
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郎（2022/02）うつ病の Isolated effective coherence（i 
Coh）．JSBET/JPEG JOINT MEETING 2021 in Kanazawa
第 24回日本薬物脳波学会　第 38回日本脳電磁図トポ
グラフィ研究会合同開催，WEB開催

11. 樋之本有那（2022/03）ソーシャルワーカーとして大
切にしたいこと．大阪総合病院精神医学研究会，大
阪

12. 加藤正樹（2022/03）Current Status and Limitations of 
Psychiatric Disorders and Pharmacotherapy, and Prospects 
for Precision Medicine．第 95回日本薬理学会年会，福
岡（現地＋WEBのハイブリッド開催）

13. 小野充嗣，松岡涼子，松村博隆（2022/03）修正型電
気痙攣療法により心停止をきたした一例．第 129回
近畿精神神経学会，大阪（現地＋WEBのハイブリッ
ド開催）

14. 大塩健文，清水信夫，円谷邦泰，木下利彦（2022/03）
若年女性に発症した，統合失調症との鑑別に難渋し
た解離性障害の 1例．第 129回近畿精神神経学会，大
阪（現地＋WEBのハイブリッド開催）

15. 島本優太郎，青木宣篤，舩槻紀也，柳田知世，佃　
万里，村瀬雄士，木下利彦（2022/03）セルトラリン
投与後に易刺激性が亢進し，病歴の再聴取をもとに
診断を双極 II型障害へと再考した 1例．第 129回近畿
精神神経学会，大阪（現地＋WEBのハイブリッド開
催）

16. 藤田佳奈，齊藤幸子，緒方治彦，青木宣篤，南　翔太，
佃　万里，木下利彦（2022/03）難病の同胞を持つ強
迫性障害患者の自発性の萌芽．第 129回近畿精神神
経学会，大阪（現地＋WEBのハイブリッド開催）

17. 内野雄斗，桂　功士，柏木陽介，緒方治彦，髙野謹嗣，
西本大樹，村瀬雄士，高橋　愛，木下利彦（2022/03）
当初うつ病に伴う仮性認知症と暫定診断したが，最
終的に若年性アルツハイマー型認知症と判断した女
性の 1例．第 129回近畿精神神経学会，大阪（現地＋
WEBのハイブリッド開催）

18. 嶽北佳輝，萩　勝彦，増田孝裕（2022/03）Treatment 
Response of Lurasidone to Acute Schizophrenia Patients 
Classified by a Cluster Analysis Based on the Psychiatric 
Characteristics．第 16回　日本統合失調症学会，WEB
開催

19. 吉村匡史，山本敦子，高野隼，早水静菜，柿永佳代子，
吉田倫子，鈴木美佐，村上貴栄，新道賢一，木下利
彦（2022/05）中年期に顕在化した性格・行動の変化
に伴い，強い不安と焦燥感を示す一症例．第 14回日
本不安症学会学術大会，東京（現地＋WEBのハイブ
リッド開催）

20. 加藤正樹（2022/06）双極性障害患者の寛解や急速交
代型の経過と処方との関連 ―MUSUBI研究 2年間の
データより―．第 118回日本精神神経学会学術総会，
福岡（現地＋WEBのハイブリッド開催）

21. 加藤正樹（2022/06）共同研究への入り口の探し方．

第 118回日本精神神経学会学術総会，福岡（現地＋
WEBのハイブリッド開催）

22. 織田裕行（2022/06）性同一性障害 /性別違和に対す
るガイドラインに準拠した診療～現場の困難と工
夫～．第 118回日本精神神経学会学術総会，福岡（現
地＋WEBのハイブリッド開催）

23. 北元　健（2022/06）精神科と救急科の狭間で．第
118回日本精神神経学会学術総会，福岡（現地＋
WEBのハイブリッド開催）

24. 菅原典夫，足立直人，窪田幸久，渡辺洋一郎，三木
和平，阿瀬川孝治，枝川浩二，勝元榮一，本郷誠司，
後藤栄一郎，上田　均，加藤正樹，吉村玲児，中川
敦夫，菊池俊暁，坪井貴嗣，渡邊衡一郎，下田和孝，
古郡規雄（2022/06）双極性障害外来患者における 3
年後治療反応の予測因子．第 118回日本精神神経学
会学術総会，福岡（現地＋WEBのハイブリッド開催）

25. 北元　健，松田達也，和田大樹，山田妃沙子，桂　
功士，池田俊一郎，中森　靖，木下利彦（2022/06）
精神科既往のあるCOVID-19患者への対応．第 118回
日本精神神経学会学術総会，福岡（現地＋WEBのハ
イブリッド開催）

26. 嶽北佳輝（2022/06）電気けいれん療法を適切な患者
に届ける．第 118回日本精神神経学会学術総会，福
岡（現地＋WEBのハイブリッド開催）

27. 嶽北佳輝（2022/06）治療抵抗性統合失調症に対する
治療の最新エビデンスを概観する．第 118回日本精
神神経学会学術総会，福岡（現地＋WEBのハイブ
リッド開催）

28. 嶽北佳輝（2022/06）ECTと電極配置～右片側電極配
置を中心に～．第 118回日本精神神経学会学術総会，
福岡（現地＋WEBのハイブリッド開催）

29. 舩槻紀也，北浦祐一，佃　万里，吉村匡史，大橋理紗，
佐伯久美子，文岡礼雅，米田篤司，緒方洪輔，内山
祐佳，増澤宗洋，木下利彦（2022/06）当院緩和ケア
チームにおけるクロルプロマジン注射製剤の使用状
況．第 118回日本精神神経学会学術総会，福岡（現
地＋WEBのハイブリッド開催）

30. 加藤正樹（2022/06）病期とライフステージを考慮し
た薬物療法の工夫．第 118回日本精神神経学会学術
総会，福岡（現地＋WEBのハイブリッド開催）

31. 加藤正樹（2022/06）患者特性と治療場面のエビデン
スから考えるうつ病治療戦略．第 118回日本精神神
経学会学術総会，福岡（現地＋WEBのハイブリッド
開催）

32. 北元　健，桂　功士，和田大樹，山田妃沙子，池田
俊一郎，中森　靖，木下利彦（2022/06）当センター
における COVID-19患者に対する精神科介入につい
て．第 118回日本精神神経学会学術総会，福岡（現
地＋WEBのハイブリッド開催）

33. 鈴木美佐，佐上雅宣，笹山志帆子，福間博美，大谷
多華恵，中本ゆかり，中村　公，小原鶴美，佐々木
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直樹，升山弘子（2022/06）大阪府認知症ケア専門士
会の設立について．第 23回日本認知症ケア学会，広
島

34. 吉村匡史（2022/07）せん妄の予防・薬物療法．第 27
回日本緩和医療学会学術大会，神戸

35. 高橋　愛，舩槻紀也，桂　功士，南　翔太，佃　万里，
村瀬雄士，嶽北佳輝，木下利彦（2022/07）拒薬を示
す統合失調症患者において blonanserin貼付剤が奏功
した一例～その先の貼付剤有効活用の可能性～．第
130回近畿精神神経学会，大阪

36. 山中緑夏，緒方治彦，佃　万里，柳田知世，髙野謹嗣，
青木宣篤，木下利彦（2022/07）自閉スペクトラム症
との鑑別を要した，小児期発症の統合失調症の症例．
第 130回近畿精神神経学会，大阪

37. 石部裕太，高瀬勝教，梅田全伸，小浪賢司，池田俊
一郎，木下利彦（2022/07）抗精神病薬使用による悪
性症候群の発症リスク検討．第 130回近畿精神神経
学会，大阪

38. 越川陽介，加藤正樹，西田圭一郎，嶽北佳輝，緒方
治彦，舩槻紀也，高野謹嗣，内藤みなみ，山本敦子，
河崎俊博，木下利彦（2022/07）大うつ病性障害にお
けるパーソナルリカバリーとフォーカシング的態度
の関連の検討．第 19回日本うつ病学会総会／第 5回
日本うつ病リワーク協会年次大会【合同開催】，大分
（現地＋WEBのハイブリッド開催）

39. 加藤正樹（2022/07）新規に適応取得した薬剤がフィッ
トするゴール設定と，現在開発中の新薬への期待―
アンメットニーズは解決できるのか？―．第 19回日
本うつ病学会総会／第 5回日本うつ病リワーク協会
年次大会【合同開催】，大分（現地＋WEBのハイブ
リッド開催）

40. 加藤正樹（2022/07）躁状態の薬物療法―メタ解析の
結果から―．第 19回日本うつ病学会総会／第 5回日
本うつ病リワーク協会年次大会【合同開催】，大分（現
地＋WEBのハイブリッド開催）

41. 山本敦子，早水静菜，内藤みなみ，越川陽介，木下
利彦，加藤正樹（2022/07）外来うつ病・不安症患者
を対象としたマインドフルネス瞑想を取り入れた作
業療法プログラムの効果．第 19回日本うつ病学会総
会／第 5回日本うつ病リワーク協会年次大会【合同
開催】，大分（現地＋WEBのハイブリッド開催）

42. 村瀬雄士，青木宣篤，清水敏幸，佃　万里，柳田知世，
舩槻紀也，長野洋祐，柏木陽介，北元　健，嶽北佳輝，
加藤正樹，木下利彦（2022/07）炭酸リチウムの過量
内 服 後 に the Syndrome of lrreversible Lithium-
Effectuated Neurotoxicityの診断に至った双極性障害の
一例．第 19回日本うつ病学会総会／第 5回日本うつ
病リワーク協会年次大会【合同開催】，大分（現地＋
WEBのハイブリッド開催）

43. 島本優太郎，安河内彦輝，村瀬雄士，越川陽介，舩
槻紀也，緒方治彦，木下利彦，日笠幸一郎，加藤正

樹（2022/07）本邦のうつ病患者と健常者サンプルを
用いたゲノムワイド関連解析（GWAS）．第 19回日本
うつ病学会総会／第 5回日本うつ病リワーク協会年
次大会【合同開催】，大分（現地＋WEBのハイブリッ
ド開催）

44. 内藤みなみ，加藤正樹，越川陽介，板東宏樹，坂井
志帆，嶽北佳輝，西田圭一郎，木下利彦（2022/07）
うつ病患者のパーソナリティによる適切な抗うつ薬
の選択　短期と中期の治療経過より．第 19回日本う
つ病学会総会／第 5回日本うつ病リワーク協会年次
大会【合同開催】，大分（現地＋WEBのハイブリッ
ド開催）

45. 柳田知世，木村　譲，木下利彦，加藤正樹（2022/07）
肥満症患者におけるメンタルヘルス．第 19回日本う
つ病学会総会／第 5回日本うつ病リワーク協会年次
大会【合同開催】，大分（現地＋WEBのハイブリッ
ド開催）

46. 加藤正樹（2022/07）薬理遺伝とRCT―まだ突き詰め
られていない立場から―．第 19回日本うつ病学会総
会／第 5回日本うつ病リワーク協会年次大会【合同
開催】，大分（現地＋WEBのハイブリッド開催）

47. 加藤正樹（2022/07）うつ病ガイドライン　来る大改
訂に向けて．第 19回日本うつ病学会総会／第 5回日
本うつ病リワーク協会年次大会【合同開催】，大分（現
地＋WEBのハイブリッド開催）

48. 加藤正樹（2022/07）日本人の臨床データから紐解く，
日本人のうつ病治療―GUNDAM再び大地に立つ―．
第 19回日本うつ病学会総会／第 5回日本うつ病リ
ワーク協会年次大会【合同開催】，大分（現地＋WEB
のハイブリッド開催）

49. 越川陽介（2022/07）心理士（師）が担う認知機能評
価をめぐる役割と実践．第 19回日本うつ病学会総会
／第 5回日本うつ病リワーク協会年次大会【合同開
催】，大分（現地＋WEBのハイブリッド開催）

50. 吉村匡史（2022/07）精神科リエゾンからみた認知症
対応．第 33回日本サイコネフロロジー学会学術集
会・総会，WEB開催

51. 池田俊一郎（2022/07）依存症の基礎とその対応（学
校で出来ること）～ネット依存症・スマホ依存症を
中心に～．堺市教職員対象夏季研修，堺市

52. 池田俊一郎（2022/08）高齢者におけるギャンブル依
存症を中心とした依存症の理解と対応について～日
常に役立てられるちょっとした工夫，実践例を含め
て～．【岸和田保健所】関係機関職員研修会，岸和田
市

53. 池田俊一郎（2022/08）睡眠とメンタルヘルス．第
128回市民講演会 こころの健康講座，池田市

54. 池田俊一郎（2022/09）関西医科大学での依存症外来
の実際と工夫．2022年度アルコール・薬物依存関連
学会合同学術総会，仙台（現地＋WEBのハイブリッ
ド開催）
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55. 嶽北佳輝（2022/09）診断されにくい向精神薬の副作
用：アカシジア．第 41回日本精神科診断学会，WEB
開催

56. 青木宣篤（2022/09）ECTコース時に皮下注製剤
Fondaparinuxを用いた予防的抗凝固療法を要した緊張
病の一例．第 21回近畿 ECT連絡会，WEB開催

57. 鈴木美佐（2022/09）患者さんと地域の支援者から教
えられたこと　事例検討会症例提示．第 7回大阪総
合病院精神医学研究会，大阪

58. 早水静菜，山本敦子，四本かやの，髙野謹嗣，木下
利彦（2022/09）自殺企図経験をもつ初発統合失調症
患者に対する作業療法―事例報告― Occupational 
therapy for an inpatient with schizophrenia after suicide 
attempts．第 56回日本作業療法学会，京都（現地＋
WEBのハイブリッド開催）

59. 越川陽介，河﨑俊博（2022/09）ミドル世代とフォー
カシング：次のステージに向けた深みのある自分理
解のための試み．2022年度日本フォーカシング協会
年次大会，沖縄

60. 河﨑俊博，越川陽介（2022/09）シニア世代とフォー
カシング：QOL向上を目指した試み．2022年度 日本
フォーカシング協会年次大会，沖縄

61. 齊藤幸子（2022/09）成人自閉スペクトラム症におけ
る愛着．日本精神分析的精神医学会第 20回大会，広
島

62. 佃　万里，山本敦子，西田圭一郎，池田俊一郎，南　
翔太，清水敏幸，木下利彦，加藤正樹（2022/10）定
量脳波解析を用いたうつ病と気分障害に対するマ
インドフルネス瞑想を取り入れた作業療法介入によ
る脳機能変化の検討．第 41回躁うつ病の薬理・生化
学的研究懇話会，兵庫（現地＋WEBのハイブリッド
開催）

63. 島本優太郎，安河内彦輝，村瀬雄士，越川陽介，舩
槻紀也，緒方治彦，嶽北佳輝，木下利彦，日笠幸一郎，
加藤正樹（2022/10）本邦のうつ病患者における疾患
発症，薬物治療反応性に関するゲノムワイド関連解
析（GWAS）．第 41回躁うつ病の薬理・生化学的研究
懇話会，兵庫（現地＋WEBのハイブリッド開催）

64. 舩槻紀也，緒方治彦，越川陽介，砂田尚孝，坂井志帆，
板東宏樹，嶽北佳輝，西田圭一郎，木下利彦，加藤
正樹（2022/10）うつ病治療反応と治療介入前後の
miRNA発現量変化の関連～GUNDAM studyデータを
基に～．第 41回躁うつ病の薬理・生化学的研究懇話
会，兵庫（現地＋WEBのハイブリッド開催）

65. 許　全利，嶽北佳輝，木下利彦（2022/10）アンモニ
ア測定を契機に精神科で適切な治療につなげること
ができた 3症例．第 35回日本総合病院精神医学会総
会，東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

66. 嶽北佳輝（2022/10）電気けいれん療法の研究がした
い！～ nicheな分野の研究苦労話～．第 35回日本総
合病院精神医学会総会，東京（現地＋WEBのハイブ

リッド開催）
67. 齊藤幸子（2022/10）「重ね着症候群・再考」―ADHD
傾向への精神分析的アプローチを考える―「ADHD
傾向と自己愛的対象関係」．日本精神分析学会第 68
回大会，横浜

68. 加藤正樹（2022/10）双極性障害の薬物治療法―波か
ら凪へ―．第 35回日本総合病院精神医学会総会，東
京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

69. 北浦祐一，大畑貴裕，松田郷美（2022/10）アセナピン
のせん妄治療報告（2021年度）―有効性の検討と課
題―．第 35回日本総合病院精神医学会総会，東京（現
地＋WEBのハイブリッド開催）

70. 嶽北佳輝（2022/10）ECT増強療法（発作誘発困難例
対応）を考える～麻酔関連の視点から～．第 35回日
本総合病院精神医学会総会，東京（現地＋WEBのハ
イブリッド開催）

71. 齊藤幸子（2022/10）自閉スペクトラム心性を有する
患者への週複数回の治療導入過程．日本精神分析学
会第 68回大会，横浜

72. 加藤正樹（2022/11）トランスクリプトームとうつ病
PGx―miRNAを中心に―．BPCNPNPPP4学会合同年
会，東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

73. 加藤正樹，中込和幸，馬場崇充，園山拓洋，奥津大樹，
山中英樹，清水亮輔，本宮知子，井上　猛（2022/11）
新規抗うつ薬 S-812217（zuranolone）の第 II相試験の
結果報告．BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地
＋WEBのハイブリッド開催）

74. 村瀬雄士，緒方治彦，舩槻紀也，柳田知世，内藤み
なみ，越川陽介，板東宏樹，木下利彦，加藤正樹
（2022/11）うつ病患者におけるボルチオキセチンの発
現 時 期 別 副 作 用 と そ の 経 時 的 変 化 の 追 跡．
BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地＋WEBの
ハイブリッド開催）

75. 内藤みなみ，加藤正樹，越川陽介，板東宏樹，坂井
志帆，嶽北佳輝，西田圭一郎，木下利彦（2022/11）
大うつ病患者の治療反応予測と被虐待歴（ネグレク
ト）， パ ー ソ ナ リ テ ィ と の 関 連 に つ い て．
BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地＋WEBの
ハイブリッド開催）

76. 嶽北佳輝（2022/11）統合失調症の薬物療法～今出来
ることと今後の展望～．BPCNPNPPP4学会合同年会，
東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

77. 嶽 北 佳 輝（2022/11） 治 療 抵 抗 性 統 合 失 調 症．
BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地＋WEBの
ハイブリッド開催）

78. 嶽北佳輝（2022/11）統合失調症治療における
asenapineの有用性を持効性注射製剤の視点から考え
る．BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地＋WEB
のハイブリッド開催）

79. 舩槻紀也，緒方治彦，越川陽介，砂田尚孝，坂井志帆，
板東宏樹，嶽北佳輝，西田圭一郎，木下利彦，加藤
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正樹（2022/11）うつ病の治療反応と治療前後におけ
るmiRNA変化量変化の関連について―Genotype 
Utility Needed for Depression Antidepressant Medication
（GUNDAM）studyより―．BPCNPNPPP4学会合同年
会，東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

80. 髙野謹嗣，嶽北佳輝，加藤正樹，舩槻紀也，村瀬雄士，
板東宏樹，越川陽介，内藤みなみ，緒方治彦，柳田
知世，島本優太郎，山本敦子，髙野翔子，亀谷　舞，
木下利彦（2022/11）Aripiprazole One Monthly使用中
の統合失調症患者に対する brexpiprazole追加投与が
急性期の有効性に与える影響―単盲検無作為比較パ
イロット試験における中間解析結果―．BPCNPNPPP4
学会合同年会，東京（現地＋WEBのハイブリッド開
催）

81. 越川陽介，嶽北佳輝，加藤正樹，髙野謹嗣，舩槻紀也，
村瀬雄士，板東宏樹，内藤みなみ，緒方治彦，柳田
知世，島本優太郎，山本敦子，髙野翔子，亀谷　舞，
木下利彦（2022/11）Aripiprazole One Monthly使用中
の統合失調症患者に対する brexpiprazole追加投与が
認知機能に与える影響―単盲検無作為化比較パイ
ロット試験における中間解析結果―．BPCNPNPPP4
学会合同年会，東京（現地＋WEBのハイブリッド開
催）

82. 加藤正樹，菊地俊暁，渡邊衡一郎，住吉太幹，守口
善 也，Daniel Oudin Astrom，Michael Cronquist 
Christensen（2022/11）日本語版オックスフォード―
うつ病の症状に関する質問票（ODQ）の異文化間妥
当性検証：日本人大うつ病性障害患者へ vortioxetine
治療を行った実臨床研究から．BPCNPNPPP4学会合
同年会，東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

83. 加藤正樹，菊地俊暁，渡邊衡一郎，住吉太幹，守口
善 也，Daniel Oudin Astrom，Michael Cronquist 
Christensen（2022/11）日本におけるうつ病に対する
ゴール達成尺度（GAS-D）の異文化間妥当性検証：
vortioxetineで治療した日本人大うつ病性障害患者に
おける実臨床研究から．BPCNPNPPP4学会合同年会，
東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

84. 加藤正樹，佐野文哉，増田孝裕（2022/11）ルラシドン
の抑うつエピソードを伴う双極 I型障害患者の急速交
代型／非急速交代型の有効性と安全性（プラセボ対
照ランダム化比較臨床試験 2試験のプール解析）．
BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地＋WEBの
ハイブリッド開催）

85. 島本優太郎，安河内彦輝，村瀬雄士，越川陽介，舩
槻紀也，緒方治彦，嶽北佳輝，木下利彦，日笠幸一郎，
加藤正樹（2022/11）本邦のうつ病患者における疾患
発症，重症度，薬物治療反応性に関するゲノムワイ
ド関連解析（GWAS）．BPCNPNPPP4学会合同年会，
東京（現地＋WEBのハイブリッド開催）

86. 嶽北佳輝，佐野文哉，増田孝裕（2022/11）ルラシドン
の急性期統合失調症患者に対する治療応答と用量反

応性：9つのプラセボ対照ランダム化比較臨床試験
データのベースライン精神症状に基づくクラスター
分析より．BPCNPNPPP4学会合同年会，東京（現地
＋WEBのハイブリッド開催）

87. 緒方治彦，木下利彦（2022/11）幼少期被虐待歴とう
つ病の治療反応性の相関．第 63回日本児童青年精神
医学会総会，長野（現地＋WEBのハイブリッド開催）

88. 佃　万里，緒方治彦，柳本嘉時，木下利彦（2022/11）
児童思春期の神経性やせ症の発症から入院までの期
間を予測する因子の検証．第 63回日本児童青年精神
医学会総会，長野（現地＋WEBのハイブリッド開催）

89. 山田妃沙子（2022/11）身体科と精神科の狭間．転院
支援で見えてきた課題．日本総合病院精神医学会無
床フォーラム 2022，WEB開催

90. 北浦祐一（2022/11）あゝ，無床（情）！転院調整を
求められる時，われわれはどう動くべきか？．日本
総合病院精神医学会無床フォーラム 2022，WEB開催

91. 清水敏幸，池田俊一郎，吉村匡史，西田圭一郎，桂　
功士，南翔太，佃　万里，木下利彦（2022/11）機能
的連結に注目したうつ病に対しての反復経頭蓋磁気
刺激（rTMS）療法の治療効果や予測因子．第 52回日
本臨床神経生理学会学術大会，京都

92. 西田圭一郎，南　翔太，越川陽介，池田俊一郎，吉
村匡史，桂　功士，佃　万里，清水敏幸，上田紗津貴，
山根倫也，木下利彦（2022/11）経頭蓋直流電流刺激
とマインドフルネスの併用による抗不安効果と介入
前脳波との関連性．第 52回日本臨床神経生理学会学
術大会，京都

93. 池田俊一郎，佃　万里，清水敏幸，吉村匡史，西田
圭一郎，桂　功士，南　翔太，木下利彦（2022/11）
うつ病に対しての反復経頭蓋磁気刺激（rTMS）治療
における脳活動変化と治療効果予測因子．第 52回日
本臨床神経生理学会学術大会，京都

94. 佃　万里，池田俊一郎，南　翔太，清水敏幸，桂　
功士，西田圭一郎，吉村匡史，木下利彦（2022/11）
反復経頭蓋磁気刺激における刺激位置の検討．第 52
回日本臨床神経生理学会学術大会，京都

95. 木下利彦（2022/11）薬物が脳波に及ぼす影響．第 52
回日本臨床神経生理学会学術大会，京都

96. 西田圭一郎（2022/11）経頭蓋直流電気刺激による脳
波変化とその活用．第 52回日本臨床神経生理学会学
術大会，京都

97. 金田浩由紀，梶原美絵，四方美由紀，大北沙由利，
松本　円，中村奈緒美，嶽北佳輝，増澤宗洋（2022/11）
インシデントレポートにおける影響度分類改変の取
り組み．第 17回医療の質・安全学会学術集会，神戸
市，神戸国際会議場

98. 鈴木美佐，樋之本有那，佐藤幸代，嶽北佳輝，吉村
匡史，木下利彦（2022/11）当院精神神経科での高齢
者診療の変遷．第 41回日本認知症学会学術集会／第
37回日本老年精神医学会［合同開催］，東京（現地＋
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WEBのハイブリッド開催）
99. 吉村匡史（2022/11）脳波関連問題の概要（専門医・
専門技術師試験問題解説）．第 52回日本臨床神経生
理学会学術大会，京都

100. 加藤正樹（2022/11）抗うつ薬の整理及び中止の可
能性．JPW2022（Japan Basic and Clinical Pharmacology 
Week 2022）第 96回日本薬理学会年会／第 43回日本
臨床薬理学会学術総会　同時期開催，横浜

101. 嶽北佳輝（2022/12）精神科領域の臨床試験や企業
治験を前進させるために．JPW2022（Japan Basic and 
Clinical Pharmacology Week 2022）第 96回日本薬理学
会年会／第 43回日本臨床薬理学会学術総会　同時期
開催，横浜

102. 齊藤幸子（2022/12）―精神分析の基礎概念―　対
象喪失について．2022年度日本精神分析学会認定 精
神分析入門セミナー，大阪

103. 高野　隼（2022/12）精神科デイケアにおけるリカ
バリー支援．第 36回大阪府作業療法学会，大阪

104. 池田俊一郎（2022/12）薬物依存症の基礎と現在，
子供たちを取り巻く環境～生きづらさを抱える子供
たちにどのように接するか？～．令和 4年度大阪府
薬物乱用防止教育推進講習会，大阪

著　書
（部分執筆）
1. 嶽北佳輝［ほか］（一般社団法人日本臨床精神神経薬
理学会マニュアル作成委員会）（2022）【精神】セロ
トニン症候群．改訂新版　重篤副作用疾患別対応マ
ニュアル第 3集　3, 331–356頁，一般財団法人日本医
薬情報センター（JAPIC），東京

2. 嶽北佳輝［ほか］（一般社団法人日本臨床精神神経薬
理学会マニュアル作成委員会）（2022）【精神】アカ

シジア．改訂新版　重篤副作用疾患別対応マニュア
ル第 3集　3, 307–330頁，一般財団法人日本医薬情報
センター（JAPIC），東京

3. 鈴木美佐（2022）職員のメンタルケアについて．私
保連おおさか通信　247, 5–7頁，大阪市立社会福祉
センター，大阪

4. 北浦祐一，貞廣良一，吉村匡史（2022）臨床疑問 2　
がん患者に対して，せん妄の発症予防を目的に抗精
神病薬を投与することは推奨されるか？　がん患者
におけるせん妄ガイドライン 2022年版　2, 62–64頁，
金原出版，東京

5. 吉村匡史，北浦祐一（2022）臨床疑問 5　せん妄を有
するがん患者に対して，せん妄の症状軽減を目的と
して，抗精神病薬を投与することは推奨されるか？　
がん患者におけるせん妄ガイドライン 2022年版　2, 
87–95頁，金原出版，東京

6. 加藤正樹［ほか］（2022）第2章 双極性障害　エビデン
スで証明されていること，いないこと―双極性障害．
そこが知りたかった！精神科薬物療法のエキスパー
トコンセンサス　1, 112–128頁，新興医学出版社，東
京

7. 吉村匡史，北浦祐一，池田俊一郎（2022）けいれん，
どうする？　レジデント必読　病棟でのせん妄・不
眠・うつ病・もの忘れに対処する　1, 71–81頁，メジ
カルビュー社，東京

8. 加藤正樹（2022）薬理遺伝学 /ゲノム薬理学．精神医
学領域の論文を読みこなすキーワード 100！　94–95
頁，新興医学出版社，東京

（その他）
1. 嶽北佳輝（2022）電気けいれん療法の適応を再考す
る．週刊医学会新聞　3484号，5–5頁，医学書院，東
京

小児科学講座

〈研究概要〉
関西医科大学小児科学教室は，大学院医学研究科において「発達小児科学」を主宰している．小児科学は，出生直後
の新生児が心身ともに成人（およそ 20歳）となるまでの期間を対象として，あらゆる疾患の診療と研究を行う臨床医
学分野である．したがって当教室は診療グループとして腎・泌尿器グループ，循環器グループ，免疫・アレルギーグルー
プ，心身症グループ，内分泌・代謝グループ，神経グループ，血液・悪性腫瘍グループ，そして新生児グループの 8グ
ループを擁し，あらゆる小児疾患に対応している．
このような対象疾患の多様性，患者の年齢層の広さを反映して，様々な分野・領域で基礎研究，臨床研究を行い，成
果をあげている．2022年も 5つの学会賞を受賞した（第 70回日本化学療法学会・学術奨励賞：中村祥崇助教，日本小
児泌尿器科学会第 10回優秀論文賞（基礎研究部門）：山内壮作講師，第 64回日本小児血液・がん学会・公益信託日本白
血病研究基金小林登賞：大町太一講師，第 64回日本小児血液・がん学会優秀ポスター賞：山添敬史助教，第 43回日本
小児腎不全学会学術集会優秀演題賞：山内壮作講師）．
教室の研究のメインテーマは「腸内細菌叢の異常と小児疾患との関連性の解明」であるが，その他にも様々な臨床研
究を行っている．現在進行中の研究テーマを以下に列挙する．
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1）小児の常在細菌叢に関する研究
・プロバイオティクスやプレバイオティクスが小児の腸内細菌叢に及ぼす影響
・小児の慢性機能性便秘における腸内細菌叢の検討
・発達障がい児における腸内細菌叢の検討
・プレバイオティクスによる食物アレルギーの治療効果
・川崎病患者の腸内細菌叢の検討
・小児の各種てんかんにおける腸内細菌叢のディスバイオーシス
・小児がん患者に対する化学療法が腸内細菌叢に及ぼす影響
・小児がん患者における発熱性好中球減少症における腸内細菌叢の病的意義
・小児の尿路感染症の再発予防策としてのプロバイオティクスやプレバイオティクスの効果
・小児の遺尿や夜尿症における尿中細菌叢の検討
・小児のアトピー性皮膚炎における皮膚細菌叢の検討

2）小児疾患の診断，治療，および病因に関する研究
・モデル動物を用いた特発性ネフローゼ症候群の蛋白尿出現機序の解明
・iPS細胞から誘導した腎糸球体上皮細胞（ポドサイト）におけるmTORシグナル経路の役割の解明
・新しい評価法・DN-CASを用いた小児がん患者の認知機能の再評価
・視標追跡を用いた発達障がい児のスクリーニング法の開発
・小児の様々な病態における終末糖化産物の関与
・チアノーゼ性心疾患に伴う腎症（チアノーゼ腎症）のバイオマーカーの探索
・小児の排尿時膀胱尿道造影の客観的評価法の検証
以上の他，さまざまな小児疾患の病態解明や治療につながる臨床研究を企画・実施している．

〈研究業績〉
原　著
1. Tetsuo Nakayama, Hisakuni Sekino, Hirokazu Aihara and 

Minoru Kino (2022) Appropriate needle length determined 
by ultrasonic echography for intramuscular injection in 
Japanese elderly over 50 years. Healthcare 10(5): 800–808

2. Hiwatari M, Seki M, Matsuno R, Yoshida K, Nagasawa T, 
Sato-Otsubo A, Yamamoto S, Kato M, Watanabe K, 
Sekiguchi M, Miyano S, Ogawa S and Takita J (2022) 
Novel TENM3-ALK fusion is an alternate mechanism for 
ALK activation in neuroblastoma. Oncogene 41(20): 
2789–2797

3. Takahashi Y, Ishida H, Imamura T, Tamefusa K, Suenobu 
S, Usami I, Yumura-Yagi K, Hasegawa D, Nishimura S, 
Suzuki N, Hashii Y, Deguchi T, Moriya-Saito A, Kosaka 
Y, Kato K, Kobayashi R, Kawasaki H, Hori H, Sato A, 
Kudo T, Nakahata T, Oda M, Hara J and Horibe K (2022) 
JACLS ALL-02  SR pro toco l  r educed- in tens i ty 
chemotherapy produces excellent outcomes in patients with 
low-risk childhood acute lymphoblastic leukemia. Int J 
Hematol 115(6): 890–897

4. Tatsuo Nishimura, Mitsuru Fukazawa, Keisuke Fukuoka, 
Teruo Okasora, Shinichi Yamada, Shigeharu Kyo, Makoto 
Homan, Takuma Miura, Yasuyuki Nomura, Shinya 
Tsuchida, Shigehiro Yajima, Satoshi Aoki, Yutaka 
Nakamura, Taisuke Hosaka, Hirokazu Hidaka, Hiroyuki 
Yamamori, Akira Inoue and Jiro Morimoto (2022) Early 
introduction of very small amounts of multiple foods to 

infants: A randomized trial. Allergol Int 71(3): 345–353
5. Hirabayashi M, Yamanouchi S, Akagawa S, Akagawa Y, 

Kino J, Fujishiro S, Kimata T, Mine K, Tsuji S, Ohashi A 
and Kaneko K (2022) Accuracy of diagnosing acute kidney 
injury by assessing urine output within the first week of life 
in extremely preterm infants. Clin Exp Nephrol 26(7): 
709–716

6. Ishizaki Y, Matsuo M, Saito K and Fujihira Y (2022) 
Factors surrounding the healthcare transition from pediatric 
to adult care in 5p- syndrome: a survey among healthcare 
professionals. Front Pediatr 10: 924343

7. Fujishiro S, Tsuji S, Akagawa S, Akagawa Y, Yamanouchi 
S, Ishizaki Y, Hashiyada M, Akane A and Kaneko K 
(2022) Dysbiosis in gut microbiota in children born 
preterm who developed autism spectrum disorder: a pilot 
study. J Autism Dev Disord Online ahead of print

8. Jiro Takeuchi, Yoshitoki Yanagimoto, Yuki Sato, Ryota 
Ochiai, Akinori Moriichi, Yuko Ishizaki and Takeo 
Nakayama (2022) Efficacious interventions for improving 
the transition readiness of adolescents and young adult 
patients with chronic illness: A narrative review of 
randomized control trials assessed with the transition 
readiness assessment questionnaire. Front Pediatr 10: 
983367

9. Tatsuo Nishimura, Hiromi Muta, Taisuke Hosaka, Makoto 
Ueda and Kazue Kishida (2022) Multicentre, randomised 
study found that honey had no pharmacological effect on 
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nocturnal coughs and sleep quality at 1–5 years of age. 
Acta Paediatr 111(11): 2157–2164

10. Minami M, Tsuji S, Akagawa S, Akagawa Y, Yoshimoto Y, 
Kawakami H, Kohno M and Kaneko K (2022) Effect of a 
bifidobacterium-containing acid-resistant microcapsule 
formulation on gut microbiota: a pilot study. Nutrients 
14(22): 4829

11. 田邉裕子，野村直宏，見浪実紀，東野博彦，高屋淳二，
金子一成（2022）1型糖尿病患児の保護者へのグルカ
ゴン点鼻粉末剤に対する意識調査．日小児会誌　
126(8): 1177–1180

12. 三宅広彦，酒井康裕，田原智満，並河　健，足立　靖，
植村芳子，長沼　誠，蔦　幸治（2022）顆粒型側方
発育型大腸腫瘍（LST-G）を病変内に認めた腸間膜静
脈硬化症の 1症例．診断病理　39(4): 306–312

13. 柳本嘉時，石崎優子，中井陽子，長尾靖子，藤井由里，
東野博彦，金子一成（2022）原著 /Original　新型コロ
ナウイルス感染症の流行による長期休校が心理社会
的問題を抱えた小児に及ぼす影響．子の心とからだ　
31(3): 376–382

総　説
1. 金子一成（2022）新型コロナウイルス感染症パンデ
ミック下の川崎病病因論．大阪小児科医会会報　
(201): 3–7

2. 辻　章志（2022）就学前の排尿・排便 お悩み解決：
夜尿（おねしょ）への対応 ③：アラーム治療．チャ
イルドヘルス　25(5): 352–355

3. 金子一成（2022）【小児医療の最先端】臨床編　小児
の輸液療法再考．医学のあゆみ　282(5): 477–483

4. 藤井喜充（2022）小児の慢性機能性便秘症の最近の
話題．大阪小児科医会会報　(203): 3–6

5. 西﨑直人，辻　章志，内藤泰行（2022）【2022年なに
あった？】Catch Up! 診療ガイドライン　夜尿症診療
ガイドライン，改訂！　薬局　73(13): 3023–3028

症例報告
1. Toyama Y, Fujii Y, Hori SI, Yoshimura K and Kaneko K 

(2022) L-carnitine rescue for neonatal intractable 
mitochondrial cardiomyopathy. Pediatr Int 64(1): e15143

その他
1. Yanagimoto Y (2022) Transition of adult patients with 

pediatric orthostatic intolerance from child-centered care to 
adult-centered care. Front Pediatr 10: 946306

2. 辻　章志（2022）Journal club ―抄読会―．小児臨　
75(2): 336–348

3. 保坂泰介（2022）ベッドサイドメモ　乳幼児期に親
指が伸びなくなる 2つの疾患「強剛母指」と「握り
母指症」．大阪小児科医会会報　(201): 33–34

4. 柳本嘉時（2022）不登校診療事例集　第 2弾　保護

者の神経発達症と精神疾患が原因で家庭機能不全と
なり，不登校に至った事例．子の心とからだ　31(1): 
70–72

5. 石崎優子（2022）COVID-19感染拡大下の心身症，発
達障害の子どもたち．大阪小児科医会会報　(202): 
5–7

6. 石崎優子（2022）各専門領域における小児期発症慢
性疾患の成人移行支援の取り組みの現状　心身症．
小児内科　54(9): 1509–1510

7. 石崎優子（2022）【今考える，移行期医療】疾患モデ
ルから考えよう　これからの移行期医療　発達障害　
移行支援総論．小児診療　85（秋増刊）: 233–236

8. 藤井喜充（2022）大阪に戻ってきて．大阪小児科医
会会報　(203): 39

9. 石崎優子（2022）【今こそ知りたい！HPVワクチン
のすべて】副反応と疑われた症状は何だったのか．
チャイルド ヘルス　25(12): 900–903

10. 柳夲嘉時（2022）近未来の小児科のあり方・これか
らの展望】子どもの心と社会　不登校・ひきこもり．
小児科　63(13): 1607–1612

11. 石崎優子（2022）【外来で診る発達障害―基礎知識&
よくある相談への対応】継続的な診療と生活のサポー
ト　トランジションの問題　スムーズに成人診療科
に移行するために．小児科　63(11): 1310–1314

12. 石崎優子（2022）【小児疾患診療のための病態生理　
3　改訂第 6版】発達障害，心身症，精神疾患　起立
性調節障害．小児内科　54（増刊）: 822–826

13. 野村昌作，松野良介，野田幸弘（2022）地域医療連
携　関西医大附属病院における血友病包括診療．生
体防御の臨床　10(1): 28–31

学会発表
1. Atsushi Ohashi, Kafumi Komuro, Chieko Numaguchi, 

Naho Sato, Akemi Hara and Reiko Kato (2022/10) To 
clarify that educational intervention using the disaster 
prevention education tool contributes to the improvement 
of disaster prevention knowledge of challenged children. 
7th International Research Conference of World Society of 
Disaster Nursing, WEB (Taiwan)

2. Sadayuki Fujishiro, Shoji Tsuji, Shohei Akagawa, Yuko 
Akagawa, Sohsaku Yamanouchi, Yuko Ishizaki and 
Kazunari Kaneko (2022/11) Dysbiosis in gut microbiota in 
children born preterm who developed autism spectrum 
disorder: a pilot study. The 9th International Human 
Microbiome Consortium Congress 2022, 神戸

3. Yoshiki Teramoto, Shohei Akagawa, Yuko Akagawa, 
Shin-ichiro Hori, Sohsaku Yamanouchi, Shoji Tsuji, 
Koichiro Higasa and Kazunari Kaneko (2022/11) Gut 
microbiota as a factor underlying Kawasaki disease 
susceptibi l i ty.  International  Human Microbiome 
Consortium 9th Congress, 兵庫
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4. Shoji Tsuji, Shohei Akagawa, Yuko Akagawa, Sohsaku 
Y a m a n o u c h i  a n d  K a z u n a r i  K a n e k o  ( 2 0 2 2 / 1 1 ) 
Characteristics of urobiome in patients with nocturnal 
enuresis with daytime urinary incontinence and its 
involvement in pathogenesis. The 9th International Human 
Microbiome Consortium Congress 2022, 神戸

5. Okano Mai, Tsuji Shoji, Akagawa Shohei, Kato Shogo, 
Yamanouchi Sohsaku, Kimata Takahisa and Kaneko 
Kazunari (2022/11) A study on the effectiveness of 
vivegron in shortening the duration of treatment for 
refractory nocturnal enuresis. The 5th Korea-Japan 
Enuresis Society Joint Meeting, 韓国

6. Shohei Akagawa, Shoji Tsuji, Yuko Akagawa, Sohsaku 
Yamanouchi and Kazunari Kaneko (2022/12) Urobiome 
characteristics in patients with nocturnal enuresis with 
daytime urinary incontinence, and its involvement in 
pathogenesis. Annual Congress of International Children’s 
Continence Society 2022, 台湾（WEB）

7. 赤川翔平（2022/01）カップルとしてのキャリア形成
を考える―夫の立場から．令和 3年度「医学生，研
修医等をサポートするための会」，WEB

8. 山本真菜，柳夲嘉時，石崎優子，金子一成（2022/01）
摂食障害の治療中に潰瘍性大腸炎と診断した 12歳女
児例．第 19回日本小児心身医学会関西地方会，大阪

9. 小林穂高，寺川えり子，山本貴美恵，東村有理，亀
田真理子（2022/01）LD-SKAIPを用いた多職種によ
る LDの診断と支援．第 19回日本小児心身医学会関
西地方会，高槻市（Web）

10. 野田幸弘（2022/01）クローン病を併発した血友病 B
の治療経験―複数の EHL製剤による治療経験と考察
―．東北HemophiliaB WebConference，大阪

11. 荒木　敦（2022/01）小児脳波の基礎知識．第 15回脳
波・筋電図セミナー，京都

12. 中井陽子（2022/02）当院で経験した新生児 -乳児消
化管アレルギー患者の臨床像のまとめ．関西アレル
ギーカンファレンス，大阪

13. 荒木　敦（2022/02）発達症がいの総論と自閉スペク
トラム症について．令和 3年度発達障がい医師養成
研修，大阪

14. 小林穂高（2022/02）発達が気になる子どもと保護者
を地域全体で支えるために～ネウボラや 5歳児健診
などの取り組みを通して～．大阪府発達障がい医療
機関初診待機解消事業業（拠点医療機関と登録医療
機関の連携強化業務）（大阪府委託事業）令和 3年度
研修会，八尾市，Web

15. 山添敬史，藤代定志，大町太一，松野良介，金子一
成（2022/02）5年間てんかんとして加療されていた
脳腫瘍の学童例．近畿小児科学会，大阪

16. 野村直宏，田邉裕子，見浪実紀，長沼　誠，金子一
成（2022/02）成長障害が先行したと考えられた Crohn
病の 15歳男児例．第 35回近畿小児科学会，大阪

17. 見浪実紀，田邉裕子，野村直弘，金子一成（2022/02）
敗血症を呈した遅発型 B群溶血性レンサ球菌感染症
の乳児例の経験．第 35回近畿小児科学会，大阪

18. 山添敬史，藤代定志，大町太一，松野良介，金子一
成（2022/02）5年間てんかんとして加療されていた 
脳腫瘍の学童例．第 35回近畿小児科学会，大阪

19. 大沼竹紫，山岸　満，高屋淳二（2022/02）当院 5年
間における中枢性思春期早発症 26例の検討．第 35回
近畿小児科学会，大阪

20. 藤代亜佑美，赤川翔平，藤井喜充，中井陽子，山岸満，
金子一成（2022/02）腹部超音波検査により経口負荷
試験の症状出現を予測し得た新生児乳児消化管アレ
ルギーの新生児例．第 35回近畿小児科学会，大阪

21. 荒木　敦（2022/03）小児てんかんの新しい分類と治
療．てんかんWebセミナー，大阪

22. 藤代定志（2022/03）北河内での神経筋疾患診療の共
有．北河内小児神経筋疾患webセミナー，大阪

23. 荒木　敦（2022/03）小児神経科からみた子どもの発
達症．第 1回Neuro-Diversity Symposium，大阪

24. 寺川えり子，小林穂高，石崎優子，古川恵美（2022/03）
ペアレント・トレーニングを受けた保護者の語りの
分析．第 19回日本小児心身医学会東海北陸地方会，
名古屋市，Web

25. 小林穂高，寺川えり子，亀田真理子（2022/03）就学
前から始める教育と医療の連携～チーム名張の実践
報告～．第 19回日本小児心身医学会東海北陸地方会，
名古屋市，Web

26. 中村　恵，小林穂高（2022/03）発達障害児支援にお
ける多職種連携の最前線を知る～保育者養成課程の
学生アンケートの分析～．第 19回日本小児心身医学
会東海北陸地方会，名古屋市，Web

27. 野田幸弘（2022/03）関西医大における血友病患者の
スポーツ活動の現状と課題．第 4回OSAKA血友病
カンファレンス，大阪

28. 辻　章志（2022/03）ここが変わった夜尿症診療ガイ
ドライン 2021～改訂された診療ガイドラインの読み
方～．夜尿症ウェブセミナー，大阪（WEB）

29. 野田幸弘（2022/03）血友病 Bの最近の話題と臨床経
験．Alprolix Webinar 2022，大阪

30. 藤井喜充，中井陽子，赤川翔平，金子一成（2022/03）
胃瘻からの経腸栄養剤投与が初回通過効果に及ぼす
影響：小児例での検討．第 35回近畿小児科学会，大
阪

31. 松野良介（2022/04）小児血友病患者の関節評価の意
義と現状．Hemophilia Meeting，大阪

32. 金子一成（2022/04）小児における腸内細菌叢研究：
疾患感受性因子としてのディスバイオーシス．第 62
回新潟県小児科医会学術講演会，オンライン

33. 岡野　舞，木全貴久，浦上智加，赤川友布子，赤川
翔平，加藤正吾，山内壮作，辻　章志，金子一成
（2022/04）乳児の有熱性尿路感染症のリスク因子とし
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ての尿中ウロモジュリン濃度に関する検討．第 125
回日本小児科学会学術集会，Web（福島）

34. 山添敬史，大町太一，松野良介，金子一成（2022/04）
多段階発症機構を示唆す ETV6/RUNX1融合遺伝子陽
性の急性白血病の 1例．第 125回日本小児科学会学術
集会，福島

35. 石﨑優子（2022/04）起立性調節障害治療の新たな展
開―運動療法．第 125回日本小児科学会学術集会，福
島県

36. 大町太一，厚海奈穂，松野良介，山添敬史，金子一
成（2022/04）臨床所見による組織球性壊死性リンパ
節炎と悪性リンパ腫の鑑別の試み．第 125回日本小
児科学会学術集会，福島

37. 辻　章志，赤川翔平，赤川友布子，加藤正吾，山内
壮作，木全貴久，金子一成（2022/04）小児の夜尿症
における発達症の併存率に関する疫学研究：中核市
の小学生を対象とした検討．第 125回日本小児科学
会学術集会，福島

38. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，藤岡龍哉，辻　章志，
人見浩史，金子一成（2022/04）特発性ネフローゼ症
候群におけるmTORの役割の解明：ヒト iPS細胞由
来ポドサイトを用いた検討．第 125回日本小児科学
会学術集会，福島

39. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，木全貴久，藤岡龍哉，
辻　章志，人見浩史，金子一成（2022/04）mTOR阻
害薬を用いた iPS細胞から腎糸球体上皮細胞への効率
的な平面培養誘導法の開発．第 125回日本小児科学
会学術集会，福島

40. 柳夲嘉時（2022/04）起立性調節障害治療の新たな展
開―生理食塩水点滴の有効性―．第 125回日本小児
科学会学術集会，福島

41. 東野博彦，木野仁郎，村上貴孝，荒木　敦，木野　
稔（2022/04）新型COVID-19感染症流行前後のRSウ
イルス感染関連入院患者の臨床的特徴．第 125回日
本小児科学会学術総会，郡山

42. 岡野　舞，岡野善行，岡本美紀，矢崎正英，乾あやの，
大浦　敏，博村山圭，渡辺順子，徳原大介，竹島泰弘，
金子一成（2022/04）シトリン欠損症患者のエネル
ギー，蛋白質，脂質，および炭水化物の摂取量の分
析：成人発症 II型シトルリン血症の予防に向けて．
第 125回日本小児科学会学術集会，WEB（福島）

43. 石﨑優子（2022/04）小児科医が知っておきたい里親
や養子縁組など多様な家庭の支援のあり方．第 125
回日本小児科学会学術集会，福島

44. 石﨑優子，星野寛美，古川恵美，山本真菜，柳本嘉時，
金子一成（2022/04）小児科医による里親・養親家庭
の支援に関する実態調査：児童相談所と民間あっ
せん機関の比較．第 125回日本小児科学会学術集会，
福島

45. 神田咲希，中村祥崇，原口耕平，荒木　敦，木野　稔，
和田泰三，木全貴久，金子一成（2022/04）COVID-19

に罹患しサイトカイン放出症候群（CRS）を呈した
生後 1か月の乳児例の経験．大阪小児感染症研究会，
大阪

46. 金子一成（2022/04）小児泌尿器科学の話題：夜尿症
の新しい診療ガイドラインと尿路感染症の治療戦略．
小児UROLOGYフォーラム，オンライン

47. 石﨑優子（2022/05）小児・思春期の起立性調節障害
の理解と対応．日本臨床発達心理士会兵庫支部令和 4
年第 1回研修会，兵庫

48. 荒木　敦（2022/05）大阪旭こども病院における
COVID-19　入院例の臨床像とMIS-Cについて．第 45
回KMU小児臨床研究会，大阪

49. 松野良介（2022/05）関西医科大学附属病院の血友病
包括診療と関節評価．Hemophilia Meeting，大阪

50. 山内壮作，辻　章志，木全貴久，赤川友布子，赤川
翔平，加藤正吾，金子一成（2022/05）小児の特発性
ネフローゼ症候群の腸内細菌叢と発症・再発の関連
性の検討．第 57回日本小児腎臓病学会学術集会，沖
縄

51. Saikhanchimeg Myagmankhuu，辻　章志，赤川翔平，
赤川友布子，加藤正吾，山内壮作，木全貴久，金子
一成（2022/05）抗菌薬による抗タンパク尿効果　ネ
フローゼ症候群モデルラットを用いた検討．第 57回
日本小児腎臓病学会学術集会，沖縄

52. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，藤岡龍哉，辻　章志，
人見浩史，金子一成（2022/05）mTOR阻害薬を用い
た iPS細胞から腎糸球体上皮細胞への効率的な平面培
養誘導法の開発．第 57回日本小児腎臓病学会学術集
会，沖縄県宜野湾市

53. 野村直宏，田邉裕子，見浪実紀，金子一成（2022/06）
経過中に 2型糖尿病を発症しGH治療を中止した
SGA性低身長症の 1例．第 95回日本内分泌学会学術
総会，大分

54. 金子一成（2022/06）乳児尿路感染症に対する Top 
Down Approachと Bottom Up Approach．第 58回日本
小児放射線学会学術集会，千葉県浦安市

55. Saikhanchimeg Myagmankhuu，辻　章志，赤川翔平，
赤川友布子，加藤正吾，山内壮作，木全貴久，金子
一成（2022/06）抗菌薬による抗タンパク尿効果　ネ
フローゼ症候群モデルラットを用いた検討．第 65回
日本腎臓学会学術集会，神戸

56. 松野良介，山添敬史，大町太一，野田幸弘，野村昌作，
金子一成（2022/06）関西医科大学における血友病包
括診療．Fujimoto Hemophilia Forum in Kansai，大阪

57. 松野良介（2022/06）血友病に対する包括診療の試み．
大坂小児科学会，大阪

58. 山内壮作，辻　章志，木全貴久，赤川友布子，赤川
翔平，金子一成（2022/06）小児の特発性ネフローゼ
症候群の腸内細菌叢と発症・再発の関連性の検討．
第 65回日本腎臓学会学術総会，神戸

59. 保田真宏，岡野　舞，加藤　憲，藤岡龍哉，辻　章志，
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人見浩史，金子一成（2022/06）mTOR阻害薬を用い
た iPS細胞から腎糸球体上皮細胞への効率的な平面培
養誘導法の開発．第 65回日本腎臓学会学術総会，神
戸

60. 野田幸弘（2022/06）ヘムライブラの導入と安全性指
導について．Emicizumab安全性セミナー，大阪

61. 岡野　舞，辻　章志，赤川翔平，加藤正吾，山内壮作，
木全貴久，金子一成（2022/06）難治性夜尿症に対す
るビベグロンの治療期間短縮効果に関する検討．第
33回日本夜尿症学会学術集会，WEB（札幌）

62. 辻　章志，赤川翔平，赤川友布子，加藤正吾，山内
壮作，木全貴久，金子一成（2022/06）小児の夜尿症
における発達症の併存率に関する疫学研究：中核市
の小学生を対象とした検討．第 33回日本夜尿症学会
学術集会，札幌

63. 大橋　敦（2022/06）大阪府医師会の新生児蘇生法講
習会のあゆみ．令和 4年度第 2回周産期医療研修会，
大阪

64. 小林穂高，寺川えり子（2022/06）LD-SKAIPを活用
した医療と教育の連携による SLD児の支援．第 127
回日本小児精神神経学会，福島県白河市，Web

65. 赤川友布子（2022/07）腸内細菌叢を標的とした小児
の尿路感染症再発予防法の検討．第 19回日本女性腎
臓病医の会，WEB

66. 神田咲希，中村祥崇，松野良介，清水正樹，金子一
成（2022/07）抗Ku抗体陽性の overlap症候群の 11歳
女子例．第 46回日本小児皮膚科学会学術大会，千葉

67. 小林穂高（2022/07）発達が気になる子どもと保護者
を地域全体で支えるために～ネウボラや 5歳児健診
などの取り組みを通して～．滋賀県神経発達症・児
童思春期医療研修会，大津市WEB

68. 高屋淳二（2022/07）子供の肥満は増加する．河内医
師会学術講演会，東大阪

69. 辻　章志，岡野　舞，赤川翔平，赤川友布子，加藤
正吾，山内壮作，木全貴久，金子一成（2022/07）薬
剤抵抗性夜尿症に対するビベグロンの治療期間短縮
効果に関する検討．第 31回日本小児泌尿器科学会，
東京

70. 赤川翔平，辻　章志，赤川友布子，山内壮作，金子
一成（2022/07）単一症候性夜尿症患児と非単一症候
性夜尿症患児の尿中細菌叢の差異．第 31回日本小児
泌尿器科学会総会・学術集会，東京

71. 高屋淳二（2022/07）親のオンナ心　子太らす．第 16
回フレキシブルシルク電極研究会，WEB

72. 小林穂高（2022/08）不登校主訴の子が来たら―小児
科編．第 23回日本小児精神医学研究会教育ウェブセ
ミナー，大阪WEB

73. 辻　章志（2022/09）最近の医療における諸問題：コ
ロナ時代の医師の働き方改革～外来機能維持と地域
医療連携～：大学病院の立場から．大阪府医師会役
員と勤務医部会役員との懇談会，大阪（WEB）

74. 金子一成（2022/09）小児疾患における腸腎連関．第
2章　腸内微生物叢研究の最前線シリーズ（第 8弾），
オンライン

75. 寺川えり子，小林穂高，石崎優子，古川恵美（2022/09）
ペアレント・トレーニング参加者が語ったこと～共
起ネットワークを用いて～．第 40回日本小児心身医
学会，Web

76. 小林穂高，金　泰子，柴田光則，真木征鷹（2022/09）
性の多様性を学びたい！（イブニングセミナー「性
の多様性～小児心身医学を実践するうえで私たちが
知っておくべきこと～」）．第 40回日本小児心身医学
会，Web

77. 小林穂高，寺川えり子（2022/09）子どものこころの
臨床における主治医と適応指導教室教員との連携の
意義について．第 40回日本小児心身医学会，Web

78. 石﨑優子（2022/09）インターネット依存とADHDの
子どもたち．第 40回日本小児心身医学会学術集会，
秋田

79. 柳夲嘉時，石崎優子，山本真菜，金子一成（2022/09）
母児分離による治療が有効であった神経性やせ症の
男児例．第 40回日本小児心身医学会学術集会，秋田
（Web）

80. 福地　成，赤坂美幸，小林穂高（2022/09）災害対策
委員会トークセッション「緊急事態のときに子ども
を支えるために～自然災害，コロナ禍から戦禍まで」．
第 40回日本小児心身医学会，Web

81. 石崎優子，古川恵美，池田友美，中村　恵，長濱輝代，
柳本嘉時，福地　成，金子一成（2022/09）児童相談
所ならびに養子縁組民間あっせん機関に対する里
親・養子縁組に関するアンケート：小児医療従事者
が知っておくべき里子・養子の特性．第 40回日本小
児心身医学会学術集会，秋田

82. 柳夲嘉時（2022/09）子どもの睡眠習慣改善の第一歩　
保護者への対応方法を含めて．第 40回日本小児心身
医学会学術集会，秋田（Web）

83. 赤川翔平，辻　章志，金子一成（2022/09）16S rRNA
遺伝子解析法による小児の尿細菌叢解析．第 235回
大阪小児科学会，WEB

84. 荒木　敦（2022/09）小児神経医の視点から．ND 
Symposoum ～小児神経発達症の疑問に答えます！～，
大阪

85. 石﨑優子（2022/09）小児の摂食障害の理解と対応．
こどもの成長と発達Webセミナー，大阪

86. 荒木　敦（2022/09）ADHD治療薬 使い分けのコツ．
第 2回神経発達症ネットワークフォーラム，大阪

87. 石﨑優子（2022/10）起立性調節障害への対応―今，
できることから始めよう．2022年度山形県小児保健
会総会第 57回研修会，山形

88. 金子一成（2022/10）小児疾患と腸内細菌叢の関連．
第 78回愛媛県小児科医会教育集会，愛媛県松山市＋
オンライン
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89. 赤川翔平，金子一成（2022/10）食物アレルギーと
microbiome．第 71回日本アレルギー学会学術大会，
東京

90. 石﨑優子（2022/10）コロナ禍の子どもたちの心の問
題．第 43回大阪の医療と福祉を考える公開討論会　
コロナ禍におけるメンタルヘルス　子どもたちが抱
えるストレス―気づいてあげて子どもたちのサイン，
大阪

91. 小林穂高（2022/10）LD-SKAIPを使った教育・医療
の連携（LD-SKAIP委員会企画シンポジウム「書きの
つまずきへの LD-SKAIPの実践～検査結果に基づい
た指導と連携～」）．日本 LD学会第 31回大会京都，
京都

92. 高屋淳二，田辺裕子，野村直宏，見浪実紀，大沼竹紫，
金子一成（2022/11）ソニック・ヘッジホッグはアディ
ポネクチンとインスリン抵抗性とに相関する．第 55
回日本小児内分泌学会学術集会，横浜

93. 石﨑優子（2022/11）小児科医による里親・養子縁組
家庭支援ネットワークの構築を促進する要因　児童
相談所および養子縁組民間あっせん機関に対する里
親・養子縁組に関するアンケート調査結果の報告．
子どものための養子縁組・関係機関連携会議，東京

94. 田邉裕子，野村直宏，見浪実紀，高屋淳二，金子一
成（2022/11）男児の特発性中枢性思春期早発症 20例
の検討．第 55回日本小児内分泌学会，横浜

95. 赤川友布子，山内壮作，加藤正吾，赤川翔平，木全
貴久，辻　章志，金子一成（2022/11）小児の特発性
ネフローゼ症候群の腸内細菌叢と発症・再発の関連
性の検討．第 54回日本小児感染症学会総会・学術集
会，福岡

96. 赤川翔平，辻　章志，赤川友布子，山内壮作，金子
一成（2022/11）昼間遺尿を伴う夜尿症児の尿中細菌
叢の特徴と病態への関与．第 54回日本小児感染症学
会総会・学術集会，福岡
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100. 辻　章志，金子一成（2022/11）尿中細菌叢解析の
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どさに気づこう～心身症・発達障害・不登校など～．
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胸椎圧迫骨折を契機に発見されたビタミンD欠乏症
の 12歳男児例．第 32回臨床内分泌代謝Update，東
京

104. 石﨑優子（2022/11）子どもの睡眠と生活習慣，身
体活動―コロナ禍の子どもの睡眠―．第 128回日本
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赤川友布子，加藤正吾，山内壮作，木全貴久，金子
一成（2022/11）抗菌薬による抗タンパク尿効果：ネ
フローゼ症候群モデルラットに用いた検討．第 33回
腎とフリーラジカル研究会，茨城

106. 小島崇嗣，木村彰宏，山本千尋，黒坂文武，笹井み
さ（2022/11）卵白で離乳を開始すると鶏卵 FPIESの
発症を阻止できる可能性がある．第 59回日本小児ア
レルギー学会，沖縄

107. 石﨑優子（2022/11）社会的養護の子どもを守る―
里親の困りごとと入所時の予防接種の実態―．プレ
ベナー 13インターネットシンポジウム～小児の予防
接種における残された課題～，大阪

108. 荒木　敦（2022/11）河内圏域の医療的ケア児の支
援について．大阪府医師会令和 4年度小児在宅医療
研修会，大阪

109. 辻　章志（2022/11）夜尿症診療のアプローチのコ
ツ～夜尿症診療ガイドライン 2021作成の過程を通じ
て～．Meet the Expert Seminar，大阪（WEB）

110. 小林穂高（2022/11）行動や発達が気になる子ども
の保護者への対応．伊賀・名張薬剤師会研修会，名
張市Web

111. 小林穂高（2022/11）多様な発達特性　～障がいな
の？凸凹なの？個性なの？～．第 46回「保護者と教
職員の教育研究会」，伊勢

112. 藤井喜充，高畑枝理子（2022/11）発育性股関節形
成不全の超音波検査（グラフ法，大腿法，前方法に
ついて）．第 7回日本小児超音波研究会，大阪

113. 金子一成（2022/11）小児の腸内細菌叢の乱れと各
種疾患の関連．第 2回秋田小児腸内フローラ講演会，
オンライン

114. 松野良介（2022/11）小児血友病患者の関節評価の
意義と現状患者の関節評価の意義とその現状．Plus 
Chugai，東京

115. 赤川翔平（2022/11）関西医科大学アレルギーセン
ターにおける小児アトピー性皮膚炎治療．北大阪皮
膚科小児科地域連携の会，WEB

116. 小林穂高（2022/11）発達や行動が気になる子ども
と保護者を支えるために地域でできること．子ども
たちの“今”を知る公開講座（NPO法人 CASN），大
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117. 岡野　舞，岡野善行，井原健二，梶俊策，岩淵　敦，
八木麻理子，乾あやの，村山　潤，小谷裕美子，人
見浩史（2022/11）シトリン欠損症の適応・代償期に
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118. 山添敬史，松野良介，藤代定志，大町太一，金子一
成（2022/11） て ん か ん 性 脳 症 を 呈 し た 下 垂
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学術集会，東京

119. 山内壮作，平林雅人，赤川翔平，赤川友布子，木野　
仁郎，加藤正吾，峰　研治，辻　章志，金子一成
（2022/12）超早産児の急性腎障害診断における
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第 43回日本小児腎不全学会学術集会，東京

120. 石﨑優子（2022/12）子どもの睡眠と生活習慣，身
体活動―新型コロナと子どもの睡眠―．京都小児科
医会学術講演会，京都

121. 荒木　敦（2022/12）神経発達症と睡眠の問題．小
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1. 木全貴久（2022）小児の血液検査・尿検査．レジデン
トノート 1　23, 15頁，羊土社，東京

2. 木全貴久（2022）尿路感染症．小児疾患診療のため
の病態生理 2　改訂第 6,, 561–565頁，東京医学社，東
京

3. 藤井喜充，伊藤陽里（2022）CQ8 ロタウイルスワク

チン接種は腸重積症の発生リスクを上昇させるか？　
エビデンスに基づいた小児腸重積症の診療ガイドラ
イン改定第 2版　2,, 13–18頁，へるす出版，東京

4. 松野良介（2022）乳児神経芽腫の中には無治療経過
観 察 し て よ い 例 が あ る の か ？　小 児 科 診 療
Controversy　256–259頁，中外医学社，東京

5. 木全貴久（2022）高度浮腫を呈するネフローゼ症候
群にアルブミン投与は必要か？　小児科診療
Controversy　1, 1, 374–379頁，中外医学社，東京

6. 金子一成（2022）膀胱尿管逆流の乳幼児に予防的抗
菌薬の内服は必要か？　小児科診療 Controversy　
341–345頁，中外医学社，東京

7. 柳夲嘉時（2022）86 ロックダウン・休校は発達障害
児のメンタルヘルスにどのような影響を及ぼしたの
か？　小児科診療Controversy　1, 442–446頁，中外医
学社，東京

8. 石﨑優子（2022）新型コロナウイルス感染症拡大，
そしてアフターコロナの時代に子どもの心身の健康
に何が起こる？　小児科診療Controversy　1, 447–449
頁，中外医学社，東京

9. 金子一成（2022）腎・泌尿器疾患　各論．標準小児
科学　9, 568–592頁，医学書院，東京

（編集・監修）
1. 金子一成（2022）CBT・医師国家試験のためのレ
ビューブック小児科 2022–2023　5, 2–44頁，メディッ
クメディア，東京

2. 金子一成（2022）小児科診療 Controversy　1–467頁，
中外医学社，東京

3. 金子一成（2022）病気がみえる　vol. 15 小児科　
356–381頁，メディックメディア，東京

外科学講座

〈研究概要〉
肝臓外科では，腹腔鏡下肝切除を中心として年間約 200件の肝切除術を実施しており，低侵襲かつ効果的な術式を開
発する為の研究を行っている．また，豊富な肝切除経験から得られた膨大な臨床データを基盤として，日本医療研究開
発機構（AMED）や日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）と共に多施設共同研究を展開しており，特定臨床研究を含む
40件の臨床研究を実施中である．基礎研究においては，国内外の施設と共同で肝胆道系難治癌の網羅的遺伝子解析を実
施し，その発生要因から予後因子まで探索している．さらに，難治癌に対する効果的な薬剤投与法の開発や癌ワクチン
開発，水素を用いた癌に対する補助治療法の開発，サルコペニアに対する EMSを用いた筋力強化法の研究など，肝胆
道癌の克服を目指した多岐に渡る研究を展開している．

胆膵外科では，国内外の施設と多施設共同臨床研究ならびに学内では光免疫研究所，病理学講座や消化器内科学講座
と協同して基礎研究を行い，胆膵外科手術の工夫，手術成績，胆膵癌治療成績の改善を目標として現在 30件以上の研
究を継続している．公的，競争的研究資金を多数獲得し，4件の特定研究を研究代表施設としてリードしている．膵癌
腹膜転移に対する腹腔内投与併用療法の有用性を検証するための第 3相試験，切除可能もしくは切除不能膵癌における
集学的治療の有害事象や完遂率を改善するための機能性食品の有用性を検証する臨床試験，膵管内乳頭嚢胞性腫瘍に対
する膵切除後残膵病変を調査するための国際的多施設共同試験を行っている．胆膵癌病理標本を用いて，網羅的遺伝子
解析による予後関連因子の同定，腸内細菌叢の網羅的遺伝子解析による化学療法の治療効果や手術治療成績への影響を
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検証する研究や膵癌に対する光免疫療法の臨床導入を行なうための基礎研究を行っている．

上部消化管外科では JCOG（日本臨床腫瘍研究グループ） などの多施設共同臨床研究グループに参加し，食道癌と胃
癌に対する集学的治療や手術方法の開発を行っている．また，食道癌手術においては周囲臓器浸潤癌に対する集学的治
療のランダム化比較試験を実施し，論文報告した．また，新たな深達度診断の画像診断の後ろ向き研究成果を論文報告
し，前向き観察研究もスタートさせ，本邦の局所進行食道癌の診断治療をけん引している．胃手術は胃癌だけでなく，
近年増加傾向のある肥満・糖尿病に対する減量・代謝改善手術も行い，多施設共同臨床研究グループで代謝改善効果が
高い手術方法の開発も行っている．そして，医学生のシミュレーション実習も毎週実施しており，手術シミュレーション
実習により医学生の外科価値観がどのように変化するかも研究している．

下部消化管外科では，切除標本とMRI所見の照合を行う研究を継続し手術精度の飛躍的改善が見られた．1）術前化
学放射線療法を必要とする進行中下部直腸癌に対するMRI画像診断に基づく適切な術式選択が最大の根治と機能温存を
もたらすことを報告した（n=43，術後観察期間中央値 1690日で骨盤内局所再発無し，永久人工肛門造設率は 37.2%，3
年無再発生存率は 83.3%）．2）他臓器合併切除を要する進行直腸癌の拡大手術では，開腹術，腹腔鏡手術，taTME組み
合わせ，ICG蛍光物質を含む尿管 catheterによる image navigation surgeryを併用して，過不足の無い理想の切除標本を得
ることにより，術後 3年の骨盤内局所再発は無く，cT4b pStageII-III症例の 3年全生存率 88.2%．尿路，肛門括約筋機能
を最大限に温存した局所根治術が可能であることを報告した．難治性瘻孔に対するバイパス術を併用した瘻孔閉鎖手技
を考案し報告した．

小児外科では，以下の研究を実施している．
1． iPS・幹細胞再生医学講座と共同し，iPS細胞を用いた先天性横隔膜ヘルニアに対する再生医療の確立を目指した基
礎研究

2．トリ臍帯ヘルニアモデルを用いて，骨発生異常に関わる因子についての基礎研究
3． ヒルシュスプルング病に関連して発症する腸炎の原因究明のため，新たにパネート細胞を介した腸管免疫応答の基
礎研究

4． 先天性横隔膜ヘルニアに伴う遷延性肺高血圧症の新たな治療戦略として，肺動脈平滑筋細胞の増殖を担うカルシウ
ム感受性レセプターのアンタゴニストを用いた胎児治療の可能性を，基礎研究にて追及している．

5．腹腔鏡下鼠径ヘルニア根治術（LPEC法）の再発原因について，メタアナリシスを用いた臨床的な検討を行っている．
6．巨大臍帯ヘルニアに対する新しい治療プロトコールの作成に向けて，その臨床研究を進めている．

乳腺外科では，基礎研究においてトリプルネガテイブ乳がんの Tissue Micro Arrayを作成し，免疫組織染色法等によっ
て予後予測や治療効果予測のバイオマーカーの開発を行っている．また，光免疫医学研究所と共同で新規ヒト抗乳がん
抗体の単離と治療薬の開発にも取り組んでいる．遺伝性乳癌卵巣癌症候群においては，乳癌発症機構の解明と予防的乳
房切除の及び乳癌患者の意思決定要因の検討を行っている．臨床研究では JCOG，JBCRG，CESPORの臨床研究部ルー
プに参加し，乳癌領域における新規医療技術の開発に積極的に取り組んでいる．

〈研究業績〉
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753

9. 木川雄一郎（2022）【がん診療の最新知見】乳癌　転
移乳癌における PRO/QOL研究の意義と問題点．クリ
ニシアン　69(4): 366–372

10. 杉江知治（2022）【がん診療の最新知見】乳癌　乳癌
治療における免疫微小環境．クリニシアン　69(4): 
360–365

11. 海堀昌樹（2022）【原発性肝癌診療ガイドラインを読
み解く】肝癌診療ガイドライン第 5版　肝細胞癌に

対する手術．外科　84(9): 931–939
12. 杉江知治（2022）【乳癌診療の最新の知識】乳癌の薬
物療法　乳癌の免疫療法．臨と研　99(8): 983–988

13. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，廣岡　智，
関本貢嗣（2022）【癌外科医必読 腹膜播種の治療戦略
と手術】膵癌腹膜播種の治療戦略と手術．手術　
76(10): 1549–1555

14. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，松井雄基，
廣岡　智，石田光明，関本貢嗣（2022）【術前画像の
読み解きガイド -的確な術式選択と解剖把握のため
に】膵臓　膵嚢胞性腫瘍（IPMN, MCN, SCN, SPN）　
術式選択のポイント．臨外　77(11): 288–293

15. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，松井雄基，
Denys Tsybulskyi，関本貢嗣（2022）【新・外科感染症
診療ハンドブック】総論　COVID-19パンデミックと
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1. Hashimoto D (2022/03) Long-term outcome in patients 

with multifocal intraductal papillary municinous neoplasm 
who undwewent pancreatectomy. HBP Surgery Week 
2022, web

2. Satoi S (2022/03) Experience and lessons from Japanese 
pancreas collaboration study. HBP Surgery Week 2022, 
web

3. Satoi S, Hashimoto D, Yamamoto T, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/03) Routine ramps for 
left-sided pancreatic ductal adenocarcinoma. HBP Surgery 
Week 2022, web

4. Satoi S (2022/04) Neoadjuvant treatment for resectable/
borderline resectable pancreatic ductal adenocarcinoma. 
2022The TY Lin Surgical Symposium & Joint Taiwan 
Pancreas Society Spring Forum, 台湾

5. Satoi S (2022/04) Surgical strategy for resectable / 
borderline resectable / unvesectable pancreatic cancer. 
The1th steering committee meeting for metastatic 
pancreatic cancer, web

6. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Ishida M, 
Matsui Y, Hirooka S and Sekimoto M (2022/05) 
Nutritional impact of active hexose correlated compound 
for patients with resectable/borderline pancreatic cancer 
treated with neoadjuvant therapy. 2022 Annual Pancreas 
Club Meeting, サンディエゴ，アメリカ

7. Oba A, Stoop T, Wu YHA, Roessel S van, Beaty L, 
Colborn K, Janssen B, AI-Musawi M, Jain A, Saiura A, 
Sauvanet A, Coppola B, Koerkamp B Groot, Miller B, 
Mack C, Hashimoto D, Caputo D, Kleive D, Sereni E, 
Belfiori G, Ichida H, Dam J van, Satoi S, White S, Hackert 
T, Nguyen T, Yamamoto T, Nakamura T, Burns W, Inoue 
Y, Takahashi Y, Ushida Y, Wilmink J, Messersmith W, 
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Verheij J, Kaplan J, Schulick R, Besselink M and Del 
Chiaro M (2022/05)  Outcome and predictors  of 
pathological complete response after preoperative therapy 
in pesected pancreatic adenocarcinoma. 2022 Annual 
Pancreas Club Meeting, サンディエゴ，アメリカ

8. Okunobo T, Nakamura H, Tanaka R, Yoshimoto S, Satake 
R and Doi T (2022/05) The detail of cause of recurrences 
after lpec in children: a systematic review. 第 59回日本小
児外科学会，東京

9. Satoi S（2022/06）Surgical treatment of metastatic 
pancreatic cancer. 54th European Pancreatic Club 
Meeting，web

10. Kosaka H, Matsui K, Matsushima H, Yamamoto H, 
Sekimoto M and Kaibori M（2022/06）Perioperative 
geriatric assessment by using geriatric 8 score could 
contribute the prediction of long-term outcomes in elderly 
patients who underwent hepatectomy. The 34th Meeting of 
Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery，
愛媛

11. Yoshimoto S, Okunobo T, Satake R, Shigeta Y, Nakamura 
H and Doi T (2022/06) Single-incision laparoscopic-
assisted colon pull-through for the neonate with recto-
urethral fistula: a new strategy. 29th International Meeting 
of the Pediatric Colorectal Club, エルサレム，イスラエ
ル

12. Hashimoto D，Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Ishida M, 
Hirooka S, Matsui Y, Ikeura T and Sekimoto M (2022/06) 
Strategy of neoadjuvant therapy for resectable/borderline 
resectable pancreatic ductal adenocarcinoma. 54th 
European Pancreatic Club Meetimg, web

13. Satoi S and A Gulla (2022/06) Kansai Medical University - 
Vilnius University - a role model of international 
collaboration. Excellence through collaboration: Japan-
Lithuania, web

14. Iida H, Tani M, Komeda K, Nomi T, Matsushima H, 
Tanaka S, Ueno M, Nakai T, Maehira H, Mori H, Matsui K, 
Hirokawa F, Kaibori M and Kubo S (2022/06) Superiority 
of CRP-Albumin-Lymphocyte index (CALLY index) as a 
non-invasive prognostic biomarker after hepatectomy for 
hepatocecllular carcinoma. The 34th Meeting of Japanese 
Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery, 愛媛

15. Ikeda Y, Matsushima H, Kosaka H, Matsui K, Yamamoto 
H, Sekimoto M and Kaibori M (2022/06) A case in which 
liver matastasis of a primary malignant tumor of the head 
and neck was resected. The 34th Meeting of Japanese 
Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery, 愛媛

16. Kaibori M, Matsushima H, Kosaka H, Yamamoto H, Matsui 
K and Sekimoto M (2022/06) Technical tips and tricks for 
open left hepatectomy. The 34th Meeting of Japanese 
Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery, 愛媛

17. Kosaka H, Matsui K, Ikeura T, Ito T, Nakamaru K, Masuda 

M, Matsushima H, Yamamoto H, Sekimoto M and Kaibori 
M (2022/06) The impact of conversion surgery for initially 
unresectable biliary tract tumor. The 34th Meeting of 
Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery, 愛
媛

18. Matsushima H, Matsui K, Kosaka H, Yamamoto H, 
Sekimoto M and Kaibori M (2022/06) Our strategy for 
safety laparoscopic liver segmentectomy. The 34th Meeting 
of Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery, 
愛媛

19. Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/06) Surgical indication 
and desirable outcomes of conversion surgery for 
unresectable pancreatic ductal adenocarcinoma. The 34th 
Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic 
Surgery, 愛媛

20. Tanaka S, Iida H, Ueno M, Hirokawa F, Hokuto D, Nakai T, 
Kaibori M, Ikoma H, Noda T, Shinkawa H, Amano R, 
Kimura K, Ohira G, Nishio K, Tauchi J, Kinoshita M and 
Kubo S (2022/06) Short-and long-term outcomes after liver 
resection in elderly with frailty. The 34th Meeting of 
Japanese Society of Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery, 愛
媛

21. Yamaki S, Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/06) A case report of 
conversion surgery for pancreatic tail cancer with occult 
liver metastasis after the treatment of PARP inhibitor. The 
34th Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-
Pancreatic Surgery, 愛媛

22. Yamamoto T, Satoi S, Ishida M, Yamaki S, Hashimoto D, 
Matsui Y, Hirooka S and Sekimoto M (2022/06) Prognostic 
significance of shrinkage patterns in patients with 
pancreatic ductal adenocarcinoma performed conversion 
surgery. The 34th Meeting of Japanese Society of Hepato-
Biliary-Pancreatic Surgery, 愛媛

23. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Ishida M, 
Hirooka S, Matsui Y, Boku S, Ikeura T and Sekimoto M 
(2022/06) How to determine the surgical extent in patients 
with multifacal intraductal papillary mucinous neoplasm? 
The34th Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-
Pancreatic Surgery, 愛媛

24. 里井壯平 (2022/07) Opening remarks. Pancreatic Cancer 
Seminar in KYOTO, 京都

25. Kosaka H, Kaibori M, Matsui K, Matsushima H, 
Yamamoto H and Sekimoto M (2022/07) A case report of 
gemcitabine plus S-1 combination therapy with AHCC for 
perihilar cholangiocarcinoma. 総合医療機能性食品国際
学会第 30回年会，北海道

26. Fujimoto J, Hatano E, Iwama H and Satoi S (2022/07) 
Autophagy inhibition sensitizes pancreatic cancer cells to 
Carbon Ion Radiotherapy. 第 53回日本膵臓学会，第 26
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回国際膵臓学会，京都
27. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Hirooka S, 

Matsui Y, Ikeura T and Sekimoto M (2022/07) Strategy of 
neoadjuvant therapy for resectable / borderline resectable 
pacreatic cancer. 第 53回日本膵臓学会，第 26回国際膵
臓学会，京都

28. Matsui Y, Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, 
Ishida M, Hirooka S, Shibata N and Boku S (2022/07) 
Survival impact of resection for postoperative metastatic 
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回日本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，京都

29. Sasaki K, Ikeura T, Masuda M, Takaori A, Ito T, Nakamaru 
K, Nakayama S, Shimatani M, Takaoka M, Ishida M, Satoi 
S and Naganuma M (2022/07) A case of intrapapillary 
mucinous adenoma with obstructive jaundice. 第 53回日
本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，京都

30. Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/07) Surgical role for 
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膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，京都

31. Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/07) What is an optimal 
treatment for early patients with resectable and borderline 
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本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，京都

32. Terai T, Kawai M, Kitahara Y, Satoi S, Hashimoto D, 
Nagai M, Nishiwada S, Yamamoto T and Yamaue H 
(2022/07) A multicenter collaborative study of indication 
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cancer. 第 53回日本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，
京都

33. Yamaki S, Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/07) Non-functioning 
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node metastases: case report. 第 53回日本膵臓学会，第
26回国際膵臓学会，京都

34. Yamamoto T, Satoi S, Ishida M, Yamaki S, Hashimoto D, 
Hirooka S and Sekimoto M (2022/07) Shinkage patterns in 
pancreatic ductal adenocarcinoma performed conversion 
surgery. 第 53回日本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，
京都

35. Takayama S, Ikeura T, Takaori A, Ito T,Nakamaru 
K,Masuda M, NakayamaS, Takaoka M, Ishida M, Yamak 
Si, Hirooka S, Hashimoto D,Yamamoto T,Satoi S and 
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36. Inoue K, Mukaide H, Hishikawa H, Yamamoto N, 
Yamasaki M, Takuwa M and Sekimoto M (2022/07) QOL 
of laparoscopic sleeve gastrectomy based on body 

composition and obesity-related diseases. 第 77回日本消
化器外科学会，神奈川

37. Kosaka H, Matsui K, Kariya S, Ono Y, Nakatani M, 
Mayuyama T, Matsushima H, Yamamoto H, Sekimoto M 
and Kaibori M (2022/07) The percutaneous tandem 
drainage technique for intractable bile leakage after 
hepatobiliary surgery. 第 77回日本消化器外科学会，神
奈川

38. Makino T, Sugimura S, Shiraishi O, Motoori M, Yamasaki 
M, Miyata H, Hirao M, Yasuda T, Yano M and Doki Y 
(2022/07) RCT Comparing CRT vs DCF as lnitial 
lnduction Therapy for cT4b Esophageal Cancer. 第 77回
日本消化器外科学会，神奈川

39. Matsui K, Kosaka H, Nishida Y, Imai R, Matsushima H, 
Yamamoto H, Sekimoto M and Kaibori M (2022/07) 
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hepatocellular carcinoma. 第 77回日本消化器外科学会，
神奈川

40. Ueno M, Iida H, Komeda K, Kosaka H, Hirokawa F, 
Hayama S, Mori H, Kaibori M and Yamaue H (2022/07) 
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during laparoscopic left hemihepatectomy. 第 77回日本消
化器外科学会，神奈川

41. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y, Ikeura T and Sekimoto M (2022/07) Impact of 
AHCC for patients with resectable/borderline resectable 
pancreatic cancer treated with neoadjuvant therapy. 統合医
療機能性食品国際学会第 30回年会，北海道

42. Satoi S, Yamamoto T, Hashimoto D, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/08) ntraperitoneal 
Paclitaxel Treatment for Patients with Pancreatic Ductal 
Adenocarcinoma with Peritoneal Dissemination Provides a 
Survival Benefit .  Japanese experience.  The 15th 
In te rna t iona l  Pancrea t i c  Cancer  Confe rence  & 
Commemorative Lecture of Pin-Wen Lin, 台南，台湾

43. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Hirooka S, 
Matsui Y and Sekimoto M (2022/11) Survival impact of 
occult  abdominal metastasis in pancreatic ductal 
adenocarcinoma. 2022 Annual Meeting, フロリダ，アメ
リカ

44. Terai T, Kawai M, Kitahara Y, Satoi S, Hashimoto D, 
Yamamoto T, Yamaue H and Sho M (2022/11) Central 
pancreatectomy might be acceptable for clinical t1 
pancreatic body cancer: a multicenter. 2022 Annual 
Meeting, フロリダ，アメリカ

45. Doi T (2022/11) Minimally invasive surgery using 
8k-image technology. 35th International Symposium on 
Pediatric on Pediatric Surgical Research, 大阪

46. Tanaka R, Nakamura H, Yoshimoto S, Okunobo T, Satake 
R and Doi T (2022/11) Postoperative anastomotic stricture 
following excision of choledochal cyst: a systematic review 
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and meta-analysis. 35th International Symposium on 
Pediatric Surgical Research, 大阪

47. Satoi S (2022/12) Treatment strategy for metastatic 
pancreatic ductal adenocarcinoma: Surgeon’s point of 
view. ESMO Asia 2022 Industry Satellite Symposium, 
サンテックシティ，シンガポール

48. Satoi S (2022/12) Treatment strategy for metastatic 
pancreatic ductal adenocarcinoma: Surgeon’s point of 
view. Treatment strategy for metastatic pancreatic ductal 
adenocarcinoma: Surgeon’s point of view, web

49. 山﨑　誠（2022/01）食道癌における新たな機能温存
手術．1stがん研有明病院 –関西医科大学食道WEB
合同カンファレンス，web

50. 杉江知治（2022/01）HR陽性乳癌におけるイブランス
の位置付けと将来展望．Breast Cancer Online Seminar，
web

51. 山﨑　誠（2022/01）臨床紹介．1stがん研有明病院 –
関西医科大学食道WEB合同カンファレンス，Web

52. 山﨑　誠（2022/01）ICI時代の食道癌治療戦略．山口
県消化器癌リモート講演会，Web

53. 里井壯平（2022/01）膵癌腹膜播種に対する集学的治
療．社内研修会（大鵬薬品工業株式会社），大阪

54. 山﨑　誠（2022/01）ICI時代の食道癌外科治療．食道
癌薬物治療フォーラム，大阪

55. 里井壯平（2022/01）膵癌をめぐる諸問題―いま何が
必要か？―．神奈川県西部膵癌WEBセミナー～内科
医・外科医の視点から～，web

56. 杉江知治（2022/02）HR陽性乳癌におけるイブランス
の位置付けと将来展望．Breast Cancer Symposium in 
Mie 2022，web

57. 山﨑　誠（2022/02）周術期の治療戦略．オプジーモ
食道がん術後補助療法承認記念全国WEB講演会，
Web

58. 木川雄一郎（2022/03）転移性乳癌の薬物療法におけ
る Shared Decision Makinngの 実 践．Advanced Breast 
Cancer Web Forum in Kansai，web

59. 杉江知治（2022/03）腫瘍免疫から見たこれからの
TNBC治療．Eribulin油壺Meeting，web

60. 木川雄一郎（2022/03）Luminal typeにおける早期ラ
インとしてのエブリンの可能性．Eribulin油壺
Meeting，web

61. 山﨑　誠（2022/03）ICI時代の食道癌治療戦略．
OPDIVO Web Seminar，Web

62. 里井壯平（2022/03）膵癌の集学的治療；いままでと
これから．Pancreatic Cancer Seminar in NAGANO，web

63. 里井壯平（2022/03）膵疾患における膵外分泌機能障
害．社内研修会（ヴィアトリス製薬），web

64. 山﨑　誠（2022/03）ICI時代の食道癌治療戦略．消化
器がん免疫療法検討会，Web

65. 石崎守彦，中竹利知，肱川　健，柳田英佐，北出浩
章（2022/03）化学療法中に発症した胆嚢出血に対す

る 2切除例．第 113回大阪胆道疾患研究会，web
66. 杉江知治（2022/03）知っておきたい腫瘍免疫とこれ
からの TNBC治療．第 19回静岡乳がんセカンドラ
イン研究会，web

67. 杉江知治（2022/03）HR陽性乳癌におけるイブランス
の位置付けと将来展望．第 19回日本乳癌学会東北地
方会，web

68. 藤東温子，吉本紗季子，奥坊斗規子，佐竹良亮，中
村弘樹，土井　崇，関本貢嗣（2022/03）両側腹腔内
精巣に対する Shehata法：症例報告．第 205回近畿外
科学会，Web

69. 山﨑　誠（2022/03）ICI時代の食道癌治療戦略．第 4
回外科医の為のがん免疫療法セミナー，Web

70. 住山房央，坂口達馬，山道啓吾，関本貢嗣（2022/03）
A群溶連菌による敗血症性ショックを伴う腹膜炎の 1
例．第 58回日本腹部救急医学会総会，東京

71. 小坂　久，池浦　司，狩谷秀治，伊藤嵩志，中丸　洸，
桝田昌隆，中谷　幸，小野泰之，丸山拓士，松島英之，
松井康輔，山本栄和，海堀昌樹（2022/03）切除不能
胆道癌に対するコンバージョン手術を企図した胆道
ドレナージ戦略．第 58回日本腹部救急医学会総会，
Web

72. 松井雄基，海堀昌樹，松島英之，小坂　久，山本栄和，
松井康輔，濱本貴大，関本貢嗣（2022/03）難治性腹
水を生ずるA-P shuntを伴う巨大肝血管腫に対する完
全治癒を目指した治療戦略．第 58回日本腹部救急医
学会総会，東京

73. 佐竹良亮，吉本紗季子，奥坊斗規子，中村弘樹，土
井　崇（2022/03）長期的な膣内異物留置に伴う非常
に稀な合併症の 1例．第 85回小児外科わからん会，
大阪

74. 小坂　久（2022/03）肝切除断端に対するフィブリン
糊の使用経験．令和 4年肝臓外科臨床研究検討会，
Web

75. 相原聡，楠　宗矩，大平早也佳，添田岳宏，西本浩太，
穴田夏樹，右馬猛生，山木　壮，梅垣岳志，上林卓
彦（2022/03）非心臓手術後に周術期心筋障害による
心破裂を発症し，経皮的心肺補助を要した症例．第
49回日本集中治療医学会学術集会，仙台

76. 石崎守彦，中竹利知，肱川　健，柳田英佐，北出浩
章 (2022/03) Drug therapy and surgical treatment for 
advanced hepatocellular caricinoma in our institution. 第
113回大阪胆道疾患研究会，web

77. 里 井 壯 平（2022/04） 膵 癌 に 対 す る conversion 
surgery；その適応と予後．Pancreatic Cancer Forum in 
Toyama～集学的治療とConversion手術のノウハウ～，
web

78. 里井壯平（2022/04）膵癌治療のトピックと将来展望．
TAIHO Web Lecture on Pancreatic Cancer in Nagoya，愛
知

79. 里井壯平（2022/04）膵癌の集学的治療．消化器癌
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フォーラム，奈良
80. 山﨑　誠（2022/04）公開セカンドオピニオン．食道
がんサバイバーズシェアリングス「E-Ring Connect 
Campaign 2022」，web

81. 三城弥範，八田雅彦，小林壽範，松三雄騎，濱田　円，
関本貢嗣（2022/04）当院における人工肛門閉鎖術の
周術期成績の検討．第 122回日本外科学会，web

82. 山﨑　誠（2022/04）ICI時代の食道癌外科治療．第
122回日本外科学会，web

83. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，末平智子，
廣岡　智，関本貢嗣（2022/04）胆膵外科の働き方改
革とその効果．第 122回日本外科学会，web

84. 山木　壮，里井壯平，山本智久，橋本大輔，廣岡　智，
石田光明，井上健太郎，関本貢嗣（2022/04）膵体部
癌に対する腹腔動脈幹合併膵体尾部切除術
（DP-CAR）の治療成績と左胃動脈再建効果の評価．
第 122回日本外科学会，web

85. 小坂　久，海堀昌樹，池浦　司，石田光明，松井康輔，
伊藤嵩志，中丸　洸，西田優子，守田萌花，松島英之，
山本栄和，関本貢嗣（2022/04）切除不能胆道癌に対
する薬物療法が手術限界を変える．第 122回日本外
科学会，web

86. 小林壽範，三城弥範，松三雄騎，濱田　円，関本貢
嗣（2022/04）左側大腸癌におけるDST吻合再建に対
する LAPRA-TY縫合補強の短期戦績．第 122回日本
外科学会，web

87. 松井康輔，松島英之，小坂　久，山本栄和，関本貢嗣，
海堀昌樹（2022/04）当科における肝右葉系腫瘍に対
する腹腔鏡下系統的肝切除提携化の取り組み．第 122
回日本外科学会，web

88. 松井千亜希，木川雄一郎，佐藤智佳，島田　咲，吉
田奈央，多田真奈美，矢内洋次，杉江知治（2022/04）
当院における乳癌遺伝子診療の現状と今後の展望．
第 122回日本外科学会，web

89. 赤松大祐，山崎　誠，小林壽範，菱川秀彦，松三雄騎，
三城弥範，向出裕美，井上健太郎，濱田　円，関本
貢嗣（2022/04）食道癌術後難治性吻合部狭窄に対し
て外科的狭窄解除術を施行した一例．第 122回日本
外科学会，web

90. 中村佳裕，橋本大輔，山木　壮，廣岡　智，山本智久，
里井壯平，関本貢嗣（2022/04）当院における膵管内
乳頭粘液性腫瘍に対し膵切除後に残膵再発を生じた
症例の検討．第 122回日本外科学会，web

91. 徳原克治，池田裕二，小塚雅也，山道啓吾，関本貢
嗣（2022/04）下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方
郭清術．第 122回日本外科学会，web

92. 八田雅彦，海堀昌樹，松島英之，藤堂具紀，関本貢
嗣（2022/04）第三世代遺伝子改変単純ヘルペスウイ
ルスを用いた難治性肉腫移植マウスにおける腫瘍抑
制効果．第 122回日本外科学会，web

93. 武田昌寛，宮野　剛，田中奈々，重田裕介，高橋　翼，

浦尾正彦，岡崎任晴，越智崇徳，古賀寛之，山高篤
行（2022/04）Hirschsprung病に対する直腸後壁完全切
除 pull-throughと術後難治性腸炎の発症率の検討．第
122回日本外科学会，web

94. 牧野知紀，山﨑　誠，田中晃司，山下公太郎，西塔
拓郎，山本和義，高橋　剛，黒川幸典，中島清一，
江口英利，土岐祐一郎（2022/04）ロボット支援下食
道切除術のピットフォールに対するわれわれの手技
の工夫と周術期成績．第 122回日本外科学会，web

95. 柳本泰明，蔦　幸治，橋本祐希，関本貢嗣（2022/04）
胆道癌切除例における 28-8抗体を用いた PD-L1発現
解析と予後に関する検討．第 122回日本外科学会，
web

96. 廣岡　智，里井壯平，山本智久，山木　壮，橋本大輔，
関本貢嗣（2022/04）胃切除既往に有する胆嚢摘出術
患者の臨床的特徴に関する検討 -胃切除術は総胆管結
石発症のリスク因子になりうる？　第 122回日本外
科学会，web

97. 山﨑　誠（2022/04）T4b食道癌における胸腔鏡下手
術のい・ろ・は．第 2回食道手術手技 Forum ～ T4b
症例に対する胸腔鏡手術～，web

98. 岸本昌浩（2022/04）COVID-19感染により治療中断
も治療再開後無病状態に到達し得た多発肺転移を有
する両側広範囲続発性炎症性乳癌の一例．第 45回乳
癌懇話会，熊本

99. 山﨑　誠（2022/04）食道がんと診断され，手術を受
けるということ．日本食道学会「第一回市民公開講
座」，web

100. 杉江知治（2022/05）進行・転移・再発乳がんにお
いて，最適な治療を考える．Aichi ABC Seminar，名
古屋

101. 杉江知治（2022/05）HR陽性乳がんにおけるイブ
ランスの位置付けと将来展望．Breast Cancer Online 
Seminar in 信州，京都

102. 山本智久（2022/05）初回切除不能膵癌に対する
Conversion surgeryと周術期管理．Meet the Expert　膵
癌外科手術と周術期管理～膵癌患者の outcome向上を
目指して～，ハイブリッド

103. 杉江知治（2022/05）進行再発 TNBCにおける抗
PD-1抗体の役割．Oncologyインターネット講演会，
名古屋

104. 小坂　久，上野昌樹，米田浩二，北東大督，飯田洋
也，廣川文鋭，西田優子，松井康輔，関本貢嗣，海
堀昌樹（2022/05）肝内胆管癌の治療戦略に寄与し得
る術前ステージングシステム（PRE-Stage）の新規開
発．第 58回日本肝癌研究会，東京

105. 吉本紗季子，奥坊斗規子，佐竹良亮，重田裕介，中
村弘樹，土井　崇（2022/05）当院における単純性お
よび複雑性虫垂炎に対する待機的虫垂切除術の検討．
第 59回日本小児外科学会，東京

106. 佐竹良亮，田中里奈，吉本紗季子，奥坊斗規子，中
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村弘樹，土井　崇（2022/05）直腸前立腺部尿道瘻に
機能的単腎の異所性尿管が開口した，極めて稀な直
腸肛門奇形．第 59回日本小児外科学会，東京

107. 田中里奈，吉本紗季子，奥坊斗規子，佐竹良亮，中
村弘樹，土井　崇（2022/05）高吸水性樹脂製品の誤
嚥に対し Fogatyカテーテルを用いて摘出し得た症例．
第 59回日本小児外科学会，東京

108. 松井雄基，小林壽範，三城弥範，濱田　円，関本貢
嗣（2022/05）閉塞性直腸癌に対し腹腔鏡下ハルトマン
術後に stercoral colonic perforationを経験した 1例．第
642回大阪外科集談会，web

109. 小林壽範，三城弥範，松三雄騎，濱田　円，関本貢
嗣（2022/05）左側大腸癌おけるDST吻合再建に対す
る LAPRA-TY縫合補強の短期戦績．第 76回手術手技
研究会，佐賀

110. 長井美奈子，中川顕志，西和田敏，寺井太一，里井
壯平，山本智久，橋本大輔，山木　壮，庄　雅之 
(2022/05) Double Pancreaticojejunostomy法を用いた膵
中央切除術による内分泌機能温存効果．第 76回手術
手技研究会，佐賀

111. 杉江知治（2022/06）基礎的観点から見た ICI＋化学
療法．KOBE Breast Cancer Expert Seminar，兵庫

112. 海堀昌樹（2022/06）ランチョンセミナー　進行肝
細胞癌に対する薬物療法を主軸とした集学的治療．
The 34th Meeting of Japanese Society of Hepato-Biliary-
Pancreatic Surgery，愛媛

113. 里井壯平（2022/06）ランチョンセミナー　Current 
Treatment in Pancreatic Ductal Adenocarcinoma 膵癌にお
ける最新治療．The 34th Meeting of Japanese Society of 
Hepato-Biliary-Pancreatic Surgery，愛媛

114. 岸本昌浩（2022/06）COVID-19流行下の転移再発性
乳癌の治療．大鵬薬品　社内研修会，大阪

115. 山道啓吾，田中義人，橋本祐希，小塚雅也，肱川　
健，徳原克治，三木博和，尾崎　岳，松浦　節，道
浦　拓（2022/06）究極の整容性と低侵襲性を求めて：
細径単孔式腹腔鏡下ヘルニア修復の有用性について．
第 20回日本ヘルニア学会学術集会，神奈川

116. 井口雅史，杉江知治，山崎玲奈，小野政徳，内田聡
子，堀江昭史，松崎利也，藤原　浩（2022/06）乳癌
治療が妊孕性に及ぼす影響の多施設共同研究（日本
産婦人科学会生殖・内分泌委員会からの報告）．第 30
回日本乳癌学会，神奈川

117. 岸本昌浩（2022/06）Disease free stateに到達する切
除不能転移性乳癌の限界．第 30回日本乳癌学会，神
奈川

118. 吉田奈央，笠原実貴子，多田真奈美，朴　将源，柴
田伸弘，木川雄一郎，杉江知治（2022/06）当院にお
けるHR陽性HER2陰性の転移再発乳癌に対する
palbociclibの実臨床での検討．第 30回日本乳癌学会，
神奈川

119. 御勢文子，大段仁奈，常盤麻里子，木川雄一郎，鈴
木栄治，加藤大典（2022/06）当院におけるBRCA遺
伝子検査の現状．第 30回日本乳癌学会，神奈川

120. 松井千亜希，吉田奈央，多田真奈美，朴　将源，柴
田伸弘，木川雄一郎，杉江知治（2022/06）HER2陽
性乳癌脳転移・下垂体転移に対して Trastuzumab 
deruxtecanが奏効し視力改善を認めた 1例．第 30回
日本乳癌学会，神奈川

121. 川口展子，露木　茂，石黒　洋，山城大泰，相良安
昭，山神和彦，高原祥子，鳥井雅恵，松谷恭男，諏
訪裕文，本田弥生，鈴木栄治，木川雄一郎，山内智
香子，杉江知治，沖野　孝，岡村隆仁，山内清明，
稲本　俊，戸井雅和（2022/06）サバイバーシップを
見据えた化学療法誘発性末梢神経障害予防の研究と
クラウドファンディングの試み．第 30回日本乳癌学
会，神奈川

122. 多田真奈美，柴田伸弘，木川雄一郎，笠原実貴子，
吉田奈央，杉江知治（2022/06）乳癌周術期 does-dense 
AC療法における olanzapine併用下 steroid-sparingによ
る CINV評価のパイロット研究．第 30回日本乳癌学
会，神奈川

123. 中山紗由香，吉沢あゆは，鶴谷純司，吉村健一，長
瀬洋之，細永真理，小島康幸，平　成人，相原智彦，
木川雄一郎，向井博文（2022/06）アベマシクリブ関
連薬剤性肺障害のネステッドケースコントロール研
究．第 30回日本乳癌学会，神奈川

124. 柏原康佑，木川雄一郎，北田正博，大谷彰一郎，渡
邉純一郎，岩谷胤生，吉波哲大，柏葉匡寛，下妻晃
二郎，平　成人，相原智彦，向井博文，高橋將人
（2022/06）Health-related Quality of Lifeを主要評価目
的とした第 III相ランダム化比較試験 RESQの概要と
その意義．第 30回日本乳癌学会，神奈川

125. 平　成人，奥山裕美，木川雄一郎，田辺裕子，原　
文堅，山之内孝彰，萩原康博（2022/06）乳癌診療に
おける ePROの適正化の検討．第 30回日本乳癌学会，
神奈川

126. 木川雄一郎（2022/06）看護セミナー　がん性皮膚
潰瘍のある乳がん患者の病態と治療について．第 30
回日本乳癌学会，神奈川

127. 鈴木陽子，平　成人，間森智加，大谷悠介，吉岡　
遼，藤原みわ，中本翔伍，宇野摩耶，安部優子，鳩
野みなみ，高橋侑子，岩本高行，枝園忠彦，木川雄
一郎，上村夕香理，萩原康博，山本精一郎，土井原
博義（2022/06）Emoji Sticker scaleを用いた患者報告
アウトカムの妥当性と信頼性を検証する調査研究．
第 30回日本乳癌学会，神奈川

128. 関本貢嗣（2022/06）直腸癌局所再発に対する鏡視
下手術．第 34回日本小切開・鏡視外科学会，愛媛

129. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，廣岡　
智，松井雄基（2022/06）膵癌化学療法における機能
性食品AHCCの併用効果．第 39回日本胆膵病態・生
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理研究会，福岡
130. 松井雄基，橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　
壮，廣岡　智，関本貢嗣（2022/06）膵癌の術後転移・
再発巣に対する外科的切除の意義の再考．第 39回日
本胆膵病態・生理研究会，福岡

131. 関本貢嗣，濱田　円，三城弥範，小林壽範，八田雅
彦（2022/06）直腸癌局所再発に対するスペーサー留
置術の課題．第 47回日本外科系連合学会学術集会，
岩手

132. 杉江知治（2022/07）VEGF阻害について．Breast 
Cancer Expert Meeting，大阪

133. 杉江知治（2022/07）HR陽性乳がんにおけるイブ
ランスの位置付けと将来展望．Breast Cancer Seminar 
inくまもと，web

134. 杉江知治（2022/07）患者視点で考える再発乳がん
お治療満足．Pfizer Oncology Symposium Breast Cancer，
web

135. 山﨑　誠（2022/07）食道癌の周術期治療―化学療
法から支持療法まで―．岐阜県食道がん免疫療法セ
ミナー，web

136. 山﨑　誠（2022/07）ICI時代の食道癌外科治療．消
化器癌治療フォーラム，大阪

137. 山﨑　誠（2022/07）ICI時代の食道癌外科治療．食
道癌免疫療法Web Seminar，web

138. 奥山哲矢，中竹利知，伊藤健太郎，池谷幸信，関本
貢嗣，西澤幹雄（2022/07）オウゴン成分 baicalinおよ
び baicaleinは，インターロイキン 1β処理ラット肝細
胞において一酸化窒素産生誘導を抑制する．総合医
療機能性食品国際学会第 30回年会，北海道

139. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/07）膵癌術前治療に
おける機能性食品AHCCの併用効果．総合医療機能
性食品国際学会第 30回年会，北海道

140. 池谷幸信，田中杏子，多々良佳奈，白子紗希，奥村
忠芳，西澤幹雄（2022/07）アオジソとアカジソ中の
一酸化窒素産生抑制成分．総合医療機能性食品国際
学会第 30回年会，北海道

141. 柳本泰明，廣岡　智，山本智久，山木　壮，関本貢
嗣（2022/07）膵癌化学療法における味覚障害に対す
るAHCCの有効性に関する二重盲検プラセボ対照無
作為化試験．総合医療機能性食品国際学会第 30回年
会，北海道

142. 松井千亜希，木川雄一郎，佐藤智佳，島田　咲，吉
田奈央，多田真奈美，矢内洋次，杉江知治（2022/07）
当院における乳癌遺伝子診療の現状と今後の展望．
第 122回日本外科学会第 122回日本外科学会，web

143. 杉江知治（2022/07）ランチョンセミナー　乳がん
の腫瘍免疫を考えよう～MSI-Highと免疫微小環境．
第 29回日本乳癌学会，横浜

144. 田中里奈，吉本紗季子，奥坊斗規子，佐竹良亮，中
村弘樹，土井　崇（2022/07）長期的な膣内異物留置

に伴う稀な小児尿管腟瘻の 1例．第 31回日本小児泌
尿器科学会，東京

145. 土井　崇（2022/07）Puri方の継承と日本国内での
普及に向けての工夫．第 31回日本小児泌尿器科学会，
東京

146. 里井壯平（2022/07）膵癌の集学的治療．第 3回多
摩膵臓外科疾患Webセミナー，web

147. 杉江知治（2022/07）腫瘍免疫微小環境から見たこ
れからの乳がん治療．第 41回乳腺画像・病理カン
ファレンス，web

148. 里井壯平，藤井　努，平林健一，大池信之，谷　眞
至，眞杉洋平，上野　誠，中井陽介，橋本大輔，石
田晶玄，海野倫明，竹山宜典（2022/07）膵癌患者に
おける腹腔洗浄細胞診（CY）の再評価．第 53回日本
膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，京都

149. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，廣岡　
智，松井雄基，石田光明，池浦　司，関本貢嗣
（2022/07）膵切除後の新しいドレーン抜去基準
「Triple-checked criteria」―安全な早期抜去を目指して
―．第 77回日本消化器外科学会，神奈川

150. 向出裕美，井上健太郎，山本宣之，小林壽範，菱川
秀彦，松三雄騎，三城弥範，山﨑　誠，濱田　円，
関本貢嗣（2022/07）当院における腹腔鏡下幽門側胃
切除術での #4sb郭清のための指標と視野展開．第 77
回日本消化器外科学会，web

151. 山﨑　誠，牧野知紀，松永知之，本告正明，井上健
太郎，藤谷和正，藤原義之，土岐祐一郎，関本貢嗣
（2022/07）高齢食道癌に対する新たな治療法開発～術
前化学療法中運動・栄養介入比較試験～．第 77回日
本消化器外科学会，神奈川

152. 山本宣之，山﨑　誠，小林壽範，菱川秀彦，松三雄
騎，三城弥範，向出裕美，井上健太郎，濱田　円，
関本貢嗣（2022/07）食道癌手術における術後抜管帰
室の有用性の検討―翌日抜管との比較―．第 77回日
本消化器外科学会，web

153. 山本智久，里井壯平，石田光明，山木　壮，橋本大
輔，廣岡　智，関本貢嗣（2022/07）膵癌 Conversion 
surgeryにおける予後因子の検討．第 77回日本消化器
外科学会，web

154. 山木　壮，里井壯平，橋本大輔，廣岡　智，関本貢
嗣（2022/07）当院における膵頭十二指腸切除後の肝
管空調吻合狭窄の risk factorと内視鏡的治療の現状．
第 77回日本消化器外科学会，web

155. 小塚雅也，橋本祐希，中竹利知，八田雅彦，奥山哲
矢，奥村忠芳，海堀昌樹，関本貢嗣（2022/07）肝切
除ラット敗血症モデルを用いたプロトンポンプ阻害
薬 omeprazoleの肝保護効果の検討と臨床応用．第 77
回日本消化器外科学会，web

156. 小林壽範，三城弥範，石田光明，濱田　円，関本貢
嗣（2022/07）大腸癌における繊維性癌間質（DR）と
壁外非連続性癌進展病巣（EX）との関係．第 77回日
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本消化器外科学会，web
157. 松井雄基，橋本大輔，石田光明，山木　壮，廣岡　
智，山本智久，里井壯平，関本貢嗣（2022/07）膵体
尾部癌における所属リンパ節の再評価．第 77回日本
消化器外科学会，web

158. 松三雄騎，濱田　円，八田雅彦，小林壽範，三城弥
範，菱川秀彦，向出裕美，山﨑　誠，井上健太郎，
関本貢嗣（2022/07）経肛門ドレーンガストログラ
フィン造影法による安全な腹腔鏡下直腸前方切除後
の縫合不全対策．第 77回日本消化器外科学会，神奈
川

159. 田中肖吾，飯田洋也，上野昌樹，廣川文鋭，北東大
督，中居卓也，海堀昌樹，生駒久視，野田剛史，久
保正二（2022/07）高齢者肝切除後の末永い自立生活
を目指した取り組み―フレイルの観点から―．第 77
回日本消化器外科学会，web

160. 徳原克治，橋本祐希，小塚雅也，山道啓吾（2022/07）
局所進行下部直腸癌に対する集学的治療戦略―周術
期化学療法＋側方郭清を伴う腹腔鏡下全結腸間膜切
除術―．第 77回日本消化器外科学会，神奈川

161. 八田雅彦，濱田　円，松井雄基，住山房央，吉田明
史，小林壽範，三城弥範，関本貢嗣（2022/07）中下
部直腸癌に対する術前化学放射線療法とMRI 
restagingによる術式選択の妥当性について．第 77回
日本消化器外科学会，神奈川

162. 菱川秀彦，山﨑　誠，山本宣之，小林壽範，松三雄
騎，三城弥範，向出裕美，井上健太郎，濱田　円，
関本貢嗣（2022/07）食道扁平上皮癌手術における
CRM（circumferential resection margin）の意義．第 77
回日本消化器外科学会，web

163. 本告正明，青山修宇，山﨑　誠，平尾素宏，宮田博
志，白石　治，牧野知紀，安田卓司，矢野雅彦，土
岐祐一郎（2022/07）食道癌術前化学療法中の体重減
少が術後感染性合併症におよぼす影響について．第
77回日本消化器外科学会，web

164. 良田大典，橋本大輔，石田光明，山本智久，廣岡　
智，山木　壮，里井壯平，関本貢嗣（2022/07）術中
迅速病理診断による膵頭十二指腸切除後膵瘻のリス
クアセスメント．第 77回日本消化器外科学会，web

165. 松本俊彦，生駒龍興，安田和代，朴　将源，柴田伸
弘，佐竹悠良，上原広樹，多久和真帆，堀　創史，
山本宣之，八田雅彦，向出裕美，小林壽範，三城弥範，
山﨑　誠，井上健太郎，関本貢嗣，濱田　円（2022/07）
Ipilimumab/nivolumab療法が奏効したMSI-High再発
結腸がんの 1例．第 97回大腸癌研究会，静岡

166. 八田雅彦，濱田　円，上原広樹，小林壽範，三城弥
範，関本貢嗣，黒川弘晶，中村聡明，朴　将源
（2022/07）術前化学放射線療法後の直腸癌根治術と再
発因子．第 97回大腸癌研究会，静岡

167. 杉江知治（2022/07）乳癌のリスク評価と CDK4/6阻
害剤の位置づけ．日本イーライリリー本社スタッフ

研修会，兵庫
168. 海堀昌樹，立石　渉，郡　隆之，松井亮太，真貝竜
史，米田浩二，佐藤　弘，谷口英喜，長谷川豊，眞
次康弘，鷲澤尚宏，鍋谷圭宏，深柄和彦（2022/07）
日本外科代謝栄養学会周術期管理委員会主導による
本邦外科手術における術後鎮痛の現状把握について．
日本外科代謝栄養学会第 59回学術集会，茨木

169. 杉江知治（2022/08）基礎的観点からみた ICI＋化学
療法．Chugai Breast Cancer Symposium in Shiga，滋賀

170. 杉江知治（2022/08）乳がん免疫療法と副作用マネー
ジメント．ICI Update Seminar on TNBC，京都

171. 里井壯平（2022/08）膵癌の集学的治療の現状と課
題．肝胆膵フォーラム in栃木，栃木

172. 山﨑　誠（2022/08）オプジーボ＋ヤーボイとオプ
ジーモ＋化学療法の特徴を踏まえた治療選択．食道
がん 1次治療承認記念講演会，大阪

173. 杉江知治（2022/08）HR陽性HER2陰性転移・再発
乳癌におけるイブランスの位置付けと 4年の使用感．
静岡Breast Cancer Meeting，web

174. 山﨑　誠（2022/08）IC時代の食道癌外科治療戦略．
倉敷 Esophageal cancer Web Live Seminar，web

175. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/08）膵体尾部切除術
におけるドレーン抜去基準「Triple-checked criteria」
と膵体尾部癌の長期予後における術後合併症の意義．
第 49回日本膵切研究会，滋賀

176. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，松井雄
基，廣岡　智，関本貢嗣（2022/08）微小肝転移を有
する膵癌に対する外科的切除の意義．第 49回日本膵
切研究会，滋賀

177. 関本貢嗣（2022/08）新たに粒子線治療の保険適応
となった疾患に対するスペーサーの可能性．第 4回
スペーサー治療研究会，web

178. 山﨑　誠（2022/08）メスで立ち向かう食道癌治療
―大学病院としての役割―．徳島胸部外科サマー
フォーラム 2022，徳島

179. 杉江知治（2022/08）HR陽性乳がんにおけるイブ
ランスの位置付と 4年の使用感．栃木県乳癌学術講
演会 2022，web

180. 橋本大輔（2022/09）胆嚢炎を極める～内科と外科
の立場から～．Asahi Digestive Disease Week，大阪

181. 杉江知治（2022/09）乳癌治療継続のコツ．Breast 
Cancer Forum，web

182. 山﨑　誠（2022/09）食道癌における周術期治療戦
略．MSD Academic ScienTific Expert  foRum in 
Esophageal Cancer（Esophageal MASTER），東京

183. 杉江知治（2022/09）イブランス関連のご講演．ファ
イザー乳癌薬剤師WEBセミナー，web

184. 山﨑　誠（2022/09）ICI時代の食道癌治療戦略．食
道がん 1次治療オプジーボ併用療法　WEBセミナー，
web
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185. 杉江知治（2022/09）トリプルネガティブ乳がんに
おける腫瘍免疫．進行・再発乳がんの治療戦略を考
える会，web

186. 橋本大輔，里井壯平，山本智久，山木　壮，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/09）肝転移を伴う膵
癌に対する外科治療戦略．第 16回膵癌術前治療研究
会，大阪

187. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/09）局所進行膵癌に
対するConversion surgeryの治療成績．第 16回膵癌術
前治療研究会，大阪

188. 山木　壮，里井壯平，山本智久，橋本大輔，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/09）切除可能膵癌に
おける腫瘍径，CA19-9値による risk分類と術前治療
の効果について．第 16回膵癌術前治療研究会，大阪

189. 松井雄基，山木　壮，橋本大輔，山本智久，廣岡　
智，里井壯平，関本貢嗣（2022/09）Parp inhibitorの
使用後に conversion surgeryを施行し得た微小肝転移
をともなう膵尾部癌に一例．第 16回膵癌術前治療研
究会，大阪

190. 中川　圭，元井冬彦，里井壯平，庄　雅之，松本逸
平，本田五郎，土田明彦，力山敏樹，中村聡明，神
宮啓一，村上義昭，石田和之，平野　聡，中村雅史，
藤井　努，大塚隆生，永川裕一，海野倫明（2022/09）
膵癌術前治療のエビデンス創出を目指した臨床試験
の進捗状況．第 16回膵癌術前治療研究会，大阪

191. 杉江知治（2022/09）HR陽性HER2陰性進行再発乳
がん治療の現状と展望．第 19回日本乳癌学会中部地
方会共催セミナー 1，web

192. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，廣岡　
智，関本貢嗣（2022/09）99歳の超高齢者に対して腹
腔鏡下回盲部切除をおこなった 1例．第 35回近畿内
視鏡外科研究会，兵庫

193. 池田裕二，井上健太郎，向出裕美，菱川秀彦，山﨑　
誠（2022/09）肝膿瘍に対して経胃的ドレナージ後に
Pigtailが穿破し腹腔鏡にて除去し得た一例．第 35回
近畿内視鏡外科研究会，兵庫

194. 安達　慧，山下公太郎，田中晃司，牧野知紀，山﨑　
誠，山本和義，黒川幸典，中島清一，江口英利，土
岐祐一郎（2022/09）食道亜前摘術後の舌圧変化と呼
吸器合併症との関連についての検討．第 76回日本食
道学会，東京

195. 向出裕美，山﨑　誠，山本宣之，堀　創史，菱川秀
彦，井上健太郎，濱田　円，関本貢嗣（2022/09）難
治性食道癌術後胃管気管支瘻に対する，胃管抜去，2
期的消化管再建術．第 76回日本食道学会，東京

196. 山﨑　誠（2022/09）ワークショップ 4　食道癌単独
肝転移，肺転移の治療戦略は？．第 76回日本食道学
会，東京

197. 山下公太郎，田中晃司，牧野知紀，山﨑　誠，西塔
拓郎，高橋　剛，黒川幸典，中島清一，江口英利，

土岐祐一郎（2022/09）周術期グレリン投与による食
道癌術後骨格筋減少抑制効果の検討．第 76回日本食
道学会，東京

198. 山本宣之，山﨑　誠，堀　創史，菱川秀彦，向出裕
美，井上健太郎，濱田　円，関本貢嗣（2022/09）食
道癌における食道切除後胃管再建における胃管径の
影響．第 76回日本食道学会，東京

199. 張野誉史，田中晃司，山﨑　誠，山下公太郎，牧野
知紀，山本和義，黒川幸典，中島清一，江口英利，
土岐祐一郎（2022/09）T4b食道癌におけるMRIを用
いた周囲臓器浸潤診断．第 76回日本食道学会，東京

200. 布施正篤，山﨑　誠，山本宣之，堀　創史，橋本祐
希，向出裕美，井上健太郎，関本貢嗣，川田純司，
田村茂行（2022/09）頚部食道における食道腺癌に対
して頚部食道局所切除術を施行した例．第 76回日本
食道学会，東京

201. 田中里奈，吉本紗季子，奥坊斗規子，佐竹良亮，中
村弘樹，土井　崇（2022/09）逆流を伴わない食道裂
孔ヘルニアの 1例．第 86回小児外科わからん会，大
阪

202. 杉江知治（2022/09）乳癌診療連携とエンハーツに
ついて．中越乳癌講演会 2022，web

203. 杉江知治（2022/09）HR陽性HER2陰性転移・再発
乳がんにおけるイブランスの位置付けと 4年の使用
感．中越乳癌講演会 2022，web

204. 山﨑　誠（2022/10）ICI時代の食道癌外科治療．食
道癌治療フォーラム～ ICIの使い方を考える～，大阪

205. 山道啓吾（2022/10）当院における進行胃・食道胃
接合部癌に対する術前 SOX療法の検討．大鵬薬品　
社内研修会，大阪

206. 里井壯平（2022/10）ブレックファーストセミナー
29　膵癌の集学的治療．第 30回日本消化器関連学会
週間（JDDW2022）・第20回日本消化器外科学会大会，
福岡

207. 高折綾香，池浦　司，中丸　洸，枡田昌隆，伊藤嵩
志，中山新士，橋本大輔，里井壯平，長沼　誠
（2022/10）膵癌に対する術前化学療法と腸内細菌叢の
関 連． 第 30回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間
（JDDW2022）・第 64回日本消化器病学会大会，福岡

208. 橋本大輔，坂口達馬，里井壯平（2022/10）非乳頭
部十二指腸癌に対する外科的治療戦略と今後の課題．
第 30回日本消化器関連学会週間（JDDW2022）・第 64
回日本消化器病学会大会・第 20回日本消化器外科学
会大会・第 104回日本消化器内視鏡学会，福岡

209. 奥坊斗規子，田中里奈，吉本紗季子，佐竹良亮，中
村弘樹，土井　崇（2022/10）様々な術後合併症を繰
り返す先天性左横隔膜ヘルニアの 1例．第 38回日本
小児外科学会秋季シンポジウム，岡山

210. 澁谷聡一，藤村純也，土井　崇，宮野　剛（2022/10）
再発Wilms腫瘍の右房内進展による急性右心不全に
対して緊急手術を行い，その後の再手術により寛解
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が得られた一例．第 38回日本小児外科学会秋季シン
ポジウム，岡山

211. 兼松清果（2022/10）転移再発．第 39回関西ひまわ
りの会，大阪

212. 矢内洋次（2022/10）遺伝性乳がんについて．第 39
回関西ひまわりの会，大阪

213. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，松井雄
基，関本貢嗣（2022/10）腹膜転移を有する切除不能
膵癌に対する治療戦略．第 3回日本腹膜播種研究会
シンポジウム，兵庫

214. 海堀昌樹，立石　渉，郡　隆之，松井亮太，真貝竜
史，米田浩二，佐藤　弘，谷口英喜，長谷川豊，眞
次康弘，鷲澤尚宏，鍋谷圭宏，深柄和彦（2022/10）
日本外科代謝栄養学会周術期管理委員会主導による
本邦外科手術における周術期管理の現状把握につい
て．第 44回日本臨床栄養学会，第 43回日本臨床栄養
協会，第 20回大連合大会，岩手

215. 関本貢嗣（2022/10）臓器別ワークショップ 28　進
行再発大腸がんに対する効果的な外科治療介入を考
える．第 44回日本臨床栄養学会，第 43回日本臨床栄
養協会，第 20回大連合大会，岩手

216. 小坂　久，海堀昌樹，関本貢嗣（2022/10）肝内胆
管癌に対する relative dose intensityを意識した術後補
助化学療法．第 58回日本胆道学会，神奈川

217. 橋本大輔，高折綾香，松尾禎之，松井雄基，山木　
壮，廣岡　智，山本智久，廣田喜一，池浦　司，里
井壯平，長沼　誠，関本貢嗣（2022/10）切除可能・
境界膵癌に対する術前化学療法が腸内細菌叢に与え
る影響．第 60回日本癌治療学会，兵庫

218. 杉江知治（2022/10）地域におけるHBOC診療連携
の取り組みと展望．第 60回日本癌治療学会，兵庫

219. 山﨑　誠（2022/10）ランチョンセミナー 21　ICI時
代の食道癌外科治療．第 75回日本胸部外科学会，神
奈川

220. 山﨑　誠，山下公太郎，山本宣之，堀　創史，田中
晃司，牧野知紀，島村和男，宮川　繁，土岐祐一郎
（2022/10）食道外科医の立場からみた大動脈食道瘻治
療．第 75回日本胸部外科学会，神奈川

221. 山﨑　誠，山本宣之，堀　創史，関本貢嗣（2022/10）
cT3br/cT4b食道癌に対するMIE．第 75回日本胸部外
科学会，神奈川

222. 山本宣之（2022/10）胃切除術の全体の流れ＋膵上
縁郭清．第 5回 Fukushima Educational Seminar，ハイ
ブリッド

223. 小坂　久，松井康輔，関本貢嗣，海堀昌樹（2022/10）
75歳以上高齢者と高齢者以外の肝内胆管癌における
術後合併症発生状況と予後の．日本消化器病学会近
畿支部第 117回例会，大阪

224. 小坂　久，池浦　司，関本貢嗣，海堀昌樹（2022/10）
切除不能胆道癌に対する conversion surgeryが長期生
存に及ぼす効果．日本消化器病学会近畿支部第 117

回例会，大阪
225. 山﨑　誠（2022/11）IC時代の食道癌外科治療．

Esophageal Cancer Seminar in Yamaguchi，web
226. 杉江知治（2022/11）早期 TNBCのがん免疫微小環
境．MSD Breast Cancer Symposium 2022，大阪

227. 里井壯平（2022/11）膵癌に対する集学的治療戦略～
GnPを含んだ展開～．Pancreatic Cancer Forum，愛知

228. 杉江知治（2022/11）HR陽性HER2陰性転移・再発
乳がんにおけるイブランスの位置づけと 4年の使用
感．イブランス発売 5周年記念講演会 in北海道，北
海道

229. 山﨑　誠（2022/11）ICI時代の食道癌治療戦略．高
知県食道がん免疫療法セミナー，web

230. 関本貢嗣（2022/11）直腸癌局所再発の手術適応の
考え方．第 12回直腸癌局所再発に関するシンポジウ
ム，web

231. 那須厚則，松浦　徹，朝倉　力，池田幸樹，奥山哲
矢，中竹利知，吉田真子，厚海奈穂，蔦　幸治
（2022/11）関西医科大学（KMU）オルガノイドバン
クの取り組み．第 13回スクリーニング学研究会，東
京

232. 濱田　円（2022/11）直腸癌治療とMultidisciplinary 
Decision Making．第 192回兵庫県外科医局学術集会，
兵庫

233. 山本智久，里井壯平，石田光明，山木　壮，橋本大
輔，廣岡　智，松井雄基，関本貢嗣（2022/11）膵癌
Conversion surgeryにおける予後予測因子としての病
理組織学的評価．第 26回日本外科病理學曾學術集曾，
富山

234. 山木　壮，里井壯平，山本智久，橋本大輔，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/11）Pathological CR
を得られた膵癌に対する conversion surgeryの 2例．
第 26回日本外科病理學曾學術集曾，富山

235. 松井雄基，橋本大輔，石田光明，山木　壮，廣岡　
智，山本智久，里井壯平，関本貢嗣（2022/11）膵体
尾部癌における所属リンパ節の再評価．第 26回日本
外科病理學曾學術集曾，富山

236. 里井壯平（2022/11）イブニングセミナー　遠隔転
移膵癌に対する集学的治療．第 26回日本外科病理學
曾學術集曾，富山

237. 橋本大輔，坂口達馬，里井壯平，山本智久，山木　
壮，廣岡　智，松井雄基，関本貢嗣（2022/11）膵癌
における術前画像検査で同定されない腹腔内微小転
移の意義．第 33回日本消化器癌発生学会，東京

238. 小坂　久，松井康輔，松島英之，山本栄和，関本貢
嗣，海堀昌樹（2022/11）高齢肝内胆管癌患者におけ
る肝切除後の周術期感染症発症状況と対策．第 35回
日本外科感染症学会，岡山

239. 関本貢嗣（2022/11）炎症性腸疾患に対する低侵襲
手術― Current status & Future perspectives―．第 84回
手術手技懇話会，大阪
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240. 山﨑　誠（2022/11）メスで立ち向かう食道癌治療．
第 84回手術手技懇話会，大阪

241. 亀井敬子，山田　豪，藤井　努，川合　学，松本逸
平，福澤謙吾，馬場秀夫，青木武士，海野倫明，里
井壯平，岸　庸二，波多野悦朗，下川敏雄，小寺泰弘，
山上裕機（2022/11）膵体尾部切除での膵実質切断に
おける脾静脈剥離―個別処理と脾静脈同時切断の多
施設共同無作為化比較．第 84回日本臨床外科学会，
福岡

242. 吉田明史，徳原克治，菱川秀彦，小塚雅也，山道啓
吾（2022/11）下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方
郭清術．第 84回日本臨床外科学会，福岡

243. 橋本大輔，里井壯平，山木　壮，松井雄基，廣岡　
智，山本智久，関本貢嗣（2022/11）カダバートレー
ニングによる腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術．第 84回
日本臨床外科学会，福岡

244. 橋本大輔，里井壯平，松井雄基，山木　壮，廣岡　
智，山本智久，関本貢嗣（2022/11）切除可能 /境界
膵癌に対する術前治療戦略― ITT解析の結果から―．
第 84回日本臨床外科学会，福岡

245. 肱川　健，中竹利知，石崎守彦，柳田英佐，北出浩
章（2022/11）鼠径部ヘルニアに対する鼠経部切開法
の手術成績．第 84回日本臨床外科学会，福岡

246. 山本智久，里井壯平，山木　壮，橋本大輔，松井雄
基，廣岡　智，関本貢嗣（2022/11）微小肝転移を有
する膵癌に対する治療戦略．第 84回日本臨床外科学
会，福岡

247. 山木　壮，里井壯平，山本智久，橋本大輔，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/11）当科における膵
癌に対する腹腔鏡下膵体尾部切除術の導入と開腹手
術との比較検討．第 84回日本臨床外科学会，福岡

248. 小坂　久，海堀昌樹，松井康輔，松島英之，山本栄
和，関本貢嗣（2022/11）外科医が行うべき切除不能
胆道癌に対する化学療法と緩和医療．第 84回日本臨
床外科学会，福岡

249. 松井康輔，松島英之，小坂　久，山本栄和，海堀昌
樹（2022/11）当科における肝 S7,S8領域に対する腹
腔鏡下系統的切除の手術手技．第 84回日本臨床外科
学会，福岡

250. 植村　守，瀧口暢生，中上勝一郎，楠　響子，関戸
悠紀，波多　豪，浜部敦史，萩野崇之，三吉範克，
高橋秀和，加藤健志，池田正孝，関本貢嗣，土岐祐
一郎，江口英利（2022/11）直腸癌局所再発に対する
外科治療の現状．第 84回日本臨床外科学会，福岡

251. 青木悠人，山田岳史，吉田　寛，谷合信彦，吉岡正
人，川野陽一，神田知洋，市川大輔，海堀昌樹，平
田敬治，湯川寛夫，塩谷　猛，伊藤慎吾，下山ライ，
長谷川傑，赤木由人，隅元謙介，深澤貴子（2022/11）
腹腔鏡手術と癒着防止フィルムは肝胆膵外科領域の
術後腸閉塞発症率減少に寄与しない―腸閉塞全国集
計 2018から．第 84回日本臨床外科学会，福岡

252. 田中省吾，飯田洋也，上野昌樹，米田浩二，北東大
督，中居卓也，小坂　久，生駒久視，野田剛広，新
川寛二，前平博充，速水晋也，廣川文鋭，石沢武彰，
海堀昌樹（2022/11）80歳以上の高齢者に対する肝切
除後治療成績―術後 1年後に自立生活を困難にする
要因の解析―．第 84回日本臨床外科学会，福岡

253. 徳原克治，吉田明史，菱川秀彦，小塚雅也，山道啓
吾（2022/11）腹腔鏡下結腸癌手術における体腔内吻
合．第 84回日本臨床外科学会，福岡

254. 菱川秀彦，徳原克治，吉田明史，小塚雅也，山道啓
吾（2022/11）当科における左側横行結腸癌に対する
腹腔鏡下結腸切除術．第 84回日本臨床外科学会，福
岡

255. 廣岡　智，山本智久，橋本大輔，山木　壮，里井壯
平（2022/11）当院における早期胆嚢癌疑い症例に対
する腹腔鏡下胆嚢全層切除術 39例の早期手術成績と
安全性の検討．第 84回日本臨床外科学会，福岡

256. 林　直輝，相良安昭，新倉直樹，三階貴史，木川雄
一郎，永橋昌幸，石飛真人，南村真紀，小島康幸，
北川　大，土田寧恵（2022/11）原発乳癌リンパ節転
移陽性患者における術前化学療法後腋窩郭清省略の
多施設共同研究― LEISTER study―．第 84回日本臨
床外科学会，福岡

257. 杉江知治（2022/11）腫瘍免疫微小環境に与える抗
がん剤の影響を考慮した PD-L1陽性 TNBC治療戦略．
中外 eセミナー，東京

258. 杉江知治（2022/11）新たな乳癌治療戦略～OlympiA
の位置づけ～．北河内HBOC連携セミナーオンライン
講演会，web

259. 里井壯平（2022/11）CYに関して．膵癌取扱い規約
第 8版公聴会，福岡（ハイブリット開催）

260. 里井壯平（2022/11）膵癌の集学的治療～「膵癌診
療ガイドライン 2022年版」改訂ポイント～．膵疾患
セミナー in南大阪 2022，大阪

261. 木川雄一郎（2022/12）がん臨床試験しおける
HRQOL評価の意義とその問題点．Considering Breast 
Caner Treatment Seminar in Osaka，web

262. 里井壯平（2022/12）これからの膵癌治療はどうな
る？～「膵癌診療ガイドライン2022年版」改訂ポイン
ト～．Expert Web Seminar on Pancreatic Cancer，東京

263. 里井壯平（2022/12）最新の膵癌治療．Expert Web 
Seminar on Pancreatic Cancer，web

264. 杉江知治（2022/12）腫瘍微小環境とがん免疫療法．
Kyoto Breast Cancer Seminar，京都

265. 山﨑　誠（2022/12）食道癌薬物治療におけるキイ
トルーダ +FP療法の役割～適応追加から一年を振り
返って～．Oncologyインターネット講演会，東京

266. 山本智久（2022/12）外科医からみた膵癌腹腔洗浄
細胞診の意義とポート留置の注意点．Pancreatic 
Cancer  Seminar ̶ The new stream of  t reatment 
strategy̶，大阪
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267. 里井壯平（2022/12）膵癌の集学的治療～「膵癌診
療ガイドライン 2022年版」改訂ポイント～．埼玉東
部地区消化器外科セミナー，大阪

268. 山﨑　誠（2022/12）ICI時代の食道癌外科治療．食
道癌エキスパートWebセミナー，大阪

269. 岸本昌浩（2022/12）外科医の挑戦．第 20回日本乳
癌学会近畿地方会，和歌山

270. 井上健太郎，向出裕美，橋本祐希，堀　創史，山本
宣之，多久和真帆，山﨑　誠，関本貢嗣（2022/12）
当施設における減量代謝改善手術後の逆流性食道炎
の現状．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

271. 井上健太郎，向出裕美，山本宣之，堀　創史，橋本
祐希，多久和真帆，山﨑　誠，関本貢嗣（2022/12）
減量・代謝改善手術による運動耐容能の改善効果．
第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

272. 岩本慈能，松井雄基，岡崎　智，田中義人，吉田　
良，関本貢嗣（2022/12）上腰ヘルニアの 1例．第 35
回日本内視鏡外科学会，名古屋

273. 吉田明史，徳原克治，菱川秀彦，小塚雅也，山道啓
吾（2022/12）下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方
郭清術の術後成績．第 35回日本内視鏡外科学会，名
古屋

274. 橋本大輔，里井壯平，山木　壮，松井雄基，廣岡　
智，山本智久，関本貢嗣（2022/12）カダバートレー
ニングによる腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術．第 35回
日本内視鏡外科学会，名古屋

275. 向出裕美，山﨑　誠，多久和真帆，山本宣之，八田
雅彦，堀　創史，小林壽範，三城弥範，井上健太郎，
濱田　円，関本貢嗣（2022/12）Nivolumab加療後に
Conversion手術を施行した食道癌の一例．第 35回日
本内視鏡外科学会，名古屋

276. 高野祥直，中尾詠一，宮川哲平，外舘幸敏，俊山聖
史，山本竜也，益子隆太郎，堀　創史，藁谷　暢，
本多通孝，鈴木伸康，阿部　幹（2022/12）術前化学
放射線治療後の進行直腸癌に対するロボット支援下
手術の工夫．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

277. 三城弥範，関本貢嗣，上原広樹，多久和真帆，山本
宣之，堀　創史，八田雅彦，小林壽範，向出裕美，
山﨑　誠，井上健太郎（2022/12）局所再発直腸癌に
対する腹腔鏡下スペーサー留置術．第 35回日本内視
鏡外科学会，名古屋

278. 山﨑　誠，山本宣之，堀　創史，向出裕美，多久和
真帆，山下公太郎，田中晃司，杉村啓二郎，牧野知紀，
八田雅彦，小林壽範，三城弥範，井上健太郎，濱田　
円，関本貢嗣（2022/12）高度進行食道癌治療におけ
る食道外科専門医の役割．第 35回日本内視鏡外科学
会，名古屋

279. 山口　剛，谷　眞至，笠間和典，内藤　剛，大城崇
司，井上健太郎，関　洋介，井本博文，貝田佐知子，
竹林克士，大竹玲子，清水智治，村田　聡，飯田洋也，
三宅　亨（2022/12）腹腔鏡下スリーブ状胃切除後の

減量効果不良に関する術後 1年未満の減量目標値の
検討：多施設共同後方視的研究．第 35回日本内視鏡
外科学会，名古屋

280. 山本栄和（2022/12）当科における安全な腹腔鏡下
解剖学的肝切除定型化の取り組み．第 35回日本内視
鏡外科学会，名古屋

281. 山本宣之，山﨑　誠，多久和真帆，上原広樹，堀　
創史，八田雅彦，小林壽範，向出裕美，三城弥範，
井上健太郎，濱田　円，関本貢嗣（2022/12）院にお
ける胸腔鏡下食道切除術での至適ポート配置の工夫．
第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

282. 山木　壮，里井壯平，山本智久，橋本大輔，廣岡　
智，松井雄基，関本貢嗣（2022/12）当科における膵
癌に対する腹腔鏡下膵体尾部切除術の導入と開腹手
術との比較検討．第 35回日本内視鏡外科学会，名古
屋

283. 小林壽範，三城弥範，八田雅彦，上原広樹，多久和
真帆，山本宣之，堀　創史，向出裕美，山﨑　誠，
井上健太郎，関本貢嗣（2022/12）左側大腸癌におけ
るDST吻合再建に対する LAPRA-TY®　補強縫合の短
期戦績．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

284. 上原広樹，三城弥範，小林壽範，八田雅彦，多久和
真帆，山本宣之，堀　創史，向出裕美，山﨑　誠，
井上健太郎，関本貢嗣（2022/12）ステント留置後急
速に進行した S状結腸癌の一例．第 35回日本内視鏡
外科学会，名古屋

285. 新川寛二，米田浩二，海堀昌樹，野見武男，上野昌
樹，生駒久視，中居卓也，飯田洋也，田中省吾，石
沢武彰，久保正二（2022/12）後上領域肝細胞癌の手
術成績と長期成績に対する腹腔鏡下肝切除の意義．
第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

286. 多久和真帆，山﨑　誠，山本宣之，堀　創史，向出
裕美，井上健太郎，八田雅彦，小林壽範，三城弥範，
濱田　円，関本貢嗣（2022/12）発症 5日目の特発性
食道破裂に対し胸腔鏡下食道抜去後に二期的再建を
行った 1例．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

287. 池田裕二，井上健太郎，向出裕美，菱川秀彦，山﨑　
誠（2022/12）肝膿瘍に対して経胃的ドレナージ後に
Pigtailが胃内へ穿破し腹腔鏡にて除去し得た一例．第
35回日本内視鏡外科学会，名古屋

288. 田中里奈，中村弘樹，奥坊斗規子，佐竹良亮，土井　
崇（2022/12）MRCPで同定し得た胆嚢管合流異常症
の 1例．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

289. 徳原克治，吉田明史，菱川秀彦，小塚雅也，山道啓
吾（2022/12）腹腔鏡下右側結腸癌手術における体腔
ない吻合（Overlap法）．第 35回日本内視鏡外科学会，
名古屋

290. 八田雅彦，濱田　円，松井雄基，住山房央，吉田明
史，小林壽範，三城弥範，関本貢嗣，北　正人，木
下秀文（2022/12）当科における T4b直腸癌に対する
腹腔鏡下手術．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋
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291. 菱川秀彦，徳原克治，吉田明史，小塚雅也，山道啓
吾（2022/12）術前化学療法を導入した下部進行直腸
癌の術後短期成績．第 35回日本内視鏡外科学会，名
古屋

292. 牧野知紀，山﨑　誠，田中晃司，山下公太郎，西塔
拓郎，山本和義，高橋　剛，黒川幸典，中島清一，
江口英利，土岐祐一郎（2022/12）ロボット支援下食
道切除術における当科のこだわりと手術成績：胸腔
鏡下アプローチとの比較より．第 35回日本内視鏡外
科学会，名古屋

293. 堀　創史，山﨑　誠，多久和真帆，山本宣之，向出
裕美，井上健太郎，上原広樹，八田雅彦，小林壽範，
三城弥範，濱田　円，関本貢嗣（2022/12）肝硬変を
伴う食道癌症例に対する胸部操作時の注意点．第 35
回日本内視鏡外科学会，名古屋

294. 廣岡　智，山本智久，橋本大輔，山木　壮，里井壯
平（2022/12）当院における早期胆嚢癌疑い症例に対
する腹腔鏡下胆嚢全層切除術 39例の早期手術成績と
安全性の検討．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

295. 井上健太郎（2022/12）市民公開講座　手術を受け
て夢と希望をかなえましょう !!．第 43回日本肥満学
会，第 40回日本肥満症治療学会，沖縄

296. 井上健太郎（2022/12）ランチョンセミナー 4　減
量・代謝改善手術～スリーブ，バイパス，revisionの
必要性～．第 43回日本肥満学会，第 40回日本肥満症
治療学会，沖縄

297. 井上健太郎，向出裕美，橋本祐希，堀　創史，山本宣
之，多久和真帆，山﨑　誠，関本貢嗣（2022/12）術前
誤認でスリーブ胃を離断し，胃切除を伴うRoux-en- 
Y胃バイパスに術式を変更した症例．第 43回日本肥
満学会，第 40回日本肥満症治療学会，沖縄

298. 吉内佐和子，中村夏子，吉田三嘉，窪田あい，藤岡
友美，井上健太郎，黒瀬聖司，木村　穣（2022/12）
肥満外科術後患者における随時尿からの推定蛋白質
摂取量と体組成変化との関係．第 43回日本肥満学
会・第 40回日本肥満症治療学会学術集会，那覇

299. 小坂　久（2022/12）切除不能胆道癌に対する化学
療法後のコンバージョン手術―ゲノム診断の役割―．

胆道癌に対する Precision medicine，web
300. 山﨑　誠（2022/12）食道癌手術をよりシンプルに
―基本の見直し―．中四国地区食道がん集学的治療
を考える会，web

301. 島田　咲，佐藤智佳，吉田　彩，神谷亮雄，黒田優
美，矢内洋次，山田崇弘，岡田英孝（2022/12）単
一三次施設における 34歳以下妊婦の出生前遺伝学的
検査の受検動向調査．日本人類遺伝学会第 67回大会，
神奈川

302. 矢内洋次，山田崇弘，島田　咲，佐藤智佳，多田真
奈美，木川雄一郎，岡田英孝，杉江知治（2022/12）
遺伝学的検査結果の解釈に難渋したBRCA2病的バリ
アントの 1例．日本人類遺伝学会第 67回大会，神奈
川

303. 杉江知治（2022/12）TNBC薬物療法の現状と展望．
和歌山乳がん治療ネットワーク 2022，和歌山

著　書
（部分執筆）
1. 山木　壮，里井壯平（2022）3　重症急性膵炎（膵壊
死部感染）．感染症最新の治療 2022–2024　157–159
頁，株式会社南江堂，日本

2. 山本智久，里井壯平（2022）Ⅱ 各論　2.高齢者に高
頻度に生じる悪性疾患に対する安全な手術を実践で
きる！高齢者の膵臓・胆道領域の癌に対する手術と
周術期の工夫．実践！高齢者に対する消化器外科の
minimal requirements　1,, 183–191頁， メ ジ カ ル レ
ビュー社，東京

3. 吉田　良（2022）Ⅱ 実践編　1医師が推奨できない
治療を患者・家族が望むとき　③家族が過剰な治療
を望むとき：高齢患者の場合．臨床倫理の考え方と
実践　医療・ケアチームのための事例検討法　1,, 
45–47頁，東京大学出版会，東京

4. 矢内洋次，佐藤智佳，山田崇弘（2022）第 3章 遺伝
性乳癌の治療コンセプト　1，遺伝性乳癌の疫学とそ
の国際比較．乳癌診療　state of the art　科学に基づく
最新診療　20–25頁，医歯薬出版株式会社，日本

心臓血管外科学講座

〈研究概要〉
1）講座，分野の紹介

2023年 4月より小山忠明教授が前任の湊教授を引き継いでおり，胸部及び腹部大動脈ステントは善甫宣哉理事長特命
教授（血管外科）を中心とした血管グループが担当している．成人心臓の全分野と胸部及び腹部大動脈疾患に対して臨
床・研究活動を行っている．虚血性心疾患では，単独冠動脈バイパス術では人工心肺装置を使用しないオフポンプ冠動
脈バイパス術を基本とし，使用するグラフトとして両側内胸動脈に加えて右胃大網動脈をフリーにして大動脈に直接も
しくは静脈グラフトの中枢吻合部を利用して中枢側吻合を行なっており，このグラフトの長期開存について今後検討し
ていく．弁膜症においては，僧帽弁閉鎖不全症に対しては，右小開胸で 3D内視鏡を用いての完全胸視下での僧帽弁形
成術を第一選択としている．この方法ではロボット支援下での手術より手術創部を小さくする事ができ，術後 1週間で
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退院可能となっている．この方法は三尖弁形成，心房細動に対するメイズ手術，左心耳クリップ閉鎖や，大動脈弁置換
術にも適応を拡大しており，今や弁膜症手術の中心的な手技となっている．
大血管疾患は，定期手術に加え，大動脈瘤破裂や急性大動脈解離などの超救急疾患も積極的に外科治療している．大
動脈弓部全置換は，超低体温循環停止法と選択的脳潅流法の併用により従来より最低直腸温を 28～30度まで上げる中
等度低体温での安全な手術が可能になっている．また，胸腹部大動脈置換術でのステントグラフト治療を併用したハイ
ブリッド治療も今後導入していく計画である．

2）研究テーマ
1．冠動脈形成（内膜摘除，onlay grafting）後の冠動脈 remodelingおよび内膜再生機序の解明
2．脳血管病変，頸動脈病変を伴う開心術時の脳障害予防法
3．弁形成補助具の開発
4．血管吻合部内膜増生抑制
5．長期開存性をめざす静脈グラフト採取法
6．大動脈瘤のステントグラフト治療
7．B型大動脈解離に対する積極的ステントグラフト治療
8．胸腹部大動脈置換時の脊髄麻痺予防に関する研究
9．急性大動脈解離に伴う cytokineの動きとARDS

10．吻合部の 3D血流解析による至適吻合部形態
11．各種弁置換後の 3D血流解析による人工弁の妥当性
12．弁輪形成後の 3D血流解析による人工弁輪の評価
13．弁形成の 3D血流評価による形成術式の妥当性評価
14．心室形態と拍出効率．拍動シミュレーション．
15．吻合および末梢血管形態によるグラフト開存性 simulation
16．腸内細菌フローラと大動脈瘤
17．腸内細菌フローラと大動脈解離
18．腸内細菌叢と手術部位感染症

〈研究業績〉
原　著
1. Hosono M, Yasumoto H, Kuwauchi S, Mitsunaga Y, 

Tomohiko U,  Minato  N and Kawazoe K (2022) 
Comprehensive pain control strategy in minimally invasive 
mitral valve repair. Ann Thorac Cardiovasc Surg 28(3): 
180–185

2. Okada T, Minato N, Zempo N, Kanemoto S, Hosono M, 
Kuwauchi S, Uetsuki T, Kawaura T and Kitawaki T (2022) 
Midterm performance of the autologous adventitial overlay 
method in aortic surgery. Ann Thorac Surg Online ahead of 
print

3. Miyata T, Kumamaru H, Mii S, Kinukawa N, Miyata H, 
Shigematsu K, Azuma N, Ishida A, Izumi Y, Inoue Y, 
Uchida H, Ohki T, Kuma S, Kurosawa K, Kodama A, 
Komai H, Komori K, Shibuya T, Shindo S, Sugimoto I, 
Deguchi J, Hoshina K, Hideaki M, Midorikawa H, 
Yamaoka T, Yamashita H and Yunoki Y (2022) Prediction 
models for two year overall survival and amputation free 
survival after revascularisation for chronic limb threatening 
ischaemia. Eur J Vasc Endovasc Surg 64(4): 367–376

4. 日本血管外科学会データベース管理運営委員会（委
員長 善甫宣哉）（2022）血管外科アニュアルレポート
2018年．日血外会誌　31(4): 217–23

5. 坂下英樹，深山紀幸，山本暢子，大野雅人，北岡由佳，
駒井宏好（2022）大腿動脈血栓内膜摘除のパッチ形
成におけるXenoSureウシ心膜パッチの使用経験．脈
管学　62(8): 73–77

症例報告
1. Ueda T, Kuro A, Kunieda S, Ozaki Y, Suzuki K, Hihara M 

and Komai H (2022) Giant basal cell carcinoma in the 
inguinal region invading the femoral vessels. Eplasty 22: 
ic5

2. Ito A, Okada T, Minato N and Hattori F (2022) Possible 
internal viral shedding and interferon production after 
clinical recovery from COVID-19: Case report. Front Med 
9: 959196

その他
1. 駒井宏好（2022）重症虚血肢の非外科治療．日血管
外会誌　31(2): 45–49

学会発表
1. Mitsuharu Hosono, Shinya Kanemoto, Shintaro Kuwauchi, 

Tomohiko Uetsuki, Masato Ohno, Takayuki Okada, 
Nobuya Zempo, Naoki Minato and Kohei Kawazoe 
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(2022/03) Preliminary report of preoperative simulation 
using 3D printer heart model in mitral valve surgery. The 
30 th  Annua l  Meet ing  o f  the  As ian  Soc ie ty  fo r 
Cardiovascular and Thoracic Surgery, Nara, Japan

2. Hiroyoshi Komai (2022/06) Graft preparation, anastomoses 
targets selection, and exposure of target vessels. TSVS 
2020 Aorta and Peripheral Artery Cadaver Workshop, 
Hualien, Taiwan (Web)

3. Hiroyoshi Komai (2022/10) Current status of CLTI 
treatment in Japan: revascularization by vascular surgeons. 
The 31st Argentinian Cardiovascular Surgery (CACCV 
2022) Buenos Aires, Argentine (Web)

4. Hiroyoshi Komai (2022/10) The challenge to the early 
detection of CLTI patients. The 23rd Asian Society for 
Vascular Surgery, Taipei, Taiwan

5. Takayuki Okada, Nobuya Zempo, Mitsuharu Hosono, 
Shintaro Kuwauchi, Tomohiko Uetsuki and Naoki Minato 
(2022/12) Long term outcome of onlay/endarterectomy 
method for diffuse coronary disease in CABG. 第 25回冠
動脈外科学会，東京

6. 山 本 暢 子（2022/03）ESVS2021 in Rotterdam 
PASM2021優秀演題賞をいただいて．PASM2022（心
臓血管外科学会附属研究会），横浜　web

7. 細野光治，金本真也，竹花一哉，桑内慎太郎，植月
友彦，大野雅人，岡田隆之，善浦宣哉，湊　直樹，
川副浩平（2022/03）3Dプリンター心臓モデルの僧帽
弁形成術への応用の試み．第 52回日本心臓血管外科
学会学術総会，横浜

8. 大野雅人，善甫宣哉，植月友彦，桑内慎太郎，岡田
隆之，細野光治，金本真也，湊　直樹，川副浩平
（2022/03）TEVAR術後に開胸手術を施行した 5症例
の検討．第 52回日本心臓血管外科学会，横浜（Web）

9. 岡田隆之，桑内慎太郎，植月友彦，細野光治，金本
真也，善甫宣哉，湊　直樹（2022/03）ハイリスク（透
析，超高齢，低心機能）に対するCABGへの onlay法
と長期 SVG開存の工夫．第 52回日本心臓血管外科学

会学術総会，横浜
10. 岡田隆之，桑内慎太郎，植月友彦，細野光治，金本
真也，善甫宣哉，湊　直樹（2022/04）透析症例に対
するOnlay法を駆使した CABG完全血行再建と SVG
使用の工夫．第 122回外科学会定期学術集会，熊本

11. 大野雅人，善甫宣哉，植月友彦，桑内慎太郎，岡田
隆之，細野光治，金本真也，湊　直樹，川副浩平
（2022/05）慢性B型大動脈解離に対する胸部ステント
グラフト内挿術の成績向上：とくにリエントリー閉
鎖によるリモデリング効果．第 50回日本血管外科学
会，小倉

12. 北岡由佳，駒井宏好，山本暢子，坂下英樹，深山紀幸，
大野雅人（2022/05）新しい血流評価法 Perfusion Index
を用いたベッドサイドでの重症虚血評価の妥当性の
検証．第 50回日本血管外科学会学術総会，小倉

13. 坂下英樹，深山紀幸，河野暢子，北岡由佳，駒井宏
好（2022/05）ウシ心膜パッチ：XenoSureを使用した
大腿動脈血栓内膜摘除術の有用性．第 50回日本血管
外科学会総会，北九州市

14. 岡田隆之，植月友彦，桑内慎太郎，細野光治，金本
真也，善甫宣哉，湊　直樹（2022/05）感染性胸部大
動脈瘤への治療経験の検討．第 50回血管外科学会定
期学術集会，小倉

15. 大野雅人，善甫宣哉，坂下英樹，植月友彦，桑内慎
太郎，岡田隆之，湊　直樹，川副浩平（2022/10）胸
部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術の成績
向上：とくに左鎖骨下動脈再建による脳梗塞，脊髄
梗塞の予防効果．第 63回日本脈管学会，横浜

16. 坂下英樹，大野雅人，善甫宣哉（2022/11）カテーテ
ル挿入時の医原性血管損傷．第 84回日本臨床外科学
会総会，福岡市

17. 植月友彦，岡田隆之，桑内慎太郎，坂下英樹，善甫
宣哉，湊　直樹（2022/12）An Evaluation of No-touch 
Saphenous Vein Graft．第 25回日本冠動脈外科学会学
術大会，東京

呼吸器外科学講座

〈研究概要〉
呼吸器外科学講座は 2016年に胸部心臓血管外科学講座より分離・独立する形で新設された外科系講座です．肺癌，気

胸などの嚢胞性肺疾患，転移性肺腫瘍，縦隔腫瘍，膿胸や炎症性肺疾患，など心臓・食道以外の胸部疾患に対する外科
治療が呼吸器外科学講座の診療・研究の対象となります．原発性肺癌と周囲の癌間質の相互応答が転移促進状態（＝前
転移ニッチ）の形成にどのように関与しているか，胸腺癌の発症メカニズムにはどのような因子が関与しているのか，
などについて分子病態の研究を開始しています．また治療方針の決定に関する意思決定調査などを通じて患者さんの意
思決定支援に活かす臨床研究，腫瘍疾患における臨床上の疑問についての臨床研究，多施設共同臨床研究，などへの参
加も開始しました．臨床研究については国内外での学会発表を既に開始しており，今後基礎的研究とともに論文で世界
へ成果を発信していきます．
以下に個々の研究の概要を説明します．
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1） 肺がんにおける PD-L1発現と予後および抗 PD-1抗体治療薬の効果予測に関する研究：原発性肺がんの悪性度は高
く，我が国における癌死の第1位を占め，治療成績の向上が求められています．Programmed cell death ligand-1（PD-L1）
は，がん細胞表面に発現し，がん細胞を攻撃しようとするリンパ球（生体防御を担当する細胞）の programmed cell 
death-1（PD-1）受容体と結合し，リンパ球の攻撃を回避して生き残ることが知られています．近年，この仕組みを
阻害する先進的がん免疫療法（例：抗 PD-1抗体療法）が開発され，今後の肺がんに対する治療成績の向上が期待さ
れています．私たちは，肺がんの組織における PD-L1発現を免疫染色および蛍光粒子を用いた定量的計測方法であ
る PID（phosphor integrated dot）技術を用いて測定し，予後（肺がんの経過）および抗 PD-1抗体治療の効果との関係
を明らかにする事を目的とした研究を実施しています．

2） 肺癌前転移ニッチ関連バイオマーカーの特定と先制医療への展開に関する研究：原発性肺がんの悪性度は高く，我
が国における癌死の第 1位を占め，治療成績の向上が求められています．肺がんの中には，転移を促進する微小環
境（＝前転移ニッチ pre-metastatic niche）が根治手術時に既に形成されている可能性が指摘されており，肺癌転移形
成機構および治療標的が明らかになれば，創薬などを通じて完成しつつある転移形成を未然に制御する早期治療介
入（＝個別先制医療）への展開が可能となり，さらに知見の発展的応用によって，切除不能進行肺癌に対する治療
を最適化し，肺癌関連死亡の予防に貢献することが出来ます．私たちは，肺がん組織における遺伝子発現の網羅的
解析による肺癌前転移ニッチ関連バイオマーカーの特定を目的とした研究を実施しています．

3） 胸腺上皮性腫瘍発症メカニズムに関する探索的研究：胸腺癌や胸腺腫などの胸腺上皮性腫瘍は，その発生頻度は年
齢とともに増加することが知られており，後天的誘因の存在を疑わせるが，詳細は不明です．胸腺上皮性腫瘍の発
症にウィルス既感染が関与している可能性を探り，発症機構を解明する研究を開始しました．

4） 呼吸器外科における意思決定調査：近年，がんの進行期での緩和ケア領域において，意思決定や意思決定支援の方
法について議論が盛んです．しかし，早い段階のがんや比較的予後のよい疾患に対しての治療に対しても患者の意
思決定に際する葛藤やそれに対応する医療者のジレンマは存在しています．関西医科大学総合医療センター呼吸器
外科では，日常的な診療を行う中で，治療方針の決定に際して生じる意思決定に対して評価を行う目的に，意思決
定の質的満足度のアンケート調査とQOLのアンケート調査を継続的に行っています．

知的財産
「胸腺癌バイオマーカー及び胸腺腫瘍の予後予測マーカー」2023/1/25登録　特許第 7216995号

外部資金獲得状況
科研費　基板研究（C）　胸腺癌特異マーカー PRAMEの生物学的意義の解明と新規治療戦略への展開（研究代表：谷
口洋平）2020-04-01–2023-03-31
科研費　基板研究（C）　肺癌 invasive frontの空間的病理解析による浸潤／免疫抑制機構の解明（研究代表：齊藤朋人）
2020-04-01–2023-03-31

〈研究業績〉
原　著
1. Hino H, Utsumi T, Maru N, Matsui H, Taniguchi Y, Saito T, 

Tsuta K and Murakawa T (2022) Results of emergency 
salvage lung resection after chemo- and/or radiotherapy 
among patients with lung cancer. Interact Cardiovasc 
Thorac Surg 35(1): ivac043

2. Kawashima S, Yoshida D, Yoshioka T, Ogasawara A, 
Fujita K, Yanagiya M, Nagano M, Konoeda C, Hino H, 
Kitano K, Sato M, Hino R, Kojima R, Komatsu T, Kamiya 
M, Urano Y and Nakajima J (2022) Rapid imaging of lung 
cancer using a red fluorescent probe to detect dipeptidyl 
peptidase 4 and puromycin-sensitive aminopeptidase 
activities. Scientific Report 12(1): 9100–9100

3. Saito T, Murakawa T, Shintani Y, Okami J, Miyaoka E, 
Yoshino I and Date H; Japanese Joint Committee of Lung 
Cancer Registry (2022) Preoperative renal dysfunction and 
long-term survival after surgery for non-small cell lung 

cancer. J Thorac Cardiovasc Surg 164(1): 227–239
4. Takeshita K, Nagao N, Kaneda H, Miura Y, Kinjo T and 

Takimoto Y (2022) Report on the establishment of the 
consortium for hospital ethics committees in Japan and the 
first collaboration conference of hospital ethics committees. 
Asian Bioeth Rev 14(4): 307–316

5. 石井侑佳，石浦嘉久，澤井裕介，小川　咲，今井　開，
玉置岳史，清水俊樹，中野隆仁，金田浩由紀，酒井
康裕，植村芳子，野村昌作，伊藤量基（2022）肺癌
との鑑別を要した肺クリプトコッカス症の一例．生
体防御の臨床　10(1): 25–27

症例報告
1. Takahiro Utsumi, Tomohito Saito, Osamu Honda, Mitsuaki 

Ishida, Natsumi Maru, Hiroshi Matsui, Yohei Taniguchi, 
Haruaki Hino and Tomohiro Murakawa (2022) Right 
epipericardial fat necrosis after thymectomy. Ann Thorac 
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Surg 113(4): E259–E261
2. Utsumi T, Taniguchi Y, Noda Y, Fukai M, Kibata K and 

Murakawa T (2022) SMARCA4-deficient undifferentiated 
tumor that responded to chemotherapy in combination with 
immune checkpoint inhibitors: A case report. Thorac 
Cancer 13(15): 2264–2266

3. 花本眞未，北嶋友紀，四十万谷貴子，寺井沙也加，
中丸　聖，槇村　馨，金田浩由紀，笠井健史，清原
隆宏（2022）食道癌術後胃管癌からの左上口唇転移
性印環細胞癌の 1例．皮の科　21(2): 138–143

学会発表
1. Haruaki Hino, Satoshi Hagihira, Natsumi Maru, Takahiro 

Utsumi, Hiroshi Matsui, Yohei Taniguchi, Tomohito Saito 
and Tomohiro Murakawa (2022/06) The modified surgical 
apgar score predicts postoperative complication and 
survival among lung cancer patients undergoing surgery. 
The 30th European Conference of Thoracic Surgery, Hague 
in the Netherlands

2. Tomohito Saito, Mitsuaki Ishida, Takahiro Utsumi, 
Natsumi Maru, Hiroshi Matsui, Yohei Taniguchi, Haruaki 
Hino, Koji Tsuta and Tomohiro Murakawa (2022/05) 
Immunohistochemical profiling of premetastatic niche in 
pathological stage IA invasive adenocarcinoma of the lung. 
第 102回米国胸部外科学会，アメリカ・ボストン

3. 丸　夏未，内海貴博，松井浩史，谷口洋平，齊藤朋人，
日 野 春 秋， 村 川 知 弘 (2022/06) Risk analysis of 
postoperative cerebral infarction and assessment of the 
preventive procedure for lung cancer patients undergoing 
surgery. 30th Ests, The Hague, The Netherlands

4. Haruaki Hino, Natsumi Maru, Takahiro Utsumi, Hiroshi 
Matsui, Yohei Taniguchi, Tomohito Saito and Tomohiro 
Murakawa (2022/10)  Both  radiographic  lepidic 
components and clinical characteristics promote favorable 
survival among patients with part-solid adenocarcinoma: A 
propensity score-matched analysis. 第 75回日本胸部外科
学会定期学術集会，福岡

5. 谷口洋平，齊藤朋人，木畑佳代子，森勢　諭，石田
光明，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，日野春秋，
倉田宝保，村川知弘（2022/02）拡大胸腺摘出術後に
心膜播種を伴う胸腺腫再発の一例．第 42回日本胸腺
研究会，Web

6. 松井浩史，内海貴博，丸　夏未，谷口洋平，齊藤朋人，
日野春秋，村川知弘（2022/02）特異な進展形式を示
した胸腺癌の 1切除例．第 41回日本胸腺研究会，
Web開催

7. 齊藤朋人，石田光明，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，
谷口洋平，日野春秋，蔦　幸治，村川知弘（2022/02）
抗アセチルコリン受容体抗体陽性胸腺扁平上皮癌の 1
例．第 41回日本胸腺研究会，Web開催

8. 内海貴博，岡部麻子，丸　夏未，松井浩史，谷口洋平，

齊藤朋人，日野春秋，蔦　幸治，村川知弘（2022/03）
右肺上葉原発 Ciliated muconodular papillary tumorの 1
切除例．第 115回日本肺癌学会関西支部学術集会，
Web開催

9. 内海貴博，野田百合，深井真璃，木畑佳代子，丸　
夏未，松井浩史，谷口洋平，齊藤朋人，日野春秋，
蔦　幸治，村川知弘（2022/03）右胸腔に発生した胸
部 SMARCA4欠損未分化腫瘍の 1例．第 115回日本
肺癌学会関西支部学術集会，Web開催

10. 金田浩由紀，中野隆仁（2022/05）血栓形成予防のた
めの左上肺静脈心膜翻転部の剥離手技．第 39回日本
呼吸器外科学会学術集会，東京

11. 松井浩史，，日野春秋，内海貴博，丸　夏未，谷口洋
平，齊藤朋人，村川知弘（2022/05）膵癌術後肺転移
症例の検討．第 39回日本呼吸器外科学会学術集会，
東京

12. 松井浩史，内海貴博，丸　夏未，谷口洋平，齊藤朋人，
日野春秋，村川知弘（2022/05）当院の肺非結核性抗
酸菌症手術症例の高齢者群・非高齢者群の検討．第
39回日本呼吸器外科学会学術集会，東京

13. 谷口洋平，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，齊藤朋人，
日野春秋，野田百合，村川知弘（2022/05）アレルギー
性気管支肺アスペルギルス症（ABPA）から膿胸にな
り開胸左肺下葉切除＋上葉部分切除＋膿胸腔掻爬を
行った 1例．第 39回日本呼吸器外科学会学術集会，
Web開催

14. 中野隆仁，金田浩由紀（2022/05）胸腺腫摘除後 26年
目に孤立性肺転移を切除し 5年間再発なく経過して
いる type A胸腺腫の 1例．第 39回日本呼吸器外科学
会学術集会，東京

15. 中野隆仁，金田浩由紀，村川知弘（2022/05）術後CT
画像を用いた左上肺静脈切除断端内部の血流解析．
第 39回日本呼吸器外科学会学術集会，東京

16. 日野春秋，丸　夏未，内海貴博，松井浩史，谷口洋平，
齊藤朋人，村川知弘（2022/05）80歳以上高齢者肺癌
臨床病期 I期に対する非解剖学的切除症例の検討．第
39回日本呼吸器外科学会総会，横浜（ハイブリッド
開催）

17. 日野春秋，萩平　哲，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，
谷口洋平，齊藤朋人，村川知弘（2022/05）Modified 
Surgical Apgar Scoreによる肺癌手術成績の検討．第
39回日本呼吸器外科学会総会，横浜（ハイブリッド
開催）

18. 丸　夏未，内海貴博，松井浩史，谷口洋平，齊藤朋人，
日野春秋，村川知弘（2022/05）肺癌術後脳梗塞発症
の予防手術手技の検討．第 39回呼吸器外科学会，東
京

19. 日野春秋，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，谷口洋平，
齊藤朋人，村川知弘（2022/06）高齢者胸膜中皮腫に
対して胸膜切除／肺剥皮術が有用であった 1例．第
65回関西胸部外科学会学術集会，浜松
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20. 松井浩史，日野春秋，内海貴博，丸　夏未，谷口洋平，
齊藤朋人，大江知里，蔦　幸治，村川知弘（2022/06）
卵巣癌肺転移に対するラジオ波焼灼療法（RFA）で
医原性気胸を発症し膿胸に至った 1例．第 116回日本
肺癌学会関西支部学術集会，大阪府豊中市（千里ラ
イフサイエンスセンター）

21. 小川　咲，澤井裕介，玉置岳史，清水俊樹，石浦嘉久，
中野隆仁，金田浩由紀，酒井康裕，植村芳子，野村
昌作，伊藤量基（2022/07）肺癌との鑑別を要した肺
クリプトコッカス症の 1例．第 129回日本結核・非結
核性抗酸菌症学会近畿支部会 第 99回日本呼吸器学会
近畿地方会合同学会，大阪

22. 松井浩史，内海貴博，丸　夏未，谷口洋平，齊藤朋人，
日野春秋，村川知弘（2022/07）B5より B8が分岐し
た大腸癌左下葉肺転移の 1切除例．第 111回日本呼吸
器内視鏡学会近畿支部会，大阪市（梅田スカイビル　
タワーウエスト）

23. 金田浩由紀（2022/09）気胸診療における臨床倫理的
問題．第 26回日本気胸・嚢胞性肺疾患学会総会，東
京

24. 金田浩由紀（2022/09）肺癌周術期の治療戦略．社内
講師勉強会，守口市，中外製薬株式会社大阪東オフィ
ス会議室

25. 金田浩由紀，中野隆仁（2022/10）胸腔鏡安全技術認
定制度に提出した 2例の検討．単孔式胸腔鏡手術研
究会第 4回例会，東京

26. 丸　夏未，内海貴博，松井浩史，谷口洋平，齊藤朋人，
日野春秋，村川知弘（2022/10）CT interval during 
follow-ups after lung cancer surgery did not affect 
survival．第 75回日本胸部外科学会，横浜

27. 金田浩由紀（2022/10）認知症患者とDNARの問題．
第 35回日本総合病院精神医学会，東京

28. 金田浩由紀（2022/11）病院・臨床倫理委員会と臨床
倫理コンサルテーションをめぐる論点．第 34回日本
生命倫理学会年次大会，西宮市，関西学院大学

29. 谷口洋平，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，齊藤朋人，
日野春秋，石田光明，村川知弘（2022/11）肋骨に発
生した孤立性形質細胞腫の 1例．第 84回日本臨床外
科学会総会，福岡国際会議場・福岡サンパレスホテ
ル＆ホール・マリンメッセ福岡B館

30. 金田浩由紀，梶原美絵，四方美由紀，大北沙由利，
松本　円，中村奈緒美，嶽北佳輝，増澤宗洋（2022/11）
インシデントレポートにおける影響度分類改変の取
り組み．第 17回医療の質・安全学会学術集会，神戸
市，神戸国際会議場

31. 日野春秋，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，谷口洋平，
齊藤朋人，村川知弘（2022/12）80歳以上高齢者肺癌
臨床病期 I期に対する非解剖学的切除症例の検討．第
63回日本肺癌学会学術集会，福岡

32. 金田浩由紀（2022/12）続発性難治性気胸への治療戦
略―ユニタルクの知見含め―．第 100回日本呼吸器
学会近畿地方会，大阪

脳神経外科学講座

〈研究概要〉
当講座では，悪性脳腫瘍や二分脊椎症などの難病に対するトランスレーショナルリサーチに取り組んでいる．
悪性脳腫瘍の中で最も難治性の膠芽腫は，手術－放射線－化学療法という集学的治療をもってしても，5年生存率

10%，生存中央値 1.5年という予後不良の疾患である．膠芽腫の根治が困難な原因として，膠芽腫のがん幹細胞が放射
線と化学療法に抵抗性であることが考えられる．すなわち，集学的治療後に生残したがん幹細胞が再発の原因となり，
再発した腫瘍は放射線－化学療法に全く反応しないというのが難治性である最たるゆえんである．当科では，膠芽腫の
患者から得た腫瘍検体よりがん幹細胞を分離し，がん幹細胞を標的とした免疫治療の開発を行っている．すなわち，初
回の集学的治療で生残している最少量のがん幹細胞を免疫治療で根絶しようという意図である．そのうちの 1つは樹状
細胞治療である．樹状細胞は抗原提示能を有し，体内で抗原特異的な T細胞を誘導する．この樹状細胞を用いて，膠芽
腫のがん幹細胞に対する特異的な免疫応答の誘導をおこなう治療方法の確立を目指している．一方で，がんは様々な免
疫逃避機構を有していることが明らかとなり，免疫チェックポイント阻害薬により臨床的に有効ながん免疫応答が誘導
されることが明らかになった．我々は，膠芽腫のがん幹細胞が制御性 T細胞調節因子 （ICOSLG） を高発現することで免
疫逃避機構を獲得していることを発見した．さらに，ICOSLGの発現が神経膠腫の患者の生命予後に影響を及ぼすこと
を世界に先駆けて報告し，悪性脳腫瘍に対する免疫治療の可能性を提唱した．現在，がん幹細胞に特異的なネオアンチ
ゲンを探索している．
膠芽腫の注目すべき生物学的特徴として，その強い浸潤能がある．脳という聖域を膠芽腫は深部白質に沿って浸潤し
ていく．我々は，腫瘍細胞の浸潤にイオンチャネルが関与していると仮説を立て，パッチクランプ法を用いてがん幹細
胞が発現する全細胞電流を解析し，一過性受容体電位型チャネルの一種を同定した．さらに，その抑制薬はがん幹細胞
を死滅させることを発見した．この新しい作用機序の抗癌剤の活性を向上させるために，インシリコ薬剤スクリーニン
グを用いて，新規の化合物を創出した．新規化合物は膠芽腫に対する経口剤として開発を進めている．そのために，膠
芽腫のモデル動物を作製し，薬効を評価することにより，化合物の最適化を行っている．
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二分脊椎症は先天性の異常である．その中でも脊髄髄膜瘤は，脊髄の異常に伴う下肢の運動機能障害，排尿排便機能
障害，水頭症，キアリⅡ型奇形を合併し，生涯にわたる医療ケアを要する．母体による葉酸の摂取が，二分脊椎症の発
生率を低減させることは知られているが，適切に摂取しているにも関わらず発症することがある．我々は，二分脊椎症
の原因を解明するために，患者の全ゲノムを解析した．そして，疾患に関連する遺伝子を同定した．その遺伝子の変異
は，細胞核における転写活性に影響を及ぼすことを証明した．現在，患者と同じ遺伝子変異をもつモデル動物を作製し，
生体における形態と機能への影響を解析している．本研究成果は，二分脊椎症の予防や根治療法の開発に波及できる．
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45. 岩村晴香，埜中正博，淺井昭雄（2022/10）動眼神経
麻痺と眼痛にて発症した動眼神経 neuromuscular 
hamartomaの 1例．第 71回日本小児神経学会近畿地
方会，大阪

46. 岩瀬正顕，須山武裕，島田志行，濱本貴大，淺井昭
雄（2022/11）実質性小脳血管芽細胞腫に対する術前
腫瘍塞栓と摘出手術の経験．第 38回日本脳神経血管
内治療学会学術集会，大阪

47. 須山武裕，島田志行，濱本貴大，岩瀬正顕（2022/11）
破裂微小脳動脈瘤に対するコイル塞栓術の治療成績．
第 38回日本脳神経血管内治療学会学術集会，大阪

48. 天神博志，吉村晋一，内藤信晶，李　　一，武田純一，
羽柴哲夫，埜中正博，淺井昭雄（2022/11）低Hight/
Width比動脈瘤のための横方向に広がる 3次元 coilの
試作．第 38回日本脳神経血管内治療学会学術集会，
大阪

49. 島田志行，須山武裕，濱本貴大，岩瀬正顕（2022/11）
脳血管内治療におけるヘマトレーサー ZENを用いた
周術期血小板凝集能検査の初期経験．第 38回日本脳
神経血管内治療学会学術集会，大阪

50. 濱本貴大，須山武裕，島田志行，岩瀬正顕（2022/11）
CASPER Rxの初期治療成績の検討．第 38回日本脳神
経血管内治療学会学術集会，大阪

51. 羽柴哲夫，岩村晴香，李　　強，宮田真友子，李　　
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53. 岩瀬正顕，川上勝弘，西村泰彦，淺井昭雄（2022/11）
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第 29回日本神経内視鏡学会，長野
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第 29回日本神経内視鏡学会，長野
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界．第 29回日本神経内視鏡学会，長野
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頚髄損傷の治療経験．第 70回日本職業・災害医学会
学術大会，Web開催

58. 武田純一，内藤信晶，羽柴哲夫，李　　一，亀井孝昌，
吉村晋一，埜中正博，淺井昭雄（2022/11）小型前方
循環破裂脳動脈瘤におけるクリップ vs.コイル．第 38
回日本脳神経血管内治療学会学術集会，大阪

59. 岩瀬正顕，川上勝弘（2022/11）腰椎の病的骨折を契
機に診断された進行乳癌の 1例．第 57回日本脊髄障
害医学会，横浜

60. 岩 瀬 正 顕， 川 上 勝 弘（2022/11） 脊 椎 lift-up 
laminoplasty法の現状．第 57回日本脊髄障害医学会，
横浜

61. 岩瀬正顕，川上勝弘（2022/11）COVID-19感染患者

の頚髄損傷手術経験．第 57回日本脊髄障害医学会，
横浜

62. 岩瀬正顕，川上勝弘（2022/11）保存的加療で癒合が
得られた hangman骨折の治療経験．第 57回日本脊髄
障害医学会，横浜

63. 羽柴哲夫，板倉　毅，岩村晴香，武田純一，吉村晋一，
天神博志，埜中正博，淺井昭雄（2022/11）術中の中
心溝・一時運動野の同定においてMEPと SEPの所見
が乖離を示した一例．第 52回日本臨床神経生理学会
学術大会，京都

64. 岩瀬正顕，須山武裕，島田志行，濱本貴大，淺井昭
雄（2022/11）頚椎後縦靭帯骨化症の糖尿病合併例で
術中モニタリング所見に注意を要した経験．第 52回
日本臨床神経生理学会学術大会，京都

65. 岩瀬正顕，須山武裕，島田志行，濱本貴大，淺井昭
雄（2022/11）手根管症候群の神経疾患との神経伝導
検査による鑑別診断の経験．第 52回日本臨床神経生
理学会学術大会，京都

66. 武田純一，内藤信晶，羽柴哲夫，李　　一，亀井孝昌，
吉村晋一，埜中正博，淺井昭雄（2022/11）脳室内腫
瘍に対する 5-ALA PDD併用神経内視鏡手術．第 18
回日本脳神経外科光線力学学会，鳥取

67. 羽柴哲夫，岩村晴香，李　　強，宮田真友子，李　　
一，亀井孝昌，武田純一，吉村晋一，天神博志，埜
中正博，淺井昭雄（2022/11）INPHの手術前後にDaT 
Scanを施行した症例の検討．第 41回日本認知症学会
学術集会，東京

68. 埜中正博，武田純一，羽柴哲夫，淺井昭雄（2022/12）
脳室内腫瘍に対する内視鏡下 5-ALA蛍光診断．第 40
回日本脳腫瘍学会学術集会，千葉

69. 銅山達哉，森川正康，加藤梨紗，森勢　諭，中村正孝，
國枝武伸，羽柴哲夫，金子　鋭，藥師寺祐介（2022/12）
非交通性水頭症を契機にサルコイドーシスと診断し
た一例．日本神経学会第 123回近畿地方会，神戸市

整形外科学講座

〈研究概要〉
［1］整形外科講座の方向性について
整形外科の臨床研究ならびに基礎研究の対象となる範疇としては脊髄，末梢神経，骨，軟骨，関節，靭帯，腱など運
動器にかかわる様々な組織が含まれます．このため，専門分野ごとに研究グループを立ち上げて取り組んでいます．ま
た，以前は当教室でなされていなかった専門分野をまたがった整形外科全般および全診療科への発展を目指した基礎・
臨床研究にも取り組んでいます．

［2］主な研究テーマ
（1）臨床研究
①神経磁場計測装置を用いた脊髄・末梢神経疾患の診断（脊椎外科・手外科）
②術中神経モニタリング（脊椎外科）
③ 超音波処理を用いたインプラント周囲感染，骨軟部組織におけるバイオフィルム内細菌の新規検出手法の検討と診
断基準の構築（培養法，定量 PCR，次世代シーケンスなど）（整形外科全領域）
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④次世代シーケンサーを用いた細菌培養検出方法（整形外科全領域）
⑤人工膝関節置換術後の歩行解析
⑥健康寿命への取り組み（脊椎・股関節外科）

（2）基礎研究
①骨髄細胞を用いた組織再生（靭帯，椎間板，骨）
②疾患モデルマウスを用いた自己免疫疾患の解明
③強度とスクリュー固定性の評価
④インプラント周囲感染および骨軟部組織感染症における新規遺伝子検査法の開発
⑤次世代シーケンサーによる，整形外科疾患における病態と細菌叢の関連
⑥整形外科遺伝子検査のための遺伝子抽出手法の検討

［3］重要テーマの解説
＊神経磁場計測＊
従来，脊髄や末梢神経の機能的評価として体表からの誘発電位の計測が一般的でした．しかしながら，神経の電気刺
激を行った際に末梢神経や脊髄から発生する誘発電位は神経組織が体内の深部に存在していたり，骨組織に囲まれてい
る場合には体表から誘発電位を記録することは困難でした．近年超伝導を応用した高感度磁気センサーを使って，誘発
電位の周囲に発生する微弱な磁場を可視化することができる神経磁場計測装置（神経磁計）が，金沢工業大学と横河電
気が開発されました．
現在臨床で用いられているMRIでは画像所見と神経症状が一致しないこともあります．この神経磁計は，無侵襲で脊
髄・末梢神経の障害部位の確認ができる可能性がある画期的な取り組みです．令和 2年 12月に齋藤貴徳主任教授と株式
会社リコー，東京医科歯科大学との共同研究で神経磁計の研究施設が本学内に建設され臨床応用に向けて現在研究を
行っております．
＊術中脊髄モニタリングシステムの開発＊
脊椎脊髄手術をより安全に行うために術中脊髄モニタリングは有用な手術支援手段です．しかし，一般に使用されて 
いる術中脊髄モニタリングシステムでは，麻酔の影響や長時間の手術により波形が取れにくくなることもあり，さらに
改善していく必要があります．当講座では他施設に先駆けて術中脊髄モニタリングシステムをとりいれ，経頭蓋電気刺
激誘発電位（運動系モニタリング）と体性感覚誘発電位（感覚系モニタリング）を組み合わせて術中脊髄モニタリング
を行っています．今後，豊富な臨床手術症例から，さらに精度が高い術中モニタリングシステムを構築する研究を行っ
ていきます．
＊ 整形外科および全診療科への適応を目的としたインプラントおよび骨軟部組織検体による新規細菌同定法および薬剤
耐性細菌迅速検出法の研究＊
骨髄炎，化膿性椎間板炎や化膿性関節炎，さらに人工関節置換術後のインプラント感染など細菌感染対策は重要な
テーマです．「次世代シーケンサー」は，従来の PCRやキャピラリーシーケンサーでは実現できなかった複数細菌の検
出と細菌叢を明らかにすることができます．我々の臨床・基礎研究は，従来 PCRや培養法と比較検討しつつ，世界規模
の国際的なガイドラインにどのように PCRや次世代シーケンスを加えていくかといった臨床的検証を行いつつ，新規遺
伝子検査が精度良く，短時間かつ低コストでおこなえるような遺伝子検査のベースとなる分野の検討，薬剤耐性菌を標
的とした更なる迅速化（10分以内の遺伝子検査を目標）を目ざした新規 PCRプライマー（LAMP法）の開発と研究を
行います．
我々の臨床・基礎研究は，従来 PCRや培養法と比較検討しつつ，世界規模の国際的なガイドラインにどのように 

PCRや次世代シーケンスを加えていくかといった臨床的検証を行いつつ，新規遺伝子検査が精度良く，短時間かつ低コ
ストでおこなえるような遺伝子検査のベースとなる分野の検討，薬剤耐性菌を標的とした更なる迅速化（10分以内の遺
伝子検査を目標）を目ざした新規 PCRプライマー（LAMP法）の開発と研究を行います．
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2022 Annual Meeting, Las Vegas

21. Kotani Y (2022/10) The impact of OLIF51 on clinical and 
radiological outcome of adult spinal deformity. 2022 
Combined meeting of SMISS AP and Int MISt meeting, 大
阪

22. Kotani Y, Ikeura A and Saito T. (2022/10) Clinical and 
radiological effects of OLIF51 in adult spinal deformity 
correction surgery. 2022 Combined meeting of SMISS AP 
and Int MISt meeting, 大阪

23. Masayuki Ishihara, Masaaki Paku, Yoichi Tani, Takashi 
Adachi, Koki Kawashima, Takahiro Tanaka, Kohei 
Masada, Shinichiro Taniguchi, Muneharu Ando and 
Takanori Saito（2022/11）Risk factors for rod fractures in 
CMIS with multi-rod for adult spinal deformity ̶
Correction of lower lumbar lordosis with PPS > 8° is risk 
factor̶．第 25回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会，
京都

24. Masayuki Ishihara, Masaaki Paku, Yoichi Tani, Takashi 
Adachi, Shinichiro Taniguchi, Muneharu Ando and 
Takanori Saito（2022/11）Clinical results by surgical 
procedure for adult spinal deformity̶ Hybrid, cement 
augmentation, c-MIS and c-MIS multi-rod̶．第 25回日
本低侵襲脊椎外科学会学術集会，京都

25. Masaaki Paku, Muneharu Ando, Shinji Sato, Takeshi 
Itakura, Yoichi Tani, Masayuki Ishihara, Takashi Adachi, 
Shinichiro Taniguchi, Nobuo Kohara and Takanori Saito
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（2022/11）Investigation into the generating mechanism of 
P9 far-field potentials after the median nerve stimulation 
with Magnetoneurography．第 52回日本臨床神経生理
学会，京都

26. Masayuki Ishihara, Masaaki Paku, Yoichi Tani, Takashi 
Adachi, Shinichiro Taniguchi, Muneharu Ando and 
Takanori Saito（2022/11）Lateral access corpectomy with 
release of ALL deep layer for kyphotic deformity after 
osteoporotic vertebral fracture̶ surgical procedure and 
radiological evaluation̶．第 31回日本脊椎インストゥ
ルメンテーション学会，大阪

27. Masayuki Ishihara, Masaaki Paku, Yoichi Tani, Takashi 
Adachi, Shinichiro Taniguchi, Muneharu Ando and 
Takanori Saito（2022/11）各種mechanical complications
の対策とその予防効果―各合併症ごとの危険因子，
GAP score，Roussouly分類の有効性も含めて―．第
31回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，大
阪

28. Masayuki Ishihara, Masaaki Paku, Yoichi Tani, Takashi 
Adachi, Shinichiro Taniguchi, Muneharu Ando and 
Takanori  Saito（2022/11）Measures for coronal 
imbalance after c-MIS using LIF and PPS for adult spinal 
deformity．第 31回日本脊椎インストゥルメンテー
ション学会，大阪

29. Masayuki Ishihara, Masaaki Paku, Yoichi Tani, Takashi 
Adachi, Shinichiro Taniguchi, Muneharu Ando and 
Takanori Saito（2022/11）Lateral access corpectomy　
with release of ALL deep layer for kyphotic deformity after 
osteoporotic vertebral fracture̶ surgical procedure and 
radiological evaluation̶．第 25回日本低侵襲脊椎外科
学会学術集会，京都

30. 浜田佳孝，外山雄康，木下理一郎，中村優子，澤田
允宏，堀井恵美子，齋藤貴徳（2022/01）PIP関節背
側脱臼骨折のDDA2創外固定器を用いた手術治療―
手技の改善と成績―．第 39回中部日本手外科研究会，
WEB開催

31. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，政田亘平，
田中貴大，安藤宗治，谷口愼一郎，齋藤貴徳（2022/01）
骨粗鬆症性椎体骨折に対する Lateral access corpectomy
における良好な矯正のコツ―より良い矯正には前方
firstが重要である―．第 8回日本脊椎前方側方進入手
術学会，ウェブ開催

32. 中村優子，浜田佳孝，澤田充宏，外山雄廉，堀井恵
美子，齋藤貴徳（2022/02）リウマチ肘に対する人工
肘関節置換術K-NOWの短期成績．第 34回日本肘関
節学会学術集会，愛知

33. 浜田佳孝，外山雄康，木下理一郎，中村優子，澤田
允宏，堀井恵美子，齋藤貴徳（2022/02）粉砕型
Coronal Shear Fractureに対する経肘頭展開による手術
治療．第 34回日本肘関節学会学術集会，愛知

34. 安藤宗治，玉置哲也，齋藤貴徳（2022/02）The 

usefulness of multi-train stimulation for fade of transcranial 
stimulation motor evoked potential．第 43回日本脊髄機
能診断学会，大阪

35. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正旭，
石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤
貴徳（2022/02）経皮的腰仙椎椎弓根スクリュー設置
におけるスクリュー電気刺激モニターによる内側逸
脱判定基準の検討．第 43回日本脊髄機能診断学会，
大阪

36. 中島沙弥，堀井恵美子，外山雄康，浜田佳孝，齋藤
貴徳（2022/02）尺骨矯正骨切り術後に再脱臼した陳
旧性Monteggia骨折の治療経験．第 34回日本肘関節
学会学術集会，愛知

37. 片岡浩之（2022/02）乳幼児期の整形外科的疾患．関
西医科大学小児科『水曜勉強会』，大阪

38. おおえ賢一（2022/02）セメントステムを用いたステ
ム周囲骨折に対する再置換術．第 52回日本人工関節
学会，京都

39. おおえ賢一（2022/02）セメント THAによる再置換．
第 52回日本人工関節学会，京都

40. 寒川翔平，中村知寿，小林史朋，おおえ賢一，飯田
寛和，齋藤貴徳（2022/02）人工股関節周辺骨折に対
するセメントロングステム再置換術は早期機能回復
に有利である．第 52回日本人工関節学会，京都

41. 寒川翔平，中村知寿，小林史朋，おおえ賢一，飯田
寛和，齋藤貴徳（2022/02）CMK Trochanteric Plateを
用いた大転子部の再建の治療成績．第 52回日本人工
関節学会，京都

42. 小林史朋，䯨　賢一，寒川翔平，中村知寿，飯田寛和，
齋藤貴徳（2022/02）triple taper polishedセメントステ
ム周囲の術後 10年の骨密度変化 straight taper stemと
curved taper stemの比較．第 52回日本人工関節学会，
京都

43. 上本真輝，䯨　賢一，豊田敬史，小林史朋，寒川翔平，
中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/02）セメント
レスステム抜去に Endofemoral shooting techniqueを用
いた人工股関節再置換術の成績．第 52回日本人工関
節学会，京都

44. 豊田敬史，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/02）人工股関節置
換術後頻回脱臼に対する再置換術の成績．第 52回日
本人工関節学会，京都

45. 矢倉拓磨，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/02）セメントステ
ム周囲骨折の影響因子：落錘衝撃試験による検討．
第 52回日本人工関節学会，京都

46. 山下真明，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/03）医原性
後弯に対する revision surgery―ACRとPSOの比較―．
第 12回日本成人脊柱変形学会，和歌山

47. 小林崇記，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
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谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/03）成人脊
柱変形に対する矯正固定術における日常生活動作制
限の実態調査とその予測因子の検討．第 12回日本成
人脊柱変形学会，和歌山

48. 上本真輝，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/03）LLIFに
よる骨性解離の適応と限界．第 12回日本成人脊柱変
形学会，和歌山

49. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，谷口愼
一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/03）Measures for 
coronal imbalance after c-MIS using LIF and PPS for 
Adult Spinal Deformity．第 12回日本成人脊柱変形学
会，和歌山

50. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，谷口愼
一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/03）Mechanical 
failures in short fusion using MISt for adult spinal 
deformity．第 12回日本成人脊柱変形学会，和歌山

51. 谷口　渉，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/03）AIS遺
残型脊柱変形に対する LLIFと PPSを併用した
circumferential MISの短期成績と手術手技のコツ．第
12回日本成人脊柱変形学会，和歌山

52. 齋藤貴徳（2022/03）成人脊柱変形矯正術の現状と合
併症対策，そして未来へ．第 12回日本成人脊柱変形
学会，和歌山

53. 中島沙弥，外山雄康，浜田佳孝（2022/03）中節骨の
骨膜性軟骨腫の 1例．第 36回東日本手外科研究会，
つくば

54. 小谷善久，石井　賢，鈴木亨暢，船尾陽生，菅野晴夫，
森本忠嗣，宮城正行（2022/04）仙腸関節障害の病態
診断と治療の現状に関する多施設調査（第二報）．第
51回日本脊椎脊髄病学会学術集会，横浜

55. 小谷善久，池浦　淳，齋藤貴徳（2022/04）成人脊柱
変形矯正手術におけるOLIF51導入の臨床的・放射線
学的効果．第 51回日本脊椎脊髄病学会学術集会，横
浜

56. 小谷善久，池浦　淳，齋藤貴徳（2022/04）腰仙部疾
患に対する側臥位低侵襲前側方固定術（OLIF51）の
臨床成績―導入 7年目を迎えた検証―．第 51回日本
脊椎脊髄病学会学術集会，横浜

57. 浜田佳孝，南川義隆，外山雄康，木下理一郎，中村
優子，澤田允宏，木下由紀子，中島沙弥，堀井恵美子，
齋藤貴徳（2022/04）PIP関節背側脱臼骨折のDDA2
創外固定器を用いた手術治療―手技の改善と成績―．
第 65回日本手外科学会学術集会，福岡

58. おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村知寿，飯田
寛 和， 齋 藤 貴 徳（2022/04）Endofemoral shooting 
techniqueを用いてセメントレスステム抜去した人工
股関節再置換術の成績．第 138回中部整形外科災害
外科学会，名古屋

59. 矢倉拓磨（2022/04）脆弱性骨盤骨折の治療．第 138

回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会，愛知
60. 外山雄康，堀井恵美子，中島沙弥，齋藤貴徳，浜田
佳孝，木下有紀子，南川義隆（2022/04）基節骨骨折
に対する髄内スクリュー固定．第 65回日本手外科学
会学術集会，福岡

61. 外山雄康，堀井恵美子，齋藤貴徳，浜田佳孝，木下
有紀子，南川義隆（2022/04）有茎折り返し腱移植に
よる長母指伸筋腱の再建．第 65回日本手外科学会学
術集会，福岡

62. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，政田亘平，
田中貴大，安藤宗治，谷口愼一郎，齋藤貴徳（2022/04）
骨粗鬆症性椎体骨折に対する Lateral access corpectomy
における良好な矯正のコツ―より良い矯正には前方
firstが重要である―．第 51回日本脊椎脊髄病学会学
術集会，横浜

63. 川島康輝，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
政田亘平，田中貴大，谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤
貴徳（2022/04）成人脊柱変形に対する LIFと PPSを
用いた circumferential MISにおける骨癒合形態―骨移
植なし胸椎部における骨癒合不全リスク評価―．第
51回日本脊椎脊髄病学会学術集会，横浜

64. 川島康輝，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/04）LLIFに
よる骨性解離の適応と限界．第 51回日本脊椎脊髄病
学会学術集会，横浜

65. 谷　陽一，田中貴大，政田亘平，朴　正旭，石原昌幸，
足立　崇，谷口慎一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/04）
X線透視なしに腰仙椎部経皮的椎弓根スクリューを
安全に設置するための神経根モニター― PPS電気刺
激閾値のROC解析―．第 51回日本脊椎脊髄病学会学
術集会，横浜

66. 二村麻理子，尾﨑吉郎，槙野秀彦，嶋元佳子，重坂　
実，田中晶大，孫　瑛洙，和田孝彦，市川宜弘，伊
藤量基（2022/04）関節リウマチにおける発症年齢と
症状・検査データの特徴．第 66回日本リウマチ学会
総会・学術集会，Web

67. 植田成実，中森　靖，奥田和之，樫原雅美，飯田寛和，
齋藤貴徳（2022/05）全自動次世代シーケンサーによ
る新型コロナ感染症診断と整形外科病棟院内感染時
のウイルス感染経路の特定 SARS-CoV-2 complete 
genome sequencing using next generation sequencing 
system-Identification of virus transmission route of 
Nosocomial outbreaks in the orthopedic ward．第 95回日
本整形外科学会学術総会，神戸

68. 植田成実，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/05）次世代シー
ケンサーと PCRによる新規人工関節周囲感染および
インプラント周囲感染症診断法．第 95回日本整形外
科学会学術総会，神戸

69. 片岡浩之（2022/05）小児運動器疾患に対する診断の
基本とピットフォ－ル．第 350回大阪臨床整形外科
医会研修会，大阪
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70. 石原昌幸（2022/05）成人脊柱変形手術における
coronal imbalance対策．第 95回日本整形外科学会学
術総会，神戸

71. 谷　陽一，田中貴大，政田亘平，朴　正旭，石原昌幸，
足立　崇，谷口慎一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/05）
X線透視なしに腰仙椎部経皮的椎弓根スクリューを
安全に設置するための神経根モニター― PPS電気刺
激閾値のROC解析―．第 95回日本整形外科学会学術
総会，神戸

72. おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村知寿，飯田
寛 和， 齋 藤 貴 徳（2022/05）Endofemoral shooting 
techniqueを用いてセメントレスステム抜去した人工
股関節再置換術の成績．第 95回日本整形外科学会，
神戸

73. 豊田　敬史，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中
村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/05）人工股関節
置換術後脱臼に対する再置換術の成績．第 95回日本
整形外科学会，神戸

74. おおえ賢一，大月陽介，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/05）寛骨臼形成不
全症に対する臼蓋形成術．第 95回日本整形外科学会，
神戸

75. 寒川翔平，おおえ賢一，小林史朋，中村知寿，飯田
寛和，齋藤貴徳（2022/05）大転子突端骨折に対する
CMK Trochanteric Plateの成績．第 95回日本整形外科
学会，神戸

76. 朴　正旭，安藤宗治，佐藤慎司，外山雄康，板倉　毅，
谷　陽一，石原昌幸，足立　崇，谷口慎一郎，幸原
伸夫，齋藤貴徳（2022/05）胸郭出口症候群患者にお
ける肘部尺骨神経刺激腕神経叢部誘発磁界の検討．
第 95回日本整形外科学会学術総会，神戸

77. 小谷善久，石井　賢，鈴木亨暢他（2022/06）仙腸関
節障害の病態診断と治療の現状に関する多施設調査
（第二報）．第 12回最小侵襲脊椎治療学会，富山

78. 小谷善久，池浦　淳，齋藤貴徳（2022/06）腰仙部疾
患に対する側臥位低侵襲前側方固定術（OLIF51）の
臨床成績―導入 7年目を迎えた検証―．第 12回最小
侵襲脊椎治療学会，富山

79. 小谷善久，池浦　淳，齋藤貴徳（2022/06）成人脊柱
変形矯正手術におけるOLIF51導入の臨床的・放射線
学的効果．第 12回最小侵襲脊椎治療学会，富山

80. おおえ賢一（2022/06）骨欠損症例に対するステムの
再置換術．JJ HIP Total Solution Seminar，東京

81. 朴　正旭，安藤宗治，板倉　毅，谷　陽一，石原昌幸，
足立　崇，谷口愼一郎，幸原伸夫，齋藤貴徳（2022/06）
Investigation into the generating mechanism of P9 far-field 
potentials after the median nerve stimulation with 
Magnetoneurography．第 37回日本生体磁気学会大会，
札幌

82. 中山健太郎，幸原伸夫，中村正孝，佐藤慎司，朴　
正旭，齋藤貴徳，藥師寺祐介（2022/06）末梢神経磁

界からみた活動電位の伝搬．第 37回日本生体磁気学
会大会，札幌市

83. 齋藤貴徳（2022/06）脊椎手術における術中モニタリン
グの現状と anesthetic fadeに対する対策．第 37回日本
脊髄外科学会，和歌山

84. 石原昌幸，朴　正旭，足立　崇，谷　陽一，川島康輝，
田中貴大，政田亘平，安藤宗治，谷口愼一郎，齋藤
貴徳（2022/06）骨粗鬆症性椎体骨折後後弯変形に対
するALL深層切除併用 lateral access corpectomy―手
術手順及び放射線学的検討―．第 12回最小侵襲脊椎
治療学会，富山

85. 尾上敦規，矢倉拓磨，中村誠也，齋藤貴徳（2022/06）
当院における頚椎・頸髄外傷に伴う頸部血管損傷の
検討．第 48回日本骨折治療学会，横浜市

86. 宮島崇人，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/06）LLIFに
よる骨性解離の適応と限界．第 12回最小侵襲脊椎治
療学会，富山

87. 山下真明，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
政田亘平，川島康輝，田中貴大，谷口愼一郎，安藤
宗治，齋藤貴徳（2022/06）医原性後弯に対する
revision surgery―ACRと PSOの比較―．第 12回最小
侵襲脊椎治療学会，富山

88. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，安藤宗治，
谷口愼一郎，田中貴大，川島康輝，政田亘平，齋藤
貴徳（2022/06）AIS遺残変形に対する LLIFと PPSを
用いた CMISの短期成績．第 12回最小侵襲脊椎治療
学会，富山

89. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，安藤宗治，
谷口愼一郎，田中貴大，川島康輝，政田亘平，齋藤
貴徳（2022/06）成人脊柱変形に対する CMISにおけ
る正確な矯正のコツ．第 12回最小侵襲脊椎治療学会，
富山

90. 川島康輝，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，
政田亘平，田中貴大，安藤宗治，谷口愼一郎，齋藤
貴徳（2022/06）成人脊柱変形に対する LLIFと PPSを
用いた c-MISにおける骨癒合形態―骨移植なし胸椎
部における骨癒合不全リスク因子の検討―．第 12回
最小侵襲脊椎治療学会，富山

91. 齋藤貴徳（2022/06）さあ始めよう！　C-MISによる
ASD変形矯正術―皆でやると怖くない，難しくな
い！―．第 12回最小侵襲脊椎治療学会，富山

92. 芦田　謙，矢倉拓磨，尾上敦規，中村誠也，齋藤貴
徳（2022/06）大腿骨転子部骨折　術後に仮性動脈瘤
を生じた 1例．第 48回日本骨折治療学会学術集会，
横浜

93. 植田成実，奥田知之，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/07）
人工関節周囲感染の診断と治療を目的とした迅速薬
剤耐性遺伝子検出法の検討．第 45回日本骨・関節感
染症学会，金沢

94. 澤田允宏，植田成実，外山雄廉，齋藤貴徳（2022/07）



関西医科大学 2022年研究成果一覧

— 118 —

人工関節周囲感染および骨軟部組織感染症診断を目
的とした骨軟部組織における超音波処理の有用性．
第 45回日本骨・関節感染症学会，金沢

95. 齋藤貴徳（2022/07）頚椎神経根症の臨床―抹消神経
疾患との電気生理学的鑑別診断―．第 141回北海道
整形災害外科学会，北海道

96. 外山雄康，齋藤貴徳，植田成実（2022/07）整形外科
骨軟部組織感染症および人工関節周囲感染症の原因
菌検出における生体組織に対する血液培養ボトルを
併用した超音波処理法．第 45回日本骨・関節感染症
学会，金沢

97. 大月陽介，おおえ賢一，豊田　敬史，小林史朋，寒
川翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/07）
人工股関節周囲感染においてセメント・セメントレ
スによる原因菌に違いはあるのか？　第 45回日本
骨・関節感染症学会，金沢

98. 豊田敬史，おおえ賢一，大月陽介，小林史朋，寒川
翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/07）人
工股関節周囲感染に対する術前評価スコアリングシ
ステム．第 45回日本骨・関節感染症学会，金沢

99. 上田祐輔，千原一久，山本慶，高山太邦（2022/07）
ロコモスキャン®・IIによる下肢筋力測定結果から見
るロコモティブシンドローム．第 33回日本運動器科
学会，札幌

100. 阿部沙季代，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中
村知寿，齋藤貴徳（2022/07）Metal on Polyethylene人
工股関節置換術術後に生じた Trunnionosisに感染を併
発した 1例．第 458回整形外科京阪神集談会，大阪

101. おおえ賢一，豊田敬史，大月陽介，小林史朋，寒川
翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/07）抗
菌薬含有骨セメントの基礎研究と臨床使用．第 45回
日本骨・関節感染症学会，金沢

102. 井口　亮，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/07）人工股関節周
囲感染治療における血清 CRP値の推移．第 29回Hip 
Forum，長崎

103. 寒川翔平，中村知寿，阿部沙季代，鈴木國大，井口　
亮，小林史朋，おおえ賢一，飯田寛和，齋藤貴徳
（2022/07）人工股関節周囲骨折に対するセメントロン
グステム再置換術．第 29回Hip Forum，長崎

104. 鈴木國大，寒川翔平，阿部沙季代，井口　亮，小林
史朋，中村知寿，おおえ賢一，飯田寛和，齋藤貴徳
（2022/07） 人 工 股 関 節 置 換 術 に お け る CMK 
Trochanteric Plateの治療成績．第 29回Hip Forum，長
崎

105. おおえ賢一，阿部沙季代，鈴木國大，井口　亮，小
林史朋，寒川翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳
（2022/07）Endofemoral shooting techniqueを用いてセ
メントレスステム抜去した人工股関節再置換術．第
29回Hip Forum，長崎

106. 阿部沙季代，小林史朋，井口　亮，寒川翔平，中村

知 寿， 䯨　賢 一， 齋 藤 貴 徳（2022/07）Metal on 
Polyethylene人 工 股 関 節 置 換 術 術 後 に 生 じ た
Trunnionosisに感染を併発した 1例．第 29回Hip 
Forum，長崎

107. 小谷善久（2022/09）低侵襲前側方腰仙椎固定術
（OLIF51）の手術手技と臨床成績．第 29回日本脊椎・
脊髄神経手術手技学会，大分

108. 齋藤貴徳（2022/09）ACRを用いた変形矯正術の手
術手技の実際とその効果．第 29回日本脊椎・脊髄神
経手術手技学会学術集会，大分

109. 石原昌幸，川島康輝，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，谷口愼一郎，田中貴大，政田亘平，齋藤貴徳
（2022/09）成人脊柱変形に対する LIFと PPSを用いた
circumferential MISにおける骨癒合過程―骨移植なし
胸椎部における術後 3年経過―．第 29回日本脊椎・
脊髄神経手術手技学会，別府

110. 宮島崇人，尾﨑吉郎，松田　渉，今井　開，槇野秀
彦，辻本早希，重坂　実，石井睦康，田中晶大，嶋
元佳子，西澤　徹，安室秀樹，孫　瑛洙，伊藤量基
（2022/09）メトトレキサート中止により寛解を得た
MTX関連リンパ増殖性疾患が他の免疫抑制治療によ
り再燃した一例．第 31回日本リウマチ学会近畿支部
学術集会，神戸市

111. おおえ賢一（2022/09）診療ガイドラインから見た
大腿骨近位部骨折と骨粗鬆症．第 22回関西医科大学
整形外科秋期研修会，大阪

112. 津田昂樹，大野博史，佐藤旬起，湊　昂志，齋藤貴
徳（2022/10）UKA，TKA片側，両側同時における
hidden blood lossの比較検討．第 139回中部日本整形
外科災害外科学会・学術集会，大阪

113. 浜田佳孝（2022/10）手指の人工関節―我々の挑戦
も含めて―．第 139回中部日本整形外科災害外科学
会・学術集会，大阪

114. 浜田佳孝，澤田允宏，外山雄康，堀井恵美子，齋藤
貴徳（2022/10）上肢再建の腱移植ドナーに長趾伸筋
腱を使用した症例の検討．第 139回中部日本整形外
科災害外科学会・学術集会，大阪

115. 澤田允宏，浜田佳孝，中村優子，南川義隆，外山雄
康，堀井恵美子，齋藤貴徳（2022/10）母指 CM関節
形成術：ハンモック法に対するミニタイトロープ併
用の効果．第 139回中部日本整形外科災害外科学会・
学術集会，大阪

116. 植田成実，奥田和之，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/10）
人工関節周囲感染の診断と治療を目的とした迅速薬
剤耐性遺伝子検出法の検討．第 37回日本整形外科学
会基礎学術集会，宮崎

117. 浜田佳孝，南川義隆，外山雄康，澤田允宏，堀井恵
美子，齋藤貴徳（2022/10）手指 PIP関節変形性関節
症に対する表面置換型人工関節手術の現状―拡大背
側伸筋腱縦割アプローチ―　手術手技と後療法，成
績と問題点の対策について．第 50回日本関節病学会，
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新潟
118. 佐藤旬起，大野博史，湊　昂志，齋藤貴徳（2022/10）
高位脛骨骨切り術後に人工関節置換術に移行した症
例 の 検 討． 第 2回 日 本 Knee Osteotomy and Joint 
Preservation研究会，東京

119. おおえ賢一（2022/10）セメント THAの変遷．第 7
回人工股関節ラーニングセミナー，鎌倉

120. おおえ賢一（2022/10）KTプレートを用いた寛骨臼
再建術．第 7回人工股関節ラーニングセミナー，鎌
倉

121. おおえ賢一（2022/10）大腿骨側におけるセメント
再建法．第 7回人工股関節ラーニングセミナー，鎌
倉

122. 小林史朋，䯨　賢一，寒川翔平，中村知寿，飯田寛
和，齋藤貴徳（2022/10）triple taper polishedセメント
ステム周囲の術後 10年の骨密度変化　straight taper 
stemと curved taper stemの比較．第 37回日本整形外
科学会基礎学術集会，宮崎

123. 矢倉　拓磨，䯨　賢一，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/10）セメントステ
ム周囲骨折に影響するインプラント因子は？：落錘
衝撃試験による検討．第 37回日本整形外科学会基礎
学術集会，宮崎

124. 外山雄康，齋藤貴徳，植田成実（2022/10）整形外
科骨軟部組織感染症および人工関節周囲感染症の原
因菌検出における生体組織に対する血液培養ボトル
を併用した超音波処理法．第 37回日本整形外科基礎
学会，宮崎

125. おおえ賢一（2022/10）人工股関節置換術後の大腿
骨骨密度低下に対する骨粗鬆症薬の効果．Orthopedic 
Meeting，大阪

126. おおえ賢一，大月陽介，豊田敬史，井口　亮，小林
史朋，寒川翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳
（2022/10）臼蓋側自家骨移植併用セメントカップの適
応と限界．第 49回日本股関節学会，山形

127. 寒川翔平，中村知寿，おおえ賢一，小林史朋，飯田
寛和，齋藤貴徳（2022/10）人工股関節周囲骨折に対
するセメントロングステム再置換術．第 49回日本股
関節学会，山形

128. 小林史朋，䯨　賢一，寒川翔平，中村知寿，飯田寛
和，齋藤貴徳（2022/10）超高齢発症でのペルテス病
に対し大腿骨内反回転骨切り術を施行した 1例．第
49回日本股関節学会，山形

129. 小林史朋，䯨　賢一，寒川翔平，中村知寿，齋藤貴
徳（2022/10）Metal on Polyethylene人工股関節置換術
後に生じた Trunnionosisに感染を併発し再置換術を施
行した 1例．第 49回日本股関節学会，山形

130. 中村知寿，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，飯田
寛和，齋藤貴徳（2022/10）腿骨近位部病的骨折に対
する近位置換型ステムを使用した大腿骨人工骨頭置
換術の成績．第 49回日本股関節学会，山形

131. 大月陽介，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/10）寛骨臼形成不
全股に対する臼蓋形成術の長期成績．第 49日本股関
節学会，山形

132. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正
旭，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/10）骨粗鬆症性下位腰椎椎体圧壊と
隣接椎間に脊柱管狭窄症を合併する症例に対する
BKP併用 LLIFの間接除圧効果．第 139回中部日本整
形外科災害外科学会，大阪

133. おおえ賢一，大月陽介，豊田敬史，井口　亮，小林
史朋，寒川翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳
（2022/10）Endofemoral shooting techniqueを用いてセ
メントレスステム抜去した人工股関節再置換術．第
49回日本股関節学会，山形

134. おおえ賢一，大月陽介，小林　史朋，寒川翔平，中
村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/10）寛骨臼形成
不全症に対する臼蓋形成術．第 49回日本股関節学会，
山形

135. 井口　亮，おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村
知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/10）人工股関節周
囲感染治療における血清CRP値の推移．第 49回日本
股関節学会，山形

136. 豊田敬史，おおえ賢一，大月陽介，小林史朋，寒川
翔平，中村知寿，飯田寛和，齋藤貴徳（2022/10）人
工股関節周囲感染に対する再置換術の成績．第 49回
日本股関節学会，山形

137. 阿部沙季代，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，川島康輝，政田亘平，田中貴大，安藤宗治，谷
口愼一郎，齋藤貴徳（2022/11）骨粗鬆症性椎体骨折
に対するMIStにおける cement augmentationの効果．
第 31回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，
大阪

138. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正
旭，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）骨粗鬆症性下位腰椎椎体圧壊と
隣接椎間に脊柱管狭窄症を合併する症例に対する
BKP併用 LLIFの間接除圧効果．第 25回日本低侵襲
脊椎外科学会，京都

139. 石田鴻晟，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳（2022/11）骨
粗鬆症性椎体骨折後後弯変形に対する Lateral access 
surgeryによる手術戦略．第 25回日本低侵襲脊椎外科
学会学術集会，京都

140. 川島康輝，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，田中貴大，政田亘平，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）脊椎手術支援ロボット導入にお
けるラーニングカーブの検討―導入初期 25症例の解
析からわかったピットフォール―．第 25回日本低侵
襲脊椎外科学会学術集会，京都

141. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正
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旭，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）脊椎ロボット支援下の PPS挿入
精度―挿入精度に脊椎手術の経験の差は影響するか
―．第 25回日本低侵襲脊椎外科学会，京都

142. 芦田　謙，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，田中貴大，川島康輝，政田亘平，安藤宗治，谷
口愼一郎，齋藤貴徳（2022/11）医原性後弯に対する
revision surgery―ACRと PSOの比較―．第 25回日本
低侵襲脊椎外科学会学術集会，京都

143. 川島康輝，石原昌幸，谷　陽一，朴　正旭，政田亘
平，田中貴大，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）腰仙椎低侵襲多椎間固定術にお
ける L5/S1局所前弯及び骨癒合不全危険因子の検討．
第 25回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会，京都

144. 朴　正旭，安藤宗治，佐藤慎司，外山雄康，板倉　
毅，谷　陽一，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，
幸原伸夫，齋藤貴徳（2022/11）胸郭出口症候群患者
における肘部尺骨神経刺激腕神経叢部誘発磁界の検
討．第 52回日本臨床神経生理学会，京都

145. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，政田亘
平，田中貴大，川島康輝，安藤宗治，谷口愼一郎，
齋藤貴徳（2022/11）Lateral access corpectomyにおけ
る良好な矯正のコツ―徹底的前方解離，徹底的矯正
の重要性―．第 31回日本脊椎インストゥルメンテー
ション学会，大阪

146. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，田中貴
大，政田亘平，谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳
（2022/11）成人脊柱変形矯正手術における prebend rod
の開発―CMIS　107例の解析をもとに―．第 31回日
本脊椎インストゥルメンテーション学会，大阪

147. 川島康輝，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，田中貴大，政田亘平，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）成人脊柱変形に対する LLIFと
PPSを用いた circumferential MISにおける骨癒合過程
―骨移植なし胸椎部における術後 3年経過―．第 31
回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，大阪

148. 谷　陽一，田中貴大，政田亘平，朴　正旭，石原昌
幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳
（2022/11）成人脊柱変形に対するACR併用 LLIFを用
いた short fusionによる矢状面バランス矯正効果～術
後 PI-LL <10°を達成できる条件～．第 31回日本脊椎
インストゥルメンテーション学会，大阪

149. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正
旭，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋 藤 貴 徳（2022/11）Titan nanoLOCKTM surface 
technologyを施した LLIF用椎体間 cageの使用経験．
第 31回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，
大阪

150. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正
旭，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）化膿性脊椎炎に対するMISTを

とり入れた治療 strategyとその臨床成績．第 31回日
本脊椎インストゥルメンテーション学会，大阪

151. 羽柴哲夫，板倉　毅，岩村晴香，武田純一，吉村晋
一，天神博志，埜中正博，淺井昭雄（2022/11）術中
の中心溝・一時運動野の同定においてMEPと SEPの
所見が乖離を示した一例．第 52回日本臨床神経生理
学会学術大会，京都

152. おおえ賢一，小林史朋，寒川翔平，中村知寿，齋藤
貴徳（2022/11）人工股関節置換術後 8年に生じた高
度骨溶解の 1例．第 25回サンフロンティエール研究
会，奈良

153. 阿部沙季代，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，川島康輝，政田亘平，田中貴大，安藤宗治，谷
口愼一郎，齋藤貴徳（2022/11）骨粗鬆症性椎体骨折
に対するMIStにおける cement augmentationの効果．
第 31回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，
大阪

154. 芝　沙羅，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，田中貴大，川島康輝，政田亘平，安藤宗治，谷
口愼一郎，齋藤貴徳（2022/11）成人脊柱変形に対す
る cMIS-multi rodにおける rod折損危険因子の検討．
第 31回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，
大阪

155. 石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　崇，田中貴
大，川島康輝，政田亘平，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）当院におけるMIST手技の変遷
― CMIS，ACR，そして robotic surgeryの導入―．第
31回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，大
阪

156. 石田鴻晟，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，田中貴大，政田亘平，川島康輝，谷口愼一郎，
齋藤貴徳（2022/11）骨粗鬆症性椎体骨折後後弯変形
に対する Lateral acess surgeryによる手術戦略．第 31
回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，大阪

157. 谷　陽一，田中貴大，政田亘平，朴　正旭，石原昌
幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，齋藤貴徳
（2022/11）Anterior column realignment（ACR）椎間に
おける間接的神経除圧効果．第 31回日本脊椎インス
トゥルメンテーション学会，大阪

158. 谷　陽一，田中貴大，川島康輝，政田亘平，朴　正
旭，石原昌幸，足立　崇，谷口愼一郎，安藤宗治，
齋藤貴徳（2022/11）経皮的腰仙椎椎弓根スクリュー
固定における神経根損傷予防のためのスクリュー電
気刺激による下肢複合筋活動電位誘発閾値モニター
法：非絶縁スクリュー刺激により信頼できるモニ
ターが可能か？　第 31回日本脊椎インストゥルメン
テーション学会，大阪

159. 谷口　渉，石原昌幸，朴　正旭，谷　陽一，足立　
崇，川島康輝，政田亘平，田中貴大，安藤宗治，谷
口愼一郎，齋藤貴徳（2022/11）AIS遺残型脊柱変形
に対する LIFと PPSを併用した circumferential MISの
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中期成績と手術手技のコツ．第 31回日本脊椎インス
トゥルメンテーション学会，大阪

著　書
（部分執筆）
1. 䯨　賢一，齋藤貴徳（2022）骨と骨関節の構造と機能．

Crosslink Basicリハビリテーションテキスト　生理学　

133–141頁，メジカルビュー社，東京
2. 䯨　賢一（2022）感染の診断と対処．整形外科手術

Knack & Pitfalls　4, 201–213頁，文光堂，東京
3. 松田秀一，波呂浩孝，岩崎倫政，中島康晴（2022）
感染の診断と対処．整形外科手術Knack & Pitfalls　4, 
201–203頁，文光堂，東京

リハビリテーション医学講座

〈研究概要〉
冗長性を持つヒトのパフォーマンスを評価し，身体活動に関わる要因を多面的に解析して，活動再建を図るための治
療戦略開発を目指している．機械学習を導入した臨床推論に基づき，運動学習理論を展開する治療アルゴリズムを開発
し，脳血管障害等における歩行再建，脊椎・脊髄周術期や変形性膝関節症予防のための運動療法等の臨床データを蓄積
している．中心的に取り組んでいる研究テーマは以下の通りである．

1）リハビリテーション治療指針を誘導する知能増幅器の開発：関節運動を数値化する三次元動作分析，重力環境で身
体にもたらされる運動モーメントを同定する床反力分析，関節運動を起こす筋活動を体表面から記録する表面筋電図分
析で得られた膨大なデータを集約し，臨床において有用な特徴量を抽出するデータマイニング（data mining）を推進し
ている．動作分析データにおける変数間の相関関係を考慮したマハラノビスの距離を計測するための単位空間を作成し
たうえで，任意に抽出した運動関連指標におけるマハラノビスの距離と治療効果との相関係数を最大化する項目をマル
コフ連鎖モンテカルロ法による確率分布から抽出する人工知能システムの臨床応用を試みている．歩行速度や持久力の
改善を促進する歩行関連指標の抽出，下肢装具適用によって得られる改善項目の予測，転倒予防において解決するべき
身体システムの問題などに関連する特徴量をサンプリング（importance sampling）することで，リハビリテーション治
療指針を提供する知能増幅器（intelligence amplifier）を開発する．

2）下肢麻痺患者の歩行再建：片麻痺等では麻痺肢足関節の自由度を制限することで歩行練習が行われるが，足関節運
動に伴う底屈筋 Ib入力を代表とする荷重感覚は歩行制御に重要な役割を果たすと考えられる．下肢筋群の誘発電位等に
よって歩行運動における脊髄ネットワークの役割を明確化し，ニューロモデュレーションの方略を探求している．具体
的には，空気圧人工筋による短下肢装具脱着式ロボットを用いた片麻痺歩行練習の治療アルゴリズム構築，機能的神経
刺激や痙縮治療による効果的な歩行再建の基盤研究を展開している．

3）介護保険診療におけるリハビリテーション効果の最大化：各附属病院に通所及び訪問リハビリテーション診療を展
開し，要介護へ至る三大原因である脳血管障害，認知症，高齢虚弱を中心に，介護保険ベースでのリハビリテーション
場面で活用する治療的課題や栄養管理システムを産学連携のもとで開発している．認知症予防については，複合現実技
術を用いた認知課題を開発し，高次脳機能障害や軽度認知障害等の評価ならびに身体運動と認知トレーニングを同時に
実施する治療課題の有用性を検証している．HoloLens 2を導入し，現実空間に拡がる仮想現実の世界において，蹲踞動
作などを行いながら花を摘んだり，指示された物品を探したりする課題や，トレッドミル上を歩きながら空間にある仮
想オブジェクトを操作する課題によって，認知機能のみならず，虚弱高齢者や神経筋疾患患者の転倒予防・平衡機能改
善を含む介護予防戦略を探求している．

〈研究業績〉
原　著
1. Yamamoto T, Satoi S, Yamaki S, Hashimoto D, Ishida M, 

Ikeura T, Hirooka S, Matsui Y, Boku S, Nakayama S, 
Nakamaru K, Shibata N, Katsushima U and Sekimoto M 
(2022) Intraperitoneal paclitaxel treatment for patients with 
pancreatic ductal adenocarcinoma with peritoneal 
dissemination provides a survival benefit. Cancers (Basel) 
14(5): 1354–1354

2. Kubo T, Uritani D, Ogaya S, Kita S, Fukumoto T, Fujii T, 
Inagaki Y, Tanaka Y and Imagita H (2022) Association 
between foot posture and tibiofemoral contact forces during 
barefoot walking in patients with knee osteoarthritis. BMC 
Musculoskelet Disord 23(1): 330

3. Syrop I, Fukushima Y, Mullins K, Raiser S, Lawley R, 
Bosshardt L, Finlay A, Ray J and Fredericson M (2022) 
Comparison of ultrasonography to MRI in the diagnosis of 
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lower extremity bone stress injuries: a prospective cohort 
study. J Ultrasound Med 41(11): 2885–2896

4. Sato H, Wakida M, Kubota R, Kuwabara T, Mori K, Asai T, 
Fukumoto Y, Nakano J and Hase K (2022) Use of the 
reliable change index to evaluate the effect of a 
multicomponent exercise program on physical functions. 
Aging Clin Exp Res 34(12): 3033–3039

5. 勝島詩恵，今井芳枝，橋本理恵子，三木恵美，荒堀
広美，井上勇太，長谷公隆（2022）外来でがんリハ
ビリテーションを受ける再発・進行がん患者の経験．
Palliative Care Res 17(4): 127–134

6. 南條貴俊，岩坂壽二，水野智志，水野一秀，山内康雄，
澤田　清，菅　俊光，水野郁子（2022）機能訓練特
化型リハビリテーション 1年間の効果　基礎疾患に
よる差異．日臨生理会誌　52: 181–185

症例報告
1. 島田聡史，鈴木良和，泉　知子，長谷公隆（2022）
中咽頭癌に随伴する抗HMGCR抗体陽性壊死性筋症
に対して回復期リハビリテーションを施行した 1例．
Jpn J Rehabil Med 59（秋季特別号）: S397

2. 河合謹也，武内孝太郎，中田瑞季，菅　俊光（2022）
社会復帰を果たした重症下肢切断の二例．Jpn J 
Rehabil Med 59（秋季特別号）: S371

その他
1. 桑原嵩幸，森　公彦，久保峰鳴，間野直人，中條雄太，
野田智之，長谷公隆（2022）片麻痺歩行の麻痺側推
進力を増加させる高速度トレッドミルと併用した足
関節アシスト歩行練習の介入効果．Jpn J Rehabil Med
（特別号）: S589

2. 久保峰鳴，小倉久幸，鈴木良和，田口　周，長谷公
隆（2022）変形性膝関節症患者における膝関節レバー
アームの要素別解析手法を用いた歩行解析．Jpn J 
Rehabil Med（特別号）: S307

3. 長谷公隆（2022）歩行分析からみたリハビリテー
ション治療の効果．Jpn J Rehabil Med（特別号）: 
S305

4. 長谷公隆，間野直人，中條雄太，森　公彦（2022）
義肢装具に関するエビデンス～どこまで構築され，
何が課題か～　歩行分析に基づいた片麻痺歩行の下
肢装具療法．Jpn J Rehabil Med（特別号）: S296

5. 長谷公隆（2022）課題特異的練習と機械学習を用い
た特徴量抽出に基づくリハビリテーション治療．Jpn 
J Rehabil Med（特別号）: S138

6. 田中宏明，久保峰鳴，小倉久幸，鈴木良和，森　公彦，
脇田正徳，ドルジラブダン・ムンフデルゲル，村本
朋子，田口　周，長谷公隆（2022）要介護高齢者に
おける手段的日常生活動作と短縮版 Community 
Balance and Mobility Scaleの関連．Jpn J Rehabil Med
（特別号）: S12

7. 長谷公隆（2022）リハビリテーションの現在地と未
来．大阪理療会誌　34: 21

8. 勝島詩恵，今井芳枝，橋本理恵子，三木恵美，荒堀
広美，井上勇太，久保峰鳴，森　拓也，中野治郎，
長谷公隆（2022）再発・進行がん患者のがんリハビ
リの体験．Palliative Care Res 17: S.287

9. 長谷公隆，鈴木良和，牛久保智宏（2022）【リハビリ
テーション診療に使える ICT活用術―これからリハ
ビリテーション診療はこう変わる！―】人工知能シ
ステムを用いた歩行分析によるリハビリテーション
治療の展開．MED REHABIL (278): 28–35

10. 橋本晋吾，種村留美，田口　周，長谷公隆（2022）
認知機能評価としてのMixed Reality課題の基準関連
妥当性．Jpn J Rehabil Med Page S482

11. 泉　知子，久保峰鳴，西口真由，田口　周，島田聡史，
長谷公隆（2022）足関節ロボット訓練による
‘responder’と‘non-responder’の歩行関連指標の特
徴．Jpn J Rehabil Med 59（秋季特別号）: S345

12. 武内孝太郎，中田瑞季，河合謹也，菅　俊光（2022）
通所リハビリテーションにおける舌圧と体組成につ
いて．Jpn J Rehabil Med 59（秋季特別号）: S482

13. 中田瑞季，武内孝太郎，河合謹也，菅　俊光（2022）
体成分分析装置を用いた ,通所リハビリテーションに
おける運動療法の目標指標の検討．Jpn J Rehabil Med 
59（秋季特別号）: S481

14. 倉本　仁，間野直人，森　公彦，伊藤　駿，桑原嵩幸，
小西隆幸，牛久保智宏，金光　浩，長谷公隆（2022）
ビッグデータ解析手法に基づいた変形性膝関節症患
者の膝関節負荷に関連する歩行特徴の抽出．運動器
理学療法学　2: O-104

15. 間野直人，森　公彦，小西隆幸，伊藤　駿，倉本　仁，
牛久保智宏，長谷公隆（2022）成人脊柱変形術後の
歩行再建に有用な歩行特徴　人工知能を活用した新
たな特徴抽出．運動器理学療法学　2: O-40

16. 濱澤順也，岩坂壽二，菅　俊光，水野郁子，水野智志，
梅村享司，工藤和幸（2022）高齢者における機能訓
練特化型リハビリテーションに 3ヵ月間蛋白質含有
食品を付加した効果．日臨生理会誌　52(4): 67

17. 長谷公隆，田口　周（2022）臨床神経生理学の進歩
とリハビリテーション医療デジタルトランスフォー
メーション　歩行分析データに基づくリハビリテー
ション治療．臨神生　Page 337

18. 間野直人，中條雄太，森　公彦，桑原嵩幸，久保峰鳴，
寺前達也，野田智之，長谷公隆（2022）足関節アシ
スト歩行訓練の効果と関係する筋Moduleの特徴．臨
神生　50(5): 461

19. 久保峰鳴，間野直人，桑原嵩幸，中條雄太，森　公彦，
森　拓也，寺前達也，野田智之，長谷公隆（2022）
空気圧人工筋肉付き足関節ロボットを用いた歩行練
習が片麻痺歩行に与える影響．臨神生　50(5): 395

20. 間野直人，森　公彦，小倉歩武，伊藤駿，有馬泰昭，
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長谷公隆（2022）機械学習から得られた肝臓がん周
術期に積極的な理学療法を必要とする患者の特徴．
呼吸理学療法学　8th Meeting: SE-02

21. 勝島詩恵，中野治郎，福島卓矢，久保峰鳴，森　拓也，
長谷公隆，倉田宝保（2022）肺がん治療におけるリ
ハビリテーションとチーム医療　外来通院治療を行
う肺がん患者に対するリハビリテーションの現状と
課題．肺癌　62(6): 521

22. 古原将馬，森本洸平，山本奈保子，新古聖子，菅　
俊光（2022）高機能端末の早期獲得にヘッドセット
型タッチペンが奏功した症例．大阪作療会　Page 102

学会発表
1. 鈴木良和，菱川恭子，木村匡男，濱中紀成，高橋守
正（2022/03）視覚的フィードバックと装具療法を用
いて歩行の再獲得が得られたAASNの一例．第 52回
リハビリテーション医学会近畿地方会，兵庫県神戸
市

2. 長谷公隆（2022/03）二足歩行再建のためのリハビリ
テーション．第 18回姿勢歩行研究会，東京都

3. 浅田翔太，宮内拓史，高尾奈那，山下素永，河津俊宏，
小田垣福子，出籠　結，長谷公隆，木村　穣（2022/06）
医療機関における高齢心リハ患者の介護保険運動療
法との連携．第 28回日本心臓リハビリテーション学
会学術集会，宜野湾

4. 長谷公隆（2022/06）課題特異的練習と機械学習を用
いた特徴量抽出に基づくリハビリテーション治療．
第 59回日本リハビリテーション医学会学術集会，神
奈川県横浜市

5. 田中宏明，長谷公隆（2022/06）要介護高齢者におけ
る手段的日常生活動作と短縮版 Community Balance．
第 59回日本リハビリテーション医学会学術集会，神
奈川県横浜市

6. 久保峰鳴，長谷公隆（2022/06）変形性膝関節症患者
における膝関節レバーアームの要素別解析手法を用
いた歩行解析．第 59回日本リハビリテーション医学
会学術集会，神奈川県横浜市

7. 桑原嵩幸，長谷公隆（2022/06）片麻痺歩行の麻痺側
推進力を増加させる高速度トレッドミルと併用した
足関節アシスト歩 行練習の介入効果．第 59回日本リ
ハビリテーション医学会学術集会，神奈川県横浜市

8. 長谷公隆（2022/06）歩行分析からみたリハビリテー
ション治療の効果．第 59回日本リハビリテーション
医学会学術集会，神奈川県横浜市

9. 倉本　仁，間野直人，森　公彦，伊藤　駿，小西隆幸，
牛久保智宏，長谷公隆（2022/09）脊柱術後歩行障害
に対するマーカーレス歩行解析の臨床応用の可能性．
第 10回運動器理学療法学会学術大会，WEB開催

10. 桑原嵩幸，長谷公隆（2022/10）Gait characteristics of 
patients with increased paretic propulsion during． 第 20
回神経理学療法学会学術大会，大阪市

11. 篠原　司，長谷公隆（2022/10）立脚期後半に制動力
が生じる片麻痺歩行の特徴．第 20回神経理学療法学
会学術大会，大阪市

12. 小倉歩武，長谷公隆（2022/10）長下肢装具の足関節
自由度が麻痺肢足圧中心及び筋活動に与える影響と
関連する身体機能の特徴．第 20回神経理学療法学会
学術大会，大阪市

13. 藤原花恋，長谷公隆（2022/10）片麻痺歩行特有の麻
痺肢制動力の改善に有用な歩行特徴．第 20回神経理
学療法学会学術大会，大阪市

14. 間野直人，長谷公隆（2022/10）Alteration of late stance 
braking forces in hemiplegic gait by powerful．第 20回神
経理学療法学会学術大会，大阪市

15. 桑原嵩幸，長谷公隆（2022/10）足関節ロボット歩行
練習において麻痺側推進力を増加させる底屈アシス
トタイミングの検討．第 20回神経理学療法学会学術
大会，大阪市

16. 中條雄太，長谷公隆（2022/10）脳卒中後片麻痺歩行
の PFモジュールのタイプによって短下肢装具の効果
は異なる．第 20回神経理学療法学会学術大会，大阪
市

17. 間野直人，長谷公隆（2022/11）足関節アシスト歩行
訓練の効果と関係する筋 Moduleの特徴．第 52回臨
床神経生理学会学術大会，京都市

18. 長谷公隆（2022/11）歩行分析データに基づくリハビ
リテーション治療．第 52回臨床神経生理学会学術大
会，京都市

19. 新谷　健（2022/12）サッカーで必要とされる動作に
Core Stabilityと下肢筋力は影響する．第 9回スポーツ
理学療法学会学術大会，東京都

20. 實廣　祐，長谷公隆（2022/12）前十字靭帯再建術後
早期の Single Leg Squatの注目すべき運動学的特徴．
第 9回スポーツ理学療法学会学術大会，東京都

21. 出籠　結，長谷公隆（2022/12）生活期における通所
リハビリテーション治療効果の疾患別検証．第 9回
地域理学療法学会学術大会，WEB開催

22. 田中宏明，長谷公隆（2022/12）通所リハビリテー
ション利用者の疾患別による歩行機能と下肢筋力の
関連．第 9回地域理学療法学会学術大会，WEB開催

23. 長谷公隆（2022/12）歩行分析に基づいた片麻痺歩行
の下肢装具療法．第 59回日本リハビリテーション医
学会学術集会，神奈川県横浜市



関西医科大学 2022年研究成果一覧

— 124 —

形成外科学講座

〈研究概要〉
当講座では，形成外科臨床の基盤となる基礎研究として “創傷治癒” と “再生医学” を掲げ，形成外科臨床で発展応用
見込める臨床研究を進めている．以下に主な項目を挙げる．

I．基礎研究：
A．創傷治癒

1．皮膚・軟部組織の創傷治癒：創傷治癒では血管新生，肉芽増生，上皮化が具体的目標となる．これらに対して体
性幹細胞である脂肪幹細胞（ASCs: Adipose-derived Stem Cells），局所サイトカイン療法で TGF-β， PDGF， VEGF， EGFな
どのサイトカインを高濃度に含む多血小板血漿（PRP: Platelet-Rich Plasma），肉芽増生や血管新生を増進させる線維芽細
胞増殖因子（bFGF: basic Fibroblast Growth Factor） を主な検討対象として，種々の条件設定での創傷治癒モデル動物での
有効性の検討を進めている．基礎的検討から一部臨床的検討に進み，既に PRPなどにより高レベルで創傷治癒促進効果
を挙げている．その機序については，分子生物学的に詳細を検討しており，以下の再生医療とも密接に関係している．

PRPは，あらゆる細胞の活性化や組織の増生を促すが，他の再生医療との併用も期待される．ASCsとPRPの併用では，
その効果を増進させることを明らかにしている．

2．骨・軟骨の創傷治癒：骨の再生として骨形性タンパク （BMP: Bone Morphogenetic Protein）による骨誘導，骨形成
を応用した骨・軟骨創傷治癒の検討している．人工骨を含めた種々の担体，至適濃度，不利な条件下での骨誘導，遺伝
子導入などを検討し詳細なデータを検証しつつある．

B．再生医学
1．骨再生：BMPによる骨誘導，骨形成につき骨再建への応用を目指した検討を進めている．さらに種々の人工骨や
担体の検討や，BMPとの併用の検討も行っている．

2．軟骨再生：GDF-5による骨・軟骨誘導を検討し，軟骨再建への応用を検討している．
3．皮膚再生：bFGF， PRP， 人工真皮（CGS：collagen/gelatin spongeなど），培養表皮を，単体，複合で種々の条件下で

肉芽形成や上皮化，血管新生などを検討し，従来の方法以外に保存法や操作法に工夫を加え，臨床応用を目指した検討
をしている．

4．軟部組織再生：bFGF， PRP， ASCsによる肉芽増生，脂肪幹細胞移植，脂肪注入による軟部組織増量を検討している．
乳房再建や顔面変形の再建への具体的再建への方策を検討中である．乳房再建での 3次元的形状把握に特許出願（特願
2015- 99094）．

5．高圧脱細胞化：皮膚組織に 200 MPaの高圧を 10分負荷により種々の組織の脱細胞化（超高圧法）を検討している．
特に悪性黒色腫の母地となる巨大色素性母斑を対象として “皮膚リサイクル治療法” として，脱細胞後に培養表皮細胞
付加による皮膚組織再生を進めている．対象として，皮膚悪性腫瘍や骨の硬組織など境界を超えた発展を計っている．

6．氷点下非凍結保存法：氷点下で電場を加えて凍結をさせない組織保存法の検討をおこなっている．切断指の保存
を目指しており，氷点下非凍結の血管の保存に有用であることが in vivoならびに動物を用いたマイクロサージャリー実
験で明らかにしている．

II．臨床研究：
形成外科学講座では医学倫理委員会の承認を得て，再生医療は細胞加工製造許可を得て認定再生医療等委員会への申
請を行い，再生医療等安全性確保法（再生医療法） を遵守して進めている．悪性黒色腫の母地となる巨大色素性母斑を
対象とした高圧脱細胞化を応用した皮膚リサイクリング法は再生医療法の第 2種で，乳ガン切除後の変形した乳房の再
建を目指した脂肪幹細胞の移植は第 3種での申請を行い，両者共に認可を得て臨床研究を始めている．

他に以下の臨床研究を進めている．
1．皮膚軟部組織の慢性潰瘍（難治性潰瘍・褥瘡など）の新規治療法の検討
2．熱傷の培養表皮を用いた新規治療の検討
3．各種創傷被覆材の検討
4．ケロイド・肥厚性瘢痕の病態解析と治療法の検討
5．皮膚腫瘍の診断と手術再建法の検討
6．皮膚レーザーによる皮膚への侵襲と色素改善
7．皮膚・軟部組織の加齢現象と抗加齢治療の検討
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8．皮弁の他覚的評価と新規皮弁の開発
9．育毛の機序の解明と種々の成長因子による促進の検討

10．マイクロサージャリーを応用した遊離組織移植の検討
11．唇裂・口蓋裂の発生原因解明と集学的治療の検討
12．口唇裂における，3次元形態，動態と軟骨，顔面諸筋群との検討
13．構音・音声障害の機能的，構造的検討
14．顔面骨骨折・骨再建・骨切り術における人工骨，吸収性固定材料の検討
15．頭蓋顎顔面の骨軟部組織の計測とCT/コーンビームCTによる 3次元解析
16．乳がん切除後の変形と移植物の三次元評価と再建手術の検討
17．リンパ浮腫モデル作成と治療の検討
18．手術シミュレーション，バーチャルリアリティの研究

〈研究業績〉
原　著
1. Kuro A, Morimoto N, Hara T, Matsuoka Y, Fukui M, 

Hihara M, Kusumoto K and Kakudo N (2022) Protection 
of rat artery grafts from tissue damage by voltage-applied 
supercooling. Med Mol Morphol 55(2): 91–99

2. Hihara M, Kakudo N, Mitsui T, Kuro A and Kusumoto K 
(2022) Functional reconstruction for severe heat press 
injury of the proper digits using immediate preserved 
subdermal vascular network (PSVN) skin graft: A case 
report. J Burn Care Res 43(5): 1207–1210

3. Hihara M, Kakudo N, Mitsui T, Kuro A and Kusumoto K 
(2022) The anatomic classification of the anophthalmic eye 
socket (Types 0-V): A high-level taxonomy classification 
system. J Plast Reconstr Aesthet Surg 75(9): 3491–3498

4. Hihara M, Takegawa M, Kakudo N, Mitsui T and Fukui M 
(2022) A stylized two-stage debridement strategy using an 
electric dermatome and a Versajet™ hydrosurgery system 
for deep axillary burns. J Surg Case Rep 2022(10): rjac481

5. Hihara M, Fukui M, Mitsui T, Kakudo N and Kuro A (2022) 
Osteolytic metatarsal osteomyelitis regenerated by 
combined treatment of artificial carbon dioxide foot bathing 
and povidone-iodine sugar ointment: a case report. J Med 
Case Reports 16(1): 434

6. Fukui M, Matsuoka Y, Taketani S, Higasa K, Hihara M, 
Kuro A and Kakudo N (2022) Accelerated angiogenesis of 
human umbilical vein endothelial cells under negative 
pressure was associated with the regulation of gene 
expression involved in the proliferation and migration. Ann 
Plast Surg 89(6): e51–e59

7. 益岡　弘（2022）鼻咽腔閉鎖機能評価へのコーンビー
ムCTの応用．形成外科　65（増刊）: S55–S64

8. 浦川絵里子，伊藤文人，藤原奈都美，日原正勝，岡
本茉希，松岡祐貴，福井充香，覚道奈津子（2022）
外陰部および左腋窩部に病変を認めた二重乳房外パ
ジェット病の 1例．形成外科　65(12): 1448–1453

症例報告
1. Ueda T, Kuro A, Kunieda S, Ozaki Y, Suzuki K, Hihara M 

and Komai H (2022) Giant basal cell carcinoma in the 
inguinal region invading the femoral vessels. Eplasty 22: 
ic5

2. Hihara M, Yamauchi T, Kakudo N, Fukui M, Mitsui T, 
Matsuoka Y, Kuro A and Kusumoto K (2022) Auricular 
cartilage composite graft for glans reconstruction after 
squamous cell carcinoma of the penis. Eplasty 22: e24

3. M a t s u o k a  Y ,  F u j i t a  M  a n d  K a k u d o  N  ( 2 0 2 2 ) 
Reconstruction of an extensive full-layer defect of the 
upper eyelid. Eplasty 22: ic15

4. Okamoto M, Ueda T, Fukui M, Mitsui T, Masuoka H, 
Hihara M and Kakudo N (2022) A solitary giant 
neurofibroma of the left thigh: a case report. J Surg Case 
Rep 2022(8): rjac359

5. Hihara M, Kihara M, Fukui M, Mitsui T and Kakudo N 
(2022) Reduction and fixation of comminuted fractures of 
the midface by using a Hoffman-type external fixator: A 
case report. JPRAS Open 34: 252–256

6. Nagama T, Yamamoto I, Kuniyoshi K, Fukuda S, Kakudo 
N and Kusumoto K (2022) Long-term follow-up with 
multispecialty management of a giant lymphangioma of an 
infant tongue contributed to reduced complications of the 
disease: A case report of a 21-year follow-up. Eplasty 22: 
e56

7. Matsuoka Y, Fukui M and Kakudo N (2022) Treatment 
with novel foam dressing of NPWTi-D for postoperative 
necrosis complicated by critical limb ischemia. Eplasty 22: 
e50

8. Tamamine S, Himejima T, Mitsui T, Masuoka H, Hihara 
M and Kakudo N (2022) A case of occipital spindle cell 
lipoma: a case report. J Surg Case Rep 2022(11): rjac544

9. 中西佑太，覚道奈津子，畔　熱行，尾崎裕次郎，國
枝桜子，鈴木健司，楠本健司（2022）画像検査で悪
性腫瘍との鑑別が困難であった褐色脂肪腫の 1例．形
成外科　65(4): 490–495

10. 前川恭慶，南方竜也，国枝桜子，重田理絵，覚道奈
津子（2022）幼児に発症した手掌部尺骨動脈瘤の1例．
形成外科　65(4): 484–489
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11. 佐藤　愛，覚道奈津子，櫻井裕章，日原正勝，松岡
祐貴，楠本健司（2022）膿瘍性穿掘性頭部毛包周囲
炎に対する皮膚反転固定術の小工夫と整容的改善．
創傷　13(2): 78–83

12. 岡本茉希，佐武利彦，中川雅裕，池田篤司，今上修一，
小野田聡，野口　誠（2022）高度肥満患者の下顎再
建後に肺血栓塞栓症をきたした 1例．日マイクロ会
誌　35(4): 135–143

学会発表
1. Hiromu Masuoka (2022/04) Unilateral cleft lip repair: A 

technique for creating scarless cupid’s bow peaks. The 65th 
Annual Meeting of Japan Society of Plast ic and 
Reconstructive Surgery, Osaka

2. 岡本茉希，覚道奈津子，木原雅志，松岡祐貴，姫島
知樹，上田貴之，高尾胤未（2022/03）大腿部孤立性
神経線維腫の一例．第 130回関西形成外科学会学術
集会，京都市

3. 日 原 正 勝（2022/04）Pan-facial fracture. AO CMF 
Webinar-AO CMF introductory course, Pre-course case 
discussion, Online

4. 岡本茉希，佐竹利彦，小林耕大，葛城遼平，小野田聡，
武藤真由，角田祐衣（2022/04）DIEP flapのデザイン
変更が再建乳房，皮弁採取部の整容性・合併症に与
えた変化についての検討．第 65回日本形成外科学会
総会・学術集会，大阪市

5. 覚道奈津子（2022/04）形成外科医のキャリアを考え
る―女性形成外科医のキャリア形成を阻む問題点―．
第 65回日本形成外科学会総会・学術集会，大阪市

6. 光井俊人，岡本茉希，日原正勝，覚道奈津子（2022/04）
当科で摘出した眼窩内腫瘍の検討．第 65回日本形成
外科学会総会・学術集会，大阪市

7. 高尾胤未，覚道奈津子，光井俊人，日原正勝，益岡　
弘，楠本健司（2022/04）当科における脂腺母斑の臨
床統計的検討．第 65回日本形成外科学会総会・学術
集会，大阪市

8. 日原正勝（2022/05）Anatomy, defect classification, and 
clinical problems of the jaw. AO CMF Focused Course-
Principles in Reconstruction, Online

9. 日原正勝（2022/05）Reconstruction of soft tissue defect 
of buccal und labial. AO CMF Focused Course-Principles 
in Reconstruction, Online

10. 日原正勝（2022/06）高濃度炭酸泉浴を併用して機能

的整容的良好な結果を得た手掌部 heat press損傷の一
例．第 87回日本温泉気候物理医学会総会・学術集会，
諏訪市

11. 日原正勝，引網梨奈，光井俊人，覚道奈津子（2022/06）
ワイヤーフレーム固定した真皮下血管網付き植皮で
再建した左眼窩内側部メルケル細胞癌の 1例．第 38
回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会，弘前市

12. 葛西健一郎（2022/07）顔面のほくろのレーザー治療
に対する工夫―大きさより Stageを考慮したレーザー
治療―．第 131回関西形成外科学会学術集会，大阪
府枚方市

13. 玉峰舜也，高尾胤未，益岡　弘，光井俊人，日原正勝，
覚道奈津子（2022/07）眼瞼下垂を呈した上眼瞼結膜
嚢胞の一例．第 131回関西形成外科学会学術集会，大
阪府枚方市

14. 上田貴之，南方竜也，高尾胤未（2022/07）自己抜去
により断裂・迷入した中心静脈カテーテルをグース
ネックスネアにて回収した 1例．第 131回関西形成外
科学会学術集会，大阪府枚方市

15. 中西佑太，仲野雅之，竹治幸大（2022/07）準広汎子
宮全摘および骨盤・傍大動脈リンパ節郭清術後にコ
レステロール塞栓症を発症し足趾壊死に至った 1例．
第 131回関西形成外科学会学術集会，大阪府枚方市

16. 長間多恵，佐藤　愛，永田　勲，伊藤文人（2022/07）
当院における霰粒腫の診断と治療について．第 131
回関西形成外科学会学術集会，大阪府枚方市

17. 鈴木健司，細田恵莉香，松浪周平，國枝桜子，櫻井
裕章，畔　熱行（2022/07）Composite graftと鼻唇溝
皮弁を併用した鼻翼欠損の 1例．第 131回関西形成外
科学会学術集会，大阪府枚方市

18. 覚道奈津子（2022/10）はじめまして英語論文．～つ
まづきポイントと執筆のコツ～．第 31回日本形成外
科学会基礎学術集会，岡山県岡山市

19. 福井充香，Lai Fangyuan，Sun Zhongxin，光井俊人，
日原正勝，覚道奈津子（2022/10）脂肪幹細胞におけ
る多血小板血漿の細胞遊走効果．第 31回日本形成外
科学会基礎学術集会，岡山県岡山市

著　書
（部分執筆）
1. 山﨑文和（2022）妊娠する可能性のある乾癬患者女
性に投与すべき生物学的製剤は？　皮膚科診療
Controversy　197–200頁，中外医学社，日本

皮膚科学講座

〈研究概要〉
免疫・アレルギー疾患，肉芽腫性疾患，膠原病，乾癬などの日常診療おける豊富な経験と気付きから，それらの疾患
に還元できることを研究目標としている．単球系細胞は抗原提示，免疫可溶性産生，貪食などの機能を有し，自然免疫，
獲得免疫に重要な役割を担う細胞群である．とくに私どもが研究しているサルコイドーシスやブラウ症候群などの肉芽
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腫性疾患では，その構成細胞として中心的役割を果たしている．これまで，サルコイドーシスにおけるCD14・CD16分
画単球球の関り，肉芽腫に特徴的な多核巨細胞形成機序，単球由来病勢マーカーなどを報告してきた．また，ブラウ症
候群患者より iPS細胞を樹立しており，この細胞は IFNγ刺激によりNOD2のリガンドであるMDP非共存下に活性化し，
各種炎症性サイトカインを産 生することを明らかにした．さらに，リン酸化蛋白の網羅解析を行った結果，急性炎症で
ある好中球性炎症から慢性炎症である肉芽腫へと転換されることに関わると示唆される分子を同定した．NOD2遺伝子
の機能獲得変異によって肉芽腫をきたすブラウ症候群をモデルとした肉芽腫形成機序の分子機構を解明するために，こ
の分子の役割を，ブラウ症候群患者より樹立した iPS細胞をもちいてさらに検証していく．多核巨細胞誘導においては
ヒト末梢血単球を 用いて単球分画，MDPや薬剤の影響を報告したが，NOD2変異の有無によって巨細胞形成能に差異
があるかを検証することで，肉芽腫形成機序の分子機構解明を目指している．
抗ヒスタミン薬に治療抵抗性を示す特発性蕁麻疹に対して抗 IgE抗体が有用であることを検証する中で，末梢血好塩 

基球の動体が蕁麻疹の病勢に深く寄与していることを示唆する所見を得た．この知見をさらに深め，蕁麻疹の病態を好
塩基球に着目して解明するために，皮膚組織へと移行する好塩基球を免疫染色によって同定し，病勢との相関を検証す
る．乾癬については，日本でも有数の患者数と生物学的製剤治療経験を生かして，治療前心血管病変有病率の検索をさ
らに進めるとともに，冠動脈CTでの形態異常と血清中サイトカインを調べ，乾癬患者における心血管病変と各種炎症・
抗炎症サイトカインの相関性を検討している．また，抗 IL-17受容体抗体投与患者におけるQOLへの影響度を測 定す
る研究や，心血管病変を有する患者と有しない患者の血清中のロイシンリッチ α2グリコプロテインを測定や肥満の有
無などについて有意差を比較している．以上の基礎的研究と臨床での知見を通じて，肉芽腫・膠原病・皮膚アレルギー
性疾患の病態，単球の役割，乾癬の臨床研究成果について有用な情報を発信したいと考えている．
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夫（2022/06）神経膠腫を合併し，ペムブロリズマブ
投与を行ったMuir-Torre Syndromeの 1例．第 121回
日本皮膚科学会総会，京都

19. 五影志津，矢村明久，山﨑文和，谷崎英昭，羽柴哲
夫（2022/06）神経膠腫を合併し，ペムブロリズマブ
投与を行ったMuir-Torre Syndromeの 1例．第 121回
日本皮膚科学会総会，京都

20. 谷崎英昭（2022/06）痒みを減らすスキンケアを実践
する．第 121回日本皮膚科学会総会，京都

21. 中谷佳保里，上尾礼子，野村祐輝，大村直人，谷村
裕嗣，清原隆宏（2022/06）Mesothelial cystの 1例．
第 121回日本皮膚科学会総会，京都

22. 北嶋友紀，大西早百合，花本眞未，四十万谷貴子，
寺井沙也加，中丸　聖，槇村　馨，清原隆宏（2022/06）
Bronchogenic cystの 1例．第 121回日本皮膚科学会総
会，京都

23. 野村祐輝，上尾礼子，中谷佳保里，清原隆宏（2022/06）
デルゴシチニブ軟膏が奏効した皮膚サルコイドーシ
スの 1例．第 121回日本皮膚科学会総会，京都

24. 槇村　馨，中丸　聖，花本眞未，北嶋友紀，四十万
谷 貴 子， 寺 井 沙 也 加， 清 原 隆 宏（2022/06）
Folliculosebaceous cystic hamartomaの 2例． 第 121回
日本皮膚科学会総会，京都

25. 多田弥生，森田明理，山中恵一，河野通浩，今福信一，
大久保ゆかり，山﨑文和，松本和子，大槻マミ太郎
（2022/06）尋常性乾癬患者における実臨床でのセクキ
ヌマブの薬剤継続率と有効性についての検討．第 121
回日本皮膚科学会総会，京都

26. 谷崎英昭（2022/06）アトピー性皮膚炎治療に求めら
れる医師 -患者関係を見直す．第 121回日本皮膚科学
会総会，京都

27. 大森　俊，池上隆太，加藤裕史，小森敏史，清水知道，
杉田和成，谷崎英昭，中島英貴，林周次郎，松尾梨沙，
三井　広，柳澤宏人，山口道也，山﨑　修，中西健
史（2022/06）糖尿病性潰瘍・壊疽の検査と治療～多

職種連携のすすめ～．第 121回日本皮膚科学会総会，
京都

28. 竹花一哉，山﨑文和，谷崎英昭（2022/06）循環器内
科医の立場から明かす乾癬性関節炎の診療の奥義．
第 121回日本皮膚科学会総会，京都

29. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
尾形　誠（2022/06）肺炎診療ガイドラインとCOVID-
19：臨床的鑑別法．第 70回日本化学療法学会総会，
岐阜

30. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
尾形　誠（2022/06）肺炎診療ガイドラインとCOVID-
19：胸部 CTによる補助診断．第 70回日本化学療法
学会総会，岐阜

31. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
尾形　誠（2022/06）肺炎診療ガイドラインとCOVID-
19：抗体カクテル療法の使用成績．第 70回日本化学
療法学会総会，岐阜

32. 花本眞未，北嶋友紀，四十万谷貴子，寺井沙也加，
槇村　馨，石井一慶，朝子幹也，吉田　謙，清原隆
宏（2022/06）鼻腔原発びまん性大細胞型 B細胞リン
パ腫の下腿浸潤と考えた 1例．第 38回日本皮膚悪性
腫瘍学会，弘前市（ハイブリッド）

33. 北嶋友紀，山科茉由，花本眞未，四十万谷貴子，寺
井沙也加，中丸　聖，槇村　馨，井上典仁，竹内賢吾，
清原隆宏（2022/06）DUSP22-IRF4再構成をみとめた
p r i m a r y  c u t a n e o u s  C D 3 0 - p o s i t i v e  T - c e l l 
lymphoproliferactive disordersの 1例．第 38回日本皮膚
悪性腫瘍学会，弘前

34. 五影志津，久米典子，小林里佳，矢村明久，山﨑文和，
岡崎　敬，谷崎英昭（2022/06）ニボルマブ投与後に
生じた胃炎に対しインフリキシマブ投与が奏功した 1
例．第 38回日本皮膚悪性腫瘍学会，弘前市（ハイブ
リッド）

35. 鈴木健司，清原隆宏（2022/06）両側島状鼻唇溝皮弁
にて再建した広範囲鼻尖部基底細胞の 1例．第 38回
日本皮膚悪性腫瘍学会，弘前市（ハイブリッド）

36. 浦上貴弘，岡林恵理奈，岡谷真希，山﨑文和，谷崎
英昭，長沼　誠（2022/07）JAK阻害薬にて炎症をコン
トロールしえた潰瘍性大腸炎を合併した壊疽性膿皮
症の 1例．第 115回近畿集談会，大阪市

37. 矢村明久，北嶋友紀，花本眞未，寺井沙也加，槇村　
馨，谷村裕嗣，清原隆宏（2022/07）脂漏性角化症と
の鑑別を要した verrucous melanomaの 1例．第 115回
近畿集談会，大阪市

38. 福田直樹，尾形　誠，矢村明久，宮下修行（2022/07）
特発性肺内血腫の一例．第 129回日本結核・非結核
性抗酸菌症学会近畿支部学会　第 99回日本呼吸器学
会近畿地方会，近畿

39. 山﨑文和（2022/08）イルミアって何，今更生物学的
製剤が増えるイミアルの？　第 18回加齢皮膚医学研
究会，ハイブリッド開催（大阪）
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40. 谷崎英昭（2022/08）病型分類に基づいた蕁麻疹治療
の実践を目指して．第 86回日本皮膚科学会東部支部
学術大会，新潟

41. 山﨑文和（2022/09）IL-17製材に課せられた課題をト
ルツは解決できるのか？ いやトルツでしか解決でき
ない課題とは？　第 37回日本乾癬学会学術大会，鹿
児島

42. Huynh Nguyen-Mai Trang, Fumikazu Yamazaki, Kazuya 
Takehana and Hideaki Tanizaki（2022/09）乾癬患者 83
名の心血管障害における冠動脈石灰化スコア
（CACS）と腹部大動脈 っ゙回かスコアの相関性の検
討．第 37回日本乾癬学会学術大会，鹿児島

43. 花本眞未，矢村明久，北嶋友紀，四十万谷貴子，寺
井沙也加，槇村　馨，清原隆宏（2022/09）DPP4阻害
薬内服中に抗 BP180抗体，抗デスモグレイン 1抗体
陽性の自己免疫性水疱症を発症した 1例．第 493回日
本皮膚科学会大阪地方会，大阪（web）

44. 服部真美，山崎文和，岡林恵理奈，谷崎英昭（2022/09）
外陰部皮膚と口腔内に限局した水疱性類天疱瘡の 1
例．第 493回日本皮膚科学会大阪地方会，大阪（web）

45. 北嶋友紀，矢村明久，花本眞未，寺井沙也加，槇村　
馨，鈴木健司，清原隆宏（2022/10）有棘細胞癌切除後，
アダリムマブが奏効した臀部慢性膿皮症の 1例．第
73回日本皮膚科学会中部支部学術大会，富山

46. 山﨑文和（2022/10）イルミアのイミアル選択理由と
アルイミ割り切れる薬剤である理由は？　第 73回日
本皮膚科学会中部支部学術大会，富山

47. 谷崎英昭（2022/10）アトピー性皮膚炎の病態形成メ
カニズムに基づいたこれからの治療戦略．第 73回日
本皮膚科学会中部支部学術大会，富山

48. 寺井沙也加，北嶋友紀，花本眞未，四十万谷貴子，
中丸　聖，槇村　馨，清原隆宏（2022/10）非神経線
維腫症 1型患者に生じた，悪性黒色腫との鑑別を要
した悪性末梢神経鞘腫瘍の 1例．第 73回日本皮膚科
学会西部支部学術大会，富山

49. 谷崎英昭（2022/10）IL-4/IL-13から紐解くアトピー性
皮膚炎病態メカニズム．第 73回日本皮膚科学会西部
支部学術大会，富山

50. 岡本千明，山﨑文和，山科茉由，小林里佳，五影志津，
豊田長興，谷崎英昭（2022/10）間質液中グルコース
測定を用いた食事指導による乾癬患者の BMI値，体
脂肪率，採血データの変動の検討．第 73回日本皮膚
科学会中部支部学術大会，富山

51. 山﨑文和（2022/10）リサンキズマブは PsAに「つか
えん？」※つかえん＝富山弁で「構わない，大丈夫」
の意．第 73回日本皮膚科学会中部支部学術大会，富
山

52. 尾形　誠，矢村明久，福田直樹，宮下修行（2022/11）
肺癌術後切離後断端部の非結核性抗酸菌感染症の一
例．第 65回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第
92回日本感染症学会西日本地方会学術集会 第 71回日

本化学療法学会西日本支部総会，長崎
53. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）レジオネラ・スコア
モデルの評価 1：COVID-19肺炎での検証．第 65回日
本感染症学会中日本地方会学術集会 /第 92回日本感
染症学会西日本地方会学術集会 /第 70回日本化学療
法学会西日本支部総会，長崎

54. 宮下修行，矢村明久，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）レジオネラ・スコア
モデルの評価 2：3つのコホート研究のまとめ．第 65
回日本感染症学会中日本地方会学術集会 /第 92回日
本感染症学会西日本地方会学術集会 /第 70回日本化
学療法学会西日本支部総会，長崎

55. 山下真明，木畑佳代子，尾形　誠，矢村明久，福田
直樹，宮下修行（2022/11）診断に苦慮したABPMの
症例検討．第 65回日本感染症学会中日本地方会学術
集会 /第 92回日本感染症学会西日本地方会学術集会 /
第 70回日本化学療法学会西日本支部総会，長崎

56. 福田直樹，宮下修行，矢村明久，西山徳人，坂本　凌，
石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎診療
とガイドライン 2：マイコプラズマとの鑑別．第 65
回日本感染症学会中日本地方会学術集会 /第 92回日
本感染症学会西日本地方会学術集会 /第 70回日本化
学療法学会西日本支部総会，長崎

57. 木畑佳代子，尾形　誠，矢村明久，福田直樹，宮下
修行（2022/11）免疫チェックポイント阻害薬による
薬剤性肺炎と COVID19肺炎について．第 65回日本
感染症学会中日本地方会学術集会 /第 92回日本感染
症学会西日本地方会学術集会 /第 70回日本化学療法
学会西日本支部総会，長崎

58. 矢村明久，宮下修行，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎診療
とガイドライン 3：抗体療法の使用成績．第 65回日
本感染症学会中日本地方会学術集会 /第 92回日本感
染症学会西日本地方会学術集会 /第 70回日本化学療
法学会西日本支部総会，長崎

59. 矢村明久，宮下修行，福田直樹，西山徳人，坂本　凌，
石浦嘉久，尾形　誠（2022/11）COVID-19肺炎診療
とガイドライン 1：鑑別表は有用か？　第 65回日本
感染症学会中日本地方会学術集会 /第 92回日本感染
症学会西日本地方会学術集会 /第 70回日本化学療法
学会西日本支部総会，長崎

60. 山﨑文和（2022/11）乾癬・壊疽性膿皮症における
TNF阻害薬の可能性．第 86回日本皮膚科学会東京支
部学術大会，東京

61. 山﨑文和（2022/11）ちむがどんどんするかもしれな
い乾癬の話～ PsD，トレムフィア低免疫原性の話～．
第 97回日本皮膚科学会沖縄地方会，沖縄

62. 寺岡香保里，山﨑文和，谷崎英昭（2022/12）難治性
の「ざ」瘡に対して TNF-α阻害剤投与を行った 2例．
第 494回大阪地方会，web開催
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63. 矢村明久，北嶋友紀，花本眞未，寺井沙也加，槇村　
馨，清原隆宏（2022/12）好酸球性海綿状態を伴った

播種性表在性汗孔角化症の1例．第494回大阪地方会，
web開催

腎泌尿器外科学講座

〈研究概要〉
腎泌尿器外科は，副腎，腎，尿路，生殖器に関する様々な疾患を対象とし，病態の解明を行いながら，最新の医療を
提供しています．サブスペシャリティーは，腫瘍，感染症，排尿，結石，男性学（性機能，不妊など），移植，小児泌
尿器など多岐にわたり，これらの各分野に専門医師を配し，研究，教育，診療を高いレベルで実践しています．
講座の大きなテーマは安全で質の高い低侵襲外科治療の開発であり，手術の科学的な解析に取り組んでいます．
また，腎移植患者をモデルとしてサルコペニアを研究しています．この研究は，高齢者に対する安全な医療の実践に
関する研究にも直結し，“フレイル”の回避の端緒が見つかるのではないかと期待しています．
今まで腎移植患者で得られた知見をベースに，腫瘍運動学（exercise oncology）へ研究の幅を広げていきます .
医化学講座との共同研究としては，精巣に発現するタンパク質の機能解析，iPS・幹細胞再生医学講座との共同研究
として，遺伝性褐色細胞腫パラガングリオーマ症候群の疾患 iPS細胞樹立とその病態解明に関する研究をしています．
病理学講座（病理診断）との共同研究としては，腎がんの薬物治療効果と腫瘍進展メカニズムに関する病理学・分子
生物学的検討，尿路上皮がんのmolecular subtypeと治療戦略の構築，転移性，筋層浸潤性膀胱癌の癌微小環境に着目し
た薬物治療の効果予測マーカーの検索などの研究を開始しています．
腎泌尿器外科の研究は以下の 7つの分野が大きな柱となります．

1）低侵襲手術の開発と手術技術の教育および評価
2）尿路上皮癌の予後予測因子の解明と，治療方法の開発
3）腎臓癌の分子病理学的アプローチによる治療ターゲットマーカーの同定
4）移植医療での患者QOLの改善に関する研究
5）Andrology：不妊治療と精子の質，精子の分化機構の解明，男性更年期障害の治療成績の向上
6）尿路結石症のアウトカムに関わる臨床的検討，および手術デバイスの開発
7）副腎腫瘍の遺伝子異常

1）関西医科大腎泌尿器外科は，腹腔鏡手術の黎明期から，腹腔鏡手術の進歩のため様々な研究を行ってきました．本
術式は低侵襲であるが，技術的な難易度が高く，普及のためには安全な手法を開発することが最も重要です．
新しい技術が導入され，それが普及するためには，できるだけ易しい手技を提示し，トレーニングできるような機会
を用意することが必要です．さらに，手技を評価し，フィードバックしながら技術習得のラーニングカーブを短縮する
ことが重要です．特に泌尿器科領域では，ロボット補助手術が浸透しており，技術を次世代へと安全に効率よく伝えて
いくことは重要な課題です．
以上を踏まえて，
泌尿器生殖器疾患に対する低侵襲手術の開発
腹腔鏡手術教育とシュミレーターの開発
泌尿器内視鏡手術へのナビゲーションシステムの応用
エルゴノミクスの視点から見た，腹腔鏡手術およびロボット手術のラーニングカーブ短縮のための手術評価
周術期の管理と早期回復に関する研究
ロボット支援前立腺全摘出術後の尿禁制，勃起機能温存手術の擁立
などの研究を行っています．

2）泌尿器生殖器腫瘍の中でも尿路上皮癌は再発率が高く，予後が悪い疾患です．そのため，手術療法，薬物療法，放
射線療法も含めた集学的治療，またそれらの治療成績の向上を目指した臨床的学因子や分子遺伝学的因子の検討を，当
講座の重要な研究テーマの一つとして位置付けています．また，上部尿路腫瘍における新たな腎温存療法の手術療法の
開発を世界に先駆けて取り組んでいます．
・筋層浸潤性膀胱癌に関連するmolecular subtypeと予後予測因子の解明
・転移性，筋層浸潤性膀胱癌の癌微小環境に着目した薬物治療の効果予測マーカーの検索
・BCG responseに関わる臨床的因子の検討
・PDDおよびツリウムレーザーとホルミウムレーザーを併用した，上部尿路腫瘍に対する内視鏡的腎温存治療の開発
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3）腎癌，特に淡明細胞癌はVHL遺伝子変異をドライバーとして発生する悪性腫瘍です．その特性は通常の化学療法が
効く悪性腫瘍と異なり，低酸素誘導の血管新生メカニズムや周囲の免疫細胞が非常に強く関連し，VEGF阻害薬や免疫
チェックポイント阻害薬などが治療薬として使用されています．しかしながら，その効果は未だ限定的で，どのような
症例に適切か，どのような薬剤シークエンスで行えばよいかなどは分かっていません．病理学講座と共同でそれらの問
題に取り組んでいます．また，関連する研究には以下のようなものがあります．
・ヒト検体を用いた，薬物治療効果と腫瘍進展メカニズムに関する病理学，分子生物学的検討
・腎細胞癌における薬物耐性機構の解明に関する基礎的研究
・AIを用いた，組織における遺伝子発現を予測するアルゴリズムの開発
・予後予測に関する臨床学的因子の検討

4）当科では，生体腎移植を中心に移植医療を積極的に行い，レシピエントのみならずドナーについても研究を行って
います．また，副腎腫瘍に対する手術療法を行う場合，副腎機能低下を生じ薬物による補充療法が必要な場合がありま
すが，このような状況を防ぐため，副腎移植の手技を確立する研究も行っています．
・腎移植におけるドナーの安全性と心血管イベントに関する疫学調査
・移植術後の腎機能を予測する因子の解明
・腎移植後のサルコペニアの発生とQOL
・副腎移植に関連する基礎的な研究

5）Andrology（男性学）は男性不妊症・性機能障害・男性更年期障害を主な研究テーマとしています．少子化が進む現在，
不妊治療を行うカップルも多く，不妊の原因の解明，特に精子の質や分化異常に伴う分子機構の解明，不妊治療の成績
を予測する因子の解明などは重要なテーマです．また，昨今，男性における低アンドロゲン状態がいわゆる“男性更年
期障害”を引き起こすことが知られており，当科では，性機能低下を含む“男性更年期障害”の治療も積極的に行い治
療成績の向上に寄与しています．
・低アンドロゲン状態に対するホルモン補充療法とQOLの変化
・無精子症および乏精子症に対する不妊治療と治療成績を規定する因子の研究
・ヒト精子ミトコンドリアの酸素代謝と精子品質評価に関する研究
・精液微生物プロファイリングの解析研究

6）尿路結石症は common diseaseですが，閉塞による腎盂腎炎は生命を脅かすような泌尿器敗血症の原因ともなり，結
石の治療は臨床的に重要です．近年，結石治療では内視鏡手術が主流となってきていますが，結石の位置，大きさ，閉
塞の程度など，1例 1例が全く異なり，個々の症例ごとに工夫が必要な手術です．手術の難度の術前予測や，手術デバ
イスの特性の評価などを行い，安全で効果的な術式開発を目指しています．
・尿路結石の臨床画像パラメーターから手術難易度を予測する因子の研究
・尿管ステント関連症状を低減するステント留置法の開発
・尿路内視鏡手術の合併症を目的とした腎盂内圧管理システムの開発
・尿管ステントの結石付着に関するマイクロイメージングを用いた定量的解析

7）副腎腫瘍の多くは良性疾患ですが，この 10年間でその発生の分子機構，遺伝子異常の解明に関する進歩には目覚ま
しいものがありました．副腎腫瘍の病理病態について，分子遺伝的な基盤を解明する研究を，他施設との共同研究とし
て行っています．

以上，腎泌尿器外科の研究は多岐にわたり，大学院生，講座スタッフがサブスペシャリティーごとにチームを形成し，
テーマを選択しながら，基礎研究，臨床研究を行っています．
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文（2022/06）腹腔鏡下副腎摘除術過去 278例の周術
期成績について．第 34回日本内分泌外科学会総会，
つくば市　つくば国際会議場

13. 福井真二，松崎和炯，齊藤亮一，木下秀文（2022/07）
急性陰嚢症で発見された，精巣成熟奇形腫の 1例．第
31回日本小児泌尿器科学会総会・学術集会，東京都　
都市センターホテル

14. 谷口久哲，滝澤奈恵，天野賢士，木下秀文（2022/07）
人工尿道括約筋埋め込み手術を受けた患者の性生活
調査．第 32回日本性機能学会中部総会，京都市　京
都府立医科大学

15. 田口　真，安田鐘樹，清田　翔，川西　誠，神尾絵里，
村上彰悟，中本喬大，三島崇生，室田卓之，木下秀
文（2022/07）TUL後の尿管ステント位置が排尿機能
に及ぼす影響についてのランダム化比較試験．日本
尿路結石症学会第 32回学術集会，福岡市　JR九州
ホール・JR博多シティ会議室

16. 田口　真，安田鐘樹，清田　翔，川西　誠，神尾絵里，
村上彰悟，中本喬大，三島崇生，室田卓之，木下秀
文（2022/07）済生会泉尾病院における寝たきり患者
に対する TULの治療成績と再発率の検討．日本尿路
結石症学会第 32回学術集会，福岡市　JR九州ホー
ル・JR博多シティ会議室

17. 竹本邦子，吉田　崇，坂田喜子，松崎和炯，小糸悠也，
山下真平，原　　勲，木下秀文，松田公志（2022/09）
尿管ステント内の結石の可視化と数値化の試み．第
31回日本バイオイメージング学会学術集会，吹田市　
大阪大学銀杏会館

18. 池田純一，田中伯享，齊藤亮一，小林　恭，木下秀文，
坂本毅治（2022/10）Mint3は尿路上皮癌における予
後不良因子である．第 81回日本癌学会学術総会，横
浜市

19. 吉田　崇，木下秀文（2022/10）腎盂尿管癌薬物療法
の新潮流と“流行”．第 72回日本泌尿器科学会中部
総会，和歌山市　和歌山県民文化会館

20. 木下秀文（2022/10）進行性尿路上皮癌におけるバベン
チオ維持療法 update．第 72回日本泌尿器科学会中部
総会，和歌山市　和歌山県民文化会館

21. 元木佑典，谷口久哲，福井真二，矢西正明，齊藤亮一，
木下秀文（2022/10）急性陰嚢症における TWISTスコ
アの有用性の検討．第 72回日本泌尿器科学会中部総
会，和歌山市　和歌山県民文化会館

22. 佐藤五郎，小糸悠也，秋山恭二朗，川西　誠，神尾
絵里，田口　真，三島崇生，室田卓之（2022/10）当
院における進行性，転移性腎癌に対するカボザンチ
ニブの使用経験．第 72回日本泌尿器科学会中部総会，
和歌山市　和歌山県民文化会館
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23. 川西　誠，田口　真，秋山恭二朗，佐藤五郎，神尾
絵里，小糸悠也，三島崇生，室田卓之（2022/10）治
切除不能な尿路上皮癌に対するエンホルツマブ　ベ
ドチンの治療成績．第 72回日本泌尿器科学会中部総
会，和歌山市　和歌山県民文化会館

24. 中本喬大，吉田　崇，木下秀文（2022/10）上部尿路
上皮癌，尿路内視鏡手術の適応に対する予測モデル
の構築．第 72回日本泌尿器科学会中部総会，和歌山
市　和歌山県民文化会館

25. 齊藤亮一（2022/10）切除不能 /転移性膀胱癌におけ
る免疫チェックポイントの治療の最適化とこれから．
第 72回日本泌尿器科学会中部総会，和歌山市　ホテ
ルアバローム紀の国

26. 秋山恭二朗，滝澤奈恵，大杉治之，吉田　崇，福井
真二，谷口久哲，矢西正明，安田鐘樹，齊藤亮一，
木下秀文（2022/10）鏡視下手術と開放手術を併用し
副腎摘除術を施行した褐色細胞腫の 1例．第 72回日
本泌尿器科学会中部総会，和歌山市　ホテルアバロー
ム紀の国

27. 松田公志（2022/10）生殖医療の不易．第 72回日本泌
尿器科学会中部総会，和歌山市　ホテルアバローム
紀の国

28. 吉田　崇，木下秀文（2022/10）上部尿路上皮癌の光
線力学ナビゲーションを用いたレーザー治療．第 43
回日本レーザー医学会総会，東京都　京王プラザホ
テル

29. 矢西正明（2022/10）チーム医療から始まる臨床研究．
第 58回日本移植学会総会，名古屋観光ホテル

30. 吉田　崇，大江知里，伊藤克弘，髙田秀明，齊藤亮一，
北　悠希，佐野剛視，蔦　幸治，木下秀文，北村　寛，
西山博之，小林　恭（2022/10）肝転移を有する尿路
上皮癌と免疫チェックポイント阻害薬：臨床的・分
子遺伝学的検討．第 60回日本癌治療学会学術集会，
神戸市　神戸コンベンションセンター

31. 谷口久哲，矢西正明，齊藤亮一，木下秀文（2022/10）
去勢抵抗性前立腺がん患者に対するエンザルタミド
の効果．第 60回日本癌治療学会学術集会，神戸市　
神戸コンベンションセンター

32. 湊　亮詠，塩田真己，木村高弘，高松　大，田代康
次郎，松井喜之，富田諒太郎，齊藤亮一，堤　雅一，
横溝　晃，山本致之，西山直隆，江藤正俊，橋根勝義，
北村　寛（2022/10）根治的前立腺全摘除術の術後病
理結果におけるリンパ節転移陽性例の予後因子の検
討．第 60回日本癌治療学会学術集会，神戸市　神戸
コンベンションセンター

33. 川西　誠，田口　真，秋山恭二朗，佐藤五郎，神尾
絵里，小糸悠也，三島崇生，室田卓之（2022/10）化
学療法投与後に増悪した，根治切除不能な尿路上皮
癌に対するエンホルツマブ ベドチンの治療成績．日
本泌尿器腫瘍学会第 8回学術集会，神戸市　ファッ
ションマート

34. 池田純一，大江知里，中本喬大，吉田　崇，齊藤亮一，
蔦　幸治，木下秀文（2022/10）筋層浸潤性膀胱癌の
所属リンパ節転移における癌浸潤度と予後に関する
検討．日本泌尿器腫瘍学会第 8回学術集会，神戸市　
ファッションマート

35. 田岡利宜也，松井喜之，三木　淳，齊藤亮一，福岡
屋航，西山直隆，杉本幹史，北村　寛，西山博之
（2022/10）膀胱癌に対する根治的膀胱全摘除術の治療
アウトカムと再発予測因子の同定：多機関共同観察
研究．日本泌尿器腫瘍学会第 8回学術集会，神戸市　
ファッションマート

36. 田口　真，秋山恭二朗，川西　誠，佐藤五郎，神尾
絵里，小糸悠也，三島崇生，杉　素彦，室田卓之
（2022/10）当院における尿路上皮癌に対する術前化学
療法の臨床的検討．日本泌尿器腫瘍学会第 8回学術
集会，神戸市　ファッションマート

37. 木下秀文（2022/11）尿路上皮癌　術後補助療法の新
たな治療戦略．第 74回西日本泌尿器科学会総会，北
九州市　北九州国際会議場

38. 吉田　崇，木下秀文（2022/11）腎温存療法と上部尿
路上皮癌．第 74回西日本泌尿器科学会総会，北九州
市　北九州国際会議場

39. 中嶋將仁，元木佑典，松崎和炯，福井真二，矢西正明，
齊藤亮一，木下秀文（2022/11）ロボット支援下腎部
分切除後に縦隔気腫を伴った緊張性気胸を合併した 1
例．第 36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総
会，神戸市　神戸国際会議場，神戸国際展示場

40. 齊藤亮一，池田純一，吉田　崇，元木佑典，安田鐘樹，
福井真二，滝澤奈恵，谷口久哲，矢西正明，木下秀
文（2022/11）筋層非浸潤性膀胱癌の治療歴を有する
膀胱全摘症例の臨床的検討．第 36回日本泌尿器内視
鏡・ロボティクス学会総会，神戸市　神戸国際会議
場，神戸国際展示場

41. 吉田　崇，木下秀文（2022/11）f-TULを習得するた
めの学び方～合併症なしを目指して～「合併症なし
を目指した，デバイス選択」．第 36回日本泌尿器内
視鏡・ロボティクス学会総会，神戸市　神戸国際会
議場，神戸国際展示場

42. 吉田　崇，木下秀文（2022/11）光力学ナビゲーション
手術の現況と将来展望「上部尿路癌の光力学ナビゲー
ション治療の展望」．第 36回日本泌尿器内視鏡・ロ
ボティクス学会総会，神戸市　神戸国際会議場，神
戸国際展示場

43. 元木佑典，滝澤奈恵，松崎和炯，吉田　崇，高安健太，
谷口久哲，安田鐘樹，齊藤亮一，木下秀文，大杉治
之（2022/11）腹腔鏡下副腎摘除術過去 278例の周術
期成績についての検討．第 36回日本泌尿器内視鏡・
ロボティクス学会総会，神戸市　神戸国際会議場，
神戸国際展示場

44. 高安健太，吉田　崇，元木佑典，増尾有紀，松崎和炯，
滝澤奈恵，谷口久哲，齊藤亮一，矢西正明，木下秀
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文（2022/11）Wideband Dopplerを用いた ECIRSの周
術期成績．第 36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス
学会総会，神戸市　神戸国際会議場，神戸国際展示
場

45. 滝澤奈恵，元木佑典，秋山恭二朗，天野賢士，大杉
治之，福井真二，谷口久哲，矢西正明，齊藤亮一，
木下秀文（2022/11）褐色細胞腫に対する術前メチロ
シン投与の有用性に関する検討．第 36回日本泌尿器
内視鏡・ロボティクス学会総会，神戸市　神戸国際
会議場，神戸国際展示場

46. 谷口久哲，松崎和炯，吉田　崇，高安健太，滝澤奈恵，
福井真二，矢西正明，安田鐘樹，齊藤亮一，木下秀
文（2022/11）Hood Techniqueを施行したロボット支
援前立腺全摘除術の初期経験．第 36回日本泌尿器内
視鏡・ロボティクス学会総会，神戸市　神戸国際会
議場，神戸国際展示場

47. 田口　真，安田鐘樹，秋山恭二朗，川西　誠，佐藤
五郎，神尾絵里，小糸悠也，三島崇生，室田卓之
（2022/11）TUL後の尿管ステント位置が排尿機能に
及ぼす影響についてのランダム化比較試験．第 36回
日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会，神戸市　
神戸国際会議場，神戸国際展示場

48. 田口　真，安田鐘樹，秋山恭二朗，川西　誠，佐藤
五郎，神尾絵里，小糸悠也，三島崇生，室田卓之
（2022/11）済生会泉尾病院における寝たきり患者に対
する TULの治療成績と再発率の検討．第 36回日本泌
尿器内視鏡・ロボティクス学会総会，神戸市　神戸
国際会議場，神戸国際展示場

49. 吉田　崇（2022/11）尿管アクセスシースUroPassの有
用性．第 36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会
総会，神戸市　神戸国際会議場，神戸国際展示場

50. 三島崇生，秋山恭二朗，川西　誠，佐藤五郎，神尾
絵里，田口　真，小糸悠也，杉　素彦，室田卓之，
木下秀文（2022/11）泌尿器科腹腔鏡技術認定医にな
るための基本手技教えます！～やっていいこと悪い
こと～「泌尿器科腹腔鏡技術認定になるための基本
手技：経腹膜アプローチ時の脱転操作を中心に」．第

36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会，神
戸市　神戸国際会議場，神戸国際展示場

51. 松崎和炯，高安健太，吉田健志，木下秀文，早石直広，
安藤英由樹（2022/11）ヘッドマウントディスプレイ
を用いたロボット手術手技追従トレーニングの開発．
第 36回日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会総会，
神戸市　神戸国際会議場，神戸国際展示場

52. 八田雅彦，濱田　円，松井雄基，住山房央，吉田明史，
小林壽範，三城弥範，関本貢嗣，北　正人，木下秀
文（2022/12）当科における T4b直腸癌に対する腹腔
鏡下手術．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

53. 八田雅彦，濱田　円，松井雄基，住山房央，吉田明史，
小林寿範，三城弥範，関本貢嗣，北　正人，木下秀
文（2022/12）困難症例に対する大腸癌手術 :手技の
工夫と成績　当科における T4b直腸癌に対する腹腔
鏡下手術．第 35回日本内視鏡外科学会総会，名古屋
市　ポートメッセなごや

54. 吉田　崇（2022/12）尿路上皮癌における，分子サブ
タイプの臨床的意義と将来の展望．第 99回日本病理
学会近畿支部学術集会，オンライン開催
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1. 矢西正明（2022）第 6章 尿路結石・腎不全　2 急性
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尿器科の疾患・治療・ケア―そのまんま使える患者
説明ダウンロードシートつき　1, 209–214頁，株式会
社メディカ出版，大阪市
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内レンズ挿入後，網膜硝子体疾患のために硝子体手
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Novartis Beovue Symposium 2022，東京

72. 髙橋寛二（2022/09）AMD長期戦略への取り組み方．
アイリーア発売 10周年記念講演会 in関西，Web

73. 盛　秀嗣（2022/09）DMEに対するマネージメントの
課題とバビースモへの期待．バビースモ発売記念講
演会 in北河内，Web

74. 大中誠之（2022/09）nAMDの治療戦略　～バビース
モという新たな選択肢～．バビースモ発売記念講演
会 in北河内，Web

75. 佐々木香る（2022/09）日常診療における充血の対処
法．第 10回音羽臨床茶話会，京都

76. 盛　秀嗣，千原智之，大庭慎平，竹澤隆佑，石本敦子，
髙橋寛二（2022/09）落屑緑内障に対する白内障手術
併用眼内・眼外法流出路再建術の術後 1年成績．第
33回日本緑内障学会，横浜

77. 永井由巳（2022/09）OCT検査．日本視能訓練士協会
専門教育プログラム II（視能検査学），大阪

78. 植村太智，大庭慎平，山田晴彦，髙橋寛二（2022/10）
COVID-19感染後に網膜症を生じた 2例．第 450回大
阪眼科集談会，Web

79. 中山弘基，釼祐一郎，佐々木香る，千原智之，城　
信雄，髙橋寛二（2022/10）感染性クリスタリン角膜
症の 2例．第 450回大阪眼科集談会，Web

80. 盛　秀嗣（2022/10）白内障．目の愛護デー，大阪
81. 田上優佳，大中誠之，盛　秀嗣，藤原　亮，山田晴彦，
髙橋寛二（2022/10）網膜血管増殖性腫瘍による続発
性黄斑上膜を認めた 2例．第 76回日本臨床眼科学会，
東京

82. 杉浦　楓，盛　秀嗣，石本敦子，山田晴彦，髙橋寛
二（2022/10）乳頭ピット黄斑症候群に併発した全層
黄斑円孔に対し，硝子体手術を施行した 1例．第 76
回日本臨床眼科学会，東京

83. 飯田知弘，五味　文，髙橋寛二，丸子一朗（2022/10）
この蛍光眼底写真をどう読むか？その 20　代表疾患
の蛍光眼底造影を読む．第 76回日本臨床眼科学会，
東京

84. 片上千加子，高村悦子，篠崎和美，堀　純子，佐々
木香る，外園千恵，加藤直子（2022/10）やさしい角
結膜感染症クリニック　―難症例から学ぶ角膜ヘル
ペス塾―．第 76回日本臨床眼科学会，東京

85. 友田彩子，竹澤隆佑，木村元貴，佐々木香る，髙橋

寛二（2022/10）タクロリムス点眼が奏功した炎症性
結膜母斑の 2例．第 76回日本臨床眼科学会，東京

86. 西田幸二，佐々木香る，稲冨　勉，原　祐子，天野
史郎，相馬剛至（2022/10）角結膜クリニック症例検
討会．第 76回日本臨床眼科学会，東京

87. 大中誠之（2022/10）クセの強いブロルシズマブとの
付き合い方．第 76回日本臨床眼科学会，東京

88. 大中誠之，切石達範，久次米佑樹，髙橋　元，千原
智之，木村元貴，永井由巳，髙橋寛二（2022/10）ポ
リープ状脈絡膜血管症に対するアフリベルセプトの
必要時投与．第 76回日本臨床眼科学会，東京

89. 佐々木香る（2022/10）高齢者の結膜炎対策．第 76回
日本臨床眼科学会，東京

90. 佐々木香る（2022/10）感染・非感染の鑑別から始め
る眼表面感染症治療．第 47回長野県眼科フォーラム，
長野

91. 山田晴彦（2022/10）眼底疾患について．令和 4年度
一般社団法人大阪府眼科医会眼科スタッフ教育講座，
大阪

92. 三木克朗（2022/10）眼科領域における抗VEGF療法．
第 8回関西医科大学総合医療センター地域連携研修
会，大阪

93. 西村哲哉（2022/11）網膜・硝子体手術，最近の進歩．
関西医科大学眼科同窓会 秋の勉強会，大阪

94. 佐々木香る（2022/11）高度結膜浮腫を伴う眼窩蜂窩
織炎の治療経験．第 36回日本眼窩疾患シンポジウム，
大阪

95. 髙橋寛二（2022/11）AMD長期戦略への取り組み方．
第 9回KAMOセミナー，Web

96. 盛　秀嗣（2022/11）トラベクロトミー戦国時代！～
当院におけるトラベクロトミー選択法～．KMU緑内
障カンファレンス―場外編―，Web

97. 山田晴彦（2022/11）再手術．第 5回 SVCC，Web開
催

98. 盛　秀嗣（2022/11）乳頭ピット黄斑症候群に併発し
た全層黄斑円孔に対し，硝子体手術を施行した 1例
（昨年度発表症例のその後）．第 5回 SVCC，Web開催

99. 盛　秀嗣（2022/11）網膜毛細血管腫による黄斑パッ
カーに対する硝子体術後に増殖硝子体網膜症を生じ
た症例．第 5回 SVCC，Web開催

100. 佐々木香る（2022/11）眼科領域における抗菌薬適
正使用の要点．第 7回日本外科感染症学会特別セミ
ナー「周術期感染対策　今押さえるべき三つの領域」，
Web

101. 切石達範，盛　秀嗣，山田晴彦，嶋千絵子，木村元
基，久次米佑樹，藤原　亮，髙橋寛二（2022/12）特
発性黄斑前膜の硝子体手術における習熟度と手術時
間および短期予後についての検討．第 61回日本網膜
硝子体学会総会，大阪

102. 大中誠之（2022/12）治療レジメンの使い分け．第
61回日本網膜硝子体学会総会，大阪
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103. 柳　靖雄，髙橋寛二，飯田知弘，五味　文，坂本泰
二（2022/12）加齢黄斑変性患者におけるラニビスマ
ブバイオミラーの費用対効果研究．第 61回日本網膜
硝子体学会総会，大阪

104. 山田晴彦（2022/12）硝子体手術教育：関西医大附
属病院での試み．第 61回日本網膜硝子体学会総会，
大阪

105. 大中誠之（2022/12）実臨床の視点から考える大規
模臨床試験と新たなエビデンス．第 61回日本網膜硝
子体学会総会，大阪

106. 盛　秀嗣（2022/12）基礎から学ぶ糖尿病黄斑症．
ノバルティスファーマ社内研修会，Web

107. 杉浦　楓，盛　秀嗣，服部雄基，大庭慎平，大中誠
之，星野　健，髙橋寛二（2022/12）関西医科大学附
属病院における未熟児網膜症に対する抗VEGF薬に
よる治療成績．第 451回大阪眼科集談会，大阪

108. 前田敦史，中山弘基，三木克朗，尾辻　剛，西村哲
哉，髙橋寛二（2022/12）好酸球性多発血管炎性肉芽
腫症に様々な眼所見を呈した 1例．第 451回大阪眼科
集談会，大阪

109. 尾辻　剛（2022/12）AMD治療と新しい抗VEGF薬．
北河内 ophthalmology web seminar，Web

110. 佐々木香る（2022/12）充血をもっと治す．北関東・
甲信越地区 Senju webセミナー，Web

111. 尾辻　剛（2022/12）当院におけるバビースモの使
用経験．中外製薬社内勉強会，大阪

著　書
（部分執筆）
1. 永井由巳（2022）地図状（匐行性）脈絡膜炎．眼科疾
患最新の治療 2022–2024，244–244頁，南江堂，東京

2. 佐々木香る（2022）真菌性角膜炎．眼科疾患最新の
治療 2022–2024，126–127頁，南江堂，東京

3. 尾辻　剛（2022）網膜中心静脈閉塞症．眼科疾患最
新の治療 2022–2024，223–223頁，南江堂，東京

4. 髙橋寛二（2022）脈絡膜血管腫．眼科疾患最新の治
療 2022–2024，278–278頁，南江堂，東京

5. 髙橋寛二（2022）黄斑部疾患（加齢黄斑変性）．日常
診療に活かす診療ガイドラインUP-TO-DATE 2022–
2023，815–821頁，メディカルビュー社，東京

6. 髙橋寛二（2022）萎縮型加齢黄斑変性．眼科プラク
ティス 3　1, 49–52頁，文光堂，東京

7. 佐々木香る（2022）眼科医を目指そう！よく遭遇す
る眼疾患～主訴と全身疾患も考えて診断しよう～．
月間レジデント　16, 2, 6–13頁，医学出版，東京

8. 佐々木香る（2022）帯状角膜変性症．今日の眼疾患
治療指針第 4版　4, 466頁，医学書院，東京

9. 佐々木香る（2022）続発性角膜アミロイドーシス．
今日の眼疾患治療指針第 4版　4, 468頁，医学書院，
東京

10. 佐々木香る（2022）ザルツマン変性．今日の眼疾患
治療指針第 4版　4, 469頁，医学書院，東京

11. 髙橋寛二（2022）加齢黄斑変性の病理と病態．
Monthly Book OCULISTA　114, 73–79頁，全日本病院
出版会，東京

12. 髙橋寛二（2022）加齢黄斑変性．今日の眼疾患治療
指診第 4版，677–703頁，医学書院，東京

13. 佐々木香る（2022）角膜感染症．医学と薬学　80, 
29–37頁，自然科学社，東京

14. 佐々木香る，外園千恵（2022）難治性・重症角膜ヘ
ルペスと最近の知見．眼科　64, 11, 1049–1056頁，金
原出版，東京

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

〈研究概要〉
【はじめに】耳鼻咽喉科・頭頸部外科の分野は今，新しい局面を迎えています．アレルギー性疾患は国民の 1/2が罹患す
るに至っています．寿命は延長する一方，老人性難聴などの加齢疾患を制御する方策は乏しく，急増する頭頸部がんを
含めたがん疾患に関しても十分に抑制できない状況です．そこで当研究室では，これらアレルギー，老化，がんのメカ
ニズムの解明と新規予防や治療につなげる研究をおこなっています．
【当科の方向性】わたくし耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座教授の岩井は，日本口腔・咽頭科学会の理事長を務めさせて
頂いております．この学会のテーマは，ホームページにも記したとおり，「口腔・咽頭・唾液腺－口腔に広がる美味に
舌鼓を打ち　のど越しを楽しみ　喜びを噛みしめ　そして　すやすやと眠る」です．この会と会員の目指すものは，快
適なくち（口腔）とのど（咽頭）の働きを保ち，人の豊かな生活を守ることにあります．細菌やウイルスによる感染・
腫瘍（舌がん，咽頭がん，耳下腺がんなど）・唾液分泌障害・味覚障害・のみこみ（嚥下）障害，咽頭狭窄（いびきや
睡眠呼吸障害）などをいかに予防するか，取り除くか，そして，どう容易に治療するかについて研究を重ねています．
2021年には学会を主催し，当教室からも特別講演・シンポジウム・パネルディスカッション・教育講演を含め 16人が
登壇し，日頃の研究を披露しました．
また，2024年 4月には，日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会を，学舎のお隣の枚方市総合文化芸術センターで
開催します．このセンターが開設されて初めての大きな学会となります．わたくしはこの学会で理事を務め，耳鼻咽喉
科領域での免疫（癌免疫～免疫チェックポイント阻害剤・分子標的薬・光免疫療法，免疫老化，Treg，聴覚・平衡・嚥
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下老化），アレルギー（鼻炎，好酸球性副鼻腔炎，舌下免疫療法，生物学的製剤），感染（気道炎症，Covid19，嗅覚障害，
抗菌薬，腸内細菌，中耳炎，扁桃炎，咽頭炎）などの研究を進めています．当教室からはすでに 8人のシンポジスト・
パネリスト等が決まっており，当学会会員とともに熱いディスカッションが繰り広げられることでしょう．
【アレルギー・好酸球研究】好酸球由来顆粒タンパクは，強力な組織傷害を有しておりアレルギー性気道炎症において
重要な役割を果たしています．そこで，気道炎症における好酸球の機能的役割を解明するために好酸球増多マウスや好
酸球欠損マウスを用いた検討をおこなっています．我々は，好酸球のみ緑色に発光するマウスを世界で初めて開発し，
ヒト iPS 細胞から好酸球を誘導する研究もおこなっています．また，ヒトの組織好酸球分離法を開発し，組織内での好
酸球の活性化機序の解明も明らかにしています．さらに，組織内の好酸球に，リンパ球様の作用有する新しいサブタイ
プを発見したところであり，その機能的役割の解明を進めています．
【上下気道アレルギーの包括的ケアに関する研究】気道炎症は鼻・副鼻腔から気管支・肺まで広範囲に拡がっているケー
スが多く，病態解明から治療戦略までを包括的に考える必要があります．その中で，難治性の好酸球性気道炎症である
気管支喘息を合併する好酸球性副鼻腔炎に対する生物学的製剤治療を足掛かりに，①気道局所における好酸球ムチンの
制御，②炎症局所のステロイド抵抗性におけるホスファターゼの関与，③炎症局所への好酸球遊走と活性化のメカニズ
ムの解明をテーマとして研究を進めています．
【老人性難聴の研究】老人性難聴は 75 歳以上の高齢者の半数に認められますが，その予防や治療法はいまだに確立され
ていません．そこで我々は，難聴を起こすモデルマウス SAMP1を用いて研究をおこなっています．その結果，このマ
ウスの免疫若返りを目的としたnaïve Tリンパ球の供給（骨髄移植，胎児胸腺移植，若年マウスCD4+ Tリンパ球移入）は，
老人性難聴を予防することを明らかにしました．つまり，これらの研究結果の応用で，難聴のほか加齢自身も予防する
治療法が生まれると期待されます．
【頭頸部がん領域の研究】①唾液腺がんは手術以外に確立された治療法がなく，長年新しい治療法の開発が望まれてい
ます．しかし，唾液腺がんの組織は非常に多彩であり，他のがん腫に比較し研究が遅れています．そこで我々は唾液腺
がんの病因解明および新しい治療法の開発をするために遺伝子変異マウスを用いた基礎研究やヒト唾液腺腫瘍の遺伝子
解析をおこなっています．②甲状腺がんは増加の一途をたどり，かつて比較的予後が良いとされてきた甲状腺分化癌に
もハイリスク群が存在し，しばしば難治になることが明らかになってきました．そこで，新しく開発された分子標的薬
を用い，また，放射線外照射とともに内照射（I-131）を利用して，新しい甲状腺がんの治療法を基礎研究で確立しまし
た．現在臨床応用を計画しており，さらに I-131以外の核種についても検討中です．

2022年度　耳鼻科　外部資金獲得研究費　科研費（研究代表者分のみ）
継続
・日高先生　900,000円
基盤研究（C）「降下性縦隔炎の治療法構築と地域包括医療計画への提言：医療ビッグデータを用いた解析」
・濱田先生　1,100,000円
基盤研究（C）「スギ花粉症舌下免疫療法に対するCX3CR1を指標としたバイオマーカーの開発」
・清水先生　1,000,000円
若手研究「好酸球性副鼻腔炎の克服を目指した新規融合タンパク質の鼻腔組織への有効性」
・杉田先生　1,000,000円
基盤研究（C）「胸腺移植を用いた細胞性免疫機能改変による老人性難聴予防とヒトへの応用」
・阪本先生　1,100,000円
若手研究「活性化 2型自然リンパ球に発現するCD69の分子機能的役割の解明」
・酒井先生　1,100,000円
若手研究「甲状腺癌に対する分子標的薬併用内 /外放射線治療法の開発」
・福井先生　1,100,000円
若手研究「甲状腺癌に対するAt-211を用いた標的RI治療と分子標的薬の併用療法の確立」

新規
・朝子先生　1,200,000円
基盤研究（C）「花粉食物アレルギー症候群における歯科用金属のアジュバンド効果の検討」
・神田先生　1,200,000円
基盤研究（C）「好酸球性嗅覚障害の機序解明と EDNをターゲットにした新しい治療戦略の構築」
・小林先生　1,100,000円
基盤研究（C）「好酸球性エクソソーム由来miRNAから難治性好酸球性気道炎症の病態を探る」
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・鈴木先生　1,100,000円
若手研究「Ⅰ -131抵抗性の克服による甲状腺癌に対する新規分子標的薬併用放射線療法の開発」

〈研究業績〉
原　著
1. Noda Y, Ishida M, Ueno Y, Fujisawa T, Iwai H and Tsuta 

K (2022) Novel pathological predictive factors for 
extranodal extension in oral squamous cell carcinoma: a 
retrospective cohort study based on tumor budding, 
desmoplastic reaction, tumor-infiltrating lymphocytes, and 
depth of invasion. BMC Cancer 22(1): 402

2. Sakamoto Y, Oyama G, Umeda M, Funahara M, Soutome S, 
Nakamura W, Kojima Y and Iwai H (2022) Effect of 
decreased tongue pressure on dysphagia and survival rate 
in elderly people requiring long-term care. J Dent Sci 
17(2): 856–862

3. Yoshida T, Kaibori M, Fujisawa N, Ishizuka M, Sumiyama 
F, Hatta M, Kosaka H, Matsui K, Suzuki K, Akama TO, 
Katano T, Yoshii K, Ebara M and Sekimoto M (2022) 
Efficacy of nanofiber sheets incorporating lenvatinib in a 
hepatocellular carcinoma xenograft model. Nanomaterials 
(Basel) 12(8): 1364

4. Kusafuka K, Sato Y, Baba S, Maeda M, Yamanegi K, 
Ueda K, Inagaki H, Otsuki Y, Kuroda N, Suzuki K, Iwai H, 
Imamura Y, Itakura J, Yamanaka S, Takahashi H, Ito I, 
Akashi T, Daa T Hamada M, Yasuda M, Kawata R, 
Yamamoto H, Tachibana Y, Fukuoka J, Muramatsu A, 
Arai K and Suzuki M (2022) The implicated clinical factors 
for outcomes in 304 patients with salivary duct carcinoma: 
Multi-institutional retrospective analysis in Japan. Head 
Neck 44(6): 1430–1441

5. Kobayashi Y, Chu HH, Kanda A, Yun Y, Shimono M, 
Nguyen LM, Mitani A, Suzuki K, Asako M and Iwai H 
(2022) CCL4 functions as a biomarker of type 2 airway 
inflammation. 10(8): 1779

6. Suzuki K, Iwai H, Utsunomiya K, Kono Y, Watabe T, 
Kobayashi Y, Bui DV, Sawada S, Yun Y, Mitani A, Fukui 
K, Sakai H, Chu HH, Linh NM, Tanigawa N and Kanda A 
(2022) Efficacy of combination therapy with lenvatinib and 
radioactive iodine in thyroid cancer preclinical model. Int J 
Mol Sci 23(17): 9872

7. Ikeda R, Hidaka H, Ito M, Kamide Y, Kuroki H, Nakano A, 
Yoshida H, Takahashi H, Iino Y, Harabuchi Y and 
Kobayashi H (2022) Pharmacotherapy focusing on for the 
management of otitis media with effusion in children: 
Systematic review and meta-analysis. Auris Nasus Larynx 
49(5): 748–754

8. Chu HH, Kobayashi Y, Bui DV, Yun Y, Nguyen LM, 
Mitani A, Suzuki K, Asako M, Kanda A and Iwai H (2022) 
CCL4 regulates eosinophil activation in eosinophilic 
airway inflammation. Int J Mol Sci 23(24): 16149

9. 鈴木健介，岩井　大，宇都宮啓太，河野由美子，小
林良樹，尹　泰貴，三谷彰俊，福井研太，酒井　遥，
谷川　昇，神田　晃（2022）レンバチニブ併用放射
線療法による新たな甲状腺癌治療の可能性．関西医
大誌　73: 1–5

10. 黒田一慶，濱田聡子，阪本大樹，嶋村晃宏，下野真
紗美，朝子幹也，岩井　大（2022）急速増大した鼻
中隔を基部にもつ神経鞘腫例．耳鼻臨床　115(4): 269

11. 日高浩史，杉田侑己，片岡大輔，三谷彰俊，福井英人，
小西将矢，八木正夫，鈴鹿有子，岩井　大（2022）
聴神経腫瘍における耳小骨筋反射欠如率　音響刺激
周波数別の解析について．耳鼻ニューロサイエンス　
35: 22–25

12. 鈴木健介，岩井大，宇都宮啓太，河野由美子，小林
良樹，Dan Van Bui，澤田俊輔，尹　泰貴，三谷彰俊，
福井研太，酒井　遥，谷川　昇，神田　晃（2022）レン
バチニブ併用放射線療法を用いた甲状腺癌治療に向
けての基礎研究．耳鼻ニューロサイエンス　35: 
73–75

13. 花本眞未，北嶋友紀，四十万谷貴子，寺井沙也加，
中丸　聖，槇村　馨，朝子幹也，石井一慶，清原隆
宏（2022）下腿浸潤を呈した鼻腔原発びまん性大細
胞型 B細胞性リンパ腫の 1例．皮の科　21(4): 300–
306

総　説
1. 鈴木健介，八木正夫，藤澤琢郎，阪上智史，清水皆貴，
岩井　大（2022）耳下腺手術の推進　下顎縁枝法の
手術手技と適応．日咽科　35(2): 118–122

症例報告
1. Noda Y, Ohe C, Ishida M, Okano K, Sando K, Hada N, 

Ebisu Y, Fujisawa T, Yagi M, Iwai H and Tsuta K (2022) 
Useful diagnostic histogenetic features of ectopic 
odontogenic ghost cell tumours. BMC Oral Health 22(1): 
134

その他
1. 高田洋平（2022）内視鏡下鼻副鼻腔手術の適応拡大
とその限界　鼻副鼻腔炎症性疾患への応用．日鼻科
会誌　61(1): 205–209

2. 尹　泰貴，神田　晃，小林良樹，Dan Van Bui，鈴木
健介，三谷彰敏，Nguyen Manh Linh，八木正夫，朝
子幹也，岩井　大（2022）好酸球性炎症の新たな展
開　好酸球性副鼻腔炎における活性化好酸球の役割．
日鼻科会誌　61(1): 242–244

3. 日高浩史（2022）【子どもの難聴を見逃さない！】滲
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出性中耳炎．ENTONI 271: 37–41
4. 日高浩史，阪上智史，八木正夫，岩井　大（2022）【実
例から学ぶ医学統計】実例から学ぶ医学統計　深頸
部膿瘍の予後と治療法の検討　医療大規模データの
観点から．JOHNS 38(6): 654–660

5. 阪上智史，日高浩史，岩井　大（2022）【重症化に注
意！口腔・咽頭・喉頭の急性感染症】深頸部感染症　
深頸部感染症の重症化に関与する因子　医療大規模
データを用いた検証．JOHNS 38(11): 1461–1465

6. 日高浩史（2022）治療法の再整理とアップデートの
ために専門家による私の治療　滲出性中耳炎．医事
新報　(5143): 48

7. 日高浩史（2022）深頸部膿瘍の病態と取扱い，予後
の検討．日耳鼻免疫アレルギー感染症会誌　2(4): 
209–212

学会発表
1. Sakamoto D, Hamada S and Iwai H (2022/04) A case of 

pollen-food allergy syndrome treated with omalizumab for 
intractable lip edema. 18th Japan-Korea Joint Meeting of 
Otorhinolaryngology ̶ Head and Neck Surgery 
(JKJM2022), 大阪（web）

2. Hidaka H, Asako A, Nishimoto H, Mitani A and Iwai H 
(2022/12) Regenerative treatment for chronic tympanic 
membrane perforation (TMP) using transcanal endoscopic 
approach: clinical outcome of 60 cases. EES 2022 4th 
World Congress on Endoscopic Ear Surgery, 京都

3. Asako A, Hidaka H, Nishimoto H, Mitani A and Iwai H 
(2022/12) Regenerative treatment for chronic tympanic 
membrane perforation using transcanal endoscopic 
approach: hearing outcome compared with conventional 
tympanoplasty. EES 2022 4th World Congress on 
Endoscopic Ear Surgery, 京都

4. 古梅純規，鈴木健介，八木正夫，藤澤琢郎，阪上智史，
清水皆貴，岩井　大（2022/03）頭頸部領域における
脱分化型脂肪肉腫の 1例．第 31回日本頭頸部外科学
会，大阪

5. 高田洋平（2022/03）教育セミナー　アレルギー性鼻
炎に対する手術．第 31回日本頭頸部外科学会，大阪

6. 八木正夫，森田瑞樹，鈴木健介，阪上智史，藤澤琢郎，
清水皆貴，岩井　大（2022/03）外視鏡ORBEYEを用
いた顎下腺手術の検討（5例の使用経験）．第 31回日
本頭頸部外科学会，大阪

7. 林　慶和，八木正夫，倉澤志朗，布川侑香，古梅純規，
朝子愛梨，蔦　健吾，日高浩史，村田英之，岩井　
大（2022/03）3D外視鏡ORBEYEを用いた口蓋扁桃
摘出術の検討．第 31回日本頭頸部外科学会，大阪

8. 倉澤志朗，阪上智史，藤澤琢郎，鈴木健介，清水皆貴，
八木正夫，岩井　大（2022/03）進行下咽頭癌に対す
る咽喉頭食道摘出に伴う最適な遊離空腸再建時の血
管選択について．第 31回日本頭頸部外科学会，大阪

9. 宇都宮敏生，田村祐紀，阪上智史，岩井　大（2022/03）
大阪市内の市中病院での COVID-19流行前後におけ
る扁桃周囲膿瘍患者の受診動向．第 360回日耳鼻大
阪地方部会，web上にて

10. 森田瑞樹，尹　泰貴，河内理咲，村田英之，岩井　大，
朝子幹也（2022/03）内外視鏡を併用した歯性副鼻腔
炎の手術方法．第 360回日耳鼻大阪地方部会，web上
にて

11. 杉田侑己，日高浩史，三谷彰俊，福井英人，八木正夫，
岩井　大，小西将矢（2022/03）聴神経腫瘍における
耳小骨筋反射欠如率．第 360回日耳鼻大阪地方部会，
web上にて

12. 田村祐紀，宇津宮敏生，阪上智史，三谷彰俊，岩井　
大，東山由佳（2022/03）当院で口蓋扁桃摘出術を行っ
た血友病Aと von Willrbrand病患者児 2例．第 360回
日耳鼻大阪地方部会，web上にて

13. 尹　泰貴（2022/03）好酸球とアレルギー性鼻炎．耳
鼻咽喉科学術講演会，web開催

14. 宇都宮敏生，田村祐紀，阪上智史，岩井　大（2022/04）
大阪市内の市中病院での COVID-19流行前後におけ
る扁桃周囲膿瘍患者の受診動向．第 2回日本耳鼻咽
喉科免疫アレルギー感染症学会，弘前

15. 阪上智史，八木正夫，尹　泰貴，宇都宮敏生，黒田
一慶，岩井　大（2022/04）COVID-19流行前後にお
ける扁桃周囲膿瘍患者の受診動向．第 2回日本耳鼻
咽喉科免疫アレルギー感染症学会，弘前

16. 朝子幹也（2022/04）シンポジウム　postコロナ・
withコロナの耳鼻咽喉科診療　コロナ禍の鼻科診療．
第 2回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会，弘
前

17. 東山由佳（2022/04）優秀論文賞受賞講演　好酸球副
鼻腔炎における黄色ブドウ球菌エンテロトキシンの
感作に関する検討．第 2回日本耳鼻咽喉科免疫アレ
ルギー感染症学会，弘前

18. 日高浩史，阪上智史，八木正夫，岩井　大（2022/04）
深頸部膿瘍の生命予後と嚥下機能回復があ遅延する
因子について～医療大規模データ（DPC）の解析か
ら～．第 2回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症
学会，弘前

19. 濱田聡子（2022/04）ランチョンセミナー　ここまで
分かったアレルゲン免疫療法～基礎から臨床まで～　
絶歌免疫療法に対する実践からのアプローチ．第 2
回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会，弘前

20. 野田百合，石田光明，上埜泰寛，藤澤琢郎，岩井　大，
蔦　幸治（2022/04）口腔扁平上皮癌における被膜外
浸潤の発生予測に有用な組織学的因子の検討．第 111
回日本病理学会総会，兵庫県神戸市

21. 下野真紗美，濱田聡子，小林良樹，神田　晃，朝子
幹也，岩井　大（2022/04）当科におけるダニ・スギ
併用舌下免疫療法の検討．第 2回日本耳鼻咽喉科免
疫アレルギー感染症学会，弘前
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22. 朝子愛梨（2022/05）リティンパによる鼓膜穿孔閉鎖
術 32症例の検討術後聴力改善の評価．第 123回日本
耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，web上にて

23. 林　慶和（2022/05）3D外視鏡を使用した甲状腺全摘
術と頸部郭清術の試み．第 123回日本耳鼻咽喉科頭
頸部外科学会，web上にて

24. 松岡千尋（2022/05）輪状軟骨切開術の大きなメリッ
トと小さなデメリット．第 123回日本耳鼻咽喉科頭
頸部外科学会，web上にて

25. 杉田侑己（2022/05）聴神経腫瘍における耳小骨筋反
射欠如率．第 123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，
web上にて

26. 朝子幹也（2022/05）ランチョンセミナー　アレルギー
性鼻炎，慢性鼻副鼻腔炎の新しい疾患概念と治療．
第 123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，神戸

27. 日高浩史（2022/05）手術手技セミナー　耳科手術の
基本．第 123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，神
戸

28. 朝子幹也（2022/05）手術手技セミナー　内視鏡下鼻
副鼻腔手術―副損傷の回避と対応―．第 123回日本
耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，神戸

29. 八木正夫（2022/05）手術手技セミナー　耳下腺手術
の基本．第 123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，神
戸

30. 松岡千尋，八木正夫，清水皆貴，阪上智史，鈴木健介，
藤澤琢郎，岩井　大，倉澤志朗（2022/06）輪状軟骨
切開術の大きなメリットと小さなデメリット．第 361
回日耳鼻大阪地方部会，大阪

31. 川﨑博人，八木正夫，友田篤史，林　慶和，阪上智史，
藤澤琢郎，清水皆貴，岩井　大，倉澤志朗（2022/06）
副甲状腺摘出後に発症した偽痛風の 4例．第 361回日
耳鼻大阪地方部会，大阪

32. 林　慶和，阪上智史，八木正夫，藤澤琢郎，清水皆貴，
岩井　大（2022/06）頸椎後方固定後に気道狭窄を来
し気管切開術を施行した 1例．第 361回日耳鼻大阪地
方部会，大阪

33. 清水皆貴（2022/06）甲状腺を首座としたNuclear 
protein in testis (NUT) midline carcinomaの 1例．第 46
回日本頭頸部癌学会，奈良

34. 藤澤琢郎（2022/06）当科における舌上皮内癌の検討．
第 46回日本頭頸部癌学会，奈良

35. 鈴木健介（2022/06）核医学 新たな治療戦略　甲状腺
癌に対するレンバチニブと RAIの併用療法．第 34回
日本内分泌外科学会，つくば

36. 倉澤志朗，八木正夫，馬場一泰，阪上智史，岩井　
大（2022/07）耳鼻咽喉科外来にて診断したヨード過
剰摂取による甲状腺機能低下症 3例．第 84回耳鼻咽
喉科臨床学会，広島

37. 尹　泰貴，松岡千尋，森田瑞樹，河内理咲，高田洋平，
村田英之，朝子幹也，岩井　大（2022/07）鼻中隔弯
曲症に対して内・外視鏡を用いて施行した外鼻形成

術．第 23回耳鼻咽喉科手術支援システム・ナビ研究
会，広島

38. 古梅純規，阪上智史，八木正夫，鈴木健介，清水皆貴，
岩井　大（2022/07）OPBEYEを用いて被膜間摘出を
施行した頸部神経鞘腫の 1例．第 84回耳鼻咽喉科臨
床学会，広島

39. 西本　仁，濱田聡子，嶋村晃宏，下野真紗美，八木
正夫，岩井　大（2022/07）水痘帯状疱疹ウイルス再
活性化におよる下位脳神経障害をきたした 3例．第
84回耳鼻咽喉科臨床学会，広島

40. 日高浩史（2022/07）イブニングセミナー　小児滲出
性中耳炎診療ガイドライン 2022について．第 17回日
本小児耳鼻咽喉科頭頸部外科学会，富山

41. 阪本大樹，濱田聡子，小林良樹，神田　晃，朝子幹也，
岩井　大（2022/08）スギ SLITとオマリズマブの併用
が著効した難治性症例から考える PFASの治療選択．
第 39回耳鼻咽喉科ニューロサイエンス研究会，京都

42. 阪上智史，藤澤琢郎，鈴木健介，清水皆貴，森田瑞樹，
八木正夫，岩井　大（2022/09）下咽頭早期癌の術後
に生じた頸部リンパ節後発転移症例の検討．第 35回
日本口腔・咽頭科学会，倉敷

43. 山本高也，阪上智史，森田瑞樹，八木正夫，岩井　
大（2022/09）舌根扁桃肥大により気道閉塞を引き起
こし気管切開を施行した 1例．第 35回日本口腔・咽
頭科学会，倉敷

44. 八木正夫（2022/09）パネルディスカッション　耳下
腺手術のスキル向上～今を見つめ未来を目指す　外
視鏡と持続顔面神経刺激モニタリングの耳下腺手術
におけるベネフィット．第 35回日本口腔・咽頭科学
会，倉敷

45. 林　慶和，鈴木健介，阪上智史，八木正夫，藤澤琢郎，
清水皆貴，岩井　大（2022/09）顎骨に発生した紡錘
細胞癌の 2例．第 35回日本口腔・咽頭科学会，倉敷

46. 杉田侑己，日高浩史，岩井　大（2022/10）聴神経腫
瘍における周波数別に解析した耳小骨筋反射欠如率．
第 67回日本聴覚医学会，山形

47. 小林良樹（2022/10）ミニシンポジウム　Type2気道
炎症における biomarkerとしての CCCL4．第 71回日
本アレルギー学会，東京

48. 朝子幹也（2022/10）ミニシンポジウム　デュピルマ
ブ治療における鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎（CRSwNP）
患者の無症状日の達成．第 71回日本アレルギー学会，
東京

49. 朝子幹也（2022/10）シンポジウム　アレルギー性鼻炎
の発症と予防．第 71回日本アレルギー学会，東京

50. 高田洋平，朝子幹也，朝子愛梨，福井研太，荻野裕平，
東山由佳，阪本大樹，岩井　大（2022/10）17年後に
鼻中隔転移を来した皮膚原発腺様嚢胞癌の 1例．第
362回日耳鼻大阪地方部会，大阪

51. 蔦　健吾鈴木健介，阪上智史，八木正夫，岩井　大
（2022/10）胸椎に発生した脊索腫例．第 362回日耳鼻
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大阪地方部会，大阪
52. 嶋村晃宏，尹　泰貴，山本高也，森田瑞樹，河内理咲，
村田英之，岩井　大，高田洋平，朝子幹也（2022/10）
前弯を伴う鼻中隔弯曲症に対して，内・外視鏡を用
いて外鼻形成術を施行した 1例．第 362回日耳鼻大阪
地方部会，大阪

53. 福井研太，朝子幹也，朝子愛梨，東山由佳，荻野裕平，
阪本大樹，高田洋平，岩井　大（2022/10）好酸球性
副鼻腔炎における組織中好酸球数の部位別検討．第
362回日耳鼻大阪地方部会，大阪

54. 濱田聡子，小林良樹，下野真紗美，神田　晃，朝子
幹也，岩井　大（2022/10）ダニスギ dual SLITの実践
と有効性の検証．第 71回日本アレルギー学会，東京

55. 河内理咲，小林良樹，神田　晃，尹　泰貴，朝子幹也，
岩井　大（2022/10）好酸球副鼻腔炎の術後長期経過
についての検討．第 71回日本アレルギー学会，東京

56. 森田瑞樹，尹　泰貴，河内理咲，村田英之，朝子幹也，
岩井　大（2022/10）内外視鏡を併用した歯性副鼻腔
炎の手術方法．第61回日本鼻科学会，金沢市文化ホー
ル，金沢ニューグランドホテル

57. 朝子幹也（2022/10）専門医共通講習（医療安全）　安
全に鼻副鼻腔手術を行うために―手順と心得を考え
る．第 61回日本鼻科学会，金沢市文化ホール，金沢
ニューグランドホテル

58. 河内理咲，小林良樹，神田　晃，尹　泰貴，朝子幹也，
岩井　大（2022/10）呼吸一酸化窒素（FENO）を用
いたアレルギー性（IgE依存性）鼻炎と IgE非依存性
鼻炎の鑑別についての検討．第 61回日本鼻科学会，
金沢市文化ホール，金沢ニューグランドホテル

59. 尹　泰貴（2022/10）ランチョンセミナー　次世代リー
ダーから学ぶ ESS～より安全な手術を目指した
Tips&Pitfalls～．第 61回日本鼻科学会，金沢市文化
ホール，金沢ニューグランドホテル

60. 尹　泰貴，神田　晃，小林良樹，阪本大樹，嶋村晃宏，
朝子幹也，岩井　大（2022/10）好酸球性副鼻腔炎組
織中の ILC2の存在とその活性化．第 61回日本鼻科
学会，金沢市文化ホール，金沢ニューグランドホテ
ル

61. 高田洋平，朝子幹也，東山由佳，阪本大樹，高田智子，
岩井　大（2022/10）17年後に鼻中隔転移を来した皮
膚原発腺様嚢胞癌の症例．第 61回日本鼻科学会，金
沢市文化ホール，金沢ニューグランドホテル

62. 朝子愛梨，朝子幹也，高田洋平，阪本大樹，東山由佳，
森田瑞樹，福井研太，荻野裕平，岩井　大（2022/10）
好酸球性副鼻腔炎治療経過中に発症した好酸球性肺
炎症例の検討．第61回日本鼻科学会，金沢市文化ホー
ル，金沢ニューグランドホテル

63. 朝子幹也，高田洋平，尹　泰貴，河内理咲，阪本大樹，
東山由佳，森田瑞樹，福井研太，荻野裕平，朝子愛梨，
岩 井　大（2022/10）Functional Open Septorhinoplasty
―鼻弁形成の工夫．第 61回日本鼻科学会，金沢市文

化ホール，金沢ニューグランドホテル
64. 嶋村晃宏，尹　泰貴，森田瑞樹，東山由佳，阪本大樹，
下野真紗美，河内理咲，高田洋平，濱田聡子，村田
英之，朝子幹也，岩井　大（2022/10）鼻中隔弯曲症
に対して内・外視鏡を用いて施行した外鼻形成術の 2
例．第 61回日本鼻科学会，金沢市文化ホール，金沢
ニューグランドホテル

65. 濱田聡子，小林良樹，下野真紗美，神田　晃，朝子
幹也，岩井　大（2022/10）スギ SLIT5年治療後の持
続効果に関する検証．第 61回日本鼻科学会，金沢市
文化ホール，金沢ニューグランドホテル

66. 三谷彰俊，岩井　大，福井英人，日高浩史（2022/10）
YIAセッション　C57BL/6マウスを用いた免疫若返
り処置による加齢性難聴の予防．第 32回日本耳科学
会，パシフィコ横浜ノース

67. 八木正夫（2022/10）教育セミナー　モルモットを用
いた内耳の研究―準備と方法―．第 32回日本耳科学
会，パシフィコ横浜ノース

68. 三谷彰俊，杉田侑己，岩井　大（2022/10）テーマセッ
ション　老人性難聴の予防―基礎研究から見えてく
るもの　T細胞機能改善による加齢性難聴予防―臨床
応用を目指して―．第 32回日本耳科学会，パシフィ
コ横浜ノース

69. 嶋村晃宏，日高浩史，西本　仁，三谷彰俊，福井英人，
岩井　大（2022/10）中頭蓋窩に孤立性に発生した再
発性真珠腫の 1例．第 32回日本耳科学会，パシフィ
コ横浜ノース

70. 日高浩史，嶋村晃宏，西本　仁，三谷彰俊，福井英人，
岩井　大（2022/10）耳性頭蓋内合併症例の生命予後
と長期入院に関与する因子について～医療大規模
データ（DPC）の解析から～．第 32回日本耳科学会，
パシフィコ横浜ノース

71. 阿部眞也，八木正夫，清水皆貴，阪上智史，岩井　
大（2022/11）医学生・研修医セッション　当科で経
験した喉頭アミロイドーシス症例．第 73回気管食道
科学会総会，沖縄

72. 蔦　健吾，鈴木健介，阪上智史，八木正夫，岩井　
大（2022/11）胸椎に発生した脊索腫の 1例．第 73回
気管食道科学会総会，沖縄

73. 八木正夫，阪上智史，友田篤志，清水皆貴，林　慶和，
岩井　大（2022/11）外視鏡を使用した甲状腺手術例
の検討．第 73回気管食道科学会総会，沖縄

74. 松岡千尋，濱田聡子，小林良樹，朝子幹也，岩井　
大（2022/11）スギ花粉症舌下免疫療法の好酸球性気
道炎症抑制に関する検討．第 73回気管食道科学会総
会，沖縄

75. 福井研太，朝子幹也，朝子愛梨，東山由佳，荻野裕平，
阪本大樹，高田洋平，岩井　大（2022/11）好酸球性
副鼻腔炎における組織中好酸球数の部位別検討．第
73回気管食道科学会総会，沖縄

76. 杉田侑己，日高浩史，嶋村晃宏，阪本大樹，三谷彰俊，



関西医科大学 2022年研究成果一覧

— 148 —

福井英人，濱田聡子，八木正夫，岩井　大（2022/11）
経過の長いめまいに両側急性感音難聴を随伴し，血
管内大細胞型 B細胞リンパ腫の診断に至った 1例．
第 81回日本めまい平衡医学会，奈良県コンベン
ションセンター

77. 鈴木健介，野田百合，阪上智史，八木正夫，草深公秀，
岩井　大（2022/11）唾液腺に生じたと考えられた孤
立性線維性腫瘍の 2例．第 66回日本唾液腺学会，東
京

著　書
（部分執筆）
1. 鈴木健介，岩井　大（2022）ガマ腫．私の治療

No. 5162，47–1597頁，医学書院，東京

2. 日高浩史（2022）外耳道炎・外耳道湿疹．今日の治
療指針 2022年版　私はこう治療している　64, 1590
頁，医学書院，東京

3. 日高浩史，杉田侑己（2022）めまい診療における画
像検査．めまい診療ハンドブック―最新の検査・鑑
別診断と治療　1, 290–296頁，中山書店，東京

4. 濱田聡子（2022）内視鏡下鼻腔手術 I型（下鼻甲介手
術）（レーザー手術を含む）．プラクティス耳鼻咽喉
科の臨床 2　耳鼻咽喉科 外来処置・外来手術 最新マ
ニュアル　1, 159–164頁，中山書店，東京

（編集・監修）
1. 日高浩史（2022）小児滲出性中耳炎 診療ガイドライン

2,022年版　1, 1–94頁，金原出版株式会社，東京

放射線科学講座

〈研究概要〉
画像診断部門

CT分野では，造影MD-CTを用いた胃癌深達度の評価，肺腫瘍の画像所見の解析および臨床像・病理像との対比，3
次元解析ソフトを用いた増大速度やテクスチャー解析を用いた肺腫瘍の鑑別，AI解析システムによる胸部単純X線写
真・CTの診断能の検討，MRI分野では拡散強調像，ADC値を用いた前立腺癌の描出能，高精細画像による直腸癌の深
達度診断，ガドリニウム造影剤を用いた股関節造影MRIの検討，拡散テンソルを用いた強迫神経症，統合失調症の重症
度との対比，MRS及び解析ソフト LC Modelを用いた大脳病変の検討などについて臨床研究を行っている．

核医学部門
基礎研究では，RI標識抗体や RI標識リピオドール，I-131を用いた内用療法について検討を行っている．臨床研究で

は，バセドウ病に対する I-131内用療法におけるRIの至適量や去勢抵抗性前立腺癌に対するRa-223内用療法における骨
シンチの役割について検討している．加えて，PET装置間差補正のためのファントムを作成し，施設間の定量性担保に
関する研究や，パーキンソン病における 123I-FP-CIT SPECT, I-123 MIBGシンチグラフィと neuromelanin MRI，悪性リン
パ腫における FDG-PETやMRI全身拡散強調画像のモダリティ別の比較研究も行っている．核医学部門では，RI内用療
法を主眼とした研究・開発を進めており，正確な Targeting技術の開発とより綿密な使用核種の選択により副作用のほ
とんどない治療法の開発を目指しています．さらに高感度・高分解能を有したガンマカメラや PETによる分子イメー
ジングとこの治療の組み合わせにより，個々にあった用法・用量が決定され，最適な治療効果がもたらされることを示
します．また，これらの薬剤を従来からある治療法と併用することで，特異性を向上させたり，副作用を和らげたりし
つつ，有効性を高めていくこと目指しています．

血管造影 IVR部門
現在進行中の臨床研究にはリンパ系 IVR，子宮筋腫に対する子宮動脈塞栓術，CTガイド下肺生検，産科出血に対す
る動脈塞栓術，NBCAによる止血目的塞栓術，肺動静脈奇形に対する塞栓術，透析シャント不全に対する IVRなどがあ
り，基礎研究には抗血栓性と抗菌性を有するカテーテルの開発，管腔臓器バイパス術，ナノマイクロバブルの体内投与
下超音波照射によるソノポレーション効果の生体利用，CT透視ガイド下穿刺を姿勢制御技術を搭載したデバイスで補
助する研究について行っている．

放射線治療部門
頭頸部がん，膵臓がん，小児がんを対象とした 4つの全国多施設臨床試験の研究事務局（または放射線治療研究事務

局）として，強度変調放射線治療や画像誘導放射線治療などの高精度放射線治療を積極的に応用する前向き臨床試験を
遂行している．
1． JCOG1106：局所進行膵癌に対する S-1併用放射線療法における導入化学療法の意義に関するランダム化第 II相試験
（UMIN000006811），試験終了，論文発表
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2． JCOG1208：T1-2N0-1M0中咽頭癌に対する強度変調放射線治療（IMRT）の多施設共同非ランダム化検証的試験
（UMIN000014274），登録終了，経過観察中

3． Prep-03：Borderline resectable膵癌に対する術前治療としてのGemcitabine+S-1（GS）化学放射線療法第 I/II相臨床試
験（UMIN000014498），登録終了，経過観察中

4． JNBSG NBHR15：高リスク神経芽腫に対する ICE療法を含む寛解導入療法と BU+LPAMによる大量化学療法を用い
た遅延局所療法第Ⅱ相臨床試験（UMIN000016848），登録終了，経過観察中．

知的財産
取得特許
1）「放射線シールド装置，特許第 5376367号」，2013.10.4
2）「医療用器具及び管腔臓器連通用キット，特許第 5377151号」2013.10.4
3）「マイクロバブル造影剤の製造方法およびその装置，特許第 5470630号」，2014.2.14
4）「ガイドワイヤー固定用操作部付き医療用接続具」意匠登録第 1589600号」2017.10.6
5）「医療用装置，特許第 6753655号」，2020.8.24
6）「カテーテル，特許第 6758638号」，2020.9.4
7）「気体含有液生成装置，特許第 6847338号」，2021.3.5
8） 「骨関連事象を引き起こす可能性が高いハイリスク患者を提示するための方法，及び装置，特許第 7127875号」，

2022.8.22

外部資金獲得状況
1．文部科学省科学研究費助成金

1） 狩谷秀治　基盤研究（C）　蛋白付着抑制コートはバイオフィルム形成を阻止しカテーテルへの細菌付着を妨げる
か？（91万円）

2） 米虫　敦　ハイブリッド手術における医療従事者の水晶体被曝線量評価に関する多施設共同研究　基盤研究（C）　
研究代表（25.4万円）

3）小野泰之　基盤研究（C）　PMEAコーティングの生体内長期抗菌効果の証明（65万）
4）上野　裕　若手研究　大量ナノバブル存在下で増強したキャビテーションによる経皮吸収促進の評価（104万円）
5） 小池優平　若手研究　深層学習による患者個別線量分布推定に基づいた自動放射線治療計画システムの構築　研
究代表（70万円）
小池優平　基盤研究（C）　人工知能を活用した転移性脳腫瘍に対する革新的迅速放射線治療計画法の構築　分担
研究者　分担金（13万円）

6）中村聡明　基盤研究（C）　積極的骨転移診療に向けた放射線治療適応スコアの開発　研究代表（182万円）
7）河野由美子　若手研究　悪性腫瘍に対する新たな放射線塞栓療法の開発（130万円）
8） 中谷　幸　基盤研究（C）　CT透視ガイド下穿刺を姿勢制御技術を搭載したデバイスで補助する研究　研究代表（78
万円）

9） 丸山拓士　基盤研究（C）　リンパ還流障害の中枢に画像ガイド下でリンパ管 -静脈バイパスを作成する動物実験
（110万円）

〈研究業績〉
学会発表
1. H. Kurokawa, T. Tai, N. Kan, Y. Ueno, Y. Hirokawa, M. 

Kohzai, R. Terazawa, O. Honda and N. Tanigawa 
(2022/03) Diagnosis of tumor invasion in hilar to lower 
bile duct cancer: Usefulness of diffusion-weighted imaging 
for differentiating other causes of bile duct wall thickening. 
ECR 2022, Web開催

2. Ono Y, Kariya S, Nakatani M, Maruyama T, Komemushi 
A and Tanigawa N (2022/04) Long term evaluation of 
t ransar ter ia l  embol iza t ion us ing an  n-buthyl-2-
cyanoacrylate/lipiodol mixture. 第 81回日本医学放射線
学会総会，神奈川県

3. Kohzai Masasuke, Honda Osamu, Hirota Kazuki, 
Yamamoto Shintaro, Matsusita Mika, Tanaka Yuki, Ishida 
Kaori, Matui Hiroshi, Kurokawa Hiroaki and Tanigawa 
Noboru（2022/04）肺腺癌における術前腫瘍マーカー
と CT所見との関連性の検討（Relationship between 
preopetative tumor markers and CT findings in pulmonary 
adenocarcinoma）．第 81回日本医学放射線学会総会，
横浜 Web開催

4. Maruyama T, Kariya S, Nakatani M, Ono Y, Ueno Y, 
Komemushi A and Tanigawa N（2022/04）Changes in 
thoracic duct pressure before and after thoracic duct 
embolization in swine. 第 81回日本医学放射線学会総
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会，神奈川県
5. Nakatani M, Kariya S, Maruyama T, Ono Y, Komemushi 

A and Tanigawa N（2022/04）Analysis of CT-guided 
biopsy of retroperitoneal lesions. 第 81回日本医学放射線
学会総会，神奈川県

6. Nakatani M, Kariya S, Maruyama T, Ono Y, Komemushi 
A and Tanigawa N（2022/06）Analysis of CT-guided 
biopsy of retroperitoneal lesions. JSIR, ISIR & APSCVIR 
2022, 兵庫県

7. Kariya S (2022/06) Upstream lymph node injection for 
lymphangiography and embolization. JSIR, ISIR & 
APSCVIR 2022, 兵庫県

8. Maruyama T, Kariya S, Nakatani M, Ono Y, Ueno Y, 
Komemushi A and Tanigawa N (2022/06) Changes in 
thoracic duct pressure before and after thoracic duct 
embolization in swine. JSIR, ISIR & APSCVIR 2022, 兵
庫県

9. Ono Y, Kariya S, Nakatani M, Maruyama T, Komemushi 
A and Tanigawa N (2022/06) J Long term outcome of 
endovascular  embolizat ion using an n-buthyl-2-
cyanoacrylate/lipiodol mixture. JSIR, ISIR & APSCVIR 
2022, 兵庫県

10. T. Shimbo, K. Yoshida, H. Suda and M. Koga (2022/06) A 
novel radiosensitizer Kortuc enhanced brachytherapy for 
unresectable recurrent uterine cervical cancer. American 
Brachytherapy Society Annual Conference June, Denver, 
Denver

11. Satoaki Nakamura (2022/08) Drug combined radiotherapy. 
FARO Webinars, Web開催

12. Kaoru Maruyama, Keita Utsunomiya, Yumiko Kono, 
Yasuhiro Ueno and Noboru Tanigawa (2022/12) F-18 FDG 
uptake in axillary lymph nodes after vaccination against 
COVID-19. 108 th Radiological Society of North America 
(RSNA) Scientific Assembly and Annual Meeting, 
Chicago, USA

13. 筒井保裕，姉帯優介，冨田祐士，須藤　淳，山田優
二（2022/02） 前 立 腺VMAT患 者 検 証 に お け る
ArcCHECK測定が不得意とする線量分布の特徴解析．
第 35回高精度放射線外部照射部会学術大会，東京

14. 何澤信礼，近藤誉之，谷川　昇，澤田　敏（2022/02）
頭頸部病変を認めた好酸球性多発血管炎性肉芽腫症
（EGPA）の画像所見．第 51回日本神経放射線学会，
東京 Web開催

15. 上田憲一，田井　格，黒川弘晶，南恒太郎，森勢里美，
菅　直木，香西雅介，寺澤里香，本多　修，谷川　
昇（2022/02）十二指腸憩室結石脱落による輸入脚症
候群の1例．第330回日本医学放射線学会関西地方会，
Web開催

16. 米虫　敦，谷川　昇，奥田逸子，白川崇子，ウッド
ハムス玲子，煎本正博，米虫隆貴，葛西健一郎，村
上卓道（2022/02）IVR医の職業被ばくによる左右非

対称性顔面皮膚変化についての調査研究．第 70回関
西 Interventional Radiology研究会，Web開催

17. 米虫　敦（2022/03）眠くならない被ばくの話～実践
的な従事者被ばく防護．第 34回香川 Interventional 
Radiology研究会，Web開催

18. 小野泰之（2022/03）産科出血に対する IVRの現状―
save life, save uterus．北河内周産期カンファレンス，
Web開催

19. 米 虫 敦 (2022/04) How to reduce radiation exposure̶
Vascular IVR. 第 81回日本医学放射線学会総会，神奈
川県

20. 何澤信礼，谷川　昇，宇都宮啓太，植村芳子，吉村
智 雄（2022/04）The imaging findings of clear cell 
carcinoma of the ovary on MRI（卵巣明細胞癌の CT/
MRI画像と病理像について）．第 81回日本医学放射
線学会総会，神奈川県

21. 河野由美子（2022/04）What radiologists need to know 
about FDG-PET/CT in lung cancer care．第 81回日本医
学放射線学会総会，神奈川県

22. 姉帯優介，秋田和彦，上田悦弘，大谷侑輝，加藤貴弘，
川守田龍，木藤哲史，熊崎　祐，黑岡将彦，隅田伊織，
成田雄一郎，松崎有華，中村光宏（2022/04）QAQC
委員会企画「アンケート調査に基づく本邦における
IMRT患者QA実態調査．日本医学物理学会第 123回
学術大会，横浜

23. 野田百合，石田光明，上埜泰寛，藤澤琢郎，岩井　大，
蔦　幸治（2022/04）口腔扁平上皮癌における被膜外
浸潤の発生予測に有用な組織学的因子の検討．第 111
回日本病理学会総会，兵庫県神戸市

24. 米虫　敦，谷川　昇，奥田逸子，白川崇子，ウッド
ハムス玲子，煎本正博，米虫隆貴，葛西健一郎，村
上卓道（2022/06）IVR医の職業被ばくによる左右非
対称性顔面皮膚変化についての調査研究．The 51st 
Annual Meeting of the Japanese Society of Interventional 
Radiology，兵庫県

25. 中村聡明（2022/06）HPV陽性中咽頭癌の放射線治療．
第 46回日本頭頸部癌学会学術大会，奈良

26. 何澤信礼（2022/06）「絶対はずせない腹部CT読影の
ポイント」．関西医大研修医レクチャー，大阪

27. 谷川　昇（2022/06）骨軟部悪性腫瘍．第 51回日本
IVR学会総会，兵庫県

28. 南恒太郎，本多　修，逢坂友也，南舘祐介，山本真
太郎，廣田香月，森勢里美，菅　直木，香西雅介，
寺澤理香，黒川弘晶，谷川　昇，日野春秋，川村知弘，
上野　裕，松下実可（2022/06）破裂を繰り返した気
管支原生嚢胞の 1例．第 331回日本医学放射線学会関
西地方会（第 400回レントゲンアーベント），大阪

29. 中村聡明（2022/07）AI支援放射線治療の未来．たち
ばな放射線治療講演会，Web開催

30. 岸野哲平，狩谷秀治，中谷　幸，小野泰之，丸山拓士，
谷川　昇（2022/07）バルーン閉塞下で胃静脈瘤の排
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血路となった左胃静脈の塞栓後，BRTOを施行しえた
一例．第 71回関西 Interventional Radiology研究会，大
阪

31. 杉浦侃志，狩谷秀治，中谷　幸，小野泰之，丸山拓士，
谷川　昇（2022/07）出血を契機に発見された
paragangliomaの 一 例． 第 71回 関 西 Interventional 
Radiology研究会，大阪

32. 河野由美子（2022/07）肺癌診療のFDG-PET/CT：知っ
ておきたい PET読影の基本．大阪放射線医学研究会，
大阪

33. 狩谷秀治（2022/07）種々の血管塞栓術から見るエン
ボスフィアが果たす役割．メリットメディカルジャ
パン株式会社主催，エンボスフィア（塞栓物質）に
関する講演「社内研修会」，大阪

34. 中村聡明（2022/08）膵がんの放射線治療．日本放射
線治療腫瘍学会夏季セミナー，大阪

35. 本多　修（2022/08）縦隔腫瘍の画像診断．第 13回池
添メモリアル胸部画像診断セミナー，Web開催

36. 吉田　謙（2022/08）小線源治療．日本放射線腫瘍学
会夏季セミナー，大阪

37. 武川英樹（2022/09）治療計画の効率化．2022医学物
理士セミナー，Web開催

38. 何澤信礼，高島省吾，谷川　昇，吉村智雄，植村芳子，
近藤誉之（2022/09）腫瘍随伴性小脳変性の可能性が
疑われる広範囲の石灰化を伴った卵巣線維腫の一例．
JSAWI（Japanese Society for the Advancement of 
Women’s Imaging），兵庫県

39. 河野由美子（2022/09）臨床につなげる骨シンチ．第
2回和歌山RIセミナー，和歌山

40. 米虫　敦（2022/09）肝動注リザーバー療法に関する
ガイドライン．第 46回リザーバー＆ポート研究会，
福岡県

41. Y. Kono, K. Utsunomiya, Y. Maeda, M. Matsushita, Y. 
Ueno, K. Maruyam and N. Tanigawa（2022/09）Ra223
治療におけるDWIBSの有用性．第 62回日本核医学
会学術総会，京都

42. 丸山　薫，宇都宮啓太，河野由美子，上埜泰寛，谷
川　昇（2022/09）新型コロナワクチンのリンパ節へ
の効果はいつまで続くのか？　第 62回日本核医学会
学術総会 JSNMT，京都

43. 姉帯優介，筒井保裕，冨田祐士，須藤　淳，山田優
二（2022/09）SHテンソル法を用いたVMATフェン
ス試験における結果の分類評価．日本医学物理学会
第 124回学術大会，長崎

44. 中村聡明（2022/09）膵がんの放射線治療．膵癌術前
治療研究会，大阪

45. 播磨洋子（2022/09）SL-3ハイパーサーミアガイドラ
インの解説：子宮頸癌．第 39回日本ハイパーサーミ
ア学会，Web開催

46. 何澤信礼（2022/09）「頭部・胸部 CT画像診断につい
て」．地域連携医療研修会講演，大阪

47. 中 村 聡 明（2022/10） 頭 頸 部 癌 IMRT臨 床 試 験．
AMED古平班会議，名古屋

48. 狩谷秀治（2022/10）VAIVTでの適切な放射線の使い
方～VA治療時の被ばく防護を考える．第 26回日本
透析アクセス医学会学術集会・総会，愛知

49. 秋田光祐，吉田　謙，中村聡明，吉田麻美，由井　緑，
重山　謙，寺田圭那，武川英樹，姉帯優介，小池優平，
谷川　昇（2022/10）98歳・認知症・多動の手指皮膚
癌患者への単回照射．第 332回日本医学放射線学会
関西地方会，大阪

50. 菅　直木（2022/10）教育講演「胸膜・胸壁疾患の画
像診断―各論―」．第 332回日本医学放射線学会関西
地方会，大阪

51. 本多　修（2022/10）教育講演「胸膜・胸壁疾患の画
像診断―総論―」．第 332回日本医学放射線学会関西
地方会，大阪

52. 谷川　昇（2022/10）骨腫瘍に対するラジオ波凝固療
法．第 28回米子 IVR研究会，Web開催

53. 本多　修（2022/10）間質性肺炎と鑑別を要する腫瘍
性病変．胸部画像診断セミナー in Oita，大分（Hybrid
開催）

54. 丸山　薫，宇都宮啓太，野村惠巳子，菅　直木，河
野由美子，上埜泰寛，谷川　昇，豊田長興（2022/11）
バセドウ病の euthyroidを目指した I-131内用療法につ
いて．第 65回日本甲状腺学会学術集会（65th Annual 
Meeting of Japan Thyroid Association），大阪

55. 永田憲司，石田奈緒子，大熊康央，武川英樹，西田　
達，藤井祥貴，南　謙一，平烏智徳，福冨経昌
（2022/11）肺葉切除後の胸郭内腫瘍に対する体幹部定
位放射線治療．日本放射線治療腫瘍学会第 35回学術
大会，広島

56. 吉田　謙，吉田麻美，武川英樹，由井　緑，姉帯優介，
小池優平，上田憲一，中島直美，志賀淑子，播磨洋子，
中村聡明，谷川　昇，宇都宮啓太（2022/11）90歳以
上の超高齢者に対する小線源治療の初期経験 .．日本
放射線治療腫瘍学会第 35回学術大会，広島

57. 寺田圭那，由井　緑，武川英樹，吉田麻美，中村聡明，
吉田　謙，上田憲一，姉帯優介，小池優平，谷川　
昇（2022/11）積極的介入型骨転移キャンサーボード
の試み．日本放射線治療腫瘍学会第 35回学術大会，
広島

58. 重山　謙，吉田麻美，中村聡明，呉　隆進，吉田　
謙（2022/11）腹部骨盤領域の放射線治療再照射にお
ける長期成績と有害事象．日本放射線治療腫瘍学会
第 35回学術大会，広島

59. 上田憲一，吉田麻美，中村聡明，姉帯優介，小池優平，
武川英樹，由井　緑，吉田　謙（2022/11）当院にお
ける前立腺寡分割照射の臨床結果と線量について．
日本放射線治療腫瘍学会第 35回学術大会，広島

60. 石田奈緒子，永田憲司，大熊康央，小松原和幸，町
田佑輔，水野克久，渡邊雄一朗，左近　聡，森川啓司，
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武川英樹，秦　　潔，福宮経畠，立野沙織，植原拓也，
西村恭昌（2022/11）肺腫瘍に対する異時的な体幹部
定位放射線治療の有効性と有害事象．日本放射線治
療腫瘍学会第 35回学術大会，広島

61. 中村聡明（2022/11）コロナ禍 3年目の医学生・研修
医セミナー開催報告．日本放射線治療腫瘍学会第 35
回学術大会，広島

62. 中村聡明（2022/11）質の高い教育をみんなに！
WØW!の取り組み．日本放射線治療腫瘍学会第 35回
学術大会，広島

63. 土井健太郎，武川英樹，由井　緑，姉帯優介，小池
優平，中村聡明，谷川　昇，小泉雅彦，西尾禎治
（2022/11）深層学習に基づく自然言語処理―放射線レ
ポートからの骨転移陽性症例抽出―．日本放射線治
療腫瘍学会第 35回学術大会，広島

64. 武川英樹，木原彩花，小池優平，姉帯優介，土井健
太郎，中村聡明，西尾禎治，小泉将彦，谷川　昇
（2022/11）人工知能の線量計算への応用―深層学習ノ
イズ除去によるモンテカルロ計算高速化―．日本放
射線治療腫瘍学会第 35回学術大会，広島

65. 江本裕樹，辻野佳世子，津藤真司，立原素子，小久
保雅樹，石原武明，池田裕子，淡河恵津世，國武直信，
古平　毅，塩山善之，中村聡明，中松清志，阿南慎平，
三輪弥沙子，西村恭昌（2022/11）III期非小細胞肺癌
臨床試験（WJOG11619L）における放射線治療の品
質保証評価．日本放射線治療腫瘍学会第 35回学術大
会，広島

66. 野本由人，中村聡明，吉武忠正，畑山佳臣，吉村通央，
溝脇尚志（2022/11）がんプロフェッショナル養成プ

ランと放射線治療医養成の現状．日本放射線治療腫
瘍学会第 35回学術大会，広島

67. 中村聡明（2022/12）頭頸部がんの IMRT治療計画．
エレクタ放射線治療計画勉強会，東京

68. 中村聡明（2022/12）脳腫瘍・頭頸部癌の放射線治療．
放射線科レジデントセミナー，Web開催

69. 谷川　昇（2022/12）IVR治療の最新情報．日本化薬
株式会社会社「社内研修会」，大阪

70. 吉田　謙（2022/12）乳癌における加速乳房部分照射，
マルチカテーテル法．Brachytherapy Web Symposium，
web開催

71. 河野由美子（2022/12）明日から読める！前立腺癌の
骨転移画像―骨シンチ・DWIBS―．Kansai Prostate 
Cancer Symposium，大阪

72. 田中佑樹，狩谷秀治，中谷　幸，小野泰之，米虫　敦，
谷川　昇（2022/12）異所性静脈瘤．第 25回大阪神戸
腹部画像・IVR医学研究会，大阪（Web開催）

著　書
（部分執筆）
1. 中村聡明 2022新型コロナウイルス感染症に対する

JASTROの取り組み～次なる脅威に備えて～．
JASTRO COVID-19対策 2年間のまとめ，18–22頁，
日本放射線腫瘍学会，東京

2. 中村聡明 2022上咽頭癌，中咽頭癌，下咽頭癌．人体
のメカニズムから学ぶ放射線治療学，189–196頁，メ
ジカルビュー社，東京

3. 中村聡明 2022放射線療法．膵癌診療ガイドライン
2022年版，223頁，金原出版株式会社，東京

産科学・婦人科学講座

〈研究概要〉
1．vNOTES/Pneumovaginoscope腟内視鏡応用手術の検討
経腟的内視鏡（vNOTES: Vaginal Natural Orifice Transluminal Endoscopic Surgery, Pneumovaginoscope）を開発し，腟壁腫
瘍切除・膣膿瘍切開排膿や神経温存広汎性子宮全摘出術・骨盤内臓全摘出術を実施し，その高い根治性と術後QOLの
両立を実証中である．
2．5-ALA光力学的治療（PDT）の新規治療法の開発
子宮頸部異形成（CIN）2-3に対する光力学的治療の臨床研究の Pilot studyが終了し，その有用性と安全性を明らかに

する．
3．Surgical smoke研究・COVID-19研究

CINの円錐切除・LEEP治療および子宮頸癌腟切断時に発生する surgical smokeにはヒト・パピローマウイルスが含ま
れており，また，大きな社会問題となっているコロナウイルスも surgical smokeに含まれており，手術を実施する医療
従事者への被爆問題が指摘されている．Surgical smokeからこれらのウイルスを定量的に検出するシステムを公衆衛生教
室・臨床病理教室と共同で開発する．
4．ラット妊娠子宮筋に対するプロゲステロン（P4）による non-genomic actionの作用機序の検討
妊娠子宮筋における P4の核内 P4受容体を介さず遺伝子発現も伴わない non-genomic actionの機序を解明し，早産の新

規治療戦略の策定に向けた研究基盤の確立を目指す．
5．前置胎盤における子宮頸部静脈叢（cervical varices: CV）体積と術中出血量の関連性の検討

CVをMRIで定量的に評価し，CVが発達した前置胎盤の特徴を同定する．CVの体積が帝王切開術中出血量の予測因
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子であるか検討し，治療戦略を策定する．
6．妊娠中の蛋白尿の多寡と周産期予後との関連性の多施設後方視的検討
当科が主導し 20–30施設で，妊娠高血圧腎症（高血圧＋蛋白尿）妊婦で後方視的に検討し，わが国の管理方針を策定
する．
7．わが国の産科DIC診断基準改訂版（2022年）の有効性・非劣性の検討
当科が主導し多施設で，後方視・前方視的に検討し，有効性，国際基準との非劣性を明らかにし，利用を促す．

8． パルトグラム（分娩経過表）に基づく分娩予後予測因子の解析と人工知能（AI）を用いた深層学習による分娩予後
予測モデルの作成
蓄積されたデータを用いて，分娩進行中に最終分娩様式を予測可能か評価し，経腟分娩成功率を導く．分娩経過，患
者背景などをAIに深層学習させ，分娩予後予測モデルを作成する．
9．ヒト卵巣機能に及ぼす喫煙の影響の検討
ヒト卵巣機能の調節機構において，喫煙の影響がどのようにあるのかを検討することを目的とし，ヒト顆粒膜細胞腫
株にタバコ煙抽出物を添加して血管新生因子に与える喫煙の影響を評価する．
10．子宮内膜機能の制御機構の解明
子宮内膜機能調節機構の一端を解明することを目指して，ヒト子宮内膜においてステロイドホルモンが制御する局所
因子の解明の観点から検討を行っている．その結果，これらの性ステロイドホルモンは子宮内膜間質細胞でそれぞれ特
異的に制御している因子，つまりエストロゲンにより誘導される血管内皮増殖因子（VEGF），ケモカインのCXCL12，
およびプロゲステロンにより誘導される Interleukin(IL)-15，Fibulin-1を介して子宮内膜での血管新生，着床能，免疫能，
組織構築，脱落膜化などの機能を調節していることを明らかとした．我々の研究成果は，生殖医療のさらなる発展への
可能性を秘めており，さらには治療に役立つ戦略の確立を目的とし現在研究を行っている．

〈研究業績〉
原　著
1. Takuya Yokoe, Masato Kita, Yusuke Butsuhara, Yoji 

Hisamatsu, Hiromi Murata and Hidetaka Okada (2022) 
Salvage chemotherapy and maintenance therapy with poly 
adenosine diphosphate-ribose polymerase inhibitors for 
bevacizumab-resistant relapse of epithelial ovarian cancer. 
Obstet Gynecol 43(5): 24–31

2. Nishigaki A, Tsubokura H, Ishida M, Hashimoto Y, 
Yoshida A, Hisamatsu Y, Tsuzuki-Nakao T, Murata H and 
Okada H (2022) NDRG1 is expressed in human granulosa 
cells: An implicative role of NDRG1 in the ovary. Reprod 
Med Biol 21(1): e12437

3. Manami Matsukawa, Masako Torishima, Chika Satoh, 
Sayaka Honda and Shinji Kosugi (2022) Japanese women’s 
reasons for accompaniment status to hereditary breast and 
ovarian cancer-focused genetic counseling. J Genet Couns 
31(2): 497–509

4. Saito Y, Kobayashi S, Ikeda-Araki A, Ito S, Miyashita C, 
Kimura T, Hirata T, Tamakoshi A, Mayama M, Noshiro K, 
Nakagawa K, Umazume T, Chiba K, Kawaguchi S, 
Morikawa M, Cho K, Watari H, Ito Y, Saijo Y and Kishi R 
(2022) Association between pre-pregnancy body mass 
index and gestational weight gain and perinatal outcomes 
in pregnant women diagnosed with gestational diabetes 
mellitus: The Japan Environment and Children’s Study. J 
Diabetes Investig 13(5): 889–899

5. Morikawa M, Ieko M, Nakagawa-Akabane K, Umazume T, 
Chiba K, Kawaguchi S, Mayama M, Saito Y and Watari H 
(2022) Prevention of venous thromboembolism in pregnant 

women with congenital antithrombin deficiency: a 
retrospective study of a candidate protocol. Int J Hematol 
116(1): 60–70

6. Mamoru Morikawa and Hidemichi Watari (2022) 
Gestational diabetes mellitus offsets the birth rate of small-
for-gestational-age infants induced by hypertensive 
disorders of pregnancy: a single-center retrospective cohort 
study. Hypertens Res Pregnancy 10: 1–9

7. Okabe A, Ishida M, Noda Y, Okano K, Sandoh K, Fukuda 
H, Kita M, Okada H and Tsuta K (2022) Small-cell 
neuroendocrine carcinoma of the cervix accompanied by 
adenocarcinoma and high-grade squamous intraepithelial 
lesion. Diagn Cytopathol 50(10): E285–E288

8. Minamoto A, Yamada T, Shimada S, Kinoshita I, Aoki Y, 
Oda K, Ueki A, Higashigawa S, Morikawa M, Sato Y, 
Hirasawa A, Ogawa M, Kondo T, Yoshioka M, Kanai M, 
Muto M and Kosugi S (2022) Current status and issues 
related to secondary findings in the first public insurance 
covered tumor genomic profiling in Japan: multi-site 
questionnaire survey. J Hum Genet 67(10): 557–563

9. Morikawa M, Sugiyama T, Hiramatsu Y and Sagawa N 
(2022) Screening methods for gestational diabetes mellitus 
in Japan in 2018: a retrospective cohort study using a 
national surveillance questionnaire. Endocr J 69(11): 
1313–1322

10. Morikawa Y, Watanabe Y, Yamauchi M, Yamamoto M, 
Morikawa M, Ishibiki K, Ohtomo M, Miyazaki M and 
Nakamura K (2022) Educational significance and 
challenges of conducting the objective structured clinical 



関西医科大学 2022年研究成果一覧

— 154 —
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催
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「健康応援フェスタ」，大阪市
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漢方ビギナーズセミナー③，オンライン
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元文明（2022/06）子の平滑筋肉腫発症を機に
Li-Fraumeni症候群と診断された 4重癌の一例．第 28
回日本遺遺伝性腫瘍学会学術集会，岡山市

34. 森岡咲耶，久松洋司，中村真季子，福田桃子，鈴木
健太郎，武田恵美，牧野琴音，牧野博朗，高野苗江，
福田久人，服部　葵，西端修平，安原由貴，横江巧也，
佛原悠介，村田紘未，北　正人，岡田英孝（2022/06）
卵巣明細胞癌の術後 11年で腟に類内膜癌が発生した
症例．第 146回近畿産科婦人科学会学術集会，京都
市

35. 中村真季子，辻　祥子，小宮慎之介，服部　葵，中
尾朋子，村田紘未，木村　穣，岡田英孝（2022/06）
大学病院における女性アスリート外来開設について
とその実際．第 146回近畿産科婦人科学会学術集会，
京都市

36. 福田桃子，吉田　彩，神谷亮雄，鈴木健太郎，武田
恵美，牧野琴音，牧野博朗，高野苗江，福田久人，
服部　葵，西端修平，安原由貴，森川　守，岡田英
孝（2022/06）無心体双胎に対し，ラジオ波焼灼術を
施行し生児を得た 1例．第 146回近畿産科婦人科学会
学術集会，京都市

37. 森川　守（2022/06）産科診療における大量出血に対
する子宮動脈塞栓療法．第 20回愛知子宮筋腫塞栓療
法検討会，長久手市

38. 小味由里絵，辻和香子，四元文明，佐藤智佳，後藤
知之，山内智香子（2022/06）オラパリブ耐性化後，
BRCA2の復帰変異が確認された 1例．第 30回日本乳
癌学会学術総会，横浜市

39. 松井千亜希，木川雄一郎，佐藤智佳，島田　咲，吉
田奈央，多田真奈美，矢内洋次，杉江知治（2022/07）
当院における乳癌遺伝子診療の現状と今後の展望．
第 122回日本外科学会第 122回日本外科学会，web

40. 佐々木規子，中込さと子，村上裕美，青木美紀子，
浦野真理，柊中智恵子，酒井規夫，佐藤智佳，玉置
知子，御手洗幸子，渡邉　淳，川目　裕，日本遺伝
カウンセリング学会遺伝看護委員会（2022/07）遺伝
看護委員会による第 2回遺伝の初歩セミナーの開催
報告．第 46回日本遺伝カウンセリング学会学術集会，
東京

41. 佐藤智佳，島田　咲，矢内洋次，木川雄一郎，多田
真奈美，吉田奈央，北　正人，溝上友美，村田紘未，
久松洋司，佛原悠介，吉田　彩，神谷亮雄，山田崇弘，
杉江知治，岡田英孝（2022/07）本学でのリスク低減
乳房切除術とリスク低減卵巣卵管摘出術を受けた乳
癌患者の意思決定要因の検討．第 46回日本遺伝カ

ウンセリング学会学術集会，東京
42. 神谷亮雄，吉田　彩，佐藤智佳，島田　咲，山田崇弘，
岡田英孝，野村昌作（2022/07）AYA世代の血友病推
定保因者女性に対する遺伝カウンセリングの重要性．
第 46回日本遺伝カウンセリング学会学術集会，東京

43. 島田　咲，佐藤智佳，吉田　彩，神谷亮雄，黒田優美，
矢内洋次，山田崇弘，岡田英孝（2022/07）34歳以下
妊婦における出生前遺伝学的検査の受検動向調査：
単一三次施設における後方視的検討．第 46回日本遺
伝カウンセリング学会学術集会，東京

44. 松川愛未，鳥嶋雅子，佐藤智佳，本田明夏，小杉眞
司（2022/07）遺伝カウンセリング初回来談時，同伴
者有無の理由：遺伝性乳癌卵巣癌疑いで来談した人
を対象とした質的研究．第 46回日本遺伝カウンセ
リング学会学術集会，東京

45. 北　正人，佛原悠介，久松洋司，横江巧也，村田紘未，
岡田英孝（2022/07）Pneumovaginoscopic Surgery．第
16回関西腹腔鏡下婦人科悪性腫瘍会議，大阪

46. 岡田英孝（2022/07）若年女性がん患者の妊孕性温存．
第 29回りんくう乳腺・内分泌研究会，オンライン

47. 吉村智雄（2022/07）当科での子宮筋腫の治療．第 4
回関西医科大学総合医療センター地域連携Webセミ
ナー，WEB

48. 梶本めぐみ（2022/07）女性の悩みと漢方外来．第 4
回関西医大地域医療連携Webセミナー，WEB開催

49. 北　正人（2022/07）婦人科におけるHBOC診療の取
り組みの現状．北河内HBOC連携セミナーオンライン
講演会，WEB開催

50. 服部　葵，中尾朋子，木田尚子，好村正博，下井華代，
馬場真有美，杉下陽堂，洞下由記，高江正道，鈴木　
直，岡田英孝（2022/07）他院での卵巣組織凍結・移
植後に当院でARTにより妊娠に至った 1例．第 40回
日本受精着床学会学術講演会，東京都

51. 吉田　彩，安田勝彦，神谷亮雄，辻　祥子，角玄一郎，
岡田英孝（2022/08）ラット妊娠子宮筋に対するプロ
ゲステロンによる non-genomic actionの作用機序の検
討．第 74回日本産科婦人科学会学術講演会，福岡市

52. 森川　守（2022/08）減量手術後の妊娠・分娩では妊
娠高血圧腎症のリスクが高い．第 74回日本産科婦人
科学会学術講演会，福岡市

53. 森川　守（2022/08）周産期委員会企画「産科危機的
出血とフィブリノゲン製剤の適正使用」　1.「産科
DICの再考」．第 74回日本産科婦人科学会学術講演
会，福岡市

54. 村田紘未，服部　葵，安原由貴，中尾朋子，小野淑子，
岡田英孝（2022/08）脱落膜化子宮内膜間質細胞にお
ける LGALS9の転写制御機構の解明．第 74回日本産
科婦人科学会学術講演会，福岡市

55. 牧野博朗，神谷亮雄，吉田　彩，安原由貴，西端修平，
黒田優美，森川　守，岡田英孝（2022/08）当院にお
ける梅毒合併妊娠の周産期的検討．第 74回日本産科
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婦人科学会学術講演会，福岡市
56. 横江巧也，北　正人，久松洋司，岡田英孝（2022/08）
サージカルスモーク中のヒトコロナウイルスについ
てのモデル実験．第 74回日本産科婦人科学会学術講
演会，福岡市

57. 久松洋司，北　正人，横江巧也，佛原悠介，村田紘未，
岡田英孝（2022/08）再発卵巣癌に対する PARP阻害
薬を用いた維持療法中の再発に対し放射線療法を
行った 3症例．第 74回日本産科婦人科学会学術講演
会，福岡市

58. 武田恵美，久松洋司，鈴木健太郎，牧野琴音，牧野
博朗，横江巧也，佛原悠介，村田紘未，北　正人，
岡田英孝（2022/08）初回化学療法前に審査腹腔鏡・
試験開腹術を行った症例の検討．第 74回日本産科婦
人科学会学術講演会，福岡

59. 鈴木健太郎，横江巧也，佛原悠介，久松洋司，角玄
一郎，北　正人，岡田英孝（2022/08）傍大動脈リン
パ節腫大を伴う子宮体癌症例において腫大したリン
パ節は悪性リンパ腫であった 1症例．第 74回日本産
科婦人科学会学術講演会，福岡市

60. 牧野琴音，神谷亮雄，西端修平，安原由貴，鈴木健
太郎，武田恵美，牧野博朗，北　正人，岡田英孝
（2022/08）当院における帝王切開瘢痕部妊娠 4例につ
いての検討．第 74回日本産科婦人科学会学術講演会，
福岡市

61. 佛原悠介，横江巧也，久松洋司，村田紘未，北　正人，
岡田英孝（2022/08）陽圧下経腟内視鏡からみた骨盤
解剖：endopelvic fascia上の神経の走行を視覚化する．
第 74回日本産科婦人科学会学術講演会，福岡市

62. 溝上友美（2022/08）（グループ演習：全人的苦痛に対
する緩和ケア），ファシリテーター．第 17回関西医
科大学附属病院緩和ケア研修会，関西医科大学附属
病院 13階講堂，合同カンファレンスルーム

63. 森川　守（2022/09）今さら聞けない先天性アンチト
ロンビン欠乏症のあれこれ　Session① 産科編 症例か
ら学ぶ～いくつかの経験～．先天性アンチトロンビン
欠乏症Web講演会，東京都（WEB）

64. 梶本めぐみ（2022/09）ワークショップ：イライラに
対する漢方治療について．第 42回産婦人科漢方研究
会学術集会，京都市

65. 横江巧也，北　正人，鈴木健太郎，福田久人，佛原
悠介，久松洋司，岡田英孝（2022/09）感染を伴った
産後後腹膜血腫に対し腹腔鏡下アプローチを行った 3
症例．第 62回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会，
横浜市

66. 岡田英孝（2022/09）子宮内膜症とホルモン療法の新
展開．第 4回北河内産婦人科臨床懇話会，枚方市

67. 久松洋司（2022/09）近年の婦人科診療におけるレル
ミナ錠使用の実際．第 4回北河内産婦人科臨床懇話
会，枚方市，ハイブリッド開催

68. 北　正人（2022/09）鏡視下手術における術野展開の

工夫～困難症例を打破するテクニック～　術野確保
で困ったときのあの手・この手．第 62回日本産科婦
人科内視鏡学会，横浜市

69. 森川　守（2022/09）大変革期を迎えた「産科DIC」
の診断と治療．産科DIC Web講演会，大阪市（WEB）

70. 北　正人（2022/09）婦人科手術の癒着防止．テルモ
大阪支社アドバイザリーミーティング，大阪市　テ
ルモ株式会社

71. 何澤信礼，高島省吾，谷川　昇，吉村智雄，植村芳子，
近藤誉之（2022/09）腫瘍随伴性小脳変性の可能性が
疑われる広範囲の石灰化を伴った卵巣線維腫の一例．
The 23rd Annual Symposium Japanese Society for the 
Advancement of Women’s Imaging，淡路市

72. 梶本めぐみ，緒方洪輔，福井政慶，生田明子，安田
勝彦（2022/10）漢方学的腹部所見（腹部動悸と小腹
不仁）と年齢および BMIとの関係について．第 39回
大阪産婦人科医会河北地区研修会，WEB開催

73. 溝上友美，生田明子，白神裕士，中川　冴，椹木　晋，
神崎秀陽（2022/10）月経に伴いイレウスを頻繁に発
症した回盲部子宮内膜症の 1症例．第 39回大阪産婦
人科医会河北地区研修会，WEB開催

74. 森岡咲耶，中尾朋子，武田恵美，久松洋司，北　正人，
岡田英孝（2022/10）若年の腟ユーイング肉腫に対し
て妊孕性温存目的で卵巣組織凍結を施行した 1例．第
39回大阪産婦人科医会河北地区研修会，WEB開催

75. 生田明子，溝上友美，中川　冴，白神裕士，椹木　晋，
神崎秀陽（2022/10）乳癌術後のタモキシフェン服用
中に子宮転移を来した一例．第 39回大阪産婦人科医
会河北地区研修会，WEB開催

76. 中村真季子，吉田　彩，西端修平，安原由貴，神谷
亮雄，坪倉弘晃，森川　守，中尾朋子，岡田英孝
（2022/10）帝王切開瘢痕部妊娠のその後．第 39回大
阪産婦人科医会河北地区研修会，WEB開催

77. 白神裕士，生田明子，溝上友美，椹木　晋，神崎秀
陽（2022/10）腹水中ADA高値を契機に行った腹腔鏡
下手術が診断に有用であった結核性腹膜炎の 1例．第
39回大阪産婦人科医会河北地区研修会，WEB開催

78. 福田桃子，村田紘未，福田久人，安原由貴，横江巧也，
佛原悠介，久松洋司，橋本佳子，北　正人，岡田英
孝（2022/10）付属器腫瘍の術前診断に対し手術した
虫垂腫瘍の検討．第 39回大阪産婦人科医会河北地区
研修会，WEB開催

79. 奧誠一郎，角玄一郎，生駒洋平，中川　冴，武田恵美，
安田勝彦，梶本めぐみ，白神裕士，服部　葵，木戸
健陽，吉村智雄（2022/10）子宮腺筋腫の 2症例．第
39回大阪産婦人科医会河北地区研修会，WEB開催

80. 岡田英孝（2022/10）不妊治療における最新のトピッ
クス．ヘルスリテラシーと漢方，大阪市

81. 梶本めぐみ（2022/10）プレコンセプションケア ～漢
方にできること～　ヘルスリテラシーと漢方 ～プレ
コンセプションケアを中心に～，オンライン
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82. 梶本めぐみ（2022/10）コンセプションケア・冷え　
ヘルスリテラシーと漢方 ～プレコンセプションケア
を中心に～，オンライン

83. 岡田英孝（2022/10）Closing Markers．大阪がん治療
と妊よう性温存セミナー，WEB開催

84. 武田恵美，吉田　彩，鈴木健太郎，牧野琴音，牧野
博朗，奧誠一郎，中川　冴，奥　　楓，白神裕士，
高野苗江，服部　葵，福田久人，西端修平，安原由貴，
神谷亮雄，森川　守，岡田英孝（2022/10）初産婦の
無痛分娩における難産リスクの検討．第 147回近畿
産科婦人科学会学術集会，京都市

85. 福田久人，中尾朋子，中川　冴，服部葵，木田尚子，
辻　祥子，北　正人，岡田英孝（2022/10）当院の卵
巣腫瘍患者に対する妊孕性温存療法の現状．第 147
回近畿産科婦人科学会学術集会，京都市

86. 小宮慎之介（2022/10）成長期のアスリートが抱える
健康問題～女性アスリートの三主徴～．発育発達期
から青年期を支えるスポーツ・運動指導者講習会，
大阪市

87. 森川　守（2022/11）パネルディスカッション 糖代謝
異常妊婦の栄養管理　妊娠糖尿病妊婦における妊娠
中の母体体重増加量の目安（私案）．第 38回日本糖
尿病・妊娠学会年次学術集会，東京都

88. 森川　守（2022/11）2018年のわが国における妊娠糖
尿病のスクリーニング方法：全国サーベイランス（後
ろ向きコホート研究）．第 38回日本糖尿病・妊娠学
会年次学術集会，東京都

89. 小宮慎之介（2022/11）タイムラプスによる動的胚評
価は従来の形態学的評価による分割期胚移植の臨床
妊娠予測精度を向上しうる．第 67回日本生殖医学会
学術講演会，横浜市

90. 小宮慎之介（2022/11）研修を受けた男性産婦人科医
師による泌尿器科外来運用の実際とコロナの影響．
第 67回日本生殖医学会学術講演会，横浜市

91. 横江巧也（2022/11）「医学会賞応募演題」サージカル
スモーク中のヒトコロナウイルスRNAの検出，及び
感染性の定量，感染防御の方法について．関西医科
大学第 6回学術祭，枚方市　関西医科大学

92. 橋本佳子（2022/11）「ポスター発表・フラッシュトー
ク・フリートークD2」酸素・エネルギー代謝解析に
よるHIF-1活性化調節を通じた子宮内膜症応答の解
明．関西医科大学第 6回学術祭，枚方市

93. 神谷亮雄（2022/11）「医学部・看護学部・リハビリ
テーション学部合同シンポジウム」「KMUにおける
SDGsの取組み」～全ての人に健康と福祉を～．関西
医科大学第 6回学術祭，枚方市

94. 坪倉弘晃（2022/11）「ポスター発表・フラッシュトー
ク・フリートークD2」妊娠高血圧症候群における胎
盤の影響．関西医科大学第 6回学術祭，枚方市

95. 木田尚子（2022/11）「医学会賞応募演題」喫煙はヒト
子宮内膜の血管新生と脱落膜化に影響を及ぼす．関

西医科大学第 6回学術祭，枚方市
96. 奧　　楓（2022/11）『TLHただいま勉強中！安全な
手術を目指して』．刮目せよ！他流試合で切磋琢磨　
婦人科手術手技セミナー，枚方市，ハイブリッド開
催

97. 梶本めぐみ（2022/11）女性の加齢と漢方治療．布施
医師会講演会，ハイブリット

98. 北　正人（2022/11）教育・工夫 2．第 45回日本産婦
人科手術学会，金沢市

99. 八田雅彦，濱田　円，松井雄基，住山房央，吉田明史，
小林壽範，三城弥範，関本貢嗣，北　正人，木下秀
文（2022/12）当科における T4b直腸癌に対する腹腔
鏡下手術．第 35回日本内視鏡外科学会，名古屋

100. 島田　咲，佐藤智佳，吉田　彩，神谷亮雄，黒田優
美，矢内洋次，山田崇弘，岡田英孝（2022/12）単
一三次施設における 34歳以下妊婦の出生前遺伝学的
検査の受検動向調査．日本人類遺伝学会第 67回大会，
神奈川

101. 矢内洋次，山田崇弘，島田　咲，佐藤智佳，多田真
奈美，木川雄一郎，岡田英孝，杉江知治（2022/12）
遺伝学的検査結果の解釈に難渋したBRCA2病的バリ
アントの 1例．日本人類遺伝学会第 67回大会，神奈
川

102. 岡 田 英 孝（2022/12）Closing Markers．Women’s 
Cancer Conference，WEB開催

103. 梶本めぐみ（2022/12）思春期から老年期までの不
定愁訴 ～冷え・イライラ・不眠を中心に～．奈良県
産婦人科医会学術講演会，WEB開催

104. 岡田英孝（2022/12）生殖医療と女性のヘルスリテ
ラシー．大阪母性衛生学会，大阪市

105. 梶本めぐみ（2022/12）漢方の“血の道症”を考える．
千福先生と漢方を語り合うサロン，WEB開催

106. 横江巧也，橋本佳子，北　正人（2022/12）粘性が
高い体液に対するドレナージデバイスの開発．第 35
回日本内視鏡外科学会，名古屋市

107. 北　正人（2022/12）子宮内膜症診断Update　2022．
第 8回北河内・中河内子宮内膜症・腺筋症・月経困
難症WEBフォーラム，WEB開催

108. 岡田英孝（2022/12）AYA世代の妊孕性温存療法．
リウマチ膠原病の妊娠・出産を考える会，Zoom開催

著　書
（部分執筆）
1. 矢内洋次，佐藤智佳，山田崇弘（2022）第 3章　遺
伝性乳癌の治療コンセプト　1，遺伝性乳癌の疫学と
その国際比較．乳癌診療　state of the art　科学に基づ
く最新診療，20–25頁，医歯薬出版株式会社，日本

2. 橋本佳子（2022）消退出血と破綻出血．みえる！わ
かる！女性内分泌，146–147頁，メジカルビュー社，
日本
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麻酔科学講座

〈研究概要〉
麻酔科は手術麻酔管理，集中治療，ペインクリニック，緩和ケアなど広範な診療領域をカバーしている．これらの多
岐にわたる分野において従来の知見を検証し，また新しい情報を付け加えるために多様な前向き，後ろ向き臨床研究を
展開している．また各種臨床研究に加えて，麻酔薬や麻酔補助薬の作用の詳細・全身麻酔管理や集中治療管理に影響す
る因子などを，薬理学的，免疫学的，生理学的な手法を駆使して解明する基礎研究にも積極的に取り組んでいる．

I　臨床研究
麻酔科学が関わる各領域における臨床経験をもとに症例報告を行うとともに，低酸素血症の許容と高酸素血症の回避
が敗血症患者の院内死亡率に及ぼす影響についての後方視的研究，集中治療室運営形態が退院予後に及ぼす影響につい
ての研究，手術を受ける小児の受動喫煙に関する研究，脳波解析による麻酔深度の評価についての研究などを遂行し，
各々学会発表・論文発表を行った．
また，下記の臨床研究が現在進行中である．

1．敗血症，ARDSにおける免疫グロブリン値に関する検討：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
2．集中治療室における人工呼吸管理中の酸素分圧管理と予後に関する検討：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
3．集中治療室運営体制と重症患者予後に関する検討：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
4．敗血症における平均血圧と収縮期血圧の関係について：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
5． 破裂性腹部大動脈瘤に対する開腹手術とステントグラフト内挿術の予後への影響について：梅垣岳志（麻酔科・准
教授）

6．敗血症におけるNT-proBNPと腎機能の関連について：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
7．制限的酸素化目標と非制限的酸素化目標を比較する大規模ランダム化レジストリ試験：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
8．患者情報システムを用いた集中治療部の機能評価：梅垣岳志（麻酔科・准教授）
9．麻酔中の脳波を元にした鎮痛度の評価法に関する検討：萩平　哲（麻酔科・診療教授）
10． 全静脈麻酔におけるプロポフォールの入眠濃度と維持濃度へのオピオイドの影響の検討：萩平　哲（麻酔科・診療
教授）

11．レミマゾラムの使用法の検討およびセボフルランとの比較：萩平　哲（麻酔科・診療教授）
12．献体されたご遺体を用いた麻酔科学領域の手術手技研修：中本達夫（麻酔科・診療教授）
13．難治性疼痛及び慢性疼痛に対する学際的治療の多面的評価：中本達夫（麻酔科・診療教授）
14．重症敗血症病態の白血球減少に関与するmicroRNAと標的遺伝子，蛋白質の同定：穴田夏樹（麻酔科・助教）
15．脳領域間ネットワークと妊娠期母体血圧との関連についての前向きコホート研究：金沢路子（麻酔科・助教）
16．妊娠高血圧症候群およびHELLP症候群患者の血小板中microRNA解析：金沢路子（麻酔科・助教）
17． 持続大腿三角ブロックによる疼痛管理が，人工膝関節全置換術後の機能的回復に及ぼす影響：藤野 隆史（麻酔科・
助教）

II　基礎研究
麻酔科学講座では以下の基礎研究を遂行している．

1．周術期の血小板・血液凝固に関する研究（助教・穴田夏樹）
2．周術期の病態変化に関与する small RNAの研究（助教・穴田夏樹）
3．脳死モデルラットにおける心機能保護に関する研究（講師　岩崎光生）
また，基礎研究と臨床との懸け橋となるトランスレーショナルリサーチを目指して関西医科大学大学院イノベー
ション再生医学講座との共同研究を行っている．

〈研究業績〉
原　著
1. Umegaki T, Kunisawa S, Nishimoto K, Nakajima Y, 

Kamibayashi T and Imanaka Y (2022) Paraplegia after 
open surgical repair versus thoracic endovascular aortic 
repair for thoracic aortic disease: a retrospective analysis of 
Japanese administrative data. J Cardiothorac Vasc Anesth 
36(4): 1021–1028

2. Takeshita J, Nakajima Y, Tachibana K, Hamaba H, 
Yamashita T and Shime N (2022) Combined short-axis 
out-of-plane and long-axis in-plane approach versus long-
axis in-plane approach for ultrasound-guided central 
venous catheterization in infants and small children: A 
randomized controlled trial. PLoS ONE 17(9): e0275453

3. Shoji T, Hayashi M, Sumi C, Kusunoki M, Uba T, Matsuo 
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Y and Hirota K (2022) Sevoflurane does not promote the 
colony-forming  ab i l i ty  of  human mesenchymal 
glioblastoma stem cells in vitro. Medicina (Kaunas) 
58(11): 1614

4. Masui K and Hagihira S (2022) Equilibration rate constant, 
k(e0), to determine effect-site concentration for the Masui 
remimazolam population pharmacokinetic model in general 
anesthesia patients. J Anesth 36(6): 757–762

5. 西本浩太，梅垣岳志，上林卓彦（2022）肺血症患者
への免疫グロブリン投与による IgG値と退院時転帰
との関連．臨麻　46(4): 539–543

総　説
1. Tasaka S, Ohshimo S, Takeuchi M, Yasuda H, Ichikado K, 

Tsushima K, Egi M, Hashimoto S, Shime N, Saito O, 
Matsumoto S, Nango E, Okada Y, Hayashi K, Sakuraya M, 
Nakajima M, Okamori S, Miura S, Fukuda T, Ishihara T, 
Kamo T, Yatabe T, Norisue Y, Aoki Y, Iizuka Y, Kondo Y, 
Narita C, Kawakami D, Okano H, Takeshita J, Anan K, 
Okazaki SR, Taito S, Hayashi T, Mayumi T, Terayama T, 
Kubota Y, Abe Y, Iwasaki Y, Kishihara Y, Kataoka J, 
Nishimura T, Yonekura H, Ando K, Yoshida T, Masuyama 
T and Sanui M; ARDS Clinical Practice Guideline 
Committee 2021 from the Japanese Respiratory Society, 
the Japanese Society of Intensive Care Medicine, and the 
Japanese Society of Respiratory Care Medicine (2022) 
ARDS clinical practice guideline 2021. Respir Investig 
60(4): 446–495

症例報告
1. Ito A, Okada T, Minato N and Hattori F (2022) Possible 

internal viral shedding and interferon production after 
clinical recovery from COVID-19: Case report. Front Med 
9: 959196

2. 相原　聡，入嵩西毅，藤野裕士（2022）僧帽弁治療
デバイスNeoChord®を用いたオフポンプ経心尖部僧
帽弁形成術の麻酔経験．麻酔　71(8): 843–848

3. 相原　聡，楠　宗矩，右馬猛生，添田岳宏，梅垣岳志，
上林卓彦（2022）非心臓手術後に周術期心筋障害に
よる心破裂を発症し，経皮的心肺補助を要した症例．
臨麻　46(8): 1031–1033

その他
1. 相原　聡，内田　整（2022）手術室では心電図の電
極をどう貼るか？ 飽き飽きするほど基礎の基礎から．
LiSA 29(4): 354–357

2. 萩平　哲（2022）麻酔科領域の新機材，新技術，新
知見．麻酔科学レビュー　2022: 296–300

3. 内田　整（2022）【別冊秋号　オピオイド】（PART 1）
臨床編　小児におけるオピオイドの使い方．LiSA別
冊　29（別冊 ’22秋）: 79–84

4. 萩平　哲（2022）快人快説　脳波と脳波モニター　
使いこなすために知っておきたいポイント．LiSA 
29(10): 983–990

学会発表
1. Hagihira S, Aihara S, Uno R, Uchida O and Kamibayashi 

T (2022/06) How to maintain remimazolam anesrhesia. 
EuroAnaesthesia 2022, Milan, Italy

2. 金沢路子（2022/02）無痛分娩の実際．第 10回麻酔科
医のための産科麻酔プロフェッショナルセミナー産
科麻酔に参加しよう，Web開催

3. 中本達夫（2022/02）周産期の痛み，ペインクリニッ
クができること！　第 10回麻酔科医のための産科麻
酔プロフェッショナルセミナー産科麻酔に参加しよ
う，Web開催

4. 萩平　哲（2022/03）BISモニターの現状と問題点．
第 24回日本ヒト脳機能マッピング学会，浜松

5. 相原　聡，楠　宗矩，大平早也佳，添田岳宏，西本
浩太，穴田夏樹，右馬猛生，山木　壮，梅垣岳志，
上林卓彦（2022/03）非心臓手術後に周術期心筋障害
による心破裂を発症し，経皮的心肺補助を要した症
例．第 49回日本集中治療医学会学術集会，仙台

6. 中本達夫（2022/04）下肢神経ブロックにおけるラン
ドマーク法を意識した超音波解剖の見方．日本区域
麻酔学会第 9回学術集会，沖縄

7. 萩平　哲（2022/04）胸部手術の周術期鎮痛には硬膜
外が第 1選択．日本区域麻酔学会第 9回学術集会，沖
縄

8. 中本達夫（2022/04）COVID-19パンデミック後に求
められる超音波診断装置の条件とは？―非接触・遠
隔指導など新たなステージへ―．日本区域麻酔学会
第 9回学術集会，沖縄

9. 大井由美子（2022/05）頭部神経痛に対する漢方薬の
症例検討．第 10回こころと身体の漢方セミナー，枚
方市

10. 日野春秋，萩平　哲，内海貴博，丸　夏未，松井浩史，
谷口洋平，齊藤朋人，村川知弘（2022/05）modified 
Surgical Apgar Scoreによる肺癌手術成績の検討．第
39回日本呼吸器外科学会総会，横浜（ハイブリッド
開催）

11. 伊藤才季，中　春花，久保古寿江，西本浩太，増澤
宗洋，上林卓彦（2022/06）COVID-19肺炎疾罹後低
肺機能患者の難治性気胸に対する腹腔鏡下ブラ切除
を非挿管自発呼吸下で麻酔管理した一例．日本麻酔
科学会第 69回学術集会，神戸

12. 金沢路子（2022/06）非産科手術の妊婦麻酔管理．日
本麻酔科学会第 69回学術集会，神戸

13. 萩平　哲（2022/06）脳波によるレミマゾラム麻酔の
調節．日本麻酔科学会第 69回学術集会，神戸

14. 萩平　哲（2022/06）適切な鎮静・鎮痛のコントロー
ルと術中覚醒の防止．日本麻酔科学会第 69回学術集
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会，神戸
15. 右馬猛生，梅垣岳志，相原　聡，添田岳宏，楠　宗矩，
上林卓彦（2022/07）腹部大動脈ステントグラフト内
挿術後に SGLT2阻害薬の影響による糖尿病性ケトア
シドーシスと脊髄梗塞をきたした 1症例．日本集中
治療医学会第 6回関西支部学術集会，大阪

16. 楠　宗矩（2022/07）特定看護師の活躍と今後への期
待―医師の視点から．日本集中治療医学会第 6回関
西支部学術集会，大阪

17. 稲田考浩，中　春花，伊藤明日香，上林卓彦（2022/09）
経カテーテル的大動脈弁留置術中に自己拡張型生体
弁が pop-upし second valveを植え込んだ後に上行大動
脈解離を生じた 1症例．日本麻酔科学会第 68回関西
支部学術集会，Web開催

18. 岡本真季，楠　宗矩，添田岳宏，右馬猛生，梅垣岳志，
上林卓彦（2022/09）神経線維種症 1型の血管脆弱性
に起因する大腿動脈破裂に対する血管塞栓術，ステン
トグラフト内挿術が救命に有用であった一例．日本
麻酔科学会第 68回関西支部学術集会，Web開催

19. 加藤瑠音，梅垣岳志，大平早也佳，添田岳宏，楠　
宗矩，上林卓彦（2022/09）Stanford A型急性大動脈
解離緊急手術後に再灌流による下腿コンパートメン
ト症候群をきたした一症例．日本麻酔科学会第 68回
関西支部学術集会，Web開催

20. 岩村　翼，西本浩太，増澤宗洋，上林卓彦（2022/09）
胃全摘後の重症筋無力症患者に対し非脱分極性筋弛
緩薬を使用下で経口挿管を行い，電気けいれん療法
を施行した一例．日本麻酔科学会第 68回関西支部学
術集会，Web開催

21. 近藤　智，上村幸子，山崎悦子，松本早苗，上林卓
彦（2022/09）予測しえず生じた術後片側声帯運動麻
痺の一症例．日本麻酔科学会第 68回関西支部学術集
会，Web開催

22. 金知　尭，楠　宗矩，上林卓彦（2022/09）生体弁機
能不全による僧帽弁狭窄症患者の僧帽弁再置換術の
周術期に再膨張性肺水腫を来した 1症例．日本麻酔
科学会第 68回関西支部学術集会，Web開催

23. 金知　尭，萩平　哲，上林卓彦（2022/09）乳児の脊
髄疾患の手術において，レミマゾラムで維持するこ
とによりMEP（motor evoked potential）の誘発が良好
であった 2症例．日本麻酔科学会第 68回関西支部学
術集会，Web開催

24. 仁志川麗子，右馬猛生，楠　宗矩，梅垣岳志，岩崎
光生，上林卓彦（2022/09）頚椎椎弓形成・ヘルニア
摘出術後に咽頭浮腫による上気道閉塞を来した一例．
日本麻酔科学会第 68回関西支部学術集会，Web開催

25. 前部　都，梅垣岳志，添田岳宏，上林卓彦（2022/09）
肝門部胆管癌術後敗血症性ショックの治療において
メトロニダゾール誘発性脳症を疑った一症例．日本
麻酔科学会第 68回関西支部学術集会，Web開催

26. 相原　聡，楠　宗矩，添田岳宏，右馬猛生，梅垣岳志，

上林卓彦（2022/09）縦隔気腫による両側気胸を発症
し，心静止に至った一症例．日本麻酔科学会第 68回
関西支部学術集会，Web開催

27. 田中寿弥，旭爪統章，中本達夫，上林卓彦（2022/09）
著明な拘束性換気障害を有する筋ジストロフィー症
例において鎮静と末梢神経ブロックを併用し乳腺切
除術を行った 1症例．日本麻酔科学会第 68回関西支
部学術集会，Web開催

28. 平島梨容子，上村文了，岡本真季，梅垣岳志，上林
卓彦（2022/09）全身麻酔後の PONVによりマロリー
ワイス症候群から出血性ショックに至った一症例．
日本麻酔科学会第 68回関西支部学術集会，Web開催

29. 湊　綾那，橋本千香子，西本浩太，緒方洪輔，増澤
宗洋，上林卓彦（2022/09）COVID-19診断患者のピー
ナッツ誤嚥に対し隔離解除後に全身麻酔下で硬性気
管支鏡を用いた摘出術を行った一例．日本麻酔科学
会第 68回関西支部学術集会，Web開催

30. 衞藤昇平，穴田夏樹，右馬猛生，上林卓彦（2022/09）
腹腔鏡下肝切除術中に医療ガーゼが肺動脈内に迷入
し，肺塞栓症状を契機に発見した一症例．日本麻酔
科学会第 68回関西支部学術集会，Web開催

31. 伊藤明日香（2022/09）人工心肺と選択的脳灌流の基
礎．日本心臓血管麻酔学会第 27回学術大会，京都

32. 岩崎光生，楠　宗矩，星野太希，穴田夏樹，添田岳
宏（2022/09）冠動脈穿孔に対して冠動脈結紮止血術
を行った症例の麻酔経験．日本心臓血管麻酔学会第
27回学術大会，京都

33. 添田岳宏，梅垣岳志，相原　聡，藤野隆史，穴田夏樹，
楠　宗矩，伊藤明日香，萩平　哲（2022/09）nonperi-/
nontransvalvular leakageに対して経食道心エコーでガ
イドし治療介入した症例．日本心臓血管麻酔学会第
27回学術大会，京都

34. 藤野隆史，中嶋康文，添田岳宏（2022/09）三尖弁逸
脱症の形態評価とKay法による修復に，3次元経食道
心エコーによる評価が有用であった 1例．日本心臓
血管麻酔学会第 27回学術大会，京都

35. 萩平　哲（2022/09）開心術と臓器障害―肺障害―．
日本心臓血管麻酔学会第 27回学術大会，京都

36. 前澤　貴，坂口了太，妙中浩紀，星野太希，林　優里，
藤野裕士（2022/09）Fontan循環の患者で心室補助人
工心臓（VAD）を挿入された 2例．日本心臓血管麻
酔学会第 27回学術大会，京都

37. 梅垣岳志（2022/09）最新重要論文ダイジェスト
2022．日本心臓血管麻酔学会第 27回学術大会，京都

38. 萩平　哲（2022/10）神経発達と麻酔深度の調節．日
本小児麻酔学会第 27回大会，岡山

39. 内田　整（2022/10）小児麻酔は TIVAで行う？―普
段から，小児麻酔は TIVAで行う．日本小児麻酔学会
第 27回大会，岡山

40. 田原慎治，緒方洪輔，増澤宗洋，中本達夫，上林卓
彦（2022/10）完全覚醒下手外科再建術で選択的末梢
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神経ブロックが有用であった 1症例．日本ペインク
リニック学会第 3回関西支部学術集会，兵庫県姫路
市

41. 金田浩由紀，梶原美絵，四方美由紀，大北沙由利，
松本　円，中村奈緒美，嶽北佳輝，増澤宗洋（2022/11）
インシデントレポートにおける影響度分類改変の取
り組み．第 17回医療の質・安全学会学術集会，神戸
市，神戸国際会議場

42. 萩平　哲（2022/11）新しい TCIアルゴリズムについ
て．第 29回日本静脈麻酔学会，豊中市

43. 萩平　哲，内田　整（2022/12）シリンジポンプのコン
トロールにおける諸問題について．第 40回日本麻
酔・集中治療テクノロジー学会，西宮市

著　書
（部分執筆）
1. 萩平　哲（2022）第 IV章　麻酔覚醒　Q31 レミマゾ
ラム麻酔からの覚醒における脳波の変化について教
えてください．明日からの臨床麻酔が広がる　レミ
マゾラムQ&A，152–156頁，克誠堂出版，東京

2. 内田　整（2022）第 I章　薬理学的特徴　Q7 意識消
失に必要な投与量（ED50/95）や効果部位濃度
（EC50/95）は，どの程度でしょうか？　明日からの
臨床麻酔が広がる　レミマゾラムQ&A，24–27頁，
克誠堂出版，東京

3. 内田　整（2022）第 I章　薬理学的特徴　Q8 鎮静維
持に必要な持続投与速度や効果部位濃度は，どの程
度でしょうか？　明日からの臨床麻酔が広がる　レ
ミマゾラムQ&A，28–31頁，克誠堂出版，東京

4. 萩平　哲（2022）第 II章　麻酔導入　Q16 就眠の確
認方法は？ 脳波モニターだと，どの程度で就眠？ プ
ロポフォールと同様でよいのでしょうか？　明日か
らの臨床麻酔が広がる　レミマゾラムQ&A，72–75
頁，克誠堂出版，東京

5. 萩平　哲（2022）1章　総論　1.1 麻酔とは．臨床麻
酔科学書，2–4頁，中山書店，東京

6. 伊藤明日香（2022）第 2章　人工心肺装置．麻酔科
医のための体外循環の知識，9–18頁，克誠堂出版，
東京

救急医学講座

〈研究概要〉
敗血症時の血行動態およびそれに対する薬剤投与に関する実験的研究
敗血症性ショックの血行動態は，過度の炎症性サイトカイン産生とそれに伴う各種血管拡張性メディエータの発現に
より，治療抵抗性の末梢血管抵抗減弱状態すなわち vasomotor paralysisをきたすという特徴を持つ．我々は，ウサギに
たいして炎症性サイトカインの一つである IL-βや，エンドトキシン（LPS）を投与することによって，典型的な末梢血
管抵抗減弱型のショックを惹起して敗血症性ショックの循環を再現するモデルを作成し，血行動態・酸素代謝を臓器・
組織別にモニタリングすることで病的末梢血管抵抗制御破綻の局在を明らかにする試みを続けている．これまでの研究
により実験室レベルではガイドラインで敗血症性ショック時に適用する昇圧剤の第一選択とされているノルアドレナ
リンよりも合併症を減じることができる昇圧剤を発見している．これらの情報を用いて敗血症性ショックの病態での循
環動態の安定に真に必要な薬剤を同定し，治療成績の向上へつなげる研究を進めている．

消防庁救急蘇生統計データを用いた病院外心停止例に関する疫学研究
病院外心停止例は全国で年間 12万件以上発生し，多くの症例は救急隊により心肺蘇生を実施されながら救急医療機
関に搬送されている．市民による早期の通報・心肺蘇生の実施，救急隊到着時から始まる二次救命処置，病院到着後の
集中治療といった「救命の連鎖」の向上により，社会復帰率は年々改善傾向にあるが，今なお一番救命される可能性が
高い，一般市民が目撃した心原性心肺停止例の一か月後社会復帰率は 10%程度である．そこで，日々救急隊と連携を取
りながら多くの心停止傷病者を受入れ治療にあたる救急医が，全国の消防機関から総務省消防庁に集められた救急蘇生
統計データの疫学的解析を実施することにより，地域の救急医療体制の改善の為のみならず，国内外に対して，得られ
た知見を救急蘇生のエビデンスとして発信することを目的に研究を継続して進めている．

重症COVID-19感染症における治療介入に対する研究
関西医科大学救命救急センターは合併症を持つ COVID-19感染症患者を多数治療しており，COVID-19感染症は未知

の部分が多いが，重症化や感染症の遷延などで一定の傾向がありその分析を進め報告している．新たな治療方法の開発
や重症化の予防など多くの治療経験からの新たな知見を発信している．

救急現場オンサイトでの迅速感染症診断を可能にする超小型シークエンスシステムの確立
救急・集中治療領域において感染症管理は治療の要であり，早期かつ適切な抗菌治療が求められる．しかしながら，
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現在の標準的な検査である細菌培養法では結果を得るのに数日を要するため，やむを得ず経験的に抗菌薬を選択，使用
することが多いのが現状である．救急医療の現場において直面する重篤かつ多岐にわたる感染症の診断ツールとして超
小型ナノポアシークエンサーMinIONを用いて，特に緊急手術を必要とした腹腔内感染症患者や開放骨折，骨髄炎を対
象とした病原細菌同定の可能性を検討している．救命・救急医療において直面する様々な感染症の迅速診断法としての
有用性を検証し，臨床的アウトカムの向上に繋がる技術基盤の確立を目指している．

腹部救急症例の病態評価と救命に関する臨床的検討
非閉塞性腸間膜虚血（NOMI）は特発性，あるいは敗血症や脳卒中などに続発して発症するが，その病態については
不明な点が多い．NOMIは診断後の死亡率も高く早期に診断し，治療することが救命のために求められている．当講座
ではNOMIに対する外科介入に damage control strategyの概念を導入し，初回は明確な壊死部分の切除にとどめて，Open 
Abdominal Management法を適用，全身管理による生理学的徴候の改善を得たのちに再度腹腔探索を実施，術中に色素注
入による腸管血流不全部分の確認を行って腸管切除範囲を決定する試みを行っている．現在までの治療成績は満足なも
ので，検討・評価を継続している．この他，高齢化に伴い顕著な増加傾向示している大腸形質出血など下部消化管出血
対する治療介入成績の解析を通じ，新たな診療方針確立を目指している．

〈研究業績〉
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of-hospital cardiac arrest: a multicenter cohort study (the 
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COVID-19 patients. Eur J Med Res 27(1): 69

7. Miyashita N, Nakamori Y, Ogata M, Fukuda N, Yamura A, 
Ishiura Y and Nomura S (2022) Early identification of 
novel coronavirus (COVID-19) pneumonia using clinical 
and radiographic findings. J Infect Chemother 28(5): 718–
721

8. Muratsu A, Nakao S, Yoshimura J, Muroya T, Shimazaki J, 
Nakagawa Y, Ogura H and Shimazu T (2022) Evaluation 
of urinary extravasation after non-operative management of 
traumatic renal injury: a multi-center retrospective study. 
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A and Ishiura, Y (2022) Clinical efficacy of casirivimab-
imdevimab antibody combination treatment in patients 
with COVID-19 Delta variant. J Infect Chemother 28(9): 
1344–1346

21. Masanobu Kishimoto, Kenji Maejima, Takashi Muroya, 
Kentaro Kajino, Hitoshi Ikegawa and Yasuyuki Kuwagata 
(2022) Usefulness of contrast-enhanced ct on arrival in 
colonic diverticular bleeding. 10(3): 149–156

22. Nakamura F, Yui R, Onoe A, Kishimoto M, Sakuramoto K, 
Muroya T, Kajino K, Ikegawa H and Kuwagata Y (2022) 
Study of damage control strategy for non-traumatic 
diseases: a single-center observational study. Eur J Med 
Res 27(1): 192

23. Onoe A, Muroya T, Nakamura F, Ikegawa H, Kuwagata Y, 
Kobayakawa R and Kobayakawa K (2022) Effects of 
2-methyl-2-thiazoline on circulatory dynamics and 
intestinal vascular system in rabbits with endotoxic shock. 
Shock 58(4): 341–347

24. Miyashita N, Nakamori Y, Ogata M, Fukuda N and 
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Yamura A. (2022) Functional outcomes in elderly patients 
with hospitalized COVID-19 pneumonia: A 1 year 
follow-up study. Influenza Other Respir Viruses 16(6): 
1197–1198

25. Nakagawara K, Chubachi S, Namkoong H, Tanaka H, Lee 
H, Azekawa S, Otake S, Fukushima T, Morita A, Watase 
M, Sakurai K, Kusumoto T, Asakura T, Masaki K, Kamata 
H, Ishii M, Hasegawa N, Harada N, Ueda T, Ueda S, 
Ishiguro T, Arimura K, Saito F, Yoshiyama T, Nakano Y, 
Mutoh Y, Suzuki Y, Edahiro R, Murakami K, Sato Y, 
Okada Y, Koike R, Kitagawa Y, Tokunaga K, Kimura A, 
Imoto S, Miyano S, Ogawa S, Kanai T and Fukunaga K 
(2022) Impact of upper and lower respiratory symptoms on 
COVID-19 outcomes: a multicenter retrospective cohort 
study. Respir Res 23(1): 315

26. Onoe A, Kajino K, Daya MR, Nakamura F, Nakajima M, 
Kishimoto M, Sakuramoto K, Muroya T, Ikegawa H, Hock 
Ong ME and Kuwagata Y (2022) Improved neurologically 
favorable survival after OHCA is associated with increased 
pre-hospital advanced airway management at the prefecture 
level in Japan. Sci Rep 12(1): 20498

27. Lee H, Chubachi S, Namkoong H, Asakura T, Tanaka H, 
Otake S, Nakagawara K, Morita A, Fukushima T, Watase 
M, Kusumoto T, Masaki K, Kamata H, Ishii M, Hasegawa 
N, Harada N, Ueda T, Ueda S, Ishiguro T, Arimura K, 
Saito F, Yoshiyama T, Nakano Y, Mutoh Y, Suzuki Y, 
Murakami K, Okada Y, Koike R, Kitagawa Y, Kimura A, 
Imoto S, Miyano S, Ogawa S, Kanai T and Fukunaga K; 
Japan COVID-19 Task Force (2022) Characteristics of 
hospitalized patients with COVID-19 during the first to 
fifth waves of infection: a report from the Japan COVID-19 
Task Force. BMC Infect Dis 22(1): 935

28. 織田裕行，山田妃沙子，池田俊一郎，許　全利，北
元　健，松岩七虹，中森　靖，木下利彦（2022）自
殺企図男性のホルモン値に関する検討．日性科会誌　
40(1): 39–49

29. 尾上敦規，矢倉拓磨，中村誠也，齋藤貴徳（2022）
上腕骨遠位骨幹部骨折に対して PHILOS Long Plateを
逆行性に用いた症例の治療成績．骨折　44(4): 882–
885

総　説
1. 矢倉拓磨，尾上敦規，山下裕己，中村誠也，堀井恵
美子，齋藤貴徳（2022）【小児肘関節近傍骨折治療の
コツと落とし穴】小児肘関節骨折の救急初期治療．
関節外科　41(6): 562–569

症例報告
1. Hiroki Takahashi, Takashi Muroya, Yasutaka Okamoto, 

Keisuke Tamagaki, Kenji Maeshima, Atsunori Onoe, 
Fumiko Nakamura, Mari Nakajima, Kazuhito Sakuramoto, 

Kentarou Kajino, Hitoshi Ikegawa and Yasuyuki Kwagata 
(2022) Lacosamide poisoning improved by hemodialysis. 
Acute Med Surg 9(1): e775

その他
1. Wada D, Nakamori Y, Maruyama S, Shimazu H, Saito F, 

Yoshiya K and Kuwagata Y (2022) Novel treatment 
combining antiviral and neutralizing antibody-based 
therapies with monitoring of spike-specific antibody and 
viral load for immunocompromised patients with persistent 
COVID-19 infection. Exp Hematol Oncol 11(1): 53

2. 中森　靖，露無景子，岩村　拡（2022）新型コロナ
ウィルス感染症の第 4波で大阪府が経験した医療崩
壊 を 振 り 返 る．Jpn J Disaster Med 27(Supplement): 
134–146

学会発表
1. Tomoyuki Yoshihara, Kazuhisa Yoshiya, Takehiro 

Suyama, Fukuki Saito, Yasushi Nakamori, Masaaki Iwase 
and Yasuyuki Kuwagata (2022/08) Case presentation 
ventriculitis with sever spasm and ruptured aneurysm after 
COVID-19 pneumonia treated by extracorporeal membrane 
oxygenation. 16th World Federation of Interventional and 
Therapeutic Neuroradiology, 京都

2. Kentaro Kajino, Marcus Ong, Mohamud R Daya, Atsunori 
Onoe and Yasuyuki Kuwagata (2022/11) Easily created 
prediction model using deep learning for termination of 
resuscitation (tor) in out of hospital cardiac arrest (ohca) 
cases:  the al l - japan uts tein regis t ry experience. 
Resuscitation Science Symposium 2022, Chicago, USA

3. Atsunori Onoe, Kentaro Kajino, Wei Ming Ng, Tanaka 
Hideharu, Takashi Tagami, Hyunho Ryu, Chih Hao Lin, 
Marcus  Ong and Yasuyuki  Kuwagata  (2022/11) 
Performance of the universal tor rule for out-of-hospital 
cardiac arrest cases not witnessed by ems providers in The 
Pan Asian Resuscitation Outcomes Study. Resuscitation 
Science Symposuym 2022, Cicago, USA

4. 梶野健太郎，岩村　拡，鍬方安行，升井　淳，松岡
哲也（2022/03）コロナ禍における病院外心原性心停
止例に関する検討．第 27回日本災害医学会，広島県

5. 岩瀬正顕，齊藤福樹，中森　靖，吉矢和久，鍬方安行，
淺井昭雄（2022/05）頭部外傷後に生じる高次脳機能
障害の多彩病態に対する診断と治療戦略．第 25回日
本臨床救急医学会，大阪市

6. 堂本　薫，池側　均，玉垣圭祐，前島健志，寺嶋慎也，
尾上敦規，中村文子，櫻本和人，室谷　卓，梶野健
太郎，鍬方安行（2022/05）VV-ECMOを導入し救命
し得た重症気道損傷の一例．第 25回日本臨床救急医
学会，大阪市

7. 岡本泰崇，鍬方安行，池側　均，梶野健太郎，室屋　
卓，櫻本和人，尾上敦規，岸本真房（2022/05）糖尿
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病性ケトアシドーシスに合併した橋中心髄鞘崩壊症
を発症し改善した症例を経験した．第 25回日本臨床
救急医学会，大阪市

8. 梶野健太郎，尾上敦規，鍬方安行（2022/05）病院前
における心肺蘇生を望まない心停止例（DNAR症例）
への対応に関する検討．第 25回日本臨床救急医学会，
大阪市

9. 五代寛人，新崎孝夫，石田篤世，三箇山宏樹，三島
伸介，關壽人，中森　靖（2022/06）COVID-19患者
にG-CSF製剤を投与し，呼吸状態悪化を認めた症例．
第 70回日本化学療法学会学術集会，神奈川県横浜市

10. 尾上敦規，矢倉拓磨，中村誠也，齋藤貴徳（2022/06）
当院における頚椎・頸髄外傷に伴う頸部血管損傷の
検討．第 48回日本骨折治療学会，横浜市

11. 岩瀬正顕，齊藤福樹，吉矢和久，中森　靖，鍬方安
行（2022/06）頭部外傷 COVID-19陽性患者の手術経
験．第 36回日本外傷学会総会・学術集会，大阪

12. 尾上敦規，室谷　卓，中村文子，矢倉拓磨，中嶋麻里，
植田成実，岸本真房，櫻本和人，梶野健太郎，池側　
均，鍬方安行（2022/07）減張切開創に対する
Shoelace法の有効性．第 36回日本外傷学会，大阪市

13. 鈴木健司，細田恵莉香，松浪周平，國枝桜子，櫻井
裕章，畔　熱行（2022/07）Composite graftと鼻唇溝
皮弁を併用した鼻翼欠損の 1例．第 131回関西形成外
科学会学術集会，大阪府枚方市

14. 岩瀬正顕，齊藤福樹，中森　靖，吉矢和久，吉原智之，
淺井昭雄，鍬方安行（2022/10）COVID-19感染患者
の頭頚部疾病に対する手術経験．第 50回日本救急医
学会総会・学術集会，東京

15. 吉岡佑将，鍬方安行，池側　均，梶野健太郎，室谷　
卓，櫻本和人，中嶋麻里，中村文子，尾上敦規，前
島健志，中村佳裕（2022/10）十二指腸静脈瘤出血に

対し経回結腸静脈的塞栓術を施行し奏功した 1例．第
50回日本救急医学会，東京

16. 宮崎麻里，梶野健太郎，鍬方安行（2022/10）高齢院
外停止症例の検討．第 50回日本救急医学会，東京

17. 室谷　卓，尾上敦規，梶野健太郎，池側　均，鍬方
安行（2022/10）赤血球表面の補体沈着と病態との関
係．第 50回日本救急医学会，東京

18. 大舟晃平，尾上敦規，中村佳裕，前島健志，中村文子，
中嶋麻里，櫻本和人，室谷　卓，梶野健太郎，池側　
均，鍬方安行（2022/10）多発外傷治療経過中に右上
下肢麻痺が出現しC5頚髄急性硬膜下血腫を認めた 1
例．第 50回日本救急医学会，東京

19. 中村佳裕，室谷　卓，前島健志，尾上敦規，中村文子，
岸本真房，由井倫太郎，櫻本和人，鍬方安行（2022/10）
頚髄損傷後に発症した非閉塞性腸間膜虚血（non-
occlusive mesenteric ischemia: NOMI）の 3例．第 50回
日本救急医学会，東京

20. 中村文子，室谷　卓，中村佳裕，前島健志，尾上敦規，
中嶋麻里，岸本真房，櫻本和人，梶野健太郎，池側　
均，鍬方安行（2022/10）高齢者低体温症の検討．第
50回日本救急医学会，東京

21. 尾上敦規，梶野健太郎，鍬方安行（2022/10）PAROS
データを用いた救急隊員による目撃のない院外心停
止例に関する検討．第 50回日本救急医学会，東京

22. 丸山修平（2022/10）ハイブリッド ERを進化させる
ITシステム /救急医療ソリューション～初療室におけ
る音声認識活用と心停止モードの検討～．第 50回日
本救急医学会，東京都

23. 吉原智之，吉矢和久，中森　靖，須山武裕，岩瀬正顕，
鍬方安行（2022/11）VCOVID-19肺炎後に脳室炎・脳
動脈瘤破裂を発症しコイル塞栓術を行った一例．第
38回NPO法人日本脳神経血管内治療学会，大阪市

大学情報センター

〈研究概要〉
大学情報センターは大学，附属病院群などの情報システム群（教育・研究系，診療情報系，基幹業務系等）とそれら
を結ぶネットワークを管轄している．それらを用いて，教育・研究・医療のニーズに対応した情報システムのあり方，
システムの立案，設計，構築，運用，診療情報の標準化，データ処理，情報セキュリティなどについて幅広い研究を行っ
ている．また，システムの構築や運用への参画を通じた実践的な課題探求や実環境での実証実験を通じた研究成果の社
会還元にも取り組んでいる．
主要な研究テーマは，診療情報の施設間連携に関する研究，構造化および非構造化診療データ処理に関する研究，診
療情報基盤の合理化・可用性向上に関する研究である．また，それらを中心に，社会的要請を反映して関連する諸分野
を統合した研究プロジェクトについても，基礎的検討から実証実験に至るまで幅広く実施しつつある．また，セマン
ティックウェブ技術を応用した画像診断知識ベースを用いた診断支援および学習支援システムについての研究も行って
おり，国内のみならず，海外での活用を目指している．
また，システム障害や災害に耐性を有する診療支援，さらには各種の学外臨床情報データベースとの接続のための
ネットワーク（有線，無線），電源やシステム仮想化等を含めた情報基盤の構築・運用検討のほか，近年のサイバーセ
キュリティインシデントに対応するための堅牢な情報基盤についても，本学ネットワークへの実装を前提として実証実
験を行っている．これらの情報基盤のもと，スマートデバイスや IoT機器を用いた各種診療業務および情報資源の利活
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用に関する研究等も実施している．

〈研究業績〉
原　著
1. Yuki Yamashita, Takeji Umemura, Takefumi Kimura, 

Satoru Joshita, Junko Hirohara, Toshiaki Nakano, 
Atsumasa Komori, Atsushi Tanaka (2022) Prognostic 
utility of albumin-bilirubin grade in Japanese patients with 
primary biliary cholangitis. JHEP Rep 5(4): 100662

学会発表
1. 仲野俊成，廣原淳子（2022/01）（3）原発性胆汁性胆
管炎分科会第 17回 PBC全国調査（JPBCSG）の実施
について．厚生労働科学研究費補助金難治性疾患政
策研究事業「難治性の肝・胆道疾患に関する調査研
究」令和 3年度第二回総会，Web開催

著　書
（部分執筆）
1. 相坂琢磨，池田和之，上田郁奈代，魚澤正克，仲野
俊成他（2022）2.10 中央診療部門に関するシステム　
2.10.5 内視鏡検査・治療部門業務に関するシステム　
2.10.12 血液浄化部門業務に関するシステム．医療情

報第 7版　医療情報システム編　7, 178–183, 210–212
頁，篠原出版新社，東京

（編集・監修）
1. 青柳吉博，赤澤宏平，安藤　裕，池田和之，石井亜
矢乃，石垣恭子，石川　澄，仲野俊成ほか（2022）3.5 
医療安全管理　3.5.7 医療事故調査制度　5.1 臨床医学　
5.1.6 消化器系の機能と疾患　5.1 臨床医学　5.1.16 乳
房の疾患　5.1 臨床医学　5.1.22 移植医療　7.1 治療・
処置・手術　7.1.8 その他の治療・処置．医療情報第
7版　医学・医療編　7, 137–140, 194–200, 224–226, 
243–246, 349–351頁，篠原出版新社，東京

2. 稲岡則子，上杉正人，宇都由美子，大佐賀敦，太田
吉夫，岡田武夫，鎌田智恵子，小西正一，近藤博史，
笹川紀夫，佐瀬雄治，佐藤　大，瀬戸僚馬，立石憲彦，
玉川裕夫，中島典昭，中嶋典子，中西寛子，仲野俊成，
西堀眞弘，服部建大，花田英輔，平松治彦，分校久志，
堀　謙太，堀場文彰，前田英一，政岡祐輝，松戸隆之，
三原直樹，宮原勅治，武藤晃一，山内一史，山田　
寛（2022）医療情報技師能力検定試験過去問題・解
説集 2022，1–338頁，南江堂，東京

医療安全管理センター

〈研究概要〉
医療安全管理センターは，平成 18年 10月に開設され，4つの附属病院（以下，附属病院）の医療安全計画の策定，
実施，評価及び標準化を行うことで患者安全を推進しており，以下のような医療安全のためのシステムに関する研究を
行っている．

1）検査報告書見落とし防止対策の有用性に関する検討
電子カルテを利用した臨床支援システムにより，医療事故防止を図る取り組みを行っている．今年度も，昨年度に引
き続き画像や検査結果の見落とし対策と抗がん剤累積投与量管理システムについて検討した．特に画像検査報告書の見
落とし対策ついては，これまでの放射線報告書に加えて新たに重要所見についても対象とした運用を 2021年 11月から
開始した．重要所見とは，放射線科読影医師が検査目的以外に発見した悪性病変などの重要な所見であり，これらの報
告書をリスト化して医療安全管理部門で診療経過を追跡している．この重要所見が臨床に反映されていない，つまり見
落とされている可能性が高いと判断したものについては，医療安全管理部部門からオーダ医師に警告し，その後もモニ
タリングすることで，重要所見の見落としの防止を図っている．本システムはオーダ医による報告書の確認の有無は問
わず，検査 2週間後をめどに医療安全管理部門が診療録を確認するため，迅速にチェックができ，重要所見がある報告
書のみを確認するため重要度の高い見落としを検出できるという効率性を有する．さらにオーダ医による報告書の未読
や既読にかかわらず診療録を確認することから，報告書を確認したが対応を忘れたというエラーにも対応することがで
きる．すでに本システムにより悪性疾患の診療遅延を防ぐことができた複数の事例を経験しており，従来の防止対策よ
りも効果的に報告書見落としによる医療事故を防止できる可能性がある．今後，重要所見を加えた報告書見落とし防止
対策を運用することの有用性について明らかにする予定である．
さらに内視鏡検査のうち生検検査が行なわれたものを対象に病理検査結果を確認し，悪性疾患など治療を要する可能
性があるものについても診療録の確認を開始した．この内視鏡検査報告書見落とし防止対策についても，その有用性を
明らかにすべく検討している．
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2）重症化予防院内迅速対応システムの有用性に関する検討
特定機能病院である本院は，重篤かつ複雑な病態を有する患者に対し高度で安全な医療を提供することが求められて
いる．患者が急変する際には前兆があることが知られており，その前兆を早期に認識し，適切な介入を行なうことで予
後を改善する Rapid Response System（以下，RRS）の有用性が報告されている．これは，バイタルサインや経皮的酸素
飽和度などの計測値を早期警告スコア（NEWS）としてリスク評価するシステムであり，中等度以上のリスクがある患
者について，クリティカルケア領域の認定・専門看護師が中心となって診療録を確認し，ケアが必要と考えられる患者
をラウンドして診療科への必要なコンサルテーションを提案するなど重症化を予防している．このような介入を通じて
患者の急変や重症化の防止効果や死亡率の低減効果について検討している．

がんセンター

〈研究概要〉
・ 当部門は専従医師 4名が所属し，日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG），西日本がん研究機構（WJOG），産学連携全国
癌ゲノムスクリーニングプロジェクト（SCRUM-Japan）等の臨床試験グループに参加し，多施設共同研究に積極的に
症例を登録している．
・ 本学を含めた多施設共同後方視研究により，炎症性マーカーのひとつであるCRP/アルブミン比（CAR）がニボルマブ
による治療を受けた食道癌扁平上皮癌患者における予後因子として有用であることを明らかにした．
・ ケミカルバイオロジーを用いたアプローチにより，分子標的治療薬であるトラメチニブの細胞死耐性機構としての新
規機能分子 RPS5を同定し，in silico screeningにより抗血小板薬であるアスピリンがトラメチニブの耐性を克服する
RPS5-binderであることを発見した（本学，京都府立医科大学，産総研との共同研究）．

〈研究業績〉
原　著
1. Asada T, Nakahata S, Fauzi YR, Ichikawa T, Inoue K, 

Shibata N, Fujii Y, Imamura N, Hiyoshi M, Nanashima A 
and Morishita K (2022) Integrin α6A (ITGA6A)-type 
splice variant in extracellular vesicles has a potential as a 
novel marker of the early recurrence of pancreatic cancer. 
Anticancer Res 42(4): 1763–1775

2. Matsumoto T, Yamamura S, Ikoma T, Kurioka Y, Doi K, 
Boku S, Shibata N, Nagai H, Shimada T, Tsuduki T, 
Tsumura T, Takatani M, Yasui H and Satake H (2022) 
Real-world data of trastuzumab deruxtecan for advanced 
gastric cancer: a multi-institutional retrospective study. J 
Clin Med 11(8): 2247

3. Yamamoto T, Satoi S, Yamaki S, Hashimoto D, Ishida M, 
Ikeura T, Hirooka S, Matsui Y, Boku S, Nakayama S, 
Nakamaru K, Shibata N, Katsushima U and Sekimoto M 
(2022) Intraperitoneal paclitaxel treatment for patients with 
pancreatic ductal adenocarcinoma with peritoneal 
dissemination provides a survival benefit. Cancers (Basel) 
14(5): 1354–1354

4. Watanabe M, Boku S, Kobayashi K, Kurumida Y, Sukeno 
M, Masuda M, Mizushima K, Kato C, Iizumi Y, Hirota K, 
Naito Y, Mutoh M, Kameda T and Sakai T (2022) A 
chemoproteoinformatics approach demonstrates that aspirin 
increases sensitivity to MEK inhibition by directly binding 
to RPS5. PNAS Nexus 1(2): pgac059

5. Ikoma T, Matsumoto T, Kurioka Y, Takatani M, Nagai H, 
Matsumoto Y, Satake H and Yasui H (2022) Improvement 

of body weight and nutritional status in gastric cancer 
patients enhances the benefit of nivolumab therapy. J Clin 
Med 11(20): 6100

6. Matsumoto T, Yamamura S, Ikoma T, Kurioka Y, Doi K, 
Yasuda T, Boku S, Kawai T, Shibata N, Nagai H, Tsuduki 
T, Shimada T, Matsumoto Y, Tsumura T, Takatani M, 
Yasui H and Satake H (2022) Real-world data of 
trifluridine/tipiracil for patients with advanced gastric 
cancer: a multi-institutional retrospective study. Clin Med 
Insights Oncol 16: 11795549221137135

7. Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, Ishida M, 
Hirooka S, Shibata N, Boku S, Ikeura T and Sekimoto M 
(2022) Long-term outcomes of patients with multifocal 
intraductal papillary mucinous neoplasm following 
pancreatectomy. Pancreatology 22(7): 1046–1053

総　説
1. Boku S, Satake H, Ohta T, Mitani S, Kawakami K, Suzuki 

Y, Matsumoto T, Terazawa T, Yamazaki E, Hasegawa H, 
Ikoma T, Uemura M, Yamaguchi T, Naito A, Ishizuka Y, 
Kurokawa Y, Sakai D, Kawakami H, Shimokawa T, 
Tsujinaka T, Kato T, Satoh T and Kagawa Y (2022) 
TRESBIEN (OGSG 2101): encorafenib, binimetinib and 
cetuximab for early recurrent stage II/III BRAF V600E-
mutated colorectal cancer. Future Oncol 18(38): 4153–
4160



— 169 —

関西医科大学 2022年研究成果一覧

その他
1. 里井壯平，山本智久，橋本大輔，山木　壮，廣岡　智，
朴　将源，柴田伸弘，石田光明，池浦　司，関本貢
嗣（2022）【肝胆膵癌における conversion therapy】膵
癌における conversion therapy　膵 01 研究から得られ
た課題と conversion surgeryの現状．肝胆膵　84(5): 
633–637

学会発表
1. Shogen Boku, Hironaga Satake, Masataka Masuda, Takashi 

Ito, So Yamaki, Ko Nakamaru, Satoshi Hirooka, Daisuke 
Hashimoto, Tomohisa Yamamoto, Nobuhiro Shibata, 
Shinji Nakayama, Tsukasa Ikeura, Sohei Satoi and Mitsugu 
Sekimoto (2022/02) The analysis of forty-one unresectable 
or metastatic pancreatic cancer patients received with 
nanoliposomal irinotecan. JSMO2022, Web

2. Shogen Boku, Hironaga Satake, Hiromi Mukaide, Makoto 
Yamazaki, Kentaro Inoue and Mitsugu Sekimoto (2022/03) 
Early response of Anamorelin in Gastric Cancer Patients. 
第 94回日本胃癌学会総会，Web

3. Masuishi T, Bando H, Satake H, Kotani D, Hamaguchi T, 
Shiozawa M, Ikumoto T, Kagawa Y, Yasui H, Moriwaki T, 
Kawakami H, Boku S, Oki E, Komatsu Y, Taniguchi H, 
Muro K, Kotaka M, Yamazaki K, Misumi T, Yoshino T, 
Kato T and Tsuj Ai (2022/06) P-80 A multicenter 
randomized phase II study comparing Capoxiri plus 
bevacizumab and Folfoxiri plus bevacizumab as the first-
line treatment for metastatic colorectal cancer: a safety 
analysis of the Quattro-II study. ESMO WGSG 2022, 
Barcelona

4. Matsui Y, Hashimoto D, Satoi S, Yamamoto T, Yamaki S, 
Ishida M, Hirooka S, Shibata N and Boku S (2022/07) 
Survival impact of resection for postoperative metastatic 
and recurrence of pancreatic ductal adenocarcinoma. 第 53
回日本膵臓学会，第 26回国際膵臓学会，京都

5. Boku S, Satake H, Ohta T, Mitani S, Kawakami K, 
Matsumoto T, Yamazaki E, Hasegawa H, Ikoma T, 
Uemura M, Yamaguchi T, Ishizuka Y, Kurokawa Y, Sakai 
D, Kawakami H, Shimokawa T, Tsujinaka T, KatoT, 
SatoTh and Kagawa Y (2022/09) Tresbien (OGSG 2101) 

Encorafenib, binimetinib and cetuximab for early recurrent 
Stage II/III BRAF V600E-mutated CRC. ESMO Congress 
2022, Paris France

6. Takashi Yamanaka, Naoki Niikura, Hironori Nomura, 
Hiroki Kusama, Mitsugu Yamamoto, Kazuo, Matsuura, 
Kenichi Inoue, Sachiko Takahara, Shosuke Kita, Miki 
Yamaguchi, Tomoyuki Aruga, Nobuhiro Shibata, Akihiko 
Shimomura, Yuri Ozaki, Kazuhiro Shiraishi, Shuji Sakai, 
Yoko Kiga, Tadahiro Izutani, Kazuhito Shiosakai and Junji 
Tsurutani (2022/12) Trastuzumab deruxtecan for the 
treatment of patients with HER2-positive breast cancer 
with brain and/or leptomeningeal metastases: A multicenter 
retrospective study (ROSET-BM study). San Antonio 
Breast Cancer Symposium 2022, San Antonio, Texas, USA 
or virtually

7. 松本俊彦，生駒龍興，安田和代，朴　将源，柴田伸弘，
佐竹悠良，上原広樹，多久和真帆，堀　創史，山本
宣之，八田雅彦，向出裕美，小林壽範，三城弥範，
山﨑　誠，井上健太郎，関本貢嗣，濱田　円（2022/07）
Ipilimumab/nivolumab療法が奏効したMSI-High再発
結腸がんの 1例．第 97回大腸癌研究会，静岡

8. Nobuhiro Shibata, Tetsuhiro Yoshinami, Kentaro Tamaki, 
Tomoyuki Nukada and Shinji Ohno（2022/07）Real-
world chemotherapy patterns, G-CSF use, and FN 
occurrence in patients with early breast cancer． 第 30回
日本乳癌学会学術総会，横浜市

9. 相良安昭，新倉直樹，佐治重衡，隈丸　拓，中村翔俉，
徳永えり子，長谷川善枝，柴田伸弘，川口英俊，小
林　心，高島　勉，高田正泰，細田充主，宮下　穣，
増田慎三（2022/07）日本国内における進行・再発乳
癌患者レジストリ構築―Advanced Breast Cancer 
Databaseプロジェクト．第 30回日本乳癌学会学術総
会，横浜市

10. 藤本祐未，下井辰徳，柴田伸弘，鯉淵幸生，橋本直樹，
山村　順，森本　卓，常泉道子，太良哲彦，多田　寛，
山中隆司，大庭真梨，高橋浩二，増田慎三，新倉直
樹（2022/10）TNBC対象アテゾリズマブの前向き観
察研究（ATTRIBUTE）の中間報告．第 60回日本癌
治療学会学術集会，神戸市

医学教育センター

〈研究概要〉
世界標準の医学教育学の潮流を基盤として，教育実践を通して必要なデータ収集及び分析を行い，日本の文脈を考慮
した医学教育研究を行っている．

1．医療者教育における反転授業の開発と評価
2．医学生のプロフェッショナル・アイデンティティー形成およびトランジションに関する研究
3．やり抜く力（グリット）と学修成果の関連性の検討
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〈研究業績〉
原　著
1. Hayashi M, Karouji Y and Nishiya K (2022) Ambivalent 

professional identity of early remedial medical students 
from Generation Z: a qualitative study. BMC Med Educ 
22(1): 501

2. Hayashi M, Breugelmans R, Nishiya K(2022) Identity 
conflicts of student affairs officers in a medical university. 
Medical education online 28(1):2182216

3. 鈴木康之，宮入　烈，足立壯一，清水俊明，高村昭輝，
土井庄三郎，西屋克己，松原知代，三浦健一郎，吉
川哲史，大田千晴，嶋岡　鋼，森尾友宏，森岡一朗，
和田和子，高橋尚人，日本小児科学会専門医制度運
営委員会（2022）小児科専門医の職責・貢献・勤務
実態に関する調査研究報告（第 1報）　ウェブアン
ケート集計結果．日本小児科学会雑誌　2022(1): 
42–52

4. 鈴木康之，宮入　烈，足立壯一，清水俊明，高村昭輝，
土井庄三郎，西屋克己，松原知代，三浦健一郎，吉
川哲史，大田千晴，嶋岡　鋼，森尾友宏，森岡一朗，
和田和子，高橋尚人，日本小児科学会専門医制度運
営委員会（2022）小児科専門医の職責・貢献・勤務
実態に関する調査研究報告（第 2報）　小児科専門医
の全国動態．日本小児科学会雑誌　126(11): 1570–
1580

その他
1. Mikio Hayashi (2022) Understanding relationships between 

medical students and their parents. Frontiers in Education 
7(829344):

2. 西屋克己（2022）【研修医・専攻医・指導医のための
小児科研修指南】研修プログラム　小児科専門医研
修　小児科医の到達目標と研修手帳．小児診療　
85(5): 535–539

3. 西屋克己（2022）これからの卒前小児科臨床実習．
大阪小児科医会会報　(202): 8–9

4. 西屋克己（2022）【近未来の小児科のあり方・これか
らの展望】小児医学教育と専門医制度　医学部にお
ける小児科教育．小児科　63(13): 1630–1639

5. 西屋克己（2022）医療従事者教育におけるアクティ
ブラーニングについて．臨床工学技士養成教員学術
研究会研究紀要　2022(1): 42–52

学会発表
1. Mikio Hayashi, Katsumi Nishiya, Kazunari Kaneko 

(2022/01) Transition from undergraduate to resident: 
expectations and concerns of Japanese graduates during the 
COVID-19 pandemic. 19th Asia Pacific Medical Education 
Conference, Web

2. Mori H, Izumiya M, Hayashi M, Eto M (2022/08) Current 
perception of medical schools’ social accountability in 

Japan: A qualitative content analysis from the documents 
based on WFME accreditation system. Ottawa 2022 Lyon, 
France

3. Karouji Y, Nishiya K (2022/08) The relationship between 
autonomous learning on the LMS and pre-clinical clerkship 
OSCE performance in online learning. AMEE 2022 Lyon, 
France

4. Hayashi M, Breugelmans R, Nishiya K (2022/08) Identity 
conflicts of student affairs officers in a medical university. 
AMEE 2022 Lyon, France

5. 西屋克己（2022/05）アクティブラーニング．第 82回
医学教育セミナーとワークショップ，web

6. 西屋克己（2022/07）反転授業実践例のヒント．第 2
回 東海国立大学機構名古屋大学 医学部 FD，web

7. 唐牛祐輔，西屋克己（2022/08）教育プログラム評価
のためのKPIの設定．第 54回日本医学教育学会大会，
群馬

8. 西屋克己（2022/08）小児科診療参加型臨床実習のこ
れからのあり方．第 54回日本医学教育学会大会，群
馬

9. 西屋克己（2022/08）ICTを活用した臨床実習前医学
教育の基本．第 54回日本医学教育学会大会，群馬

10. 西屋克己（2022/08）卒後医学教育における退院時サ
マリーのあり方．第 54回日本医学教育学会大会，群
馬

11. 西屋克己（2022/09）医療者教育におけるアクティブ
ラーニング．第 8回臨床工学技士養成教員学術研究
会，大阪

12. 西屋克己（2022/12）医学教育におけるアクティブラー
ニング．第 22回熊本大学医学部 医学教育ワーク
ショップ，熊本

13. 西屋克己（2022/12）小児医学教育のこれからの展望．
第 21回日本小児医学教育研究会，神奈川

著　書
1. 西屋克己，藤崎和彦（2022）認定医学教育専門科制度．
医学教育白書 2022年版，篠原教育新社（東京）112–
114

2. 西屋克己（2022）臨床実習前医学教育部会．医学教
育白書 2022年版，篠原教育新社（東京）393–394
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附属光免疫医学研究所　免疫部門

〈研究概要〉
2022年度，関西医科大学附属光免疫研究所免疫部門は開設された．「臨床応用可能な創薬を実現する研究所」を念頭
に世界で初めて承認された光免疫療法の更なる応用を目指し，基礎研究および臨床研究を推進している．光免疫療法は，
がん細胞を特異的に認識する抗体にがんを殺傷する光感受性化合物を付加した抗体製剤を体内に投与，製剤が集積した
がん組織に光を当てることで，この化合物が変化し，がんを攻撃する．免疫部門では，2つのことに挑む．1つは撲滅
実現への鍵となる“ヒト”がん治療抗体ハンティング．2つ目の挑戦は，ヒト免疫記憶構築の精密な設計図を描く．感染，
ワクチンに限らず，光免疫療法により惹起される抗がん記憶免疫反応の解明を目指す．
ここ数年，COVID-19に対する治療抗体の創出，およびワクチンアジュバント探索などを行なってきた．2022年は以

下の研究成果が得られた．

（1）COVID-19治療抗体の創出
COVID-19罹患者の末梢血から SARS-CoV-2ウイルスの宿主侵入に必須の Spikeタンパク RBD（Receptor Binding 

Domain）に結合するB細胞を単離，抗体遺伝子の同定を行った．組換え抗体を作成し，細胞融合試験，およびACE-2
（Angiotensin Converting Enzyme-2）と Spike RBDの結成阻害実験を用いて抗体のスクリーニングをおこなった．これら
の抗体は生ウイルスおよびシュードウイルスに対しても中和活性を持っていた．クライオ電子顕微鏡を用いた構造解析
を行い，Spikeタンパクと抗体の結合機序を明らかにした．その中から高い中和活性を持つ抗体を選び，ハムスターお
よびサルを用いた動物感染実験を行った．これらの抗体は，2つの動物モデルで感染防御能があることがわかった．抗
体の Fc領域の改変により，ネココロナウイルスで見られるようなADE（Antibody-dependent enhancement）効果は見ら
れなくなった．

（2）SARS-CoV-2に対する広域中和抗体の単離
2つのVOC（Variants of Concern）変異株由来の SARS-CoV-2 Spikeタンパク RBDを作成，プローブとして用いて記憶

B細胞を単離，抗体遺伝子から組換え抗体を作成，中和活性を持つ抗体を同定した．これらの中和抗体は，複数の変異
株生ウイルス，およびシュードウイルスに対して中和活性を持つことが明らかになった．構造解析により大きく分けて
4つの結合特性区分があることがわかった．これらの抗体でも特に広域に中和活性を示すものについて，ハムスターを
用いた動物感染実験を行った結果，この抗体は感染防御能を示した．

（3）ナノプラズモン・マルチセンシング法を用いたCOVID-19ワクチン評価デバイスの開発
ナノプラズモンセンシングは，ガラスコートされた白金上に固相化した抗原と液中の抗体が結合することで，LSPR

（Localized surface plasmon resonance）の光波長のシフトを定量化し，結合量を計測する手法である．この方法は，安価で，
高感度であることから，On-siteで，有用でかつ安価なデバイスの開発には適している．単ビオチン化した3つの抗原，（1）
SARS-CoV-2 Spikeタンパク，Influenza HA（Hemagglutinin）（2）H1および（3）H2タンパクをナノプラズモンセンサーチッ
プ上に固相化した．3種類の抗体，（1）Spikeタンパク特異的に結合する抗体，（2）Influenza HAのH1とH2の 2種類と
もに反応する広域中和抗体，および（3）H1だけに結合する抗体を用いてその結合について検証した．これらの抗体―
抗原結合はそれぞれが持つ特性を示した．また，Spikeタンパクを免疫したマウス血清を用いた実験では，同様のチッ
プで，Spikeタンパク特異的抗体が検出できた．今後，ナノプラズモンセンシングとマイクロ流路を用いたデバイス開
発を進める．
治療抗体創出の技術基盤およびナノセンシング技術は，今後，がんに対する治療抗体創出および，がん抗原および抗
がん抗体をバイオマーカーとして用いる早期診断ツールの開発の一助となる．

（E）知的財産
2022年度，なし

（F）外部資金獲得状況
外部資金
挑戦的研究（開拓）
体内を循環する自己抗原を運ぶ微粒子と自己寛容（代表：福山英啓）
2019-06-28–2023-03-31
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研究活動スタート支援
自己反応性を回避するワクチンの技術基盤開発（代表：岡村千絵子）
2022-08-31–2024-03-31

〈研究業績〉
原　著
1. F u n a r i  R ,  F u k u y a m a  H  a n d  S h e n  A Q  ( 2 0 2 2 ) 

Nanoplasmonic multiplex biosensing for COVID-19 
vaccines. Biosens Bioelectron 208: 114193

2. Takeshita M, Fukuyama H, Kamada K, Matsumoto T, 
Makino-Okamura C, Uchikubo-Kamo T, Tomabechi Y, 
Hanada K, Moriyama S, Takahashi Y, Ishigaki H, 
Nakayama M, Nguyen CT, Kitagawa Y, Itoh Y, Imai M, 
Maemura T, Furusawa Y, Ueki H, Iwatsuki-Horimoto K, 
Ito M, Yamayoshi S, Kawaoka Y, Shirouzu M, Ishii M, 
Saya H, Kondo Y, Kaneko Y, Suzuki K, Fukunaga K and 
Takeuchi T; Keio Donner Project (2022) Potent SARS-
CoV-2 neutralizing antibodies with therapeutic effects in 

two animal models. iScience 25(12): 105596

学会発表
1. Fukuyama H (2022/10) Transdermal adjuvant for next-

generation vaccines. RIKEN-KI-SciLifeLab Symposium: 
Preparing for the Next Pandemic, Stockholm, Sweden

2. Fukuyama H (2022/11) Transdermal adjuvant for next-
generation vaccines. China-Japan-Korea Symposium on 
the Development and Collaboration of Innovative Drug 
Research amid COVID-19, online

3. Fukuyama H (2022/12) Transdermal adjuvant for next-
generation vaccines. The 7th Neo Vitamin D Workshop, 
Tokyo, Japan

附属光免疫医学研究所　腫瘍部門

〈研究概要〉
腫瘍病理学部門では，悪性腫瘍組織の病理学的・分子生物学的解析を基盤とするがん医療研究の展開を目指していま
す．病理専門医・分子病理専門医である責任研究者を中心に病理専門技術を有する優秀な技術員スタッフを揃え，研究
所が推進する光免疫療法における腫瘍組織の病理組織学的分析をはじめ，当部門独自のがん標的医療研究である新規創
薬モダリティとしてのペプチド医薬の開発や新たながん標的分子の発見に基づく抗体医薬の創生を目指した活動をあわ
せ，総合的に実践しています．このような多角的な最新の腫瘍医学研究活動を通じて，成果の社会への還元・実装を目
指し，がん患者さんの医療への貢献を成していきたいと考えて日々努力しています．当部門において現在遂行中の具体
的な研究テーマとして，
光免疫治療による腫瘍組織の特徴的な変化の解析研究（IR700の作用による細胞生理学的現象・機序の解明に向けた

組織学的アプローチ）
腫瘍ホーミングペプチドの開発とPeptide-Drug Conjugate（PDC）の開発研究（膵がん標的化・スキルス胃がん標的化・
肉腫標的化・グリオーマ標的化ペプチドの応用）
新規難治がん標的マーカー分子（膵がん・胃がん等）の探索とその創薬応用研究（新規がん細胞膜表面分子に対する
抗体の作成と応用）

lncRNAのがんにおける新規機能の研究（大腸がん等）

〈研究業績〉
総説

1. Yokoyama Y, Iioka H, Horii A and Kondo E (2022) 
Crumbs3 is expressed in oral squamous cell carcinomas 
and promotes cell migration and proliferation by affecting 
RhoA activity. Oncol Lett 23(6): 173

2. Tomonobu N, Kinoshita R, Wake H, Inoue Y, Ruma I-M W, 
Suzawa K, Gohara Y, Komalasari NLGY, Jiang F, Murata 
H, Yamamoto K, Sumardika IW, Chen Y, Futami J, 
Yamauchi A, Kuribayashi F, Kondo E, Toyooka S, 
Nishibori M and Sakaguchi M (2022) Histidine-rich 
Glycoprotein suppresses the S100A8/A9-mediated 
organotropic metastasis of melanoma cells. Int J Mol Sci 

23(18): 10300
3. Fukushima H, Kato T, Furusawa A, Okada R, Wakiyama H, 

Furumoto H, Okuyama S, Kondo E, Choyke PL and 
Kobayashi H (2022) Intercellular adhesion molecule-1-
targeted near-infrared photoimmunotherapy of triple-
negative breast cancer. Cancer Sci 113(9): 3180–3192

4. Herik Rodrigo AG, Tomonobu N, Yoneda H, Kinoshita R, 
Mitsui Y, Sadahira T, Terawaki SI, Gohara Y, Gede Yoni 
Komalasari NL, Jiang F, Murata H, Yamamoto KI, Futami 
J, Yamauchi A, Kuribayashi F, Inoue Y, Kondo E, 
Toyooka S, Nishibori M, Watanabe M, Nasu Y and 
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Sakaguchi M (2022) Toll-like receptor 4 promotes bladder 
cancer progression upon S100A8/A9 binding, which 

requires TIRAP-mediated TPL2 activation. Biochem 
Biophys Res Commun 634: 83–91

附属光免疫医学研究所　基盤部門

〈研究概要〉
基盤開発部門では，光免疫療法のさらなる発展を目指して，基盤となる技術の開発研究を行っています．光免疫療法
は，①標的となる細胞に結合する「光に反応する薬剤」を投与，②標的部位に対して光を照射，という二段階で治療を
行います．従って，より多くのがんに対して光免疫療法を実施するためには，様々ながん細胞に結合することができる
薬剤の開発が必須となります．現在，抗体と光感受性色素が結合した薬剤が用いられており，我々もがんに発現してい
る新たな標的分子に対する抗体を用いた光免疫療法について検討を行っています．また，より安価な薬剤の開発を目指
して，タンパク質やペプチドといった抗体よりも作りやすい分子に光感受性色素を結合した，新たなタイプの薬剤開発
も積極的に行っています．

〈研究業績〉
学会発表
1. 花岡宏史（2022/09）WS8「核医学でがん治療の未来
を切り開く」　WS8-1 ラジオセラノスティクスの現在
地．日本放射線影響学会第 65回大会，大阪府

2. 花岡宏史（2022/11）「光免疫療法と光線力学的治療の
現状と将来」　S2-1 光免疫療法の基礎と今後の展望．
日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会，沖縄


